


- 静か~に、すばやく施工/ 締付作業に習熟の必要がありません。

建 築 物 が 大 型 化 の 傾 向 に あ る 反 面 、 人 件 費 の 高 騰 、 熟 練 工 の 不

足 が 深 刻 で す 。 こ う し た 状 況 に 対 し 、住 友 で は 強 靭 で 経 済 的 な

「住友 ハイ テ ン シ ョ ン ボル卜 」を 販 売 し て お り ま す が 、 更 に こ の

た び 住 友 独 自 に 特 殊 型 高 力 ボ ル ト i S P ボ ルト 」を開発。同系統

の i S S ボ ル ト」ともど. も併せて発売しております 。i S P ボ ルト」

i S  S ポ j レト」はナットの締付ーけ トルク の 反 力 を ボルト の ピ ン テ

ー ル で 受 lナ 、 静 的 に 締付 け る も の で ¥ ポノレ卜 と ピ ン テ ー ル は 所

定 の トルク で 破 断。 ボ ルト に 所 定 の 軸力 が 導 入 さ れ る 機 構 に な

って い ま す 。 従 来 、 締 付 け 卜 j レク を コ ン トロ ー ルす る 機 能 は 締

付器具にもたせていましたが、 S P ボ ル ト 及 び S S ボ ル ト は ボ

ル ト セ ッ ト 自 体 に ト ル ク コ ン ト ロ ール 機 能 を も た せ て あ る わ け

で す 。 画 期 的 な シ ス テ ム の S P ボ ル 卜 及 び S S ボ ル ト を 、 ぜ ひ

ご 指 定 の 上 ご 採 用 く だ さ い 。

5 5ボ ル ト の 特 長

I  . 施 工 管 理 が 容 易 で あ る 。

・ ボ ル ト の 締 付 け 完 了 は 、 ピ ン テ ー ル の 破 断 に よ り 目 視 確認 で

きるので、締め忘れが防止できる 。

・ ピ ン テ ー ル の 破 断 強 度 が 一 定 で ボ ル ト 軸 力 が 安 定 し て い る の

て¥ トルクレンチによるチャ ッ クが省略できる 。

- 締 付 け トルクの制御はボルトセ ッ 卜

自体 で 行 わ れ る の で 、 締 付 器具 の 調

整 、 検 定 は 一 切 不 要 で あ る 。

2 . 工期の短縮・施工費の低減がで きる

・ 締 付 器 具 の 調 整、締 付 け 後 の ト ル ク

チェ ッ ク が 不 要 の た め 工 期 の 短 縮が

図れる 。

・ 締 付 器具 の 取 扱 い な ど 締 付 作 業 に 習

熟 を 要せ ず 、 工 期 の 短 縮 に よ る 施 工

費 の 節 減 も 可 能 で あ る 。

3 . 騒 音 が 出 な い

・静 的 な 力 で 締 付 け る の で 、 イ ン パ ク

卜レンチに比べ 騒音 が 少 ない 。

。 住 友 金 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

大 阪 = 大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 15 ( 斬住友ピル} 電 (2四) 5  1  1  1  

東 京= 東京都千代田区丸の内 1 - J - 2  ( 新住友ピル) 電 ( 282) 6 1  1  1  

嘗軍所= 輔副・幅岡・広島・岡山・高松・名古虚・富山・鯵冊・斬渇・宇都宮・仙古ー札悦
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' 77年を迎えて

( 社) 日本建築協会会長 塚本猛次

明けましておめでとうございます。

石油ショックの影響だと言い続けて、低成長時代を過ごしてきながら、とくに昨年

はロッキード事件に端を発して政財界は混迷し、景気沈滞のまま総選挙を迎えまし

た。

その結果は、皆様ご承知の通り政治は中道を歩むべきことを国民は望んでいるのだ

ということを表現しています。

ムード的な面もあり、情報に左右された面もあると思いますが、真の願いは何と申

しましでも、平和でお互いが生きカずいのある生活ができ、おおらかな教育を子弟に

施して、よき世代を次代に伝えていくことでありましょう 。

かつての植民地政策から独立へと解放された国々の人々の願いも同じでありましょ

う。政体の如何を問わず、新興国家と言われる国々は各国の民族の興隆を望んでい

ます。 しかし、その施策には各種各様の方策がとられており、あるいは武力に訴え

ても、修正方策がとられています 。

このような時に、日本の進むべき道はどこにあるのでしょうか。

昨年の年頭の辞でも申し上げましたように、私どもお互いの仕事の場の社会的二一

ドも 、安定成長とは言っても、依然混迷の状態を続 けていく でしょう 。経済界もま

た、お互いに自らの力でその動静のあり方を見い出していかねばなりますまし、。

このような戦後初めてという、保革協調の中道政治を求めているとき、官僚の動き

はどのように政治や行政に対処していくでしょうか、し( ; f らくは状況見ということで

しょうか。

逆に国民の願いがどこにあるかを見い出すのも 官僚だとすると、むしろ官僚牽引型

になりかねないと危慣するものです。

三木さんの山吹色がどう変わろうとも、政界がどう揺れ動いても、自然の動きは年

々気候に応じて同じように繰り返しながら、人聞を暖かく迎えてくれます 。

私どもは自然の中にあって、その摂理に従った生活こそ望ましいことだと思います。

お互いにこの流動社会において自分自身の行動のあり方を自覚していきたいもので

す。

本会も会員の皆様方の物心両面のご援助によって、業界においても、会員各位の奉

仕においても多くの役目を果たしてきたと思います。

むずかしい年を迎えて、ご苦労は多いでしょうが会員各位のご健勝をお祈りし、年

頭のご挨拶と致します。





立 正 佼 成 会 大 阪 普 門 館

設 計 施 工 銭 高 組

敷 地 面 積 2，642. 72 m
2  

建 築 面 積 1，675. 77 m
2  

延 床 面 積 17，204. 52 m

2  

精 進 規 機 S R C  8 2  10 F  P 3  

工 期 昭 和 48年 12月 ~ 昭 和 51年 11月

主 要 外 装 プ レ キ ャ ス ト コ ン ク リ ー ト 版

エ ポ キ シ 吹 付 タ イ ル

磁 錯 タ イ ル 、 花 岡 石

防 災 設 備 屋 内 消 火 栓 、 ス プ リ ン ク ラ ー

( 全 館 ) 、 二 酸 化 炭 素 消 火 、

自 動 火 災 報 知 、 連 結 送 水 、

機 械 排 煙、非 常 用 エ レベ ー タ ー

非 常 警 報 (非 常 放 送 )

非 常 誘 導 灯、 遊 磁 器 具

中央監視設置 電力、動力、空調 、給 排 水 衛 生 、

防 災、 エ レ ベ ー タ ー な ど の 監

視 、 制 御、 運転、 E己録

主 要 用 途 地 下 2 階 機 械 室

地 下 1 階 食 堂

1 1者 駐 車 場

2 階 法 座 席

3 階 事 務 室

4 、 5 階 ホ ー ル

6 階 研 修 室

7 階 会 総 室

8 - 10階 宿 泊 室



立 正 佼 成 会 大 阪 普 門 館

設 計 施 工 銭 高 組



この ill 物 は 、 次 の よ う な 多 微 な 11

(I' .J を十年 ち、 し か も そ れ ら が IL，、に

ｬ 刈 ｫｬｬ し合うことをｊＺ ｉｉｊｾ として 、，￬ｊ

jlllj した 。

(イ) 大! 以近隣地域の会L，¥のための

;j'd'i fj- 'Hをf j - うとともに 、 その人

たちの研修 集会及び布教 i 81OJの

'1
'
心 となること 。

(ロ) I)lill 本の教 lえ、 教会と本日1Iと

を結ぶ '1
'
継 拠点 として 、合的lの 研

修 や 会 淡 な ど を 行 う 均 、 そしでそ

のための仰がl室 、 食堂 、浴 室 な ど

のF也，1立を H 備すること 。

や守 ぷを "il じくする他宗教とのkll

mのための会介、 般大衆をあI 象

とした布教 の た め の 議 演 会 な ど を

行うことができること。

以 上 よ り 附 M>j l ) に分l縦して、多手ifi

のＧＱＧ Ｑ 桁 の 与も なる ｾｉｉｈ が混 Ｎ ＨＱ Ｚ するも

のとな った。 ‘ l' Ｑｭ の ｾ＾ｴ ｻ 及、 ｴｕ ｩ ｬＩ な

どは 、*' ，) 1. Ｕ ＰＰ 人を ｾｘ Ｚ［Ｚ，Ｚする Ｉｾｉｩ［Ｚ｜

の 2 階 法 座 席 が 決 定 し た と い え る 。

J し・j ( 務所立J ! 築風 の7 ' " / / プ

な外 観は、それなりに な l沫を持 つ

ものである 。 ーつ は 尚 lilli な u也を

科 倒 率 限 度 に彬) ) 近 づけ 、 しかも

えJ ! 物の安全' 1' 1. と経済的: を汚成 した

ものであり 、今 一 つ は ビ ジ ネ ス 術

の '1
'

にある ill 物 として 、4利独d山11符咋f的lい内〈句J ;な立 、

いわゆる 3示iぷ、救立辿i主;苦築E らしさを d必必3虫i

る こ と が、) s，f>II ! : さを大衆 に持 た せ

ると Ili)l l.¥， に ‘ mの ;zf 観tをそ こ争う

Ｊ， Ｇｩｾ ーになることを円己応Ｚして、宗教

ｼ 二のシンボ ｊ レを、 ＱＩＴ 北 関の ｊ＿ｬｩ ｊｾ の

Ｑ ＧＮｉｾ ， ￬ 立けたＧ，Ｚ ［Ｑ［ィＮ ｾに絞った 。 また 、

Jl LJI明日空 1(li の 淡 紅色のタイ J レはこの

教卜Hの シ ノ ポ J レカラーとして lA米

谷 川の l刈. i 1! 他物 に J 円いられている

ものである 。

，i)- jllij の 、'i 初 から 10 1j ' . 近い歳 1) を総

て、その 11: 1 、敷地の 変更、ゾ'1平手の

多般化など幾多の経過を通って 、

ここにようやく完成を 兄 た。

千女主主にがli <  '，: ;: ; ィ亙: l ' . i I の法の灯が|止の

人 の 心 を な ぐ さ め る も の で あ れ か

しと祈る 。

司件

f品彬 ll j [辺: 也央

l  法 座 席 ( 2 F )  

2  会滋 室 ( 7 F )  

3. 校 名 室 ( 3 F )  

4. 研修室 ( 6 F )  

5. 吹 抜 ロビー ( 9 F )  

6 . 団体宿泊室 ( 8 . 9  F )  

7  宿泊室( l O F )

8 浴 室 ( 8 2 F )  



神戸女学院100周年記念館

設 計 施 工 竹 中 工 務l吉

1 . ピロテ ィ 14 学長室

2 大会騒室 15 ロy カ一室

3 応 縫 室 16. 湯沸室

4. 小 会t菌室 17 書 庫

5 事務室 18 副 室

6 休憩室 19 女子便所

7 事務長室 20. 男子便所

8. 学生部長室 21 研究 所

9 教務部長室 22 教 室

10 印刷室 23 大教室

11 倉 庫 24. 研究室

12.事務室 25 バルコニー

13 磁鷲資事都8覧室 26 段備室

11浩平面図
断 面 図 学 生 相 政 室

所 在 地 西 宮 市 岡 田 山 6 5

敷 地 面 積 135 ，0 8 6 . 36nf  

建 築 面 積 9 7 7 . 56nf  

延 床 面 積 2 ，8 1 0. 84nf  

構 造 規 模 R C 、 8 3 、 3 F 、 P l

工 期 昭 和 50年 7 月 一 昭 和 5 1年 3 月

ス テ ン ドク ラ ス デ ザ イ ン 回 中 忠 雄 氏

{ 行動 :s. 術 協 会 会U. 日本 :s. 術官辺H: UP_v. 市 長 }

「

¥..._ - ' =、 。|

¥ J e F F 「 1ご¥訓。

......... ......ミ'-，

l l /桧L

配 置 図 しー/ 戸 11 

1. u:  門 21  事政夫1 f'fin

2. n 楽 館 22. "'1窓会館

3. 111行政館 23 北 京

4  デフォレスト記念館 24. I軒 ｾ，＠

5 文 f 館 25. JI( 'fl 

6.  ; C; : : $ 1号館 26.  lJi ｾ，＠

7  文 下 部 2 号館 27. 'fl 食 堂 浴 室

8 側，I}由" 28 テニスコート

9. Pv.';:: 館 29.  *i 本プール

10.  'I ( 政〆: ' : i l 別館 30 械工UiIl

11 講堂品ぴ総務館 31. 院長公告

12 中 高 部 校 舎 1. 2n 白" 32. ｾｴ 門

13. 1! I' C: ' ; j $校舎) t } 自1，33 京 門

14 悦聴覚七ノター 34 ケノウ ッド館

15. .A:?!完 35.  グリーンウ y ド飢

16.  ｈｾｦｩ ｬＧ，＠ 36 ボイラ - 50

17 茶 京 37 パインウ y ド館

18. W.'J!.' 転 38 日締J主主

19. 体行館 39 古 }Ol( 

20. I斤Wf ，' 館 40 巡動』岨



ミッションスクー J レ、そして ーム U 'l.'(-i W

の4円I"J であるや1
1
戸 女 学院 は 、 創 立 100 周

年 記 念 に シ ャ ー ロ ッ ト B . デ フ ォ レ ス

ト記念館を主I ! 設した。阪神rmの 市 街 地 を

IIN下 に 望 む 岡 田 lli には 、深 い 松 林 に 包 ま

れたキャンパスに学舎が点{ . f し、 t符イずい

た 教 育 環 境 を つ く っ て い る 。 記 念 館 は 丘

の 市 斜 面 に 配 訟 計 画 さ れ 、 総 と 旧 校 舎 と

の淵羽|を 主 題 に 赤 瓦 と ア ー チ 窓 の ス パ ニ

γ シュミ y ションスタ イ J レで完成した o

ｾ［＠ 5 代 院 長 で あ った 、 放 デ フ ォ レ ス ト k

ｾの生ｩｊｊ ｬ をみ徴するステンドグラスが階

段釜に美しく 11央え、浴屋に納め られ た 記

念 銀 か ら はHキおり澄んだ音色が1111 かれる。

3 階 の 側 人 研 究 室 は 南 に 位fEする TT梨!l1' i

からの TJ を鋭ブJ やわらげること、 m，かな

部イ守き、多11I の 5 秒J の収納という与条イ' ド

を、 J.3!. 似うらまで不IIJII した断面j ｾｉ￯ ｬ ｬ￯ｬ で解

決 し た 。 そ し て l次抜上告11 か ら の 柔 ら か い

採光により、 2 際 中廊 下 は僧 院 J... Lのl殺し

い 雰 囲 気 の 中 に も 、 女 の 図 ら し い 傑 し さ

と 静 け さ を 漂 わ せ て い る 。 一 方 、 事 務 室

は 今 ま で 各 線 に 分 散 さ れ て い た 閉 鎖 的 な

ｊ ｾｾ 諸機 摘 を、オープンスタイルで Ｑ 階 ＱＪ Ｑ

央 に 集 約 し 学 生 へ の 便 利 を は か つている

III 影 上川 1正洋





写n搬影: 河野i l '

航空: ! 1 = ! l 大川彪

大阪府立大阪女子大学

言宣言十 日召手口言宣言十

大I¥rJi!;". 子大・1とが、倒 立 50周年を Hf J して、

帝塚山から上界，J i 大仙開I へ会. ，; : : 移転するこ

とにな った。 新しいキャンノマスは、 1民主

もの府と; & : 大な命、に包まれた仁徳御陵に

銭し、自11市イヒの激しし、 it主に t先われている

槻 に あ っては :!. 't i l l : な紛強かな環境である。

このような環境を認識したうえで、大' 予

( <( 身が( J i ド (1¥) に バ ラ ン ス の と れ た 良 質 の

現 段 を 形 成 し 、 周 辺 に 対 し よ り よ い 彬 料

をりえることが、. nu函 者 と し て の 11f; :iで

ある 。 そこで;'Iiil -il テーマを次のように" 量

定 し た 。

l  市民社会に士.t しHH放的な空/ Hl とする 。

2. 現 況 の 地 形 ・倒 木 の 保 存 を は か る 。

3  白然環境との調手[1 をめざし、常識的

r1i  ｌｾ ＨｩＧｾ 立場ですなおにデザインする 。

4  非 11的な3 l ! JI}I を意図的に設ける 。

5  公; l ; ーの加c ; f ; : . f i とならぬための各物1' (

の敷地内処段。

6 .  1.取 1Jt 劣化の掠r. t l ニめとして、噌築をi J i lj

限する 。

各 施 設 の 設 計 は コ ス ト の 制 限 か ら 、 ま ず

エ レ メ ン ト の 単 純 化 と 統ー をはかること

をぷ胞とした 。 そして 、 それらの繰返し

ゃキIl令 せ に よ っ て 、 有 機 的 な 空 間 椛 成 を

得るために、 iill 物 の 低 層 化 処 理 と 、敷 地

のレベ Jレ差を利mして高さの変化をつけ、

拡 が り の あ る 建 物 配 置 と し た 。 それによ

り、1 =1的 空 IHJ の機能的結合はもとより、

非門 的 な空 IHJ も多機に展 開 し得たと，IJ!.う 。

(' .品一回 ! ! ( (久)

比一」粗戸|

言宣言十監理 大 阪 府 建 築 部 、 昭 和 設 計

施 工大末建 設 ・ 海 ｊ 京 建 設 Ｎｊ ｖ Ｈ あ ｉ ｬＮ ｲｾ ｊ

不 動 建 設 問 21:r，( )

所 在 地 大 阪 府 堺 市 大 仙 町 1031

敷 地 面 積 56.  252m
2  

建 築 面 積 7. 0 6 2 m
2  

延 床 面 積 16.  319 m
2  

構 造 規 模 R C .  1- 4 F.  B  1  

工 期 昭 和49年 12月~昭 和 51年 5 月
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愛知県豊橋勤労福祉会館

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 鴻 池 組

体 育 向 上 、 余 暇 の 健 全 活 用 を 目 的 に 総 合

間祉施，il ! : として姐5設 さ れ た 。 1. 500 人 収

作 の 多 Il 的 大 ホ ー J レを 中 心 に 体 行官官 、 fi' i

託l!i也設 、 会 J設施設 、 小 ホ - )レ な ど の他 殺

を 3 プ ロ γ ク に 分 け、 ホ ー ル棟、 体 育線、

r(i 治 線 と し た 。 こ れ ら の ブ ロ :; 7 は 各 々

が 有 機 的 つ な が り を 持 ち 、 し か も 、 機 能

と ス ペ ー ス の 性 絡 が 視覚 的 に 表 現 さ れ 、

つ の 挫 物 と し て の 統一 感 も 得 ら れ る よ

うに 工 夫 し た 。 す な わ ち 、 大 ホ ー J レと体

育 館 の ボ リ ュ ー ム の 差 を 対 誼 さ せ て そ の

独自性をＮｲｾせ 、 宿泊 似 を ｉｬ ￭ｦ 面に ｮ ，Ｇ， しが ｉ 方

に 広 が る 乱止を借 対 と し 、 三 者 の t.'f つ 性 絡

を 明 確 に し な が ら 一 体 化 し た 。

一 方 、 各 プ ロ y ク が持 つ 独 自 の 11 (1'.; を 卜

分 に 生 か す た め 、 エ ン トラ ン ス ロ ピ ー ー

展 示 ホ ー ル ・談 活 コ ー ナ ー ・プ ラ ザ 中l逗ー

など人身が自由に1 . 1 > まり談笑できるゆと

り と う る お い の あ る 空 nnを配し、 内 邸と

外 Ｚ ｾｉｉ 空 川 の述続 性 を泊めてどの位 泣 から

も 自 然 に あf し聞 か れ たさを1mと し 、 併 せ て

防災 ｩ 自主 矧 主の ｉ 劫とし ｬ ｾ ト ることなどを ｈｩ ｩＡｩｩの

オぞイ ン トと し た 。

大 き な 池 の一 部 を 造 成 し た 現 地 は 、残 っ

て い る 池 と 底 古11で つ な がっ て い る た め 、

地 下 部 分 の排 水 山 留 計 画 に は特 に 注 意 を

払 い、 ドライ ワ ー ク で施 工 し た 。 狐 f本は 、

段 は ｒ ｃ 、 小 屋 総 は鉄 ｉ ｾ ｬ を架設する工法

の た め 、 R C の 村'fl支 に は 特 に j 主主主した 。

ホＭＩ レ線上也下 工 事 より 若 手 、体育棟、 干 Ｍ ｾｩ

泊 倣 と ＩｉｾＨ に船 体 を築造し 、地階 より 仕 上

工 事 をラ y プ さ せ た 。 ま た 、 各 仰 の 取 合

ｭｾ 分には線 維 な形 態 の放もあり 、 エキス

パ ン シ ョ ン な ど が 多 い た め 雨1J :併 に つ い

て -Ji:t 普 と な る よ う 努 力 し た 。 月 間、 過 un

の 工 程 会 段 、 毎 日 の打 合 せ を 通 じ 、 F付帯

工 事 を 含 め て 終始 綿密 な 打 合 せ を 行 い 、

無 事工 mf内 完 成 に 至 っ た 。 全 工 JlHに わ た

り 無 災担:ーを i主成 、 愛 知 労 {助法廷H}弓 優 良 :l't・

を 受 賞 した 。
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言宣 言十 愛 知県 建築 部

東 畑建 築 事 務 所

施 工 鴻 池 組

所 在 地 愛 知 県 箆 橋 市草 間 町 字 東 山 地 内

敷 地 面 積 16.  5 3 0 m
2  

建 築 面 積 7 . 0 4 4 m

2  

延 床 面 積 13 守 2 9 9 m

2

構 造 規 模 R C .  S .  8 1. 5 F  

工 期 昭 和 的 年 10月 ~ 昭 和 5 1年 6 月





京都伝統産業会館

+ 日図会館

施 工 松 村 組

J ;( 古11伝 統 産 業 会 館 l卓、 l出l附 公 l立l の I的 J Ij の

ヴ 旬 、 * か ら 流 れ て き て 」ヒに Ji. J き を 変 え

る正 Ｑｦｴ ノ Ｇｊ ＼ に ｩｮ っ た ｾｊ ｪ ｣ｬ 也 ｬ 二 位 ｅ てられた 。 ここ

|刈山寺公[ 習 は、 明 治 以後 数 1"1 の h'j: 覧 会 な ど

を 経 て 徐 々 に 絞 附 さ れ て き た 公|叫 で 、 、l'

安争中川、 美 術館、 勧 業 館 、J ll 高11会f i ' I i など、

それぞれの ＱＱ ｾ ｦＨ｜Ｚ を点以する住吉犯が混 Ｈ ｅ し 、

.J. J'- 仰 の 主 要 な 文 化 拠 点 の 」 つ と な っ て い

る。 会賞n北( J ! ! Iの 二 条 通 り は 、 1判山(，1公 闘 へ

の ｉ ］Ｎ ｾ なアプローザーであるため 、本市 ＱＱ 会

館 と対 に な っ て 以 人 :'lIsを形 成 す る よ う 、

Ｇｬ ｩＮ ｆ ｾＧ Ｚｊ＠ .  I柁11u Ｊｊ ￭ｾ を ｦ 前え 、ｻ 立 ｩ［ＱＨＱ Ｂ ｊ ｾＧ ｉＧｊＮ ｴ 特 と，ｊｦ

リ ュ ー ム を 合 わ せ た 。

iill 物 の ス タ イ J レは 、政ノlくの行JE 、 * 山 の

スカイラインを西己 ｬ 志 して 、 ノ ｬ く‘ ｲｾＪｾ 弘 を ｩ 且す

シ ン フ J レな デ ザ イ ン と し 、日ーで凶1の f上 1:1ニ

Ｖ Ｚ￞ Ａ￭Ｇｾ を 川 いることにより 、 ｊ ［ ｦ 郎 会 館 Ｎ UJJ  

1z 館 と の 抗 感 ・色 部l の 湖利l を ，1I っ た。

会釘j'm，J辺 は 、 IIII I到 の J 占耳目 、 11' /l1J :'H5の サ ン

タ ン ガ ー デ ン 、 後 l'lIsの 11 本 J Q闘 の 三 :111分

に 分 か れ て お り 、 J6ft/j<i { : 1いの i政 策 路 {ヒl こ

寄り できるよう ［ｮＱ ， Ｂｪ した 。 ｬ￬ ￭ ｬｬ 白 Ｑ の ｊμ Ｑｾ ＺＧｬｉ Ｑ

は 、 ＺＮｧＧヒを ｾｊ 文 きつめアフローナを ＱＡＱ か に

￟￭ｾ ると ｊ 与 に Ｇ ＱＩ と ｩ 盛なテラスをよ ［ｾ Ｈ ｊｴ し 、 ＴＩＧＭ ン

Ｗ ンガーデン ｬ 主 光 ｬ 必 になると ｊｾ に 以外 ｪ 員

五三 Ｎ ｴｬ［ ｾ となり 、 n 本 l立l或l は鋭 か な l放司王 、 里f

¥L て な ど を 弘5 し め る よ う に な っ て い る 。

会 館 の 主 要 な 部 分 l卓、 J;f Iif Sの 伝 統 産 業 を

総 合 的 に把 j l ; 1 しうる '1，' /宇11セ ン タ ー で あ り 、

l長 示 的川 資 料'1，'/ 報 :"oI 11"J ・(l} F(1基:'';11門 の E

ｾ な三つの機 能 が紫栴な ｬ 則 係のもとで 、

イi 機 r，'" に 例 くように: 1 ! IIIJ 町 内 さ れ て い る。

フ 笹 川 全 体 の 表現 は近 代的 な 総 集 ｈｩ 司 法に Ｎｴ ｾ

IIJ: な 点引 とし 、 と く に 伝統 峨 パ を似 倣 す

る こ と を 迎Eけ た が 、 l笠 1;1若 手m . -1'1'01.反

などにはできるだけ ｔ ｾ lil り的 な 必 税 を 川

い 、 伝 統 産 業 会 館 に ふ さ わ し い ::)t 凶 ス が

で る よ う に 円己fを した 。

ｊ ［ ピ伺 ｩ の Ｎ ｉｉｈ ｊ ｉ の ｉｉｉ ｊ づくりの Ｎ ｎ Ｏｾ Ｚｴｲ ｴ 、 さらには 、

身附- h の 社 会 復 l)i l} に 対 し て 伝 統} l g ; {f . ，就業

の 機 会 啓 誌 が重 裂 な 位 で あ る こ と を 巧 え 、

身障布、 4主 人 が 無E史な く 会館 を 干'JHI で き

る よ う 、ス ロ ー フ エ レ ベ ー タ ー を は じ め 、

各 所 に剥1I か い 自己J.& をずム っ た 。 ( 識山佳品目)

Ｂ ｩｽｾ ｦ 品最長 1処Hi 勲

"; l H ¥HJ¥ A  G  

設 計 京 都 市 住 宅 局 営 繕 謀 ・ 設 備銀

川 崎 清 十 ( 財 ) 建 築 研 究 協 会

建 築 環 境 ・建 築 研 究 所

構 造 塩 路 建 築 事 務 所

設 備 東 洋 設 計 事 務 所

施 工 建 築 松 村 組 設 備 三 晃 空 間

電 気 同和 電 工 ・ 昭 和 電 工 社 J V

所 在 地 京 都 市 左 京 区 岡 崎 成 勝 寺 町 9

敷 地 面 積 4 .  833.  3 1 m
2  

建 築 面 積 1. 884.  6 8 m
2  

延 床 面 積 6.  624.  6 4 m

2  

ti ' 4 造規模 R C.  8 1.  3F .  P 1  

工 期 昭 和 50年 7 月 一 昭 和 51年 10月
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大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業

大阪駅前第2ビル

施 工 鴻池・奥村・銭高・松村共同企業体

J  

J  
1隊平面図 国道1号 線

設 計 監 理 大 阪市 都市開発局

安 井建築 設 計事務 所

所 在 地 大 阪 市北 区曽椴崎上 4ー 10

敷 地 面 積 8 ，890m
2  

建 築面 積 8 ，792m
2  

延 床 面 積 103 ，746 m
2  

構 造 規模 低 層 部 S RC 高層 部 ーs

B4.  16 F .  P 3  

工 期 昭和 49年 4 月 一昭 和 51年 10月

大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 事 業 は 、 大 阪 駅 前 地

区 の 南 半 分 約 6 ヘクター Jレの地峨を 、大

阪市が都市計画として整備し、 4 械 の 高

層 ビ ル を 建 設 し て 、 地 区 の 近 代 化 と 、 土

地 の 高 度 利 用 を 計 る と 同H寺に、これらの

ピル群を 、地上と地下で接続して、より

都市的なスケールで機能させようとする

もので、その榊想、は、昭和36年 、 市 街 地

改造法にもとづく都市計画として決定さ

れた 。

大 阪 駅 前 第 2 ピルは、昭和45年に波工し

た第 l ピルに続いて 、 その再開発事業の

一環 と し て 進 め ら れ 、 基 準 法 の 改 正 及 び

容積簡IJ の施行に伴う計画の修正を経て、

実1 i l 単に移されたものである 。

第 Ｒ ピルの設計に当 っ ては、このｾｾ木計

画をもとに、 w; umを基調として外部を

椛 成 し 、 地 区 全 体 の 景 観 の 調 和 を itl るこ

と、魅力ある庖舗床と、多様な需要に対

応できる業務床の構成を計ることなどを

計 画 の 指 針 と し た 。 ピルの特徴である中

央 の 吹 抜 は 、 こ れ ら の 方 針 に よ って検討

を積み重ねた結果、導かれたものである。

高層部の業務床は、サイドコアの光庭を

持 った平面とし、採光面のI首加を計って、

事務室区画の自由度を高めることにした 。

この司I によ って高レンタプル上とを f呆ちな

がら、廊下の設け方によ っては、 40m' 程

度の小分緩区画の事務室を相当虫殺ける

ことが可能とな った。

光 庭 部 分 は 低 層 階 で は 、 吹 抜 を 持 った広

ぬとして、 1苫舗のにぎわいの中心とした。

またこの広場に面して、高層階の 2 群 の

エレベーターホール、 l苫舗階のエスカレ

ーターや解放的な階段を設けて、ピ ｊ レ ｛ｾｊ

線集散の中心とした 。 すべての ｛ｾｊ 線を、

中央の吹抜を刺l にして展開させたことに

よ って 、 高 容 積 被 合 的 な 機 能 の 集 積 で

あるこのピルの ｛ｾ ｊ Ｊ 泉は、非常に日月解なも

のにな った。 そして吹放の視覚的な効果

とも相まって、このピルに 、解放的な印

ぷと活気をもたらすことができたと考え

ている 。







富士火災海上保険茨木ビル

設 計 施 工 清 水 建 設

万tw: 会 場 を 南 に 望 む 千 盟 丘 陵 の 北 端

に郊外型のオフィスピルを実現する

た め に 、 計 画 の 主 題 を こ の 忠 ま れ た

自然環波を生かすべく『周辺環境と

の 調和 ・ 人 間 性 回 復 の 峨IiJ つ‘ くり』

においた。

ｾｊ ｪＨ ｊ 也のお低を利用 して 、執務ス ペー

スlま高層棟に、厚生 ・集 会 ゾ ー ン は

低層線に配置した。高層械は、 ｾ ｬ ｾ 務

空 間 と し て の 機 能 を 追 求 し 、 3 . 2 M

モ デ ュ ー ル の フ レ キ シ プ ル な 空 11:] を

作 り 、 外 周 に は バ ル コ ニ ー を め ぐ ら

し、保険会社の建物と して 、 防 災 性

能の向上とともにせi 資源化を背! って

いる。これはデザインの面でも大き

な 特 徴 と な り 、 彫 の 深 い 格 調 の 高 い

外在JL を表出している。

低層械の食堂などは執務ｾｲＺＱｉとは分

自佐し、Ｈ引く人々のくつろぎの ｪ Ｍｌｾ とし

て 、 庭 園 に 面 し た 最 も 眺 め の よ い 場

所 に 確 保 し た 。 こ の 庭 園 に は 、 各 地

か ら 集 め ら れ た 怖 が 伺 え ら れ 数 年 後

には「格の名図」となるであろう。 ，

な お 、 こ の 建 物 に は 、 当 社 で 11日発し

た 総 合 ピ ル 作fill システム ( BE CS S )

を 線 用 し 、 設 備 機 器 の 制 御 ・スケジ

ュー ル 運 転 、 デ マ ン ド 制 御 、 防 犯 ・

防 災 監 視 を テ レ ビ の 画 面 上 で 行 う こ

とができ、省力化 ・省 エ ネ ル ギ ー 化

を 計 っ て い る 。 ( 大 戸 覧 )

Jt 

1. 役 員 室 ロ ピ -

2. 防 災 七 ン タ -

3  庭 闘 よ り 本 館 を み る

4  玄 関 ホ ー ル

所 在 地 大 阪 府茨 木 市 大 道 祖 本 3- 1

敷 地 面 積 10 .  114.  18 m
2  

建 築 面 積 2. 456.  4 3 m
2  

( 巾 築 ) + 1. 955. 9 1 m
2

(蹴 築)

延 床 面 積 14. 739.  21 m2 (.t (' j築 ) + 5 . 294. 12 m
2

(既 築)

構 造 規 模 S R C .  8 2 .  5 F .  P 3  

工 期 昭 和 50年 5 月 一昭 和 51年 10月

3階 平 面 図 1/ 1，200

配 置 図 1/3，000
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安 田 生 命 大 阪 ビ ル

言宣言十監理 日 建 設 計 東京 本 社

所 在 地 大 阪 市 西 区 江 戸 場 上 通 1 - 7

敷 地 面 積 1. 880. 75 m'  

建 築 面 積 1. 799. 207m'  

延 床 面 積 14. 1 35. 93 m'  

構 造 規 機 S R C、8 2 、12F 、P 2

工 期 昭 和49年 8 月 ~ 昭 和51 年 6 月

施 工 大 成 建 設

|凡1.;; t WIIil こは h立i丘上ヒl絞(，"J 大 き な ピ Jレが拍t

L 、始 め て い る が、 一 本 袋 に人ると 米 だに

木造 を ｅ とした 低仲 ｪ の 小鋭校 生 ｾ 築 併 が 大

、l' を ，Lj め て い る 。 大規 模 なill 物 と の nnに

生 ず る 環境 の 変化 に つ い て は 、 オ ー ナ ー

の 企 業の1' 1:絡 もあ って と く に 神 経 を 似 つ

..  

~。

全 体 の ｽｦ ｾ は 低 ｍｭ ｳ の 中 央 に ｬｾＧＺｪｊ ｍ ｴｾｉ ｓ を 来 せ

た ｽｦ ｾ にな っ ている 。 技 Ｑ ，ｦ，ｪＨｊＧ Ｎ ｊ にはその ｬ￈Ｎ も

とにむずかしさがある が、 Ｑ ，Ｇ ，ｊｊｬｬ の 低ｾ ＧＱ Ｑｩｬｬ

物 l作との な じみの空 間 として 、I列え 1I 胤

Ｗｾ の 処理 などに 低層部 の 役 ＺＧＱ Ｑ Ｑ は 小さ くな

¥ 

¥ー___- /

か っ た。

こ の ピ ル は -単品II Iこは t:t 'JLfj) ji，庁で あ る が、

オ ー ナ ー の |刻 IJ ! j 方面 の 中 継 機 榊 が- fflS を

ｾ Ｇ ｩｊｔｉ することもあ っ て 、 ｬ 対同 の 拠点 とし

て の イ メ ー ジを造 りあ げ る こ と が求 めら

れ 外 側 などにも 現 わ れ て い る 。 外 装 はtfJi

{i町て汁まあるカヘ 而M主位ア (T) 白石 し、中';f:j¥ヰ として

7 J レミパ ネ Jレと花 尚 石 打 込 P C 版 を j;RHI

した 。 P CI 仮の係 I'FIは こ の ぬ 合 、 石 が 先

にあ っ て そ の制 泌 や シ ミ を Il) i ぐ こ と が E

11  Ｈ， Ｇ ｾ にな っ ている 。

P C版 と し て は比 較 的 被 維 な断 面 で 、 パ

ネ J レの 般 悠i も 多 く な っ て い る が、 高 度 な

ｾ ｪｬ 在 シ ステムによ れば多微な機能 と 形 を

持 っ た 製 品 を送 り 出 せ る可能性を、プ己分

持 っ た工 法で あ る と 考 えて い る。( 谷崎紛)

{

円

」

市

基 準 階平 面 図

1 階平 面 図 1/6ω





拍t封陸 上川l J ! 洋

住友不動産京都ビルテεイング

設 計 日 建 設 計 大 阪 本 社

施 工 竹 中 工 務J苫 ・ 鴻 池 組 共 同 企 業 体

所 在 地 京都市下京区四条通河原町通東入ル賀町 68

敷 地面 積 3， 165， 000m
2  

建 築面 積 2，782，513m
2  

延 床 面 積 29，044.  679m2  

構 造 規 模 S R C、8 3 、 8 F 、 P 3

工 期昭和 ＴＸｾ 手 Ｖ 月 一 昭和 ＵＱ 年 Ｙ 月

‘ ' ‘ '  バ ル コ ζ ー，樹脂耳 用 1

.  
I { l  ｾ ・

'111  • • 
，向

， ｾ＠

I!l l  ｾ ・

• 

.  
.  

2 階 平 面 図

四 条 通 り

河

原

町

通

り

1階 平 面 図 1/600

ヱの京音fl 住 友 ピ j レ は 、 四 条 巡 り 商 庖 街 の ほ ぼ * 端 と 河 原 町 通 り と

交 わ る 角 地 に 建 設 さ れ た も の で 百 貨 底 ( 阪 急 ) 、 飲 食 庖 街 、 及 び 銀

行 支 l; t i ( 住友銀行) などを主要テナン卜とする複合尚業ビ J レである 。

したがって、 地 表 1 階 レ ベ ル で競 合 す る こ れ ら の 諸機 能 を 1 つ の

建 築の 中 に融 合 さ せ 、 構 成 す る こ と が設 計 に 当 つ て の 第 一 の 課題

であった。

角 地 と い う 立 地 条 件 を い か し て 、 北 、 西 両 面 の 道 路 か ら 室 内 を 1't

いて、 相 互 に 見 透 し が で き 、 通 り 抜 け ら れ る 空 間 を 得 る た め に '1;111

線 は 45& 振 っ て 設 定 し 勾 。

銀行の客: 樹り、百貨庖の 1 階 先 場 の 主 通 路 は 、 そ れ ぞ れ 性 俗 づ け

られ歩道の延長が、バイパスであるかの織に意図街 ｉｉ ｾｉ した 。 又、

その 1 階 の 外 壁 は 道 路 に 而 し て 5 メ ート J レ後退し、 2 階 ま で l吹 抜

け と な り 、 ア ー ケ ー ド と し て Jl H敗、 J;r1i llの 新 し い 街 角 に 豊 か な 空

!日1設 定 を 試 み た つもりである。

外装は』江占 ｪｬ の街混との調 布 ｬ 、品絡のある ｊｉｾ やかさを追 求し、色は

全 体 に よ 棋 に 近 い ブ ロ ン ズ ト ー ン に ま と め た 。 又 、 太 郎 分 を し め る

百 貨 I，t ; の外壁として合理性を求めた結果、アルミ- 1
1
11型 材 の ス ダ レ

状カ ーテンウオー J レとアス ベス トハネルを長L l 令せてf ，>ll l1xし 、 そ れ に

遊覧佐パ J レコ ニ一 、 非 常 進 入 しl を 内 政 さ せ る 内 容 の も の と し た 。

伝 統 的 な 街 並 み に お、け る 絡 子 や 、 す だ れ の 繊 細l さ 、 そ の 縦 糸 の 優

しさがーーまた、 加 茂 川 や 源 川 沿 い に 残 る 友禅 染の 陀 繰 場 小 屋 の

健 康 さ が一一一発; t [ tの 支 え と な っ た。 夜 間 は 、 遊 矧t バ ル コ ニ ー の 朱

色 を 11央 し た 光 が ア J レミ界ダレの r:-nからこぼれて、ィ主 間 営 業 の 雰 囲

気 づ く り に 参 加 す る よ う 試 み た 。 ( 大 内q: 犬)



高槻カントリー倶楽部クラブハウス

設 計 施 工 大 林 組

さ、ーーー

正月十』見可i i おより芥川 li{ い、に ・11で 30分 、 や が て の ど か な

盆 地 に 到 託 す る 。 そ の * を 市 め る 丘 陵 地 が こ の ゴ ル

フルi で あ り 、 敷 地 の ほ ぼ 中 央 、 田 闘 を 望 む 必 ず 「 に 二

のクラフッ、ウスは{ 立; 白しでいる 。 J h! ! i i するにあた っ

て Ｑ む図したことは、この ｬ リ ｩ 釧 ｩｾｊ 民 ｪｩｬ ーをそこなうこと

なく、ゴ ｊ レフＩ，ｊＮ，ｾのランドマークとしての役百 ｉ｛ をいか

に 生 み 1' 1' . すかであ っ た 。

ク ラ フ ハ ウ ス の ユ'0 也が 、 コースからは. h ' . ぉ・ろし、区i

園 地 域 か ら は 兄 _ I -. If る レ ベ ル に あ る こ と か ら 、 局 さ

を拘ｾ )] 11
[ 1え、申王し、生J 円己b W量で.It! ! . )f*1ニフイ メ ト さ せ る

とともに、 '1' IIII 形 状 を 変 化 あ る も の に し た 。 また、

ｉ ｉｩ ｊ 辺の樹林にお ｊ ｉＧ Ｈ に的 ｾ Ａ剥 Ｑ させることを身え、窓 、 ｜ｬ Ｎ Ｇｦ

の ，1'" 人、 'l l I ' の深さなどによる彫りの深い外側とし、

モ ノ ト ー ン の 色 測 に よ り そ れ を 強 測 し た 。 特に食立、

彼 筆 の 窓 は 故 大 阪 I . ':.i 生けた 。 それは、 1: 犯 の 必 lほと

ともに、 -"')1' 、明を古: Mま と し て コ ー ス を 比 iI!t せ る 刻J

牙4 を巧えたからてらある 。

内 ｮｬＩ ， Ｑｾｦ ｉｬ￯ ｊ においては、機 Ｑｩｾ と動車泉を Ｚ＼ｩＧ， ｊ ， Ｆ し 、可 Ｑｭ な

限りコンハクトにまとめた 。 また、厄 Ｑ いの ＩＧｾＯｾ として

の係ち Ｇ［ｾｦ きと、社交坊としての品位と ｬＡｬｩ ｬ 係、かつ、

スポーツ ｊｬ ｬＡｬ Ｎ Ｑ 主としての ｩ リ Ｑ るさをもっｾ ｕＺ ｊ にするため、

カラープランニングをi J i 視し 、 以 と ，'， ( シ y ク〉 を

ベ ー ス に 、 オ レ ン ジ ( 11) 1 .  IIZ' ) を ア ク セ ン ト カ ラ ー

として目己した 。 (坪!J f，i 幸二)

川

l  ロ ビー

2 食 堂

3 .  2 階南東隅

4  北京刷会長

説i彫山本宮実f J x .

(1. 2.  3)  

所 在 地 高 槻 市 大 字 国 能 小 字 中山

敷 地 面 積 727.  695.  0 0 m
2  

建 築 面 積 1. 935. 00m
2  

延 床 面 積 2，729.  7 3 m
2  

構 造 規 模 R C. 一 部 S . 2 F  

工 期 昭 和 50年 12月 一

昭 和 51年 8 月
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十 津 川 村 庁 舎

施 工 奥 村 組

li '会設計に際しての主役ーテーマは下記

による 。

0 古い歴止: と伝統をほこる十津川村の

f i " i 攻拠点としての風格ある弘l E物 とする 。

0 狭間童な川地を可能な限りイ{ 効利 HJ し、

ノマー キ ン グ な ど の 空 地 を 確 保 す る こ と 。

0 過 疎 化 の 傾 向 に あ る 地 域 で の コ ミ ュ

ニ テ ィ と し て 住 民 セ ン タ ー を 併 設 す る 。

O 機能{ 最先をこころがけ、! I J ! : 秒J の 維 持

政 も 含 め た 経 済 性 を 充 分 に 身 地 す る 。

O 気骨量的条例ー( 焔 j止L ・ 4主雨) に ＡＡｾｉ Ｎｬｬｩの

な い 形 態 と す る 。

緑 豊 か な 自 然 と 折 目 正 し い 卜 津 川 郷J

に ふ さ わ し い fllf かを言長引すべく努力す

る。 こ と さ ら に 地 方 色 を .52J 践するよう

な 手 法 は さ け 、 端 正 な た た ず ま い を と

心 が け る 。 効 率 の よ い 空 地 を 雌 保 す る

た め に 建 物 は 単 純 な 平 副 形 と し 、 河 川

fJ!l J傾 斜 地 へ 可 能 な 限 り 押 し 出 す 。斜 IIl i

に生ず岳 地 階部分を公 ｊｊｊ 駐 ＡＮ ｬ ｩｪｊＯｾ とし、

前 ｛￺ｩｾ Ｚｴ也を外来駐車場として峨保する 。

庁 舎 の 規 絞 殺 定 と し て 、 人 11 . 峨 以 数

な ど 現 状 の 5 ｪｾｉｊｊ ＨＧ￭し迄の機能をみたし、

単 純 中 廊 下 形 式 に よ る 執 務 空 1mへ の 卜

分 な 採 光 通 J!l を 優 先 さ せ る 。 住 民 セ ン

ターは通常、 ｬ 話内近 ｬｦ 面 ｾｊｪｊｊ ｾ として ｦ 史 ｈｊ す

るも、 400 人 程 度 の 集 会 が 可 能 な 小 ス

テージ 付 きとし、村氏交歓の ｪｊＯｾ として

多目的利H - J をはかる。 ( 志釘お重 )

設 計 監 理 小 河 建 築設 計 事務 所

所 在 地 奈 良 県 吉 野 郡 十津 川 村 小原

敷 地 面 積 4，300n1 

建 築 菌 稲 1，6 16n1 

延 床 面 積 5 ，189n1 

構 造 規 模 R C 、 8 1 、 3 F

工 期 昭 和 50年 5 月 一 昭 和 51 年 10月



大 阪 府 西 淀 川 警 察 署

設 計 大 阪 府建 築 部 ・大 建言宣言十

施 工 三 木 組

所 在 地 大 阪 市 西 淀川 区 千 船 東 1 ー 15

敷 地 面積 2. 025. 50rrl 

本 館 別 館 ( 既 設 寮 練)

建 築 面 積 529. 47rrl 191 . 64rrl ( 19 1. 31rrl )  
設 計 大建 設計

延 床面 積 2，505. 62rrl  600 . 12rrl ( 853.  60rrl )  

構 造 規 模 本 館 R C 、6 F 別 館 R C 、3 F

工 期 昭 和 49年 9 月 ← 昭 和 51年 8 月

6 階 平 面 図

ｊｾ 弘山町 ｾ， ｉｉｌ lu" ，1  I  

主主上也は 打‘Ij丘 2 ｾｽＪＵ 弘 に ｬ 削す る 向上也 ｩ 斗 立 ｩ 白 し、 ｉＮ Ｇ Ｑｊ ｉｊｴｬ は ＱＧ Ｑ '小 仁 に [f!.i す る L 1 Qプラ ン で .11.  Il lI j し 't 'lfl と し て の オ ー フ ン ス ベ

場 ・尚 防 ・i t ' 宅の泌犯す る 、 い わ ゆ る 混 合地 域 を 形 成 し 、 ー ス 、 他 物1o'1J I l t I はで き る だ け 似 を 碓 似 し mJ IJ Mに な じ ま せ 、

交 辿111も 悩 め て 多 い I也 峨 に あ る 。 また内 ｭ ｬＨｬＧｾには災なる執務をれ階に分け縦の ＱＱ ＰＧ 線で処理

1:t が っ て 悶 聞 の4犬 況 狭 い 放I也の条1 ' 1ーを 身 え 、 村i 力 lよ い して い る。

オ ー プ ン ス ペ ー ス の確 保 と 多 組 多 級 な 執 務 宝 笹 川 の 19J 島幸 な こ こ で は 過 去 数 地 の ち 止 水 の ・!iC';k; を 考 え 、 災 : gu.¥，の笹察機

処血を Ｑ Ｑ Ｑ｛ｨ に 辿秒 ｊ のお 層化 をはかり、また必 ｬ 正 ＨｉＧｾ には近代 ii E 舵似のため J笠 削 機 械 室 を M U皆に、 J，} も 市 民 と の 接 触

的軍事苦渋・地域社会 に な じ む 特 僚 の 他 物 を 臨i っ て J量;n を 進 の 多 い 公 I桝 去 を 2 附 に J生け た 。 こ の 公 麻 筆 は 解 放 階 段 で

め た 。 そ の 結 決 、 敷地 雨 イ!!IJ に ))'J 飢( j 丘幼 ・食 堂 ) を 配 し 、 [i il l(，i道 路 に 接 続 し 、 全 [(d プf ラス 張 り の 解 放的 な主主 II:¥j とし

配置 図・ 11浩平面 図 1/ 1，000  来 Ｑ Ｑ Ｇ 者 ・ 執務 ｾ ｉＺＺｊ からの分 ｬ 緋をはかり、次に本館 を ｬ ｬｩｬｪ 立 て，?f.ll lI ! され て い る 。



大阪市消防局 消防学校

施 工 フ ジ タ 工 業

火 山!li rlj 消 防 救 1守研 究 総 合 セ ン タ 一 、

Jill 初、「消 防 γー校」は 、 iめ; モ; イヒの 械 の

Ilil 寄 せ る 嶋 監f の よ也 に 、 絞 !出! の狛i み の

!Iffiで l怖 いて5 い た 。 し か し 、 そこに中止

り ひ ろ げ ら れ る 教 育 と 訓|総 は 、 ' Aに

l治 絡 で 激 しい も の で 、 訪 れ た 私共 を

飽 か せ た 。

今 日 の郎 ｲ ｦｪ 火災の ｴｇ 惨な姿をｾｾえば 、

到版、 r 火のJ l J 心 、 カ チ カ チ 」 だ け で 、

rl j l . J との生命と 財 産量を似附 で き る H寺11::

ではない 。 野 ｷ の鎚 は、 ＿ ￬ｾｉｗ ￬ ，ｲ ｩ ￭ ｗｊ に

も 、 応j 歪rJ な 訓 練 と科 学 的 知 織 に 誕 づ

け ら れ た h耐え の事在立 を 求 め て い る 。

似 た ち は燃 を 正 す 思 い で 、 今 は 赤 茶

け た 山 WL を さ ら し て し ま っ た 生郡山 li

系 を 比 巡 か す こ の地 に 、 全 策 Wl j の 下、

下年 ｉＯｊ ｊ の 教 育と 訓練 ｬ こ ｾ ｉｉ ｾ 容の Ｇ ｦＯ ｩ 熱 を

傾 け 、 人 の痢lの カ に確 か な 手 応 え を

犯 ん で 巣 立 っ て ゆ け る 場 を し つ ら え

よ う と 、 こ の 』没 ;nに I収 り車且ん だ 。

「・ i斗3EJ と い う 従 来 の パ タ ー ン に と

ら わ れ ず 、l殺 し さ の 中 に も 、 人 と の

出 合 い 、 触 れ 合 い を ill ん ず る 平 副 ，11

ｬ 出 ｬ のうえに、すべてのｾ ｊＭｉ ｕ を 一 方 向

性 の マ ス の観 合 体 と し て ぷ JJI. し、色

彩 の 被 い で 政 徴 性 を 求 め た 。

Ｚｊｪ ｊ ＨＡ 也周辺 は未だ ､ 具 としたｾｪＺＮ聞気であ

る が 、 オ ー プ ン な グ リ ー ン ベ ル ト で

II! Iわ れ た こ の キ ャ ン パ ス が 、 若 人 の

史名古1と 、 割4やかな車求でJ 己』ま れ る 11 も

泌 く な い と 楽 し み に し て い る 。

配 置 図

1 ・n:<

2  併合

3  食堂

4  体 育 館

5  防 災 研 究 室

6  防 災 'h 験 室

7.  ，11J，Ji .  ft J>II 

8  訓 紙 熔

9  補 助 訓 練 俗

10  塗 装 工 場

II 洗 'F 工助

12  ポ ノ プぷ験品1

13  機t属工J砧

14. G .  S  

15. ｊｕＮ 中 Ｚ，ｦ ｩ ｬ ｬｊｾｾ

16 プー ル

17  テニ ス コート

言宣言十監理 大 阪 市 建 築 局

東 畑 建 築 事 務 所

所 在 地 東 大 阪 市 三 島 188- 1 外

敷 地 面 積 33， 469nf  

建 築面 積 5 ， 336nf  

延 床 面 積 9， 570nf  

構 造 規 模 R C 、 S 、 8 1 、 4 F

工 期 昭 和 49年 12月 一 昭 和 5 1年 2 月



日本チバガイギー篠山工場

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

当 工 場 は 医 楽 品 の 日 j立 な 品 n管 理

が 要 求 さ れ る G MP 基 準 ( 医 薬 品

の製造と品質管理に| 担lする基準、

51年 4 ｽｾから実 ｆ 匝 Ｉ を満たす、わ

が匡代るも本俗的な第 一 号 工 場 で あ

る。

敷地 ｬ 正汁放篠 山 ｾｉｊ の点約 Ｕ kmの

主主かな自然環成に Jぶ ま れ た 地 に あ

り 、 外 観 も こ の 周 辺 環 境 と の 調 和

を 主 阪 に 、 健 康 に 奉 仕 す る 国 際 企

業 に ふ さ わ し い r! ' i 潔なイメージを

表 現 す る こ と を 芯 凶 し た 。

7 ス タ ー プ ラ ン は 、 将 来 の 需 要 ー

変 化 に 対 応 で き る よ う 、 エ ネ J レギ

ー 供 給 将 紋 を 刺l にとι j>g . 倉 庫 ・試

験・ワ: i ;J盟 ・厚 生 な ど 機 能 区 分 さ れ

た線別建物を組合せたｾ，ＧｉｉＯｊ ，主として

お り 、 今 回 竣 工 し た の は そ の 第一

期 分 の 施 設 で あ る 。

右以験n - 四棟正面

キ

施 工 竹 中 工 務J苫 ・ 須 賀 工 業 ・

高 砂 熱 学 工 業 ・ 近 畿 電 気 工 事

所 在 地 兵 庫 県 多 紀 郡 晴 山 町 野 々 垣853- 1

敷 地 面 積 104，OOOm'  

建 築 面 積 10. 600m'  

延 床 面 積 13，800m'  

術 進 規 模 S ・ 平 屋 建 、 R C ・ 3 階 建

工 期 昭 和50年 3 月 一 昭 和51 年 8 月





天 理 教 玉 島 分 教 会

設 計 井 上 久 雄 建 築 設 計事 務 所

ｴｲｾｊ ｪＨの ｉｉｊ ｊ 説 みより Ａ到 ｩｬｩＲ 号 線を総て ・ Ｑ Ｑ で凶へ約

15分、 百五梁 川 の 近 く に 悶 闘 風j it と 新 幹 線 が 対 照

的 に 盟 め る の ど か な 地 に 住 E没された、 ;'111 1ご救会

約 45余 り を 待 つ 大mr災 な 分 教 会 で あ る 。

全 体 ＨｉＧｾ >; j : 鐙物目己ftt は 、 敷地 形 態 が ほ ぼ 矩 形 に 近

い 条 件 を I止大限にとi三か す べ く 、 事l'殿 械 を 中 心 に

四方に ＱＱ ，よがりなが らも 単純 ー Ｑｾ Ｑｴ ｫ に授 然と Ｑ 長ｉｬト ｬ

し て い る 。

PLi丘 か ら 敷地 中 央 ま で束 西 に 延 びて い る 参 道 の

中 心 に 、 西イJ!l 1" M入 E卒中 殿 般の E帥 を 合 致 さ せ 、 そ

れを ， ｾＢ枢 に 南北 に同教 ｩ 似 合 械 を主事 ｬ Ｇ 殿 と説行に

配 し 、 各械 の 機 fili を満 足 さ せ る べ く 4 つ の廻 Jfll i

がそれそＧれ ｦ 生 ＱＱ を来しなカずら件 十点 を ｴｾｦ ［ＺＯ￩ している 。

ま た 、 外観 を 始 め 名 所 の デ ザ イ ン は 、 11 本 古 来

の総築械式の 中 でもミカ Ｇｪ ｾｬ さとが特徴とされて

い る 鎌 倉 時 代 の 木 知l を 是 正 本 と し 、 力 強 さ に 加 え

て 荘厳 な 感 党 を 泌 め な が ら 、 現 代 に も 通 じ る デ

ザ イ ン を 展1l f. J さ せ て い る 。

参 道 よ り 臨 む と 税 が チ を 見 守 る よ う に 、 m柑 本

瓦 誌 の まキ' "民生 が 各 教 職 舎 を 兄 守 り な が ら 力 強 く

刺: 先の 線 を 償 制 し て い る 。 ま たm造 体 を そ の ま

ま な 匠 と し た 、 主主 ー撲 に よ る 外 出11デザイン、 jjx

る い は 礼 拝 坊 の 桧 を 中 心 と し た 大 き な 古11材 椛成

に よ る 絡 天 井 な ど は ill J写 さ を 加 えている。

施 工 藤 木 工 務J苫

所 在 地 倉 敷 市 玉 島 長 尾 4 丁 目 15 1番 地

敷 地 面 積 18，031. 783n1 

盛 築 面 積 3，592.  163n1 

延 床 面 積 5，902. 716n1 

構 造 規 模 R C、 2 F

工 期 昭 和 47年 11 月 ~ 昭 和 52年 11 月



エパーグリーン淀川

設 計 井 上 久 雄 建 築 設 計 事 務 所

こ の 地 エ パ ー グ リ ン 淀川 は 、 大 阪の 中 心 を 流 れ る

淀 川 を 南 に 萌 し 、 自 然 環 境 に 恕 ま れ た 立 地 に あ り 、

し か も 新 大 阪 、 大 阪 空 港 に 至 近 で あ り 、 そ の 他 私 鉄 、

市 バ ス な ど の 交 通 の 使 に お い て 、 優 良 ; m 合 住 宅 と し

て 開 発 す る こ と に 着 目 さ れ た 沢 で あ る 。

こ の 計 画 の 特 長 は 単 体 の 集 合 住 宅 建 設 計 画 の 域 を JJ 兇

し 、 敷地 規 娘 3. 3 万 m人 居 住 人 口 5，000 人 ( 世 帯 数

1，500戸 ) 、 3 万 m' の シ ョ ッ ピ ン グ ーレ ジ ャ ー 旋 設 な

ど を 有 す る 規 棋 よ り 、 当 然 一 つ の 町 作 り で あ り 、 ま

た 、 そ の 人 口 及 び シ ョ ァ ピ ン グ 施 設 な ど の 商 圏 よ り 、

ｬｩＧｩｊｊＲ ｈ 也ｊＭＮｊ＼に及ぼす ［［ｾ ｾ ｉ 呼も北京めて大きいことである 。

ま た 、 当 然 占jS心 主J マ ン シ ョ ン で あ り 、 か な り の 密 度

を 要 求 さ れ な が ら も 、 雁 行 型 壁 面 の 考 案 に よ り 、 非

常 に ユ ニ ー ク な 間 取 り 、 い わ ゆ る 集 合 住 宅 で あ り な

が ら 、 一 戸 建 住 宅 の 感 覚 が 得 ら れ た ご と と 極 め て 多

械 な 住 宅 規 模 の バ リ エ ー シ ョ ン に よ り 榊 成 さ れ て い

る の も 大 き な 特 長 と い え る で あ ろ う 。

当 初 、 計 画 実 胞 よ り 今 日 迄 永 々 5 年 、 完 成 迄 に 後 1

年 を 予 定 し て お り 、 デ ィ ベ ロ y ノマが 2 社 の 共 同 企 業

体 で あ る が 、 1 社 が 大 手 ゼ ネ コ ン の 自 社n日発であり、

非 常 に がI向 き な 姿 勢 で 町 作 り に 取 り 組 み 、 年 々 、 技

術 商 の 改 良 、 入 居 者 の 意 向 を 取 り 入 れ 、 フ レ キ シ プ

J レ に 設 計 の 再 検 討 を 繰 返 し な が ら 、姐!;f:量 が 進 め ら れ

て い る 点 も 、 吏 に 大 き な 特 長 と い え る か も 知 れ な い 。

施 工 熊 谷 組

所 在 地 大 阪 市 東 淀 川 区 東 淡 路 町 ト 44- 1. 2

敷 地 面 積 32，755. 28m'  

建 築 面 積 13，794. 6 6 m'  

延 床 面 積 174，50 1. 28m'  

構 造 規 機 S R C、8 1 、 12F

工 期 昭 和48年 4 月 ~ 昭 和 52年 4 月



11111111111111111111川111111111111111111川川111川川川1111 日 本 建 築 協 会 常 設 委 員 会 ・ 本 年 の 抱 負 川 川11川

若い会員のエネルギーを盛り上げたい

事業委員長 窪 田 秘

主主築界は、定イヴした減速経済の中で新しい年を迎えました 。建築界が j是

JlI JJ i i J にわた ったl:jJ 主成長時代から安定成長時代に入 ったことを認識し、

11 木建築協会の名極卒業活動においても、 H寺( ¥: の変化に対応する姿勢が

望まれます。

本年は今までの Ｇ ｊ ｾ 業 を路裂するだけでなく、 ｨｬ よりも密度の濃い事業 ｩ ，ｦ ￮

1i}Jへの) ] 向 I伝J換を J)(J りたいと与えております 。

過去数年間を ふ りかえ っ てみますと、 Ｊ業 委Ｎｴｾ会の各種 事業 の中で「若

い会 ｌｾ の ｬｴ い」 の ｩ ，ｦ ｩ 動がとくに注目されます 。 ｬ 昨年は、ヤニス クセナ

キス (建築家・音楽家 ) を迎えでの「建築と音楽」というテーマの企画

を成功させました 。 187年層の委μ で椛Ijx されるこの集いは、その企画に

おいて、建築とその周辺の採索に芯欲的に行動しております。 日本建築

協会に建築界の' f 'ffj'-府がもっと数多く入会し、若いエネルギーによる i，fiW}J

がWJ 待されますが、「活い会員の集い」がそのための ，* ，核的な位笹を占 め

ることを望んでおります 。 本年は、， ｊｾ 業委ム ｩ 会として、 一 層、強力にこ

の「若い会以の1 . [ い」をサポー卜していきたいと考えております 。

住 宅 委 員 会 本 年 の 抱 負

住宅委員長 小 西 岬

住宅委以会の大仕事であり、歴史ある「よろす‘相談住宅展」の入場者を

tmやし、出展者のt6hl nを得るためには、人が1 . [ まる足場の良い会場の選

定 がidも重要である 。住宅展も本年W; 14回を迎えるが、第 11回以来努力

の 甲斐もな く会 場 に恵まれなかったこと、 Ｑ ，ＺＨ近大 ｾｭＭｾ な類似のｦＱＡｩしが 色、に

多くなり、 l品展者 の負他がI曽えたことと 、不況のために 、出展者を探 す

ことが大変難しくなってきている 。

本年は会場としてより人の集まりやすい場所の選定に努め、会場の雰: I m

気を盛り上がらすために 、委μ 会で作成のスライドを H央して、目と耳で

人を引きつける計画をしている 。

なお 4 J = J には、朝日 新聞社主催の「びわこローズタウン優秀住宅コンク

ール厳」の寺普査に協力する方向で検討を }JII えている 。

法 規 委 員 会 本 年 の 抱 負

法規委員長 市 川 宏

r H見委μ 会では IJ/. {I: 各行政庁 fliJ での法紛の解釈、巡J . IJ 、あるいは申訪業

務のィ、統一の問題を検討している 。 もちろん業界では今に始まった問題

ではないが、少なくも府県単位の統一 くらい簡単なようでありながら 、そ

れにしても永年の悩みの一つには追いない 。昨年、法規委員会では防災

に附述して関係法規J 1 日のギャ γ プを取りあげたが、その後の委員会の検

討課題をみても依然としてこの極の不統一の改善を望む声が多い 。 ただ

でさえ沿近の申訪業務はますます一複雑多機化を極めている 。 これも建築

そのものの複雑化、氏ｾＺの尊重などからは当然のこととは言え、それに

しても何とかならないものかというのが建築界の総芯、であろうか。 その

一環として検討しているのが統一化の問題。せめて述J . H 函でなりと何ら

かの効率化が計られればというのがわれわれの腕l いである。

建 材 委 員 会 本 年 の 抱 負

連材委員長 山 田幸 一

当委Ｎｴ ｾ 会では、ここ数年来毎同例会をｊｬｦｊき、その ｩ 時点で、 ｍ も ｊｉｬｊ ｉｈｪ とな っ

ている建材について討議し、その成巣を本誌 rl主術の頁」に紹介してき

た。昨年からはそれに加えて、①本誌に「新建材紹介コーナー」を設け、

新しく開発された個々の製品について委員が論評する、②学界 ・官公庁

・設計 ・施工の関係者で構成していたメンバーに、新しく建材関係者を

加える、 ｀ｾＢｪ 妹 ｊｊｉ 体て、ある日本建築材料協会との交流を深める、とい っ

た新企画を感り込み、迎 J五を刷新した。委μ 会メンバーだけの委. w 会か

ら、会会只のための委μ 会へというのが年来の街阪であるが、 昨年は そ

の方向に多少とも前進したと忠う 。 今後もこの方針は踏襲したいし、と

くに本年は関. i i l l の委員会と協力し、合同の 見学会その他の催しを 計画し

たいと考えている 。
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編 集 委 員 会 本 年 の 抱 負

編集委員長 中 村 甲 -

LI 本地築協会は昭和 52年 3 月 をも って創立 60周年を迎え、会誌「建築と

社会」は 660 号発行することになります。伝統ある、また恥i広い会μ 層

をのする建築界でもユニークな存 { f である協会に、一段と歴史的重みが

IJII えられます 。

しかるに 社会状勢のきびしさに加えて国鉄巡貨、 郵便料等の f也よ がり宰;

諸条例の下で「建築と社会」誌に対して fJl j かと影響が大きく出ており、

関係各伎の献身的努力にもかかわらず、会μ の皆線のご JYJ 待に添えない

か、が多々ありましたし、また本年もあると苦I在、しております 。建築のあ

らゆる戦穫の述紫、込喋技術の相互石潟賞、向上を計る一つの中心とも考えら

れます会誌のあり方を、会員の皆線のご協力のもとに根本的に検討すベ

きものと痛感いたしております。

{! :釆からの継続的企画を土台にしてそれを発展させて各層、各年代の会

只の皆綴の情報の中心、コミニケーションの場としての会誌になるよう努

力いたしたいと忠いますので一廓の皆械か らのご支援をお願いいたしま

す。

建築データシート委員会本年の抱負

建築デーヲシート委員長 井 上 j晃

数年来委民会では古くな ったシートの経理、追跡調査等の地味で、手数の

いる仕事と、他方、新規シートの 1m拓という同じパターンの繰り返しで何

とか会 Ｎｴｾ諸兄 の 日常の仕事 の資料として役立ちたいと努力して参りまし

た。

tr ド協会ti lJ 立60周年の記念 に縮刷版の発千l を検討中ですが、 これは取り

抜いの{ 史平1I さと新しい会以への普及が目的です。委員会には企 iilli 分科会

を設けていろいろとシートの充実を図 って企画していますが、諸兄の率

直なごk 1 . 1 ! . 等をお寄せ下きれば非常に有縫いと思います 。

事' I i 年を迎えて委員一 同今年もまた頑張りますが、皆様の温かいご協力と

ご指導をお願い申し上げる次第です。

出版委員会のこと

出版委員長 小 林 清

昨年 t;!:. 、近年にない出版活動をしたことを、誇りをもってお伝えする 。

まず 、当協会て、創立 45年記念事業のーっとして、先年刊行し絶版となっ

ていた「ふるさとのすまい ・日本民家1 . [ J が日本資料刊行会の手によっ

て復刻刊行された。本砂はわが国各地の氏家の様相をった え、わが住居

の原点を探究するに好 ｻ悶 のｻ ｾｾと いえよう 。

次は当協会企画のもとに 、神戸大学山田粉、博士を中心として、「鉄筋コン

クリート構造物の耐震安全性」が、技幸u堂の手によって刊行された。建

物の耐援安全性を確保することはいうまでもないが、この問題にはなお

幾多の難点が山積 しており、それらの点について本書は解明している 。

さて、本年は、 初級技術者の日常の業務 に役立つ「技術選手ｾ J { 仮題) の

刊行 を企画している。

新しい魅力的な企画を

教育委員長 岡 田 光 正

教育委只会の本年の企画として、は っ きりしているのは 、恒例の「建築

工事実務講沼会」と「工高生デザインコンクール」です。これは伝統の行

事でもあり、今後とも引き続きお力添えをいただきたいと存じます。

H宇年は「鉄筋コンクリー卜椛造物の耐笈安全性」の講習会を、大阪だけ

でなく、 東京でも 実施し好評でした 。協会発展のためにも東京での P R

はぜひとも必要で、よい企画があれば、本委員会が推進力となり今後も

や って い きたいと 思います。

なお本年は、協会創立60周年にあたりますので、何か新しい企画で、魅

力的な講演会などを行うことも考えておりますので、その節はよろしく

お願いいたします。



4 生 田 署 庁 舎 建 築 工 事 爪 園 山 ム

兵庫県警察生田独身寮建築工事ω 兄 争 寓

神戸市の繁華街に固まれ、生田の森を眼下に見おろすとごろに建

築中の生田警察署庁舎は、居留地の旧三宮警察署と呼ばれた場所よ

り山手へ移り、来春竣工の予定で順調に建設が進められている。

生田署は兵庫県下随ーの大規模: な、神戸市の玄関先の箸備にふさ

わしい警察箸として、また地上 7 階以上を生田署の独身寮として活

用するなど、近代設備を駆使したユニ ー クな親しみのある警察庁舎

の建物が生まれつつあります。

今回は兵庫県警ならびに兵庫県営繕課の特別のご配慮により本会

とし て初の警察署の見学会を実施い たします。多数ご参加をお待ち

いたします。

なお、こ の企画には竹中工務庖神戸営業所殿に大へんご協力をい

ただきました。

日 時 昭和52年 1 月24 日( 月) 集合14日寺→解散16時

集合場所 生田神社会館前 ・目標会旗

ただし、阪急電鉄村1戸線「三宮駅」西口より山側へすぐの生田神社正門を

入った左11¥1)。

員 40名

貨 300円

込 往復はがきで l 名に 1枚限りとし、下記事項を必ずご記

入の上、 1 月14日( 金) までに建築協会事業課へわ申込み

こと。 (1)氏名 (2)勤務先名と役職( 所属部課名) (3)年令

(4 )連絡電話番号 (5)返信用宛名 (6)郵便番号

追 記 この催しは前以て参加者名簿を見学先へ提出いたしますので、代人はお断

りいたします。また、建物の性格上非公開箇所の見学は省きます。なお、

定員を超過した場合は拙せんにて決定しご通知いたします。

定

A .  

2 茸

申

工事概要 所 在 地 神戸市生問区中山手通 2 丁目 5 番

建 築 主 生田署庁舎兵庫県知事坂升時足、

独 身 寮 警 察 共 済 組 合 兵 庫 支 出11

設計監理 兵庫県建築部営繕諜

施 工 株式会社竹中工務底

建築面積 1，651. 67m'  

延 面 積 7，316. 92m'  

構造規模 S  R C造 地 下 1 F  地上10F 搭屋 1 F  

( 生田諮庁舎地下 1 F →地上 6 F ・独身寮 7 F 以上)

外 装 タイ Jレ貼、 1 部コンクリート打放し

工 期 着 工 昭 和50年 10月16 日

竣 工 昭 和52年 3 月25 日

見学時の状況 B巨体工事完了。外装→ タイル仕上中

内 装→仕上工事70%完了

4 恒例 と酒蔵見学会と

清酒大関本社工場の見学

すぐれた酒をもっ国民は進んだ文化の持主であるといわ れます。

そしてうるわしい酒をもっ国は自国の酒を大切にしています。われ

われ日本人が造り出した酒は勿論 「清 酒J o 1 月は丁度酒造りの最盛

期。

今回は酒造界でもっとも新しい感覚をもっといわれている大関酒

造( 株) の一昨年新築された近代的な設備のびん詰工場を中心に見学

す ることにしまし た。

大関といえば酒造界に一時代を画したといわれるミ ワンカ ップ大

関 ミのメ ーカーであり、酒造、瓶詰設備に対するポ リシーもユニー

クなものがあると思われます。創業 260 有余年という長い歴史の中

で、いつの世 にもその時代にマッチしたとさきがけ精神とのもとに

一つ一つの製品に、また設備に新しい考えを盛り込んで、酒造りに専

念された大関酒造の酒蔵見学に多数のご参加をお待ちしております。

なお、この企画には大関酒造株式会社般の多大のご厚意と竹中工

務店神戸営業所殿のご協力をいただきました。

日 時 昭和51年 1 月28 日( 金) 集合午後 2 時→解 散4 時30分

集合場所 阪神電車「久寿川駅」改札出口付近 ・目標会旗

日本建築協会会告一一一一

〔参考〕交通貨は各自負担のこと

梅田より・… 阪神電車神戸線急行釆車 (12分間隔発卒) →「甲子園」で普通 に

乗り替えーツ自の「久寿) l IJ で下車

見学場所 大関酒造株式会社本社工場

{

疋

ム

一

A

( 西宮市今津出在家町4 - 9  T E L  0798- 33- 2311)  

員 50名

費 300円

込 往復はがきで 1 名に 1枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・役

職部課名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入

し、「大関酒造の見学」と明記の上、 1 月20 日( 木) までに

建築協会事業課へ。ただし定員を超過したときは抽 せん

にて決定の上ご通知いたします。

申

‘ 会員の受章

このたび下記会員の方々が、建築界に尽 くされた功績によって叙

勲並びに褒掌の栄に浴せられました。

ここに誌してその栄誉をお慶び申し上げます。

秋の叙勲

勲 四等 瑞 宝 章 岩 下 久 哉 氏 ( 元 中 園 地 建 営 繕 部 長 )

勲 五 等 双 光 旭 日章 水里子喜一郎氏( 水野建設社長)

/ /  石 田 憲 二 氏 ( 元 朝 日 工 業 社 社 長 )

岩田修太郎氏( 愛知県建築士会専務理事)

西 本 進氏( 西本組社長)

勲 五 等 瑞 宝 章

/ /  

黄綬褒章

ィ、)11 正氏( 側環境開発研究所社長)

尾亀清四郎氏( 側三晃空調会長)

川 岸 繁 夫氏( 世帯川岸窯業商庖社長)

梶 本 秀 尾 氏 ( 八 千 代t脇工業側社長)

4 関西地方第 2回建築積算実技教室案内

社団法人日本建築積算協会関西支部 は、このたび建築積算技術 者 養

成を目的として 「建築積算実技教室」を開催することになりました。

主に、建築初級技術者を対象として行いますので、社内教育にも適

していると思います。

期 日 昭和52年 1月22 日( 土) - 3 月26 日( 土)

開 催 日 毎 週 土 曜 日 午 後 1 時~午後 5 時

会 場 大阪市東区博労町 2 - 41 中博ビル

大阪府建築士会 1階101号会議室

定 員 4 0 名

受 講 料

主 催

後 援

1 名につき会員 25，000円 一 般30，000円

社団法人日本建築積算協会関西支部

近畿地方建設局 ・大阪府 ・大阪市 ・日本建築学 会近畿

支 部 ・大阪府建築士会 ・日本建築協会

科 目 一般事項 ・基本数学 ・概論/ 仮設・土工事・杭・概算/ コンク リー ト・

型枠/ 鉄筋/ 鉄骨/ 外部仕上/ 内部仕上/ 内部集計及内訳明細 / 建具 ・

ガラス ・塗装 ・金属 ・雑工事/ 建築積算の新しい考え方

受講修了者には審査の上、受講修了証書を授与する。

詳細は、大阪市南区安堂寺精通 1 - 34- 14 ( 社) 日本建築積算協会

関西支部 ( TEL 06ー 261- 0823) へお問い合わせ下さい。

寄附金の受領

このたび名誉正会員大下JI I f i 三郎氏より事業資金の一部として金一封の

ζ 寄附を裁きました。

ここに誌して厚〈御礼申し上げます。

社団法人 日本建築協会
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謹 賀

安 達 恭

浅 野 ス レ ー ト 株 式 会 社 大 阪 支 応 支 庖 長

0 531 大阪 ・大市大淀区中津浜辺 3丁目 11の1

電話06(372) 5351

0 5 32 自宅 ・大阪市淀川区西中島 1 の11の16 メゾン淀川 914号

包括06(304) 6717

安 章・部

松 下 電 器 産 業 抹 式 会 社 近 畿 電 設 営 業 所

唖 541 大阪市東区高廊樋1- 12( 和幸ピル〉 屯話06( 201) 1421

安 部 夫恒

安 部 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 559 大阪市住之江区西住之江2丁目7番5号1l I 話06( 678) 3212代

唖 559 自宅 ・大阪市住之江区西住之江 2 丁 目 7 番5 号

電話06( 671) 7774

新 年
昭 和 52 年元旦 ( 50音順〉

浅 井 貞
2・A
，ロ 浅 海 正 雄

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 Ｕ ＳＰ 大阪市北 区銀宮町 Ｓ ｾ 喜 Ｒ ! 主的ピル電話06( 373) 2281

唖 659 自宅 ・芦良市東山町213 ローズハイツ芦屋406号

電磁0797( 31)2339

代 表 取 締 役 社 長 浅 井 潤 一

代 表 取 締 役 所 長 浅 井 謙

i株 式 会 社 浅 井 建 築 設 計 事 務 所

愚 542 大阪市南区安堂守精通 5 - 3 0  第2 良林会館 5 階

電話06( 245) 4651代

唖 583 自宅 ・羽曳野市羽曳ケ丘2 - 5- 6 電話0729( 56) 2152

骨 583 自宅 ・羽曳野市羽曳ケ丘5 - 18- 1 電話0729( 57) 3588

浅 井 泰

浅 海 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

唖 530 大阪市北区老佐田IJ l 丁目 22番地 電話06( 362) 8701- 8

唖 665 自宅 ・宝塚市御殿山 2 丁 目31- 50- 109号

電活0797( 85) 0745

東 輝 夫

株 式 会 社 三 国 タ イ ノ レ 庖 代 表 取 締 役

串 565 営業所吹岡市神舞台 7 丁目20番 地 電 話06(832) 1101代

0 532 本社大阪市淀川区十八条 3 丁 目 1 番7 号

電話06(393) 1951代

唖 565 自宅 ・吹田市藤白台 2 丁目 28番地14号 電 話06(872) 3256

姉
i

 

l

 

-
-
J
 

正 男

株 式 会 社 笠 谷 工 務 底 専 務 取 締 役 約 四 気 工 事 株 式 会 社 大 阪 支社 主務ま締霊

e 6 59 芦 屋 市 業 平 町 4 - 2  電話 0797 (22)  0  7  0  3  唖 541 大 阪 市 東 区 高 路 線 5 丁目 28帯地 電話06( 202) 0325

唖 659 自宅 ・芦 毘 市 翠 ケ 丘 町 13- 5 電話0797( 22) 5291 串 565 自宅 ・吹田市雌 白 台 4 の 30の12 電話06(872) 3214

浅 真

お肱

I!il. 

阿 部 暢 浅 井 洋 司 網 野 栄

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 546 大阪市東住吉区田辺東ノ町 6 丁目 33 電話06( 692) 1331- 5

R A D同 人 団 建 築 事 務 所 代 表

都 546 自宅 ・大阪市東住吉区田辺東之町 5 丁目 24
唖 542 大阪市南区北挑谷町33- 1 郷 3 訟屋ピル983- 4 号

株 式 会 社 研
) (  

社 代 表 取 締 役

電話06(629)  1008 
電話06( 763)3109 悟 530 大 阪 市 北 区 堂 山 町 6 6 電話 06 (314)  0  1  5  1代

青 山 幸 夫 野 荒 木 邦芳

株 式 会 社 青 山 建 築 積 算 事 務 所 取 締 役 所 長 株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会社 荒 木 造 図 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区江戸婦 1 ー128 江南ピル 電話06(443) 0430 e543 大 阪 市 天 王 寺 区 減 南 寺 町 9 - 27  電話06( 768) 0201 唖 563 池 悶 市 鉢 忽 2 丁目 8 容 2 1 号 電信0727( 61) 8874代

唖 565 自宅 ・大阪府吹田市銚山台 5 - 1  C20- 1101 唖 572 自宅 ・寝屋川市成図西町 4 番21号 電話0720( 31) 1750 串 563 自宅 ・池 田 市 鉢 塚 2 丁目 9 番 8 号 電話0727( 61) 8874

電話06(833) 6556

赤 尾 勝 策 j斐 沼 茂 夫 井
崎 梁 次

株 式 会 社 滋 沼 組 取締 役社 長

株 式 会 社 井 崎 工 務 底 代 表 取 締 役

株 式 会 社 赤 j琶 取 締 役 社 長

ＴＱＱＰＵ ＴＳ 大阪市天王寺区東高 ｔｾ 町 Ｘｾｊ 血の ｬ 電話06( 768) 5222

愚 640 和歌 山 市 北 河 伴 4 丁目 1器 地 電 話0734( 24) 5195代

m541 大阪市東区安土町 2 - 12 トヤマピル包括06(252)  1551代
<!lT168 自宅 ・東京都杉並区下高井戸 3 丁 目17番 1 号

骨 640 自宅 ・和歌山市玉縦T 2 丁目 5 蕃地 電話0734(22) 0382

r.l穏03( 302) 1922

赤 崎 信向

株 式 会 社 赤 崎 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

j斐 誠 夫 井 秋 次沼 上

畢 550 大阪市西区立売姻北通 1 の90 第三富士ピル

包括06( 541) 7625代 唖 543 大 阪 市天王寺区東高津町 8 器地の 1 包括06( 768) 5222 串 543 大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町40番地 電話06 ( 771)  2825 

e 6 59 自宅 ・芦 屋 市 三 練 町 47 番 30 電話0797(31) 8781 唖 630- 02 自宅 ・生駒市東松ケ丘 7 ｾ ＳＰ 号 電話07437( 3) 4805 唖 659 自宅 ・芦 屋 市 川 西 町 4 番 23 号 電話0797 ( 22)  5930 

井 上 楽 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役
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株 式 会 社 浅 沼 組 専 務 取 締 役



謹 賀

井 浄上 夫

株 式 会 社 井 上 冷 熱 代 表 取 締 役 会 長

唖 550 大 阪 市 西 区 江 戸 姻 1 の 101 電話06( 44l )8531代

唖 663 自宅 ・西 宮 市 甲 子 闘 三 委 町 9 の5 電話0798( 41) 4661

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

唖 453 名古屋市中村区椿町 4 の28 国鉄会館内

電話052( 451) 2025直通

唖 464 自宅 ・名古屋市千種区下方町 4 の30 電話052( 711) 9400

井 上 達 明

株 式 会 社 井 上 途 切 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

器 530 大阪市北区崎野町51番地安! 日ピル 電話06( 372) 2821代

唖 555 自宅 ・大阪市西淀川区竹島 3 丁目 7 の4 電話06( 473) 1069

井 久上 雄

新 年
昭 和 52年 元 旦 ( 50音順〉

名誉正会員

伊 鍍 石 良
i

 

l

 

l

・
J

圏

藤

株 式 会 社 伊 藤 慾 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 460 名古屋市中区錦 3 丁目 3 - 6 日本経済新聞ピル

電話052( 951) 1110代

唖 101 東京事務所東京都千代悶区神田災土代町 7 久保ピル

官E話 03( 294) 6061代

畢 659 大 阪 出 強 所 芦 区 市 山 手 町 6 9 包括 0797 (22)  2163 

伊 藤 郎

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 取 締 役社 長

暗 564 吹 田 市 些 t I ! 町 4 0 番 3 8 号 電 話06( 387) 2000

晶 560 自宅 ・豊中市鐙ケ池東町4丁目 7番12号 電 話06( 841) 0032

石 季原 夫

大栄電気株式会社大阪支庖専務取締役支庖長

ｾＵ ＵＰ 大阪市西区京町姻 Ｒ - 3 5 電話06( 443) 0631

岳 550 自宅 ・銀 中 市 北 桜 塚 3 - 8 ー 7 電話06( 854) 7747

飯 国 精 次 郎

株 式 会 社 石原建築設計 事 務 所 代表 取締 役

唖 530 大飯事務所大阪市北区宗是町 1 大 ピル916

電話06( 443) 1225- 6

唖 100 東京事務所東京都千代国区内幸町1 - 3 - 6

新 日 比 谷 ピ ル 電 話03( 502) 8921 - 4

唖 650 自宅 ・神戸市生田区中山手通 6- 38 電話078( 341) 2073

泉 哲沢 史

共 同 設 計 株 式 会 社 代表取締役

唖 530 大 阪 市 北 区 富 田 町 9 番 地 電話06( 364) 5836

愚 105 東京事務所 ・東京都渋谷区渋谷 1 丁目 10番 1 号

八千代ヒリレ内 電話03( 407) 0912 03( 409) 1837 

唖 730 広島事務所 ・広島市牛悶本町 4 丁目 8 - 16  

電話0822(21) 0436

生 重政

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

串 530 大阪市北区真砂町48- 1 オオシマピル電話06 ( 364)  9071 

板 井 正 彦田

株式会社井上久雄建築設計ー事務所 代表取締役社長 日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 西松建設株式会社大阪建築支庖取締役支庖長

串 550 大阪市西区京町胤 1 - 3 8 千 島 ピ ル 電 話06(443) 7386代 骨 541 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 丁目 5 番地 電鑑06( 261) 7591- 8 唖 540 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町2丁目 41番 地 電 話06( 942) 1131大代

畢 565 自宅 ・吹田市背山台 3 丁目 20審 7 号 電話06( 831) 3256 e659 自宅 ・芦 屋 市 朝 日 ケ 丘 22 番11号 電信0797( 23) 0657 骨 272 留守宅 ・市 川 市 平 田 3 - 2 1 - 5  電話0473( 23) 2647

名誉正会員

井 福上 蔵

株 式 会 社 井 上 組 代表取締役

池 田 昭

総式会社池田宮彦設計事務所代表取締役社長

唖 ＵＳＴ 大阪市都島区網島町 Ｖｾ 昨 ＲＵ 号 電話06( 352) 4031- 4 骨 542 大阪市南区瓦屋町 3 悉丁68 オートセ ンタ ーピル 3 階

電話 06( 351) 0530
電話06( 761)0360

唖 577 自宅 ・東大阪市東石切町6丁目 4番4号 電 話0729( 81) 2526 ｾＵ ＹＱ 自宅 ・ 堺市東上野芝町 Ｒ T  321 電話0722( 52) 7753

伊 地 知 竪

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

也 532大阪市淀川区宮原 4 丁目 4 審 44号 電 話06(394) 1281大代

串 661自宅 ・尼崎市南武庫之荘 5 丁目 13番15号 電 話06( 438) 2148

伊 藤 喜 三 郎

株式会社伊藤野三郎建築研究所代表取締役社長

畠 Ｑ ＰＲ 東京都千代田区紀尾井町 Ｓｾ 陸地 文芸春秋 ピル

電話03( 263) 1481代- 7

ｾＱＴ Ｑ 東京都品川区東五反問 ＳＭ Ｑ ＶＭＵＵ 包括03( 441) 5437

諌 早 夫

ブ ド ウ 総 研 株 式 会 社 社 長

唖 110 東京都台東区台東1 - 2 - 1 日本地所第二ピル

m話03( 835) 2661

串 157 東 京 都 世 岡 谷 区 南 烏 山 2- 18- 4 電話03( 300) 3705

石 井 蔀

東洋港礎工業株式 会 社 大尉 業 所 EZT2

唖 550 大阪市西区靭本町 1 丁 目6 務 3 号 電略06( 441) 6678- 9  

唖 565 自宅 ・大阪府盤中市新千思北町3丁目 1番地

新千旦北町第三岡地 C 40の204 電話06( 872) 3050

市 繁 雄
I

 

l

 

-
-
-
a
e
 

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 601 京 都 市 南 区 西 九 条 盛 岡 町20 包 括075( 681) 5101- 5

唖 606 自宅 ・京都市左京区下鴨芝木町37 電話075( 781) 0289

市
l

 

i

 

---s' 

宏

株式会社東: t I 1 I U ¥ 築 事 務 所 専 務 取 締 役

岳 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 19 電話06( 202) 0391

串 658 自宅 ・神戸市東灘区住吉山手 4 丁目 4 - 32  

包括078(811) 0216

指 宿 真 智 雄

縁式会社建築デザイン 1 級建築士事務所

株式会社 緑地デザイン 技 術 士 事 務 所 代 表 取 締 役

抹式会社段備デザイン政側士事務所

o!Il 541 大阪市東区南本町4- 47イトウピル電信 06( 252) 1011- 4

唖 106 東京都港区麻布台 1丁目 1番20号

麻布台ユニハウス 107号 電 話 03 (586)  1311- 4 

唖 ＶＰＴ 京都市中京区柳Ｎｾ場通御池下る柳八幡町 ＶＵ 京都朝日ピル

電話075( 221) 1101- 4

o606 自宅 ・京都市左京区下鴨北野々神町8の5

旬 結075( 781) 6573
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謹 賀

A. .  

i  井 忠 臣

新 年
昭 和 52 年 元 旦 (50音順)

山
石崎 久 雄 遠 藤 間リ 生

イ マ ヰ 建 設 工 業 株 式 会 社 代表 取 締 役 高 千 穂 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長 掠 式 会 社 遠 藤 剛 生 建 築 設 計 事務 所 代 表 取 締 役

唖 546 大 阪 市 平 野 区 平 野 北 2 - 9 - 15 Il!話06σ92) 4425代 唖 534 大阪市都島区中野町 4 丁目 8 番10号 電話06(358) 1171代 唖 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 2 丁 目 22 電話06( 203) 0888代

岳 ＵＴＶ 自 宅 ・ 大 阪 市 平野区平野 ｾ ｴＲ - 9  - 15 電話06(792) 4404 唖 565 自宅 ・盤中市新千盟南町 3 丁目 3 4 - 7 電話06( 831)5118 Cl J 562 自宅 ・箕面市桜ケ丘 3 丁目 10審 4 号 電話 0727( 22) 2064

A. .  

i  
茂 雄西

株 式 会 社 今 西 建 築 デ ザ イ ン ル ー ム 代 表 取 締 役

串 550 大阪市西区北姻江通 2 丁目 47番地 電話06( 541) 3051 - 3

唖 630- 02 自宅 ・生駒市東生駒月見町198 電話07437( 4)6930 

ム-，
芸号

音寺 雄西

常 務 取 締 役 と包 ，1，* Pl I  

所 長 4 コ 側 可 ｾ＠

技術顧問 寺 西 ネL

抹 式 会 社 教 育 施 設 研 究 所 大 阪 事 務 所

串 550 大阪市西区立売姻北通 2 の27 電話 06( 531) 0913

大信ピル 2 陪 3 階 包括 06( 541) 7301

唖 630 自宅 ・奈 良 市 法 蓮 立 花 町 1046 電話0742(22) 2217

唖661 自宅 ・尼 崎 市 常 吉 字 赤 田 9 の5 電話 06(431) 2101

山
一
相

本 義 IL' 

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 社 長

唖 543 大阪市天王寺区上本町7丁目 2番地の1 上六ピル内 野 村 述 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

電話06( 779) 3361

愚 592 自宅 ・大阪府高石市羽衣2丁目 4番1号 電 話0722( 61) 1179 唖 541 大 阪 市 東 区 南 郎 総 2 丁目 9 番地 電話06( 202) 4791代

I

 

l

 

l

・
J 正

株 式 会 社 環 境 問 発 研 究 所 取 締 役 社 長

串 541 大 阪 市 東 区 北 久 太 郎 町 4 丁 目 68 - 3  

大阪センタービルディング 13 階 電話 06(252) 2507

小 河 吉 之 助

紘式会社 小 河 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役会長

唖 542 本社 ・大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 番丁 8 電話06( 763) 2301代

都 106 支社 ・東京都港区六本木 5 - 1 8 - 3  

六木木ベニ ーピル 7 階 電話 03( 583) 9501代

分室 ・和 歌 山 ・北 陸 金 沢 ・滋 賀 ・京 都

串 573 自宅 ・枚方市香盟ケ丘12丁目22- 3 7 電話 0720( 54) 0690

名誉正会員

取 締 役 会 長 今 村 騰 上 西 圭

:.b.、

津 利，口

取 締 役 社 長 平 木 寛

株 式 会 社 大 気 枇 代表 取 締 役 社 長
内 外 木 材 工 業 株 式 会 社 顧 問

中 央 活 気 工 業 株 式 会 社 唖 530 大阪市北区中之島2- 22 新朝日ピ J レ5階 包括06( 203) 3721
愚 574 大 阪 府 大 京 市 谷 川 2 - 100 電話0720(72) 2161

。530 大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 56 包括06( 312) 8881大代 。659 自宅 ・兵 庫 県 芦 屋 市 浜 町 12 - 1 4 電話0797( 22) 5949
. 658 自宅 ・神戸市東灘区魚崎中町 4 - 2  - 18  

包括078(411) 8322

A. .  

i  
康 彦コE

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

内 輪 勝 尾 亀 清 四 郎

唖 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電話06(312) 1281 唖 733 広 島 市 舟 入 川 口 町 22 番 2 号 電話 0822 ( 91) 4495 唖 530 大 阪 市 北 区? 吉 田 町 1 6 電話 06 (363)  1371 

串 560 自宅 ・盟中市北桜嫁 4 丁 目5 番 5 号 電話06( 852) 5887 愚 730 自宅 ・広 島 市 中 山 2 9 9 の 6 電話 0822 ( 89) 1658 唖 573 自宅 ・枚 方 市 岡 山 手 町 15 - 4  電話0720(41) 3427

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

名智正会員

山
石佐 也信

唖 630 自宅 ・奈良市法廷町南 2 丁目1079の 1 電話0742(23) 2890

名誉正会員

岩 崎 甚 太 郎

唖 666 自宅 ・兵庫県川西市花屋敷 1 丁目 32の11

電 鋸0727( 59) 9317

36 

株 式 会 社 創 構 造 建 築 事 務 所 代表 取 締 役

浦 野 男

株 式 会 社 浦 野 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

唖 452 名古屋 ・名古屋市西区上小岡井 2 丁目凶器地

電話052(503) 1211・(502) 1991

e 113 東京 ・東京都文京区本郷1 - 27 - 8 本郷ハウス

電話03( 811) 9128 ・9585

唖 452 自宅 ・名古屋市西区上小田井 2 丁目10番地

電話052( 502) 1991・4501

浦 辺 鎮 太 郎

株 式 会社 浦 辺 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

尾 原 夫庸

相 会 社 松 岡 平 田 坂 本 設 計 事 務 所 主医事務雲

母 530 大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 - 1 0 電 信 06 ( 344)  7821 

唖 338 自宅 ・埼玉県与野市大字上諸合540- 1- 1- 103

官E笛0488( 52) 7544

大 井 弘 治 郎

串 530 大阪市北区梅田 8 番 地 新 阪 急 ピ ル 電話 06 ( 341) 1727 唖 550 大阪市西区京町掘 1 丁目76福岡 ピル電話06( 444) 4521- 2 

唖 662 自宅 ・西 宮 市 甲 東 関 1丁目 7 の 8 電話 0798( 51) 0389 串 562 自宅 ・箕 面 市 百 猿荘 4 丁目4 - 1 1 電話 0727( 21) 4113

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役



謹 賀

名誉正会員

大 郎倉

西 日 本 工 業 大 学 学 長

暗 606 自宅 ・京都市左京区下鴨北関町33 電話 075 (781)  0636 

大 繁 樹下

日 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

新 年
昭 和 52年 元 旦 ( 50首JI 頂〉

名智正会員

岡 孝 男 岡 山 竹 雄田

帝 塚 山 学 院 大 学 教 授

串 589 大 阪 府 南 河 内 郡 狭 山 町 電 話 0723( 65) 0865

ｾＵＶＵ 自宅 ・ 吹田市千恩 山西 Ｕ 丁目 ＴＰＭＴ 電話 06 ( 384) 3019 

岡 橋 作 太 郎

22 岡山建築事務所一級建築士事務所 2締雲

母 604 京都市中京区烏丸通事B小路上ル手洗水町670

京都 7 タトクピル 7 F 電話075( 255) 0537- 8

唖 612 自宅・京都市伏見区深草平間町18 電話 075 ( 641)  0536 

奥 晴野 弘

抹式会祉和光建築設計事務所 代表取締役社長

唖 730 広 島 市 牛 田 新 町 3 丁目 2 番44号 包 括0822( 28) 0281代 唖 556 大 阪 市 浪 速 区 新 川 3 丁 目 630 電話 06( 633) 0141- 3

串 730 自宅 ・広島市安古市町上安光ケ丘530- 301 串 659 自宅 ・芦 屋 市 打 出 春 日 町 156- 1 電話0797(22) 45ω 唖 550 自宅 ・大阪市西区北姻江御池通 3丁目 40番地

電話08287( 8) 3877 電信06( 541) 0261

名誉正会員

大 下 )1頂 一 良日一

大 下 )1頂 良

大 下
t，tEk Z  

正

貫長 j畢
- ' -

朗J 、、

平 和 建 設 株 式 会 社

畢 536 大阪市減東区関目 1丁目 2 番 4 号 電箇 06( 939) 4741代

大 鳥 居 満 也

岡 本 繁 奥 村 安 太 郎

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長 奥村組土木興業株式会社代表取締役社長

唖 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 包 括 06 (312) 1281 唖 552 大 阪 市 港 区 市 岡 3 丁目 5 器 18 号 電 話06( 572) 5301

ｾＶＴＰ 自宅 ・ 和歌山市三木町南Ｏ 丁 Ｑ Ｘ 電話 ＰＷＳＴＨＲＳＩＰＳＰＸ 唖 552 自宅 ・大阪市港区市岡 3 丁目 8 署 3 号 電 話06( 571) 0571

名管正会員

岡 本 樹茂

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 取 締 役 社 長

串 615 京 都 市 右 京 区 西 院 西 悶 町 3 0 電話075( 313) 2191

唖 615 自宅・京都市右京区川島有宿町143- 1 電話075( 381) 3647 ｾＶＵＷ 自宅 ・ 神戸市灘区楠丘町 ＶＭＲＭＹ m話078( 851) 2020

大 林 郎芳

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社 長

暗 540 大 阪 市 東 区 京 繍 3 丁 目 3 7番 地 電 話 06 ( 943) 1131 

串 ＶＵＸ 自宅 ・ 神戸市東灘区御影山 手 Ｑ 丁 目 ＱＷ ｾ 昏 Ｑ 号

電話 078( 85) お01

太 儀田

岡 本 善

コ包

国 宏

行

株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 社 長

串 550 大阪市西区長姻北通1丁 目8番地 四‘ ノ橋ピル

電話 06( 532) 3421代

ｾＶＵＹ 自宅 ・ 芦屋市岩国町 ＳＵ Ｍ 7  電話0797( 31) 3201

岡 本 男

羽 倫

全

株 式 会 社 第 一 サ ー ピ ス 代 表 取 締 役

唖 556 大阪 市 浪 速 区 戎 本 町 1丁 目 3番 地 包 括06(649) 5301

唖 584 自宅 ・富田林市高辺台 3 T 4 番54- 202号

電話07212( 9) 9737

海 静上

株式会社海上静一建築事務所代表取締役

唖 541 大阪市東区M労町2丁目 41番 地 中 博 ピ ル

電話 06( 271) 1149 ・( 261) 4428- 9

唖 591 自宅 ・大阪府堺市日置荘西町13番地 2 電話0722( 86) 7018

梶 本 尾秀

株式会社団地サービス 西部支社 E J 社霊 究 組 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 八 千 代 屯 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

骨 536 大阪市掠東区森之宮 1 丁目 5 番 101号 電話06( 969) 1001 串 543 大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 14- 5  電話06( 768) 1515代 唖 540 大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町 392 電髭 06( 941) 6531代

畢 557 自宅 ・大阪市西成区玉出東 1丁目 6 番15号 畢 588 自宅 ・堺 市 大 笑 野 107 の 4 電話 0722 ( 37)  2548 

電話06( 661) 3317

岡 j畢 勇

岡 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

暗 567 大阪府茨木市大字清水433 電話 0726( 43) 8953 ・5230

冊 530 大阪事務所 ・大阪市北区梅ケ枝町146 晦ケ校ピル 2 階

司u百06( 362) 6082代

岡 本 弘
士

ロ

株式会社汎美建築設計事務所代表取締役

唖 604 京都市中京区御池通御幸町西入京都府旅館会館ピル 2 階

電話075( 231) 4638 ・6472

唖 605 自宅 ・京都市東山区巣関口三隊坊町 2 - 12

電話075(561) 7433

数 美井 利

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役社長

唖 652 神戸市兵庫区荒悶町 2 丁 目1 番地 旭 ピル

電話 078( 521) 0205 ・0207

唖 654 自宅 ・神戸市須磨区白川台 2 丁目 39ー13

電話078( 741) 5862

37 



謹 賀

兼 高 勇

新 年
昭 和 52 年 元 旦 ( 50音順〉

I

 

l

 

-
-
J
 

崎 敬

名誉正会員

城 武 男戸

有 限 会 社 兼 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 近 畿 建 設 取 締 役 社 長 株 式 会 社 城 戸 武 男 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

畢 590 堺市翁嬬1 T4寄5号 ス カ イ ピル堺6 F 電話0722( 22) 1643 ｾＵＵＰ 大阪市西区江之子島 Ｑ 丁目 Ｒ 番 Ｒ 号 包括 06 ( 448) 5601 ｾＴ ＶＰ 名古屋市中区栄 Ｑ - 22- 27 電話052( 231) 5451代

串 590 自 宅 ・現 市 三 国 ケ 丘 御 幸 通81-2 電話0722( 32) 1603 串 556 自宅 ・大阪市泊速区新川 2 丁目 666 電話 06 (632) 7369 骨 460 自宅 ・名古屋市中区栄 1 - 22- 27 電話052( 201) 4061

鎌 秀 男谷

修 成 建 設 専 門 学 校 校 長

串 555 大阪市西淀川区大和田 5 丁目 19- 30 電話 06 ( 474) 1644 

串 665 自宅 ・宝 塚 市 千 種 4 丁目 3 番 3 号 電 話 0797( 72) 1380

亀 井 晃
: .b. 

，ロ

一級建築士事務所 あ り

抹 式 会 社 A. R. I . 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

唖 542 大阪市南区谷町 7 丁目 12番地の 1

新谷町第 3 ピル ・2 F 電話06( 768) 1771代

唖 631 自宅 ・奈 良 市 中 町 l 番 地 の 479 電話 0742(43) 1226

亀 夫回

..L咽

ノ、

i

 

l

 

'

E

E

a

，

 

瀬 啓 一 郎 楠 本

E 3  

Eヨ

?企k

'lr:ヨ

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 616 京都市右京区太義和泉式部町12番地 電話075( 861) 1157

大阪支庖電話06( 353) 0222 東京支底電話03( 263) 0501

串 616 自宅・京都市右京区太秦安井車道町21 電話075( 811) 1509

l

 

l

 

'

E

E

J

 

谷 勇

住 友 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底 実阪空庖護

唖 541 大 阪 市 東 区 北 浜 5 丁 目 2 2 電話06( 220) 8712

唖 532 自宅 ・大阪市淀川区西中島 1丁目11の16

〆ゾン淀川 718 号

栗山 和

川 谷 建 築 設 計 事 務 所 自 営

唖 606 京 都 市 左 京 区 一 乗 寺 治 水 町 15 電話075( 781) 1148代

ｾＶＰＶ 自宅 ・ 京都市 左京区一衆守 消水町 ＱＵ 電話 ＰＷＵＨＷＸＱＩＱＱＴＸ 代

河 原 義 夫

株 式 会 社 シ ェ ル 石 油 大 阪 発 売 所 本 部 長

唖 530 大阪市北区堂島浜辺 1 丁目 2 5 - 1 ( 新大ピル 9 F )  

電話06(343) 0441

唖 651- 11 自宅 ・神戸市北区若紫台1- 4 - 2 9 包括078( 593) 7528

名誉正会員

黒 夫明

ｾ＠
I!il.. 

株 式 会 社 増 島 製 作 所 大 阪 出 張 所 所 長 新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 大 阪 支 庖 長 ク ロ ア キ 一 級 建 築 士 事 務 所 所 長

串 530 大阪市北区古田町18番地 ・島根ピル内電話06(364) 1951 ｾＵＳＰ 大阪市北区堂島浜辺り ＱＭＲＵＭ Ｑ 沼健06( 344) 6031 唖 536 大 阪 市 減 東 区 部 生 3 丁 目11番11号 電 話06( 931) 2097

岳 560 自宅 ・箆 中 市 鐙 池 南 町 1 - 1 4 - 1 0 電話06( 855) 5356 唖 659 自宅 ・芦 屋 市 岩 飼 町 23 番 34 号 包括0797( 31) 5492 唖 536 自宅 ・大阪市城東区部生 3 丁目 11番11号

電話06(981) 2097 

柄 谷 吉 太 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 庖 取 締 役 社 長

神 崎 明 黒 譲
ヨ王

Eコ

株 式会 社 事jJ 崎 組 取 締 役 社 長

回

母 660 尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 06 (411)  1451 唖 670 姫 路 市 北 線 ロ 8 6 の 3 電話0792( 23) 2021代 署 830 久 留 米 市 大 石 田IJ 3  2 番 地 電 話0942( 32) 3417

黒 田 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

i

 

l

 

I

・
J 岸 夫繁

ｾＶＷ Ｐ 自宅 ・ 姫路市北線ロ Ｖ 2  電話0792 ( 23)  0210 唖 830 自宅 ・久 留 米 市 白 山 町 547 番 地 電話0942( 34) 8527

木 園 男 桑 正

?企1::.

U ::J 下 回

株 式 会 社 川 岸 窯 業 商 庖 代 表 取 締 役 内 外 パー キ ン グ 施設 株 式 会社 代表 取 締 役 桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁目 98番 地 包 括06( 532) 0461代 畢 550 大 阪 市 西 区 京 町 郷 1丁目 32番 地 電 話06( 441) 0477代 。650 神 戸 市 生 悶 区 多 開 通 4 - 9 包括078( 371) 1861代

串 563 自宅 ・池 田 市 天 神 1 了 目 10 ー 10 包括0727( 61) 8598 唖 560 自宅 ・盤中市北桜l i ! 3丁目 9 番15号 電話06( 853) 0892 e653 自宅 ・神戸市長岡区五位ノ池町3丁目 1- 1

電話078( 621) 3807

I

 

l

 

-
-
-
a

，

 

喜 代 枝口
木 正 不Ij

車

早フE下 池

株 式 会 社 篠 悶 川 口 建 築 事 務 所 所 長

株 式 会 社 協 同 設 備 事 務 所 所 長 清 水 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長 総 式 会社 小 池 商 府 代表 取 締 役社 長

串 461 名 古 屋 市 東 区 泉 l 丁目 21 番 21号 電 話052( 962) 7581 串 550 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 辺 2 - 2 包括 06 ( 443)  5431  唖 557 大 阪 市 西 成 区 出 披 2 丁目 2 番29号 電話06( 562) 3038

岳 464 自宅 ・名古屋市千種区稲舟通 2 丁目 7 署地

電話052( 751) 2613

38 

唖 557 自宅 ・大阪市西成区鶴見綿 1丁目 5 都12号

ー電話06(631) 2361



謹 賀

忠 勝坂

株式会社 東 海 設 計 代 表 取 締 役

新 年
昭 和 52 年 元 旦 ( 50音順〉

小 林 政 一 郎

東 洋 土 建 株 式 会 社 常務取締役

佐 々 木 群

唖 460 名 古 麗 市 中 区 栄 3 ー 7 - 1 電話052( 261) 2651代 唖 546 大 阪 市 東 住 吉 区 岡 辺 東 之 町 6- 33 包括06( 692) 1331代 唖 105 東京都港区新橋 4 丁目 6 審15号 電癒 03 (436)3511 

唖 467 自宅 ・名古屋市瑞誕区岳見町4- 20- 2 電話052( 831) 4459 唖 518- 64 自宅 ・三重県名張市桔梗丘1-6-61 電話05956( 5) 0400 哩 272 自宅 ・市川市国府台 1 - 5 - 2 m結0473( 71) 5162

株式会社佐藤武夫設計事務所代表取締役社長

崎 修

株式会社 ミ ラ ノ 工 務 庖 相 談 役

小 林 三 甫 朗

小林 住 宅 産 業 株 式 会 社 社 長 一 級 建 築 士

串 604 京都市中京区災川通河原町東入鉾田町310 冊 541 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 5 ー 18 電話06( 245) 2181

電話075( 231) 0177

串 606 自宅 ・京都市左京区下鴨北脇町63番 地 電 話075( 781)0676

島 巳勝

有限会社 小島勝巳建築事務所取締役社長

唖 541 大阪市東区南本町 4 丁 目41番地イヨピル 6 階

電話06( 252) 8088代

<<IT101  J I ! 京事務所 ・東京都千代田区法本町 2 丁目 9 番地

E長 野 ピ ル 電 話 03 ( 861) 9538 

唖 662 自宅 ・西 宮 市 五 月 ケ 丘 6 番 35 号 包 括 0798( 33) 5120

山甲西

株式会社 田中小西建築事務所取締役社長

唖 550 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 の 60 包括06( 532) 4051

唖 546 自宅 ・大阪市東住吉区平野西脇町373の4

包括06( 701) 0297

名誉正会員

小 早 川 美 武

林

4 目

T守

士

ゆ

佐 々 木 米 太 郎

社団法人 日本建築協会京都支部支部長

也 ＶＰＴ 京都市中京区抑小路通柳 ＮｉＮｾ Ｎｴｉｊ ｊ 巨人桶町 Ｖ ＴＵ

包括075( 211) 2857

( 211)2877 

佐

:.b. 

，ロ 誠 次

株式会社小林得志建築事務所代表取締役所長 株 式 会 社 佐 治 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

5650 骨 550 大阪市西区立売掘南通1- 24 カタダイピル

<<IT530 大阪市北区堂島北町20 藤田ピル 世世話 06( 341) 5658 包括06( 541) 5831

5659 

岳 662 自宅 ・西 宮 市 丸 栂 町 6 - 16 電筋0798(66) 2394 愚 662 自宅 ・西 宮 市 若 凝 固 一 番 町 1- 36 電話0798( 36) 2516

I司 主 計 佐 野 正武

コー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

愚 550 大阪市西区江戸掘5丁目 110番地の2 末弘ピル

包括06( 448) 2408. 0178

ｾＵＵＰ 自宅 ・ 大阪市西区北堀江御池通 Ｖ 丁目 ＲＱ

北姻江 コーポ706号 電話06( 531) 2812

河 内 義 就

株式会社安井建築設計事務所取締役社長

暗 540 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電 話06( 943) 1371代

愚 662 自宅 ・西 宮 市 震 井 町 4 の 9 電信0798( 22) 1569 

雑 賀 孝 夫

美 工 装 飾 株 式 会 社 社 長 有限会社河内義就設計事務所代表取締役 株式会社雑賀建築設計事務所代表取締役

畢 557 大 阪 市 西 成 区 玉 出 来 2 丁目 9- 41 電話 06( 651) 0105 唖 730 広 島 市 上 轍 町 2 番 3 7 号 電 話0822(28) 2271代 署 640 和 歌 山 市 西 汁 丁 1 番 地 電話0734( 31) 1371代- 5

串 557 自宅 ・大阪市西成区玉出東 2 丁目 10- 17 e 7 39- 17自宅 ・広島市高陽町字翠光台 1- 237 電話08284( 2) 4141 0 640 自宅 ・和歌山市小松原通り 5 丁目 1 番地

包括 06( 653) 0023 包括0734( 23) 5888

林 夫

甲 南 建 材 興 業 株 式 会 社

代表取締役

常務取締役

唖 532 大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 - 4 - 2 8 包括06( 309) 0841

清林

鴻 池 藤 雑 賀 夫

株式会社 鴻 組 取 締 役社長

幸

株式会社大阪雑賀建築事務所代表取締役

唖 543 大阪市天王寺区東平野町 5 丁目 9番 地 吉 盛 ピル

電話06( 772) 4426 ・4436

母 573 自宅 ・枚方市香星ケ丘 7 丁目11- 16 電話0720( 54) ∞04

斉 義

池

母 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 27番地

ダイヤルイン電話06( 244) 35∞( 受付台〕

<<IT603 自宅 ・京都市北区平野鳥居前町86 電話075( 461) 152古

近 藤 品
貝 藤 園

株式会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役 日本住宅パネノレ工業協同組合大阪支所長 株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 17 番 地 電話06(443) 6641 0530 大 阪 市 北 区 沼 田 町 4 6 帯 地 第 二官田町 ピル 串 557 大阪市西成区岸里 2 了目 6 番 5 号 電話06( 661) 3325代

署 545 自宅 ・大阪市阿倍野区北品3丁目 1番7号 電話06( 654) 0584 電話06( 313) 3321 唖 557 自宅 ・大阪市西成区停車京 1 丁目21番 3 号

電話06( 652) 0208

39 



謹 賀

斎 藤 博

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 社 長

新 年
昭 和 52年 元 旦 ( 50音順)

名誉正会員

篠 太 郎 須 賀 好

ｾ＠

昌原

近畿大学理工学部 助 教 授 電 話06( 721) 2332 内線271

株式会社念にわ建築設計事務所取締役所長 株 式 会 社 近 畿 建 築 構 造 研 究 所 所 長

都 530 大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6  包括 06 ( 363)  1371 串 550 大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 2 の 4 8 電話06( 531) 4428

唖 543 大阪市天王寺区椴寺町76天王ピル 包括06( 771) 3216代

唖 562 自宅 ・箕 面 市 百 楽 荘 3 - 4 - 3 包括0727( 21) 2341 冊 562 自宅 ・箕 面 市 箕 面 5 ー 7 - 6  電話0727( 23) 3836

名誉正会員

作 間 日 出 生

哩 664 自宅・伊丹市事長ケ丘 4 丁目 2 - 25 包括0727(82) 5340

四 方 靖 郎

四方設計工務株式会社

一級建築士事務所代表取締役社長

ＶＰＹＱｾＲ＠
畢 612 京都市伏見区深草関屋敷町32- 2 電話075( 641) 6324

串 851- 3 3 長崎出強所 ・長崎県西彼杵郡西彼町大谷脇1684

電話09592( 7) 0172

畢 612 自宅 ・京都市伏見区深草関屋敷町32- 2

紫 富 田 忠 雄

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 底 長

島 孝
2・ム

，ロ

唖 577 自宅・東大阪市下小阪172- 2

近鉄グランドマン Y ョン B - 911 電話06( 789)8114

菅 健 児田 谷

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所 代 表 取 締 役 社 長

e551 大阪市大正区南恩加島6丁目2審21号

電話06( 552) 1231大代

串 661 自宅・兵府県尼崎市武庫之荘3丁目 1- 1

イトーピ 7308 電話06( 432) 7387

名誉正会員

島 村 佐 次 郎

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 550 大 阪 市 西 区 江 戸 姻 1 - 6  0 電話06( 441) 8231

杉 村 正 三 郎

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 532 大阪市淀川区新北野 1 丁目4 審21号 包括06( 302) 0231代

都 665 自宅 ・宝 塚 市 栄 町 3 丁目 9 番20号 電 話0797 ( 86)  3623 

銭

C: I  

1司 之

島 村 建 築 事 務 所

唖 640 和 歌 山 市 四 番 了 4 III 話0734( 22) 3338 ・4335

唖 640 自宅 ・和 歌 山 市 四 審 T 4 電話0734( 22) 3338 ・4335

島 村 忠 男 輝

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長

唖 533 大阪市東淀川区瑞光通4丁目 30番地の2 e540 大 阪 市 東 区 上 町 5 番 地 電話06( 762) 5701代 畢 550-91 大阪市西区阿波陸上通3丁目 2番地

包括06( 329) 7737大代 電話06( 531) 6431大代

都 533 自宅 ・大阪市東淀川区瑞光通4- 30- 2 電信06( 328) 3343

清 水 愛 明

株 式 会 社 清 水 工 業 所 代 表 取 締 役

西日本建設業保証株式会社 取 締 役 社 長

名誉正会員

白 石 登 喜 男 山z
-
E
 

四 郎

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務 理 事

田

唖 531 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 - 1 4  電話06( 372) 2851代 畢 541 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁目 13 番地 電話06( 942) 1461 e558 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 番 地 電話06( 672) 1281大代

e662 自宅 ・西 宮 市 南 郷 町 3 者 12 号 電話0798 ( 22)  1184 串 558 自宅 ・大 阪 市 住 吉 区 益 江 中 l の68 包括06( 671) 3792 唖 588 自宅 ・焼 市 大 災 野 76 番 地 の 6 電話 0722 (37)  6513 

株 式 会 社 カ ン ダ ン 取 締 役 社 長

清 水 和 嘱 城 庸 平 田 賀 勉口

株式会社清水和粥設計事務所代表取締役 株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長 株式会社田賀建築設計事務所取締役社長

暗 530 大 阪 市 北 区 万 才 町 43 浪 速 ピ ル 包 括 06( 312) 7278 唖 530 大 阪 市 北 区 高 垣 町 l 番 地 電 話06( 372) 7151代 都 550 大 阪 市 西 区 北 堀 江 通4丁目 33番地 電 話06( 531) 7193代

骨 560 自宅 ・豊中市中桜塚 4 丁目 3 番10号 電話 06( 852) 7056

名誉正会貝

設 楽貞 進 藤 汎海

唖 586 自宅 ・河内長野市千代悶台町13- 13 電話07215( 3) 0455

田 信夫口

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所 取 締 役 会 長 株 式 会 社 企 画 設 計 社 代 表 取 締 役 株 式 会 社 恵 美 須 建 設 代 表 取 締 役

晶 530 大阪市北区松ケ枝町88 大徳ピル 包括的 (358) 6372代 串 556 大 阪 市 浪 速 区 日 本 橋 東 4 - 1 6  電話06( 643) 3631 骨 606 京 都 市 左 京 区 浄 土 寺 馬 場 町 151 電話075( 761) 1151

串 658 自宅 ・神戸市東灘区住吉町東町 2 - 6 - 21 唖 662 自宅 ・西 宮 市 柏 堂 町 7 番 7 の 303 電話0798( 72) 3070 畢 606 自宅・京都市左京区胤ケ谷法然院町 7 電話075( 771) 3543

f包括078 (811)  7534 
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謹 賀

田 中幸 三 郎

田 中 建 設 株 式 会 社 取締 役社長

唖 543 大 阪 市 天 王 寺 北 河 湖 町 54 電話06(771) 2391代

唖 545 自宅 ・大阪市阿倍野区阪南町5 - 9ー24 電話06(622) 0494

田 中政

長

代
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愚

母

田 中 貞 司

新 年
昭 和 52 年 元 旦 ( 50音順〉

竹 中 人手B 地 政博 頭

竹 中 設 計 事 務 所 所 長 小俣シャッター工業妹式会社大阪駐在監査役

串 673 明石市大明石町1丁 目7- 4 白菊グラン ドピル4階 唖 530 大阪市北区此花町 2 丁目 51 ilJ 5 新興 ピル

電話078( 914) 4855 電信06( 353) 7377代

都 673 自宅 ・明 石 市 別 所 町 16 - 8  電話078( 923) 3199 唖 661 自宅・尼 崎 市 東 富 松 字 長 溝 331-25 電信06( 421) 5228

竹 千 原 大 五 郎村 通 世

近 畿 電気工 事 株 式 会 社 広 島 支 社 支 社 長

骨 ＷＳＰ 広島市稲荷町 Ｔ ｾ Ｑ 号住友生命広島ピル
電話0822( 62) 1471

G733 自宅 ・広島市南観音 7 丁 目16番34号 南 高 雅 荘

電信0822( 93) 3293

株 式 会 社 大 建 設 計 代 表 取 締 役 副 社 長

唖 105 東京本社 ・東京都港区新繍1- 10 - 7 大和銀行新様 ピル

電話03( 572) 4595代

冊 550 大阪本社 ・大阪市西区江戸姻 1 - 1 2 - 8

安 田 生 命 大 阪 ピ ル 電 話06( 441) 9351代

。251 自宅 ・神奈川県藤沢市鈎沼訟が岡1- 15- 25

電話0466( 23) 3124

圃.a..

J L  清 児津回 村 健

凸 版 印 刷 株 式 会 社 関 西 支 社 主務室締富 有 限 会 社 柳 々 堂( 建築専門相〉 オリエンタノレメタル製造株式会社代表取締役

唖 553 大 阪 市 福 島 区 海 老 江 3 - 22- 61 電話06(458) 2251 唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 姻 2 - 4  9 電話06 ( 443)0167- 8 唖 660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り3 丁目 26番地 電話06( 412) 5131代

田 測 誠 也

株 式 会 社 田 淵 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役

営 業 所 : 鴻 池 ピ ル 電話06( 251) 8233 唖 662 自宅 ・西 宮 市 神 垣 町 5 番 8 号 電 話 0798(33)  5591 

舘 林 彦 四 郎 本 猛 次塚

株 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 j苫 代 表 取 締 役 株 式 会 社 日 建 設 計

母 640 和 歌 山 市 下 町 1 9 番 地 電 話 0734 ( 31)  0261- 2  唖 601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 37 電話075(681) 7221代 畢 541 大 阪 市 東 区 績 堀 2 丁 目 38 番 地 電話06( 203) 2361

唖 640 自宅 ・和 歌 山 市 下 町 19番地 電話 0734 ( 31)  0261- 2 

0734 (33)  4  1  1  5  

- 古・

1司 橋 慶 夫

株 式 会 社 大 建 設 計 取締 役社長

串 550 大阪市西区江戸棚 1丁目 12番 8 号 安 回 生 命 大 阪 ピ ル

包括06( 441) 9351

唖 533 自宅 ・大阪市東淀川区相川中通 2 丁目 2-4

電話06( 340)0935

生虫ユ

j 屯 口 開

三 井 建 設 株 式 会 社

常務取締役

大阪支倍長

晶 530 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 丁 目7 番 地 包 括06(444) 1321代

谷 ｾ＠ 辻夫 本

.•••••• 
1

 

・
・E
a

'

盛畠

豆豆

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所大 阪 底

代表取締役

専 務
抹式会社 辻 本堂一級建築設計事務所代表取締役

唖 531 大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11番地 電話06( 458)3531代 唖 640 和 歌 山 市 班 長 町 中 ノ 了 12 - 3 電話0734( 24) 6346代

串 640 自宅 ・和歌 山市班長町中ノ丁12- 3 電話0734( 24) 6346代

名誉正会員

玉 置 豊 次 郎 塚 尚 義手

大 阪 工 業 大 学

制 大 阪 住 宅 セ ン タ ー

教 授 大垣セメント工業株式会社代表取締役社長

理 事 長 居 530 大 阪 市 北 区 金 屋 町 1 丁 目 1 番地 電話 06( 353) 4101

。659 自宅 ・芦屋市東山町137 芦屋パー クマンシ ョン A- 701号 唖 557 自宅 ・大阪市西成区天神森 1 ー19- 15 電話06(661) 7680 e567 自宅 ・茨 木 市 西 駅 前 町 4 の1012 電話0726( 23) 3幻3

電話0797(31) 0588

名誉会長 ・名雀正会員

竹 腰 健 造 知 義 田 徳夫 寺 重
見

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 春 日 設 備 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長 大 成 建 設 株 式 会 社 常 任 顧 問

唖 530 大 阪 市 北 区 些 宮 町 3 容 2 i'l 筒 ピ ル 電話06(373) 2281 串 601 京都市南区西九条春日町48 電話075( 681) 6455(691) 9228 串 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁 目 2 7 電話 06(262) 1131

唖 662 自宅 ・酉 宮 市 松 岡 町 7 番 2 2 号 電話0798(34) 2650 畢 601 自宅 ・京 都 市 南 区 西九条春日町48 電話075( 691) 3860 e 562 自宅・大阪府箕面市桜弁 2 丁目 4-39 電話0727( 21) 4641
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謹 賀

寺 明西 芳

株 式 会 社 寺 西 建 築 設 計 事 務 所 専 務取 締 役

唖 658 神 戸 市 東灘区本庄町2丁目 13番24号 電話078( 451) 2456 

電信078( 411) 0139

唖 665 自宅 ・宝塚市逆瀕台 1丁 目 1 - 3 0 2 電箆0797( 71) 2823

停 明馬 正

ム ツ 三 産 業 揃 武 吉 社 代 表 取 締 役

新 年
昭 和 52 年 元 E ( 50音順〉

時 実 丹 中l

 

i

 

-
-
-
J
 

匠

共 立 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 庖 長

串 540 大阪市東区内本町 2 丁目45番地大阪内本町電竃ピル6階

電話 06( 942) 2491

唖 662 自宅 ・西宮市門戸荘17- 12 ルネ門戸314号

電話0798( 53 ) 0780 

時 山 龍 太 郎

時 山 設 計 事 務 所 所 長

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所 所 長

畢 530 大 阪 市 北 区 浪 花 町 3 8 新興ピル 電話06( 371) 3651

畢 665 自 宅 ・宝 塚 市 売 布 4 丁 目15- 18 電話 0797 ( 86)  2391 

中
l

 

i

 

-
-
E

，

 

真 佐 吉

ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代表 取 締 役

串 550 大阪市西区靭本町 2 丁 目47番 地 第 2 背野 ピル 串 530 大阪市北区曽根崎上2丁目 21番地 美 都 ピ ル 唖 540 大 阪 市 東 区 北 新 町 2 丁目 7 電話06( 942) 2951- 5

電話06( 441) 0378大代
電話06( 361) 6248

悟 531 自宅 ・大阪市大淀区中休浜通1- 3 唖 532 自宅 ・大阪市淀川区三国本町 2 丁目7 番21号

中津リパーサイドコーポ C- 929 電話06( 371) 0385
電話06( 393) 9557

土 上 三 之 丞 友

t先

t先 夫 中 道
I

 

l

 

-
-
a

，
e

 

夫田

株 式 会 社 間 組 大 阪 支 庖 実 霊 感 霊 友 田 工 業 株 式 会 社 取締 役社 長 日 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

畢 541 大 阪 市 東 区 瓦 町 5 - 20 - 1  包笛06( 201) 2751 骨 534 大阪市都島区都島中通3丁目3番6号 電話06( 921)0331代 唖 530 大阪市北区大エ町50 千代田第一ピル包括06( 353) 7272

愚 565 自宅 ・吹 田 市 山 田 酉 3 - 6  - 1 4 包鑑06(877) 3983

東 郷 武

大 和 ハ ウ ス 工 業 妹 式 会 社

技 術 担 当

常君事取締役

母 550 大阪市西区阿波邸中通 1 丁目 40番地 電話06( 532) 6351

名誉会長 ・名誉正会員

東 畑 謙

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代表 取 締 役

内 資 忠

唖 569 自 宅 ・高 槻 市 日吉 台 2 - 1 1 - 3 電話0726( 82) 5923

中出 隆

t先

Z先藤

抹 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 会 長

唖 606 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰 町 189 電話075( 781) 6195

( 各種防水工事及スレート工事施工Z背負〉

株 式 会 社 中 出 商 会 代表 取 締 役

ｾＶＰ Ｖ 自宅 ・ 京都市左京区北白川山の元町 ＳＸ 電話 ＰＷ ＵＨＷＸＱＩＳＳＵＳ ｾＶＵＲ 神戸市兵庫区上沢通 Ｖ 丁目 Ｑ Ｍ Ｑ 電話078( 511) 4501- 4

内 藤 正 克 中 西 隆

稼式会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役所長

愚 541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 1  9 電話 06( 202) 0391 G6 75- 13 兵庫県小野市上本町240小野ピル電話07946( 2) 4757代 唖 550 大 阪 市 西 区 江 戸 姻 5 - 32 電話06( 445) 0585大代

唖 658 自宅 ・神戸市東灘区住吉山手4- 4- 35 電話078(851) 5043 ｾＶ Ｗ ＵＭ ＱＳ 自 宅 ・ 兵席県小野市久保木町 ＱＰ ＶＳ 電話 ＰＷＹＴＶＨＲＩＴＶＶ Ｘ 唖 547 自宅 ・大阪市平野区瓜破西 2 - 8 - 1 電話06( 703) 7636

株 式 会 社 中 西 建 築 代 表 取 締 役

栂 野 正 春 中 井 康 勝 中 原 茂

株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 定 品 詰JLま 株 式 会 社 中 井 総 組 代表 取 締 役 社 長 株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 640 和 歌 山 市 五 番 了 4 番 地 市 街 0734 ( 22)  2826 唖 660 尼 崎 市 常 光 寺 元 町 1 - 3  電話06( 481) 5461代 唖 550 大阪市西区靭本町 2 丁目9 番11号 岡 崎 織 ピル

唖 561 自宅 ・尼 崎 市 東 園 田 町 9 - 17 電話06( 491) 1386 〈昭52. 2 . 1 より表示変更、上記住所に〉包括06(445) 0039

時 保 雄岡

株 式 会 社 三 和 地 質 代 表 取 締 役

唖 550 大阪市西区靭本町 4 丁目 35番地

包括06( 443) 7606代 ・4157

42 

中 義尾 昭

株 式 会 社 旭 設 計 事 務 所 代表 取 締 役

唖 550 大阪市西区靭 1丁 目123番地近組員富山会館 5 F

電話06( 445) 2050代

G657 自宅 ・神戸市灘区六甲台町 7 番 目 ハ イ ツ 六 甲 308号

電話078( 881) 2907

中 原 英 雄

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

唖 530 大阪市北区末広町17 ! i l . 和地所扇町 ピル 6 階

包括06( 312) 3587代

. 659 自宅 ・戸区市打出小鎚町 l 番地405



謹 賀

中村
曲

豆

新 年
昭 和 52 年 元 旦 ( 5 0音順〉

野 中 市 林 唯 夫駒

株 式 会 社 日 邦 建 築 企 図 設 計 代 表 取 締 役 野 中 建 産 株 式 会 社 取 締 役 会 長 株 式 会 社 昭 和 設 計 代 表 取 締 役 専 務

畢 530 大阪市北区梅ケ校町114 関西ピル包括06( 362) 1766代 唖 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 - 2  9  電話06( 441) 6631  ｾＵＵＰ 大阪市西区西長姻北通 Ｑ 丁目 Ｘ 番 地 四ッ稲ピル

唖 600 自宅 ・京都市下京区七条通束期川西入八百屋町12 電話06( 532) 3421

包括075( 371) 2755 串 565 自宅 ・吹 田 市 背 山 台 3 丁目 41- 11 電話06( 872) 3608

氷 城井 賢

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

晶 106 東京都港区西麻布 1 丁目13審 11号 電 話03( 403) 0251大代

串 251 自宅 ・藤沢市鵠沼海岸 2 丁目 8 の26 電話0466( 36) 77ω

永 井 基

住 友 ウ ォ ー ノレシ ス テ ム 株 式 会 社 社 長

畢 100 東京都千代田区神田美土代町 1 住友商事笑土代ピル

電信03( 294) 8511大代

成 彦田 正

株 式 会 社 設 計 事 務 所 グ ン プ ラ ン 代 表 取 締 役

ｾＵＵＰ 大阪市西区土佐捌適 ＳＭＶ Ｑ 也話 ＰＶＨ 443) 8216 

<!iJ 662 西 宮 市 甲 子 関 九 番 町 12- 10 電話0798( 47) 3227

名誉正会員

西 j畢 藤 生

株 式 会 社 大 林 組 顧 問

岳 540 大 阪 市 東 区 京 橋 3- 37 m話 06( 943) 1131 ;])530 大阪市北区堂島浜辺1-25 新大ピル 包括06( 344) 6691 唖 565 本所 ・大阪府吹田市藤白台 5 - 125 電話06( 872) 0391

ｾＶＵＹ 自宅 ・ 芦屋市東山町 ＱＱ Ｒ - 26 包括0797( 23) 2137 唖 531 大淀分室 ・大阪市大淀区長柄西通2- 35 電話06( 351) 7217

財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

西 嶋 徳 太 郎

能 次 郎 原 正 太 郎勢

株 式 会 社 能 勢 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

岳 550 大阪市西区江戸姻 5 丁目 118番 地 和 光 ピ ル 7 階

包括06( 443) 6451代

台き 勢 善 樹

ア ス ニ ュ ー 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

岳 532 大阪市淀川区西中島1丁目8悉29号 包 括06( 301) 9081 - 4
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串

愚

橋
詰
一
一 雄

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

愚 532 大阪市淀川区十三本町 2 丁目 4 番28号 電話06( 308) 1551

串 662 自宅 ・西 宮 市 名 次 町 1 2 番 9 号 電 話0798( 22) 1504

2表 取 締2 原 田 重 信

2表 取 締 室 原 田 孝 太 郎

原 因 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

唖 554 大 阪 市 此 花 区 西 九 条 4 丁目 3- 34 電話06( 462) 1212代

唖 661 自宅・尼崎市縁口町 3 丁目 41- 8 電話06( 421) 4518

名誉正会員

坂 静 雄

株 式 会 社 橋 詰 工 務 庖 取 締 役 社 長

暗 604 京都市中京区猪熊遜三条上ル姉猪熊町326

包括075( 801) 2356代

ｾＶＰＴ 自宅・京都市中京 区猪 熊速三条上ル姉猪熊町 ＳＲＶ
包括075( 841) 2803

4喬 本 清

伴 郎

久

吉 野 石 膏 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

名誉正会員

浜 幹 三 郎

株 式 会 社 大 建 企 画 設 計 取 締 役 会 長 株 式 会 社 浅 沼 組 相 談 役 総 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 応 代 表 取 締 役 社 長

〈大建設計 取締役会長 兼務〉 母 543- 91 大阪市天王寺区東高津町 8 の1 包括06( 768) 5222 母 531 大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 - 11 電話06( 458) 3531代

唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 ー 75 電話06(443)  8261代 母 631 自宅 ・奈良市二名町南登美ケ丘3336ー7

串 562 自宅 ・箕面市桜ケ丘 3 丁目 11番地35号電話0727( 21) 2432 電話0742( 43) 1091

野 崎 謙

ロ

林 茂

株 式 会 社 山 下 設 計 取 締 役 会 長 株 式 会 社 林 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

唖 104 東京都中央区八丁場 2 の 7 の 1 電話03( 552) 8311代 0 531 大 阪 市 大 淀 区 長 柄 中 通り 3 - 4 5 電話06( 351) 6831

唖 565 自宅 ・吹田市竹見台 2 丁目 11番 5 号 電 話06(871) 8625

伴 中 次信

春 日 建 設1株 式 会 社 代表 取 締 役

。102 東京都千代田区飯悶繍 2 丁目9 蒋 3 号

電話03(264) 4011代

。162 自宅 ・東京都新宿区 細工 町27 番地 電話03(260) 4725
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謹 賀

坪 古 寿

三井プレコン株式会社大阪支庖

常務取締役

大阪支庖長

唖 541 大阪市東区博労町2- 41中博ピル406号 電 話06( 271) 7936

串 594 自宅 ・大阪府和泉市観音寺町312-5 電話0725( 43) 1128

広 谷 嘉 秋

新 年
昭 和 52 年 元 旦 ( 50音順)

藤 井
音
十

取締役会長 星

代表取締役 目

所 長 s : .

康 文

利 安

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

唖 520 大 津 市 本 宮 2 - 2  - 9 電話0775( 23) 0119代

唖 606 自宅 ・京都市左京区松ケ崎泉川町23 電話075( 781) 5333

藤 静 光

株 式 会 社 星 建 築 設 計 事 務 所

串 537 大阪市東成区東中本 1 丁目 15番25号地下鉄線縫東緑ピル

包括06( 972) 9265

唖 571 自宅 ・ 門 真 市 城 垣 町 7 - 6 電話0720( 81) 1318 

唖 571 自宅 ・P9 呉 市 減 垣 町 1 2 - 1 6 電話0720( 81) 0667

堀 也井 コE

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 員 株 式 会 社 大 気 批 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長 神 戸 材 料 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 460 名古屋市中区西瓦町11番地の 1 広瀬ピル 串 530 大阪市北区中之島 2 - 2 2 新羽田ピル 電話06( 203) 3721 畢 651 神 戸 市 普 合 区 熊 内 町 2 丁目 1 の 37 電話078α22) 2251

電話052( 262) 4411

唖 464 自宅 ・名古屋市千種区月ケ丘 2 丁目 2 - 8 3 串 582 自宅 ・大阪府柏原市旭ケ丘 1 ー 7 - 8 包括 0729( 78) 6491 串 657 自宅 ・神戸市灘区篠原北町2丁目 1 - 9 電話078(882)  0755 

電話052( 711) 8010

福 田 朝 生

縁式会社双星社竹腰建築事務所代表取締役

藤 井 稔 堀 内 史 郎

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 1常務取締役 第一工業株式会社大阪支庖取締役支庖長

唖 530 大 阪 市 北 区 盛 宮 町 3 番 2 鐙筒ピル電話06( 373) 2281 串 530 大 阪 市 北 区 梅 悶 町 4 7  電話 06 ( 346)  1171 唖 530 大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0 番 地 電話06( 364) 6661代

畢 677 自宅 ・西宮市甲子園砂田町 2 番 8 号 包括0798( 48) 0989

福 田 好 雄

住友ウオ ールシステム株式会社 相談役

藤 銭

串 573 自宅 ・大阪府枚方市朝日丘町12- 18 電話0720( 41) 5396

名誉正会員

本 多 正 道
木

株 式 会 社 藤 木 工 務 局 取 締 役 社 長

串 541 大阪市東区南本町 5 丁目 14番 地 南 本 町 ピ ル 骨 540 大 阪 市 東 区 両 替 町 1 - 1 3 電話06( 942) 1461代 唖 658 自宅 ・神戸市東灘区御影町岸本1566 包括078( 851) 7604

包括06( 252) 1881

畢 558 自宅 ・大阪市住吉区帝塚山東 3 丁目 37 電話06( 671) 3254

福 中定 三 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 常 務 理 事

藤 ヂB 昭 前 野 慶 太 郎

株 式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

唖 541 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 3  7 電髭06( 231) 9648代 唖 530 大阪市北区太融寺町98-5 阪 急 東 ピ ル 電 話06( 312) 3918 唖 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7  電話06( 444) 1501

唖 573 自宅 ・枚 方 市 寄 単 園 町 26 - 68 電話0720 (31) ｾＵＴＹ＠ 唖 658 自宅 ・神戸市東灘区岡本8丁目 10- 1 岡本ハウス 605 唖 659 自宅 ・戸 毘 市 漂 ケ 丘 町 4 番 18 号 電話0797( 22) 2005

電話078( 411) 3989 

福 氷 薫

株 式 会 社 建 設 技 術 セ ン タ 一 代 表 取 締 役

畢 530 大阪市北区岩井町 2 丁 目 的 番 地 古 林 ピ ル 5 陪

包括06( 353) 0651

. 542 自宅・大阪市南区限度町通 4 - 61 電話06( 251) 3102 ・5189

福 頼 圭 蔵

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長

田

松 浦 潤 一 郎

株 式 会 社 藤 原 工 務 底 取 締 役 社 長 株式会社松浦構造設計事務所代表取締役

。562 箕 面 市 箕 面 3 - 1 - 6 0 電話 0727 ( 21) 7268 唖 657 神戸市灘区八幡町 4 丁目 9- 27 六甲ピル

愚 問 自 宅 ・箕 面 市 箕 面 4 - 15- 40 蜘 0727 (21) 2774 電 話 吋 器ijiii;

株 式 会 社 都 市 問 題 ・経 営 研 究 所 所 長

藤 稔 恭原

藤 本 庄 之 助

株 式 会 社 工 盛 社 代 表 取 締 役

松 岡 晃 一 郎

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

. 550 大 阪 市 西 区 南 姻 江 通 6 - 3  9 包括06( 541) 5757代 唖 536 大 阪 市 減 東 区 鴫 野 西 5 丁目 16- 43 電話06( 961) 4460 . 556 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1 8 3 番 地 電筒06( 561) 3901

唖 558 自 宅 ・ 大 阪 市 住 吉 区 住吉町242- 22 電活06( 673) 5120 ( 962) 1288 畢 590 自宅 ・排 市 車 之 町 東 2 T  2 - 9  電話0722( 38) 2582

" 536 自宅 ・減 東 区 崎 野 西 5 丁目 16- 43 包括06(962)  1862 
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謹 賀

松 永 嘉 一 郎

株式会社; j % 彦 代表取締役社長

新 年
昭 和 52年 元 旦 (50音順〉

谷 義

名誉正会員

村 藤野 E

ロ

忠

株 式 会 社 三 谷 設 計 代 表 取 締 役 有限会社 村野 ・森建築事務所代表取締役

唖 530 大 阪 市 北 区 道 本 町 40 番 地 電 話06( 312) 6171代 岳 694 島根県大岡市久手町波松酋777の1 電癒08548( 2) 8121代 唖 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿倍野筋2- 3- 8 電話06( 624) 0926

也 659 自宅 ・芦 屋 市 山 手 町 42 の 7 電厭 0797 ( 22) 4761  ｾＶＹＴ 自宅 ・ 島根県大田市久手町波根酉 ＲＲＵ の Ｒ 唖 665 自宅 ・宝 潔 市 消 荒 神 2 丁目 18- 27 電話0797( 86) 2559

電話08548( 5) 8320

松 慶村

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所

取 締 役

];!IJ 所 長

ｾＵＳＰ 大阪市北区梅田 Ｘ 新阪急ピル11階 電話06( 341) 1680

松 本 郎
- ' -

ノ、

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

水 野 喜 一 郎

水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 600 本社 ・京都市下京区西七条市部町77番地

包括075(312) 0431代

串 530 支底 ・大 阪 市 北 区 鶴 野 町72番地 電話06( 372) 7761代

代表取締役

会 長

専務取締役

大阪支庖長

南 長 吉

斎 藤 久 典

室 山水

斎 久 工 業 株 式 会 社

谷

室 谷 商 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 650 神戸市生田区北長狭通 4 丁目 1 英和ピル

電話078( 331) 0881

串 650 自宅 ・神戸市生悶区山本通 4 丁目 108の37

電話078( 221) 5050

森 忠

村 野 ・森 建 築 事 務 所

串 543- 91 大阪市天王寺区上綿屋町 6 電話06( 779) 1581大代 ( l t 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 11 帯 地 電話06( 443) 5041代 唖 545 大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3 - 8 電話06( 624) 0926

ｾＵＸＰ 自宅 ・ 松原市北新町 Ｒ 丁 目 Ｓ ー Ｗ 電話 ＰＷＲＳＨＳ Ｑ ＩＰ Ｑ ＵＸ 唖 661 自宅 ・尼 崎 市 塚 口 町 6 ー 20ー 7 電話 06( 421) 5136 唖 665 自宅 ・宝 塚 市 筑 開 山 1 ー 10 - 8 電話0797( 72) 4461

愚 663 自宅 ・西宮市甲子幽 7 ー 17- 7 - 313 電話0798( 45) 0145

名誉正会員

松 本 与 作

第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 顧 問 技 師

r.=t 

昌 健

名誉正会員

守谷 茂後

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 竹 中 工 務 応 広 島 支 庖 顧 問

唖 100 東 京 都 千 代 田 区 有 楽 町 1- 13- 1 電話03( 216) 1211 唖 543 大阪市天王寺区上汐町6丁目 35番地 電 話06( 772) 0165代 唖 730 広 島 市 中 町 8 - 12 電話0822(48) 3321

母 145 自宅 ・東京都大田区間闘綿布3- 17 - 3 電話03( 721) 4723 愚 543 自宅 ・大飯市天王寺区上汐町6丁目 35番地 唖 730 自宅 ・広島市牛回早稲岡 1 丁目 16- 39 電話0822(21) 2650

話06( 772) 0167

丸 ネ喬 博 行

社団法人大阪ピソレ メンテナンス1 u 会会長

「ー;1

昌 敬 J¥ 木
t允

Ｑｾ 乙崎 辰

愚 531 大阪市大淀区中i 1l 本通 1丁目 4 の10 電話06(372) 9120 串 466 名 古 屋 市 昭 和 区 折 戸 町 5 丁 目13 電話052( 751) 3096 唖 530 大 阪 市 北 区 金 屋 町 1 丁 目17番地 電話 06 ( 352)  4881  

ｾ 和調温工業株式会社
常務取締役

大阪支庖長

丸 山 信

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

晶 107 東京都港区北青山 3 丁目 5 審 25号

電 髭03( 401) 2287 ・6703 ・2426

唖 901- 22 出張所 ・沖縄県宜野湾市大山1∞3

電話09889( 7)2974 ・4077

木 清 経

エ ス エ ム 工 業 株 式 会 社 取締役社長

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

唖 466 自宅 ・名古屋市昭和区折戸町 5 丁 目13 電話052( 751) 3096 岳 662 自宅 ・西 宮 市 樋 之 i也町 13 - 28 電話0798( 22) 3819

宮 武 伊 三 郎

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 常 務 理 事

唖 540 大 阪 市 東 区 京 梼 3 丁 目 7 0 電話06( 941) 3651

村 郎

八 十 島 健

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 常務取締役

串 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2  7 電話06( 252) 1201

ｾＶＶＳ 自宅・西宮市甲子 翻 二番町 ＵＭＳＰ 電話0798( 41) 0598

安 井 生上

サ ン エ ス 石 r . r - 株 式 会 社 社 長

忠

串 559 大阪市住之江区東加賀屋 1 - 8  - 16 電話06( 685) 1661代 愚 530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 20 勝 国 ピ ル 電話06( 344) 6526 唖 550 大 阪 市 西 区 靭 1 丁 目 130 番 地 電話06( 448) 2765- 6

唖 565 自宅 ・吹田市千盛山西 3 丁目 7 寄 5 号 電 話06( 384) 1002 唖 558 自宅 ・大阪市住吉区長居町東 6 丁 目24 電話06( 698) 2422

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 室 代 表 取 締 役
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謹 賀

安 田 誠

新 年
昭 和 52 年 元 旦

く50音順)

山 山 夫本 哲田
Eヨ

Eヨ 次

安 田 株 式 会 社 会 長 花 堂 進 国 株 式 会 社 専 務 取 締 役 昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長

m築 金 物 ・ア ル ミ 型 材 製 造 ) o600 京都市 下 京 区 大 宮 通 五 条 下 ル 電 話075( 341) 2246代 唖 812 福 岡 市 東 区 箱 崎 5 丁目11審93号 電話092( 651) 2931

唖 542 大 阪 市 街 区 末 吉 橋 通 1 丁目 17 電話06( 251) 7091代 品 600 自宅 ・京都市下京区大宮通五条下ル 電話075( 341) 6980 唖 810 自宅 ・福岡市中央区接続 2 丁目 11番4 号

電話092( 741)5095

簸 本 弦

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長

山 保 山 本 博田

串 520 大 体 市 打 出 浜 1 3 - 1  5  電話0775( 23) 2314 e730 広島市紙屋町 2 丁目 3 番 l 号革屋町ピル 4 階 唖 530 大阪市北区中之島 3 - 3 朝日ピル内電話06( 385) 1361代

骨 520- 21 自宅・大津市瀬田南大賀町2087- 4 電話0775( 45) 3966 包 括0822( 48) 2562代 母 565 自宅 ・吹田市蔵白台 4 丁 目23悉 8 号 電 信06( 872) 9 0  8  7  

有 限 会 社 山 国 保 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

薮 本 芳

薮 本 一 級 建 築 士 事 務 所

唖 640 和 歌 山 市 東 長 町 10 丁 固 13 器地 電話0734( 22) 9930

唖 640 自宅 ・和 歌 山 市 東 長 町 10 丁目 13 電話0734( 22) 9930

山 家 啓 助

株式会社 R I A建 築 綜 合 研 究 所 大 阪 支 庖 支 庖 長

山

:.L、

t ロ
源 治 郎

士

ロ恒 岡田

株 式 会 社 山 田 工 務 庖 取 締 役 社 長 高 砂 熱 学 工業 株式 会 社 大 阪 支 庖 実 阪 妻 鹿霊

岳 650 神戸市生田区北長狭通 3 丁目 13帯の 1 唖 530 大阪市北区芝岡町55署地北阪急ピル 電話06( 372) 2511

電話078( 321) 6451代

都 651- 12 自宅 ・神戸市北区山田町上谷上古々山29 唖 560 鑑 中 市 上 野 西 2 - 2 0  - 3  6  - 3 0 2  電話06(849) 6491

電鉱078( 581) 2055

名答正会員 名誉正会員

山 文 田 光 太 郎次
士

ロ
国

山 田 工 業 株 式 会 社 取 締 役 会 長

O530 大阪市北区太融寺町33大阪合同ピル電話06( 312)9154代 唖 550 大 阪 市 西 区 京 町 J.!] 1- 62  電話06( 443) 8161  唖 156 自宅 ・東京都世田谷区桜丘 2 - 7 - 1 8 電話03( 420) 6476

山 ロ
亙

回郎

不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 665 自宅 ・宝 忽 市 南 ロ 1 丁 目 2 - 2 電伝0797( 72) 2511

名誉正会員

山 手
豆

同 田 信武研
士

ロ

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

居 550 大阪市西区西本町 3 丁目 1 審 9 号1l t 話06( 541) 5534代 都 180 自宅 ・東京都武滋野市中町 2 ー 15- 13 電話0422( 51) 6265 唖 550 大阪市西区北楓江上辺 3 丁目 22番 地 電 話06( 538) 2991代

相 ＶＶＵ 自宅 ・ 宝ｾ市 雲雀丘 Ｑ 丁目 ＱＳ 番 ＲＵ 号 電話0727( 59) 2018

山 崎 敏 明

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

唖 574 自宅 ・大 東 市 住 道 1 丁目 7 - 5 電話0720( 72) 0409

山 啓 米

4 色、

届

曲

一一品 夫
西 之

悟 650 神 戸 市 生 田 区 栄 町 2 丁目 21 包括078( 321) 0655代 ･ＵＴＱ 大阪市東区平野町 Ｒ 丁目 Ｒｾ 在地電倍 ＰＶＨＲＰＳＩ ＷＱＳＱ 代 唖 113 東京都文京区本駒込 6 丁 目15番7 号 電 話03( 945) 2311代

阪 和11 興 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役
日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理 事 長

串 662 自宅・西宮市五月ケ丘 5 の 7 電窓0798( 26) 2763 唖 658 自宅 ・神戸市東灘区間本 1 丁目 9 - 2 8電話078(411) 5736

山 下 密 男

合 同 特許 建 材 工 業 妹 式 会 社 代 表 取 締 役

o546 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3- 54 電話06( 702) 7814代

置 546 自宅 ・大阪市東住吉区田辺東之町3 - 193

電話06( 621) 9086
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山 根 正 次 郎 和

国

圏

内田

株 式 会 社 日 建 設 計
株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

唖 530 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 1 7  5  電話06( 363) 4051

岳 659 自宅 ・芦 屋 市 公 光 町 3 審 8 電話0797( 22) 3282



謹 賀 新

名誉正会員

若林 繁
士

ロ

二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 会 長

年
昭 和 52 年 元旦

( 50音順)

名誉正会員 迫 補

岡 本 事 務 局弘

唖 564 奴 部 市 東 別 府 3 丁目 7 番 8 号 電 話06( 349) 9193- 5 愚 573 自宅 ・枚 方 市 東 答 旦 2 - 7 ・20 な謡0720( 54) 4123
社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

唖 605 自宅 ・京都市東山区消水 2 丁目232 電話 075 ( 561) 6283 

名答正会員

若林 雄季

鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

骨 542 大阪市南区鰻谷西之町 6 不 銀 ピ ル 電話06( 245) 2311大代

唖 636 奈良県生駒郡三郷 町 信 費 ケ 丘 211 包括0745(  72)  4121  

若山 繁

近 微 電 気 工 事 株 式 会 社 専 務 取 締 役

串 530 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電 話 06 (312) 1281  

唖 661 自宅 ・兵庫県尼崎市武庫之在2丁目25番11号

電伝06( 436) 1381

鷲 健尾

明 石 工 業 高 等 専 門 学 校

串 674 明 石 市 魚 住 町 西 岡 6 7  9  電話07894( 7) 1151  

渡 遺 勇

士
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中

似

刷

渡
古
山辺

東 洋 シ ヤ ッ タ { 株 式 会 社 取 締 役 会 長

串 540 大阪市東区両替町 1- 12 日 生 ピ ル 電 話06( 943) 6571代

晶 560 自宅 ・重量中市 緑 丘 3 丁 目 21番 8 号 電話06( 856) 0988

追補

星 野 晴 彦

抹式会社熊谷組大阪支底常務取締役大阪支j吉長

畢 534 大 阪 市 都 島 区 2 丁目 10 番 5 号 電話05( 352) 1151

同
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本書は京都市およびその周辺地域より建築学上よ

り見て資料価値の高いと考えられ る民家 290 戸を選

び、 300 点の写真と解説文でその概要 を紹介してい

る。

本書 に収録されている民家の大半は失われ、 ある

ものは外観を変え、いまに残るものもその周囲の環

境は大きく変貌し、その点本書 に収録された 300 点

の写真は、京都およびその周辺の民家の本来の美と

機能とをありのままに伝える 貴重な記録である。
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庫
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を
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1.  年 令 と 専 門 職 種 は 必 ず ご 記 入 下 さ い ・ ・・・・ー一. . 一一. .. ー. . . . . . . . .. . . . .砂

( 氏名 、住 所 欄 は 記 入 自 由 で す )

2  r建 築 と 社 会 」 の ど の 頁 を 読 み ま す か くO 印 の こ と 〉 ・・・………ー 砂

( と く に よ く 読 む 頁 に は。 印 の こ と )

3.  r建 築 と 社 会 」 の 内 容 に つ い て くO 印 の こ と 〉 一. . ・・…・・ー… 砂

4  .  特 集 テ ー 7 ・新 設 欄 ・執 筆 者 な ど ーー ・・・・ .. . . . . . . . . . .  ・・ ... . ーー ・・・・ 砂

ご 希 望 を あ、容 き くだ さ い 。

5  最 近 と く に 関 心 を も た れ た 特 集 は ど れ で す か (0 印 の こ と 〉ー・・ ・・ー惨

ご↑ｾカありがとうございました 。

最 近 、 と く に 関 心 を お も ち の 問 題 、 ま た 、 ご 意 見 、 ご 希 望

な ど 、 表 面 通 信 欄 に 自 由 に お 書 き く だ さ い。

な お 、 7 ' ン ケ ー ト 締 切 り は 昭 和 52年 3 月 1 日 と し ま す 。

年令 才

職種( 都市計画・設計 ・施工 構造・設備・材料学生・ ( その他

氏 名

住 所

2 .  a. 会告 b  法令コーナ - c  読者の貝 d  ニュ ース e. スケ ッ

チ プ y ク f  新建材紹介 コー ナ - g. 建築のl恨 h  都市設計資料

し 作 品 紹 介 J  本文特集 ￰￨ ｾ ｬｾ k. m造の貝 1. 設備の頁

m 施工材料の頁 n. 若い会員レポート o  月間の動き

p . 広告( 普通・資料頁) q . データー シート

3.  a. 興 味 あ る テ ー 7 が( イ 多 い ロ . 少 な い )

b. 内容が( イ i直当 ロ や さ し い ハ . む つ か し い)

c. 考 え る う え で 役 立 つ 紀 事 が ( イ . 多 い ロー 少ない)

d. 実 用 記 事 が ( イ . 適 当 ロ 多 い ハ . 少 な い )

e.  とくに 印 象 に のこ っ た況司王

4.  a. 特 集 テ ー 7 ・

b . 新 設 欄 .

c 執 筆 者 ・

(執筆テーマ) :  

5 .  

d.  そ の 他 ご 希 望 :

( 1975年〉

1. 図 容 鎗

2. 東 海 の 新 建 築

3. イ ン テ リ ア

4. P C板 を 使 用 し た 工 業 化 住 宅

5  社 会 ・建 築 ・法

6  都 市 の 景 観 と 施 設

7 . 建 築 と プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク

リー卜構造

8. 生 活 排 水 処 理 施 設 の あ り 方

9. 人 間 環 境 と し て の タ ー ミ ナ ル

10. 騒 音 対 策 と 防 音 材 料

11. 第22回 青 年 技 術 者

12. ｾ合住宅の設備

(1976年 〉

1. ti E言， 7 &ーデザインの動向

2. 建 築 基 礎 構 造 の 問 題 点

3  医療施設

4  床 工 法 と 材 料

5. 建 築 防 災 と 法

6  市 街 地 整 備

7  工 場 建 築 の 設 備

8. 鉄 骨 精 進 の ジ ョ イ ン ト

9.  t副主体のハードとソフト

10 結 露 防 止 対 策 と 断 熱 材 料

11. 第23回 青 年 技 術 者

12 設 備 か ら み た 建 築 の 問 題 点

( 1977年〉

1. デザイ ンの 動 向 部 分 と 全 体

と漏水のなやみは官影弓手ムで解決しましたミ

一 奇 庁 設 は 勿 論 改 修 工 事 に も 威 力 発 揮 -

IVI 柏村 、 帝 国ホ テ ル座俄I J j I ) <

- 優 れ た サ ン ロ イ ド D Nシ ー ト が ご 使 用 目 的 に 応、

じ て 用 意 さ れ て い ま す 。

・ 特 殊 固 定 法 に よ る 絶 縁 工 法 で す 。

・ シ ー ト 同 志 の 接 合 は 完 全 溶 着 一 体 化 で す 0

・ プ レ ハ ブ 化 も 可 能 で す 。

| D〉氏。

防水システム

ｾ ｾ＠ 云7一 屋 根 防 水 ・ プ ー ル 防 水 ・ 受 水 槽 ・ 蓄 熱 槽 ・ 池 防 水 に ・

虫 丸 説場診筒申シート防水楳式盆祉

.3主 ぷ 本 社 大 阪 市 東 区 制l基町2- 40 干 M 電 話 (06) 2時 5721

ーペ 東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 神 田 小I11町3・28 (三東 ピ Jレ) 電話 (03) 292・8255
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11111料金受取人払11111 郵 便 l

大阪東局承認

1 9 0 9  

差 出有効期間

昭和52年12月

31 日まで

回面白 一口口

受 取 人 )

大阪市東区北浜 3 丁目 37

社団法人日本建築協会編集部 行

キ

最 近 と く に 関 心 を お も ち の 問 題 ・ご 意 見 な ど ご 自 由 に お 往 き 下 さ い。) i  

セ

官事ｾＢ，・新しい接着混和材

「建築と社会」誌について

ご意見をお聞かせください。

日本建築協会は昭 和52年 3 月をも って創立

60周年を迎え 、 「建築と社会」も 52年 3 月号

をも って創刊 以 来 660 号に達します。

編 集 委 員 会 で は 、本会誌を会員のみなさま

とともに 、 ます ます充実した 内容 の も の に 育

てていきたいとおもいます。

あなたの本会誌に対する卒直なご意見を伺

い、 これからの編集に役立てたいと存じます

ので、裏面アンケ ー 卜によりご回答下さいま

すようお願いいたします。

社団法人 日本建築協会

編 集 委 員 会

セキスイ・テイエスサンドの特長

(1) 弾力性があり、亀裂かおこりにくく剥離を

生じません。

(2)接着剤の塗布、およびモルタルの下塗りが

いりません。

モルタル下地づくりの省力化- ワンタッチ工法登場. ゲ

「接着剤の塗布」一・も、「モルタル下塗り」も、

(3)櫛目を入る必要がありません。

(4)塗り l撃が薄く仕上ります。

(5)軽量なので作業性は抜群です。

「櫛目引き 」・・・も、セキスイテイエスサンドなら

1回塗り付けですべて O Kです。

従来の左官用下塗材の常識 をガラリと変えた

新しい下塗用混和材の・・ ・「登場」です。

〈発泡スチロールの微細粒〉を主要骨材に

〈強力接着剤〉と( 継ぎ材〉をプラスしたテ イエスサンド。

従来工法の、セメントノ口の塗 りつけや、

樹指接着剤を塗布し 、追いかけ てモルタル を塗 り付け

櫛目を入れる 、といった煩わしい作業を一挙解決。

テイエスサンドなら 1度の塗 り付けだけ で

櫛目引きま ですべてO K 。

なんとも便利 で、 作業能率も抜群。

発泡スチロールの微細粒と強力接着剤の相互作用 で

粘着性、保水性に優れ

@ 積 水 化 成 品 工 業 株 式 会 社

塗り付け後も 、ムラのない安定した接着力を発揮し 、
( 堂島関電 ビル)

剥離を生じ ないー 東京事務 所 東京都新宿区西新宿2丁目守番1号 160 東京 03(347) 9640

まったく 、理想的な新しい左官下塗混和材 です。 (新宿三井ビル)
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質疑などの投稿をお待ちしております。

L、。

l  建築物等の高さの

制限

2  航空障害標識の設

置1

申I育者( 代理者) が建築確認申請書を行政庁( 盤築主事) へ提

出する i量合 、その前に関係法令について、所管行政機関の下見、

ii¥IJ 申、↑ 高E量等を要するものがあります。これらの主なものを分

類整理し 、規制の主な内容と大阪府下における取り級ぃ窓口の

一覧表を掲げました。ただし、 紙面の都合で残りの部分は 2 月

号に掲載します。 なお、この表以外にも各特定行政庁によって

独自の運用をされているものもあり 、また職時IJ 変更によって窓

口が変わることもありますのでご注意下さい。

当法規委員会では 、建築確認および開発指導関係の申精諸手続

きについて実務に役立つ資料を連載する予定ですのでご期待く

ださい。 ( 大阪市建築指導部 西川幸 之 輔 松 本 好 雄 )

次に錨げる鋭燥の工湖、l ・大阪府 F

学校の新設地設も しく| 大阪府建築部建築指

は用途変更等をする場| 導課

合許可を受けなければ| ・大阪市内

ならない。 1大阪市総合計画局部

1 . 工 場 1市計図深

I，OOom' 以上

2 学 校

(1)大学および高等専

門学校

1，500m' 以上

(2)各種学校

800m' 以上

文化財の埋没| 文化庁の許可が必要で

区 域 | ある。

( 文化 財 保 護

法)

おき 31mをこえる建築| 近畿電波監理局

物その他の工作物を新

築 ，J骨築許ーをしようと

する場合は、 郵政大臣

に届け出なければなら

辛い。

市街化調盟主区| 原則としてすべての IUl 1 ・大阪府下( 全滅)

域 | 発行為について開発汗| 大阪府建築部開発

岬 市 計 画 法)1 可が必婆である。 1指 糊

同1市計画道路| 許可基準 | ・大阪府下

公 園 1 1 . 郎市計画施設に閑 1 ( 市町村経由)

する都市計画に適合| 大阪府主主築部開発指

する場合。 1 導課

2  次の各号に該当し| ・大阪市内

容易に移転しもしく| 大阪市総合計図局郁

は除却することがで| 市計画課および郎市

きるもの。 1 再開発局筋 2 j* 

( 1 ) 階数が 2以下でか

つ地階を有しない

こと 。

(2) 主要精進

鉄骨造コンクリー

トプロ ック造等で

あること 。

規 制 法)

- 大阪府下

( 市町村経由 )

大阪府都市設備局都

市型車備課

・大阪市内

大阪rll t . s 市再開発局

整地課または区画整

理事務所

知事( 大阪市内は市長 )1 ・大阪府下

限I也域または| が指定する地I或または| 大阪府土木部計画課 H

| 場所では広告物を表示| ・大阪市内 11砂 防 指 定

場 所 | しまたは広告物を縄出| 大阪市土木局管理部 11""( 砂 防 法)

( 屋 外 広 告 物| することはできない。 | 路政諜 "  

法 ) 1ただしその他の地域ま'

たは場所では原則とし

て知事( 大阪市内は市

長) の許可を受ければ

設; 位することができ

厄l 致 地 区 | 許 可 を 受 け な け れ ば な

(都 市 計 画 法)1 らない。

目符可基準

l  総築物のおさ

15m以下

2  主 ｾ ぺい率
4/ 10以下

3  外壁後退距離

( 1)道路境界

l ι m以上

(2) 隣地境界

1. 0m以上

・商 港 区 | 大阪市港湾管患部管

同条例別表第 l にJ日| 理課

げるもの以外のもの

・工業港区

同条例別表第 2 に渇

げるもの以外のもの

・特殊物資港区

同条例別表第 3 に掲

げるもの以外のもの

・" 1) ーナ港区

. fl 基1;:; 厚生港区

- 大阪府下

( 市町村経由 )

大阪府上木t¥U公園泌

・大阪 'n内

大阪市総合J十ffiij 局 都

市;n画課

区 内

(駐 車場 法)

区

(港 湾 法 )

法

浴

港

湾

北

南

港

内

ホ

阪

(

下見について打ち合わ| 各港湾事務所

せ中

許可を受け、かっ検査

済証の交付を受けなけ

ればならない。

許可を受けなければな

らない。

J午可対象

l  河川区域内におい

て建築工事等を行う

場合

2  河川保全区減内に

おいては、河川敷地

の境界より 18m ( 9  

m の区域もある) 以

内で埋立工事等の宅

地造成または、建築

工事等を行う場合

許可を受けなければな

らない。

許可対畠L

1 . 道路、締り ょう、

その他建築物等の建

築、改築する場合

2  院にんその他地形

を変更する場合

3  その他

原J l I J として迷築物の建

築は禁止されている 。

- 大阪府下

大阪府建築部開発指目い a  日 目 ー l

導諜 11自 然 公 圏 内 | 許 可 を受けなければ♀

・堺市内 11 ( 国立公園) 1 ら♀い。

場市計画部開発指導 11 ( 固定公園)

課 | れ 問 自然公

・高槻市内 11 ニ ｾ 山 一

高槻市建築部建築指 II . J 司) 一 …

噂課 |い 自然 公 園 法 )

・盟主中市内 忙でで- - 竺プ- : i

盤中市主J ! 築部| 持l紺旨| ド丘郊申請1血保全| 届出もしくは許可を受

謝諜 | 区域内 いf なければならない。

・3巨大阪市内 ( 近 銭 圏 の 保

東大阪市建設局計画 11- 全tt 域 の 整

部開発指導課 11 ;::;: ' :二ニラ

H  に関する

・大阪府下 11 )去律j

大阪府土木事務所

・大阪市内

大阪市土木局河川深

近畿地方建設局 11 学

(淀川 ー大利川 )

- 大阪府下

(市H附I

3委寄iぬ1会経由

大阪府教育委f . 1会文

化財保護諜

・大阪市内

大阪市教育委n会文

化媛県 ｦｾ

- 大阪府下

大阪府農林郁自然保

護諜

- 大阪府下

大阪府農林郁内然保

護 j*

E E窪霊園翠ヨE塞盟謹E塞<<1;

ぴ

学

会

一

課

部

よ

私

日

省

一

重

務

お

部

委

部

一

児

総

校

画

校

育

課

文

一

部

局

下

学

校

企

学

教

l

は

一

下

生

内

生

府

立

学

府

立

府

筋

学

一

府

民

市

民

阪

私

樋

阪

公

阪

場

大

一

阪

府

阪

市

波

大

各

大

球

大

街

一

大

阪

大

阪

務

・

1

2

3

一

・

大

・

大

庶

一

は

)

ぱ

一

者

長

れ

る

市

け

ず

は

な

と

市

け

フ

阪

受

よ

大

を

い

し

(

可

♀

世

事

認

ら

設

知

の

な

託

村

町

間

制

問

附

置

(

児

げ

- 大阪府下

大阪府土木事務所

校| 新築および地築のいず

れの上品合でもそれぞれ

の設置基準に適合しな

ければならない。

キ

車

山

閉

経

療

医

医

病

診

(

助

(
剛

ボ河部

下

木

向

川

↓

ム

防

府

大

阪

・

大

m造基準等

1. 病室の床面積

2  階段の数 2 以上

( 1 室内階段)

3  幅 1. 2m以上、け

あげ20cm以下、路面

24cm以上

4 ，避難階段 ( 3 階以

上の階に病室のある

場合のみ) を 2 カ所

以上

5  エックス線装組等

の防護

6  その他

1.  fr' l l 造基準等 | ・大阪府下

(1)客室の数 | 大阪府術生部環境衛

(2)' 客室の床面総 | 生諜

(3) その他衛生設備等| ・大阪市内

2  ホテル等の建築が| 大阪市環境保健局環

禁止されている幼所| 境衛生課

学校、児童福祉施設、| ・吹田市( 事前同意)

社会教育に関する施 | 吹田市環境保健局環

設等の周囲でおおむ| 境保全諜

ね 100mの区域

- 大阪府下

大阪府術生告s医療対

策課

大I見繰越築物について

次のとおり駐車純設の

設自凝務がある。

l  特定用途で延べ面

積が 2，0∞m' をこえ

る建築物

2，∞om' をこえる延

べ面積について 300

ばまでごとに l 台

2 ，非特定期途で延べ

面干員が 3，ooom' をこ

える 辿築物

3，OOOm' をこえる延

べ面積について 450

ばまでごとに l 台

- 大阪府 F

大阪府建築部建築m

B草深

省

法

テ

白

川

端

易

制

ホ

旅

簡

下

(

総

術

開

尚

酎

宜

机

下

市

内

合

府

都

諜

市

総

諜

阪

府

函

阪

市

極

大

阪

計

大

阪

計

・

大

合

・

大

市

加

州

市

業

先

立

問

小

部

局

下

工

内

場

府

商

市

市

阪

府

阪

市

大

阪

大

阪

球

・

大

・

大

山

崎

舗

物

鮮

あ

庖

築

生

が

の

述

・

舗

婆

鵡

る

菜

庖

必

売

れ

野

売

が

小

さ

に

販

可

の

供

中

の

許

上

に

の

類

合

以

期

そ

介

助

叩

の

で

魚

る

t

J

ト

一

一

ー

ツ

7

3

)

ケ

い

ト

暗

法

一

一

ツ

十

市

マ

ス

ケ

(

以下、収録でき♀かったものは 2 月号法令コーナーで紺介します。
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ｾＱＡＷ ｾｉＢＢＺＱ ード

マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐久性のすぐれた防湿床材

特 長

1  耐久性 : 而t久性にすぐれている 。

2  耐摩性 : 摩耗の度合が低〈、ホコリなど生じない。

3  すべり千正杭ン性: すベり抵J . 克性にすぐれている 。

4  復元性: 弾性があり、万一亀裂ができても使用している間に復元する 。

5  粘着性: 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭: 完全無毒で・杏種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

、_，

フリントコートについてのお問合 せ は 下 記へ

ｪ 限式会 ｦｦｩ￭ シェル厄 ｾ￦ｸ 版発売所
ＷＮｊｾｉＢＧＢ こＱＺ '-I..... 施工販売部

大 阪 ⑮532 大 阪 市淀 川 区 西 中 島 2 丁 目 11 番 30号 室宝 ( 06) 303 - 71 3 1  

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2 T 目4番 地( 第2ぬ り 彦 ピル3階 ) f t ( 03)  562 - 4646  

名 古 屋 ⑨4 6 1 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日本 橋 ビ ル4 階 ) 宮 ( 052 ) 931 - 8537  

広 島 ⑮730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 番 6 号 ( 西 林ビノレ 3 階 ) 宮 ( 0822) 2 1 - 1224

福 岡 ⑮ 8 10 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 1 - 1  - 5  ( 舞 鶴 ビル 3 階 ) f t ( 092 )  77 - 196 1  

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



〈新 建 材 紹 介No. 1 7)

li" S フ。ラ .n (下 地 調整 用プレミ ックスプラスタ ー)

富 士 川 建 材 工 業 株 式 会 社

本 社 〒236 繍浜市金沢区鳥浜町13 T  E  L  045- 772- 1811 

大 阪 干567 大阪府摂津市鳥飼西460- 19 T  E  L 0726- 54- 4181 

石管プラスター( 以下、単にプラスター) は現在

知られている左宮材料の中では、収縮f包裂をお

こさず、乾燥時間] が速い点で、最も優れたもの

といえる 。 また、左官材料一般 の 特 徴 と し て 防

火 ・防 音 ・保 ?lii などの性質も具備している 。線

量耳の rs プラ 』もそのプラスターの純ちゅうに入

るが、 在来 の も の がβ 型石灯' を主成分としてい

たのに対しこれは α 型石' 汚を主原料とし、それ

にt : l 材ーを プレミックスしたものである 。

α 型と β 型の物理的性質は別表のとおりで、明

かに α 型の方が優れている 。 すなわち 、混水量

で 約 % 、 凝 結 時間で約% 、強度 lま引張で 5 倍、

圧 縮 で 101音である。

別表 σ 、 β 型 半 水 せ っ こうの物理的性質

( A  S  T  M ｃＲＶ の 以ｾ如 ｌ によるＩ

種 月1) α  型 β  在日

標準混水位 ( %) 35 90 

i疑 結 H寺Il i J ( 分 ) 15- 20 25- 35 

ィ 疑結線 ｈｾ ｪ 張 率Ｈ Ｅ Ｉ 0. 28 O. 16  

l 11l0l1叩 変圧l縮ｾＦ＠
35 7. 0 

280  28 

強度 り|張
70  14  

乾燥(

560 56 
(kg/cm' )  圧縮

+i-f I 千1J :I(，"'，: 会品目「石膏石灰ハンドブックJ による 。

〈新 建 材 紹 介 No . 1 S)

もっ とも、これはそれぞれ純粋な石官を比較し

た場合であ って、 プ ラスターとして使い易いよ

うに調整したものでこれほどの差が出るとは思

われないが、ともかく α 型の方が左官材料とし

て好ましいことは否めない。

また、在来のプラスターが塗下地の制約を受け

た( 例えばボード下地の場合はボード用 プ ラス

ター 、 コンクリー卜 ・モルタルのときはそれに

適するプラスターなど) のに対し、 rs プラ 』は

通7it の左官用塗下地の他、合板・各種成型版に

も直接塗付けが可能なように作られている 。( た

だし AL C版やプラスチ ック発泡材のように多孔

質で ｴ 吸水 の激しいものにはシーラー処理が必 ｾ ｯＩ

標 準 塗j写も 3 - 5  mmと在来品に比し薄くてすむ

が、これは α 型を使用することで強度を治し、

し簿塗であるため椛造上CIl 裂の入り易い{ 悶処や

下地の接合部分には、 ジ ョイントテープ ・寒 冷

紗などを伏込むことかさ望ましい 。 また、 α 型と

いえども石 '71ーであることには変りな いか ら、水

のかかる処や常時高湿度の場所( 外壁 - 地 下室 -

浴室など) への使用は避けなければならない 。

S プラの性能 ・包装などは次のとお りである 。

・ 性 能

硬化時間一一一 211寺fiJ J ::!:: 30分

曲げ強度一一 43. 8kg I  cm'  

J安着強度一一一石 n. ボード ーーー一一ー 2. 6kg I  cm'  

( 紙層 間 剥 離)

ベニヤ板・・・・一ー・・・ ・.. 2. 7kg I  cm'  

モルタル・ .. ........• ，， 13.  4kg I  cm'  

(s プラ内部破断)

布市 ｈｾ したＧ白 ー 材を既配合にした成果であろう 。 な ニューラスボードー・ーー 1. 9kg  I  cm'  

お、 材 料は殆ど中性であるから、その上に壁装 ( 紙層間剥離)

・塗 装 ・ 吹 付 ・左官上塗などの仕上げを自在に フレキシプルボード ー 3. 9kg  I  cm'  

施すことができる 。 凝結線膨』長率 0 . 0 2 % 

以上のことから rs プラ 』は各組プラスターの中 ・ 包 装 ・その他

でも、新しい使用分野を 附 拓 したものといえる S プラは25旬、 紙袋人り 。基 準 塗 厚 約 3 mm- 5  mm 

だろう。 塗 り 面 積 3 mm- 6.  6 m'  5  mm- 4  m'  

使用法は在来のプラスターと同様である 。 ただ 建 材 委 員 長/ 山 田 幸 一 {関西大学)

『セ ラ ミ タ イ ト .n (不 燃 セ ラ ミ ッ ク 系 無 機 質 塗 料)

四 国 化 研 工 業 株 式 会 社

本 社 : 〒567 大阪府茨木市中穂積 1-6-51 T  E  L  0726- 26- 6231  

東 京 T E  L 03-344-9461  名 古 屋 T E  L052- 931- 4149 

建築材料の表面保護と美装を目的とした、新し (5) 無 公害

い不燃セラミ γ ク系無機質塗料が開発された 。 エマルジョン塗料と同織の作業性が得られ、

「セラミタイ ト」と呼ぶこの新製品は、従来広〈 化 学的に安定で、しかも完全無機質のため排

利用されて きた合成街路エマルジョン皇室料に代 気・廃水などの処理を必要とせず公害対策に

わるべく開発され、その特長は政酸塩無機質組 有効である 。

成をその結合媒体とし、また、各種セラミ y ク質 ・ 塗 装 方 法

圏内資源の活用で原料の安定確保と共に 、合 成 ( 1) 素地淵主主 油 ・ほこり ・雌型斉1) などの付着

樹 脂 塗 料 で は 解 決 さ れ な か った不燃 ・耐火 ・ 無

煙 ・無毒性などの特性を有し、とくに、建材 用

塗 料 と し て 抜群 の 性 能 を 発揮 する水性型新塗料

として期待される。

e ・ 特 長

( 1)不 燃性

熱的に安定なセラミック抜合体が塗膜構成を

するので、加熱による発熱 ・発煙などがなく

優れた防火性能を発揮する 。

(2) 密 着 性

石綿板を含む各セメント質系の紫材に対し、

化学 的結合を伴い優れた密着性を示す。

(3) 化 学的性質

耐 ア ル カ リ 性 ・耐酸性・耐有機溶剤性など化

学 的性質が優れている 。

(4) 防 汚 性

塗 膜 は 硬 く 強 靭性 をそなえ完全無機質である

ため、有機質系と比較してカピの発生や線電

気 の 影響などがなく、各種のよ ごれに苅 し 効

果的である 。

物を完全に除去し、紫地をよく乾燥させ、 合

水 彩 10 %以下、 P H 10 以ドとする 。

(2)下塗り ｲｾ Ｑ 水 で Ｐ ＭＵＥ の範囲で希釈し 、

スプレー ・刷 毛 ・ローラー塗りする 。塗 活 必

は0.15 - 0 .2kg/ m' 。

(3) げ'i7l'<て、 0 - 5 %の範囲で希釈し 、 スプレー ・

刷 毛 ・ローラー塗りする 。塗 者i Eは0. 15- 0. 2

kg  I  m' o  

( 注) 素地 の状態によりパテ処理を行い、 研 l掌

紙 ず り はノマテかいの後行う。

- 荷 姿

セラミタイトシーラー ( 15kg / 缶j

セラミタイトパテ ( 20kg I 缶)

セラミタイト N - 4  ( 20kg I 缶)

セラミタイト N - 300 ( 25kg I 缶 j

セラミタイト N - 500 (25kg I 缶)

セラミタイト ｎＭ Ｑ ＰＰＰ Ｈ 主材 ＲＰｫｧ ｬ 缶 Ｇ ｉ ｾ ｊ 材 Ｔ kgl缶)

.  設 計 価 格

セ ミラ タイト N- 4 ( フラ y ト仕上げ' ) 800円1m'

セラミタイト トト300 ( じゅらく調仕 上 け') 900円1m'

セラミタイト N- 500 ( リシン状仕 上 It ' ) 850円 1m'

セラミタイト N- 1000 (  JIIi 結ぬ用仕上げ) 1， 000ド11m'

・ セ ラ ミ タ イ ト の 性 能

試験項目 試 験 結 果 試 験 基 準

低温安定住 異常生 し JI S- A似蹄 - 51::- 常孟 3回

耐 ホ 性 l ヵ月1m異常者 L JI S - A6則 抑 制 浸 潰

耐アルカリ性 l ヵ月間異常なし JI S - A6909童話芸品J持品ム

耐鴻とうホ性 4時1/: 1異常なし J IS- K54∞ しわき4晶芯hh.. 1劫M L

耐洗浄性 l側回異常生し JI S - A6釦9 内装3∞回、外装5∞回

鉛 ijl 硬度 8H以上 JI S- K54∞ 

密; ( J 性 l∞/ 1∞ タロスカァト制緩テスト

付 着 強 度 lOkg / 田 2 JI S  - K6!Xl 9  5kg!cm'以上

衝撃による変酪で JI S - K54∞ 

耐衝撃性

hれ、はがれなし 荷妾耳目 E 、前日JOm! m

防 汚 性 箇去の提背骨 し
JI S - Z2911 町、合ZZ町帥刀、

JI S - Al 321 温度上昇叩℃以下 ・

防1 < 性 建熔 l 級 基 Ｈ 羽越 し ｦ 問ｾＩ等発 Ｈ 煙第係 ∞誼 ｏｬＳ 号 Ｐ 以Ｉ 下 l岩而)

透 ホ 性 且7m1!24hr s  lli 研法 15ml !24hr s. 以下

圃 今 後 の 研 究 課 題

前 記 の ご と く 穏 々 特 性 を 有 し て い る が、下 地 が

セメント質系でないもの、例えば鉄板などには

接着性がよくない 。( 木部はセラミタイト シーラー

を使用すれば接着性よく施工できる) 。

また、色彩面からみると 、無機質顔料使用 のた

め原色および彩色は出 しにくいなど 、将 来 の 研

究に待つ面もある 。

建 材 委 員/ 羽 生 永 紀 ( 大成建 設 側 建 築 部工事揖係長)
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N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令墓準¥火災時の空気圧 2 kg/m
2

時¥煙の

漏気量O. 2m
3

/min.  m
2

をはるかに下廻る0.03

m
3

/min. m
2  

( 業 界No.l ) を記録しました。

tiii - h欄鋼掴幽凶幽圃

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開問機を使用しております。

御一報次第カタログお送りします。

近年¥ビル火災でのいだましいJ 義11注者

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上が一段と重要になってま

いりましだ。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャッターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙性能

を備えた" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大 阪 市 淀 川 区 町 川 北 3 丁 目 2 番 4 号 屯話06{ 301) 3656- 9 営 業 所 機 浜 ・ 大 宮 ・ 静 岡 ・ 千 葉

大阪工場 大阪府枚方市招 ｴ 淀川近 Ｑ 丁目 Ｗ 番地ｾ｛￨話 ＰＷ Ｒ Ｐ Ｈ ＵＷ Ｉ ＴＵ Ｓ Ｕ Ｍ 9  

東 京 工 場 川崎市 中原区新丸子) j J : 3 丁目 1 1  5  9 番 地 屯 訴(f り044 (411)  6325 

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地 屯 話 附052 (361)  7441  

九州支庖・工場 制附県粕屋郡粕屋町大寸イ中原 ｾｪＧ・ 明事 ＱＱ ＹＸＴ Ｍ Ｔ ｾ｛￨話 ＰＹＲＹ Ｓ ( 8 )  4661  

北 陸 ・ 京 都 ・ 神 戸 ・ 高 松

広 島 ・ 北 九 州 ・ 大 分 ・ 宮 崎

鹿児島 ・佐 賀 ・長 崎



人 間 ・ 空 間

旬、 ili を 修 行 す る 拘 は 先 ず 須 ら く 仏 ili を れ ず べ し 。

仏 i立をイコじるo / ' i は須らく白て本より、道中に在

っ て 迷 惑 せ ず 、 安 氾1せ ず 、 則 倒 せ ず 、 t件減なく、

JJ:J; ￠ｾｾＡｾｾ しということを信ずべ〈、治の如くの ｦ ，ｾ

を' 1 ' : じ、よ止の如1<  j立を 1りl ら め て 依 っ て 之 を 行 ず

る。 乃 ち 学 巡 の 本 誌 な り 。 仏 性 l主1，'1: 木の初予の

ご と し 、 法 問 の う る ひ し き り に う る ほ す と き 、

新 、 議 、 生 長 し 、 枝 、 議 、 花 泉 も す こ と あ り 、

* ; たさらに郁子ーをはらめり 。 道元u ¥ヨリ

イl 、が挫終に i止 を 附 み 入 れ た 11寺 、 我 均 の II T! iiir に は

色 々 の 巨 匠 と 11乎 ば れ る 建 築 家 の 存 :(E が 何 と な く

111<: しく 11艮 に う つ っ た 。 あのモンノ マリ は な や か な

頃 の パ リ 阿 思 の 画 家 の よ う な 「 コ ル ピ ュ ジ エ ト

m闘 で 比 い n'. す こ と が 出 来 る か の よ う な 佼 ' し い

H肢 を も っ た ( I 姐，) .瓜な「フランク、ロイド、 ラ イト J 、

弘 の 手 元 に あ っ た道元集の中の」て詑の文T . t に、

4ム) . . sがてI わ れ て 来 た と 建 築 空 nrJ の 絶 対 性 を 信 じ

て 学Aへ に 通 じ る も の を 見 い 出 し た り し て 、 11'-

細 胞 的 に 11;予 を 過 し て 来 た が 、 し か し 、 今 こ う し

て 怨 を も っ て い る 紅、の 頭 の 中 か ら は 、 建 築 主 主 川

のや ＱＱ ｾ Ｑｩ Ｑ ま ｭ え失せてしまいつつある 。 この建築

空 間卒中川 が 失 な わ れ て き た 所 か ら 、 私 に と っ て

笠 If_I J そ の も の が 何 と な く 、 円 木 件 紀 の 「 ヲ ミ の 岩

戸 」 の よ う な 感 じ に な り 、 そ の 「 宕 戸 J を!日1け

て み た い と い う 願 望 に も 似 た 方 向 へ と 心 が 変 わ

っ て い っ た が 、 そ れ と 同11寺 に 、 他 の も の を 排 除

す る よ う に し て 伝 統 的 な 手 工 業 的 手 法 に 似 た も

の の ' -j-' へ 入 っ て ゆ き た い 気 持 が 強 く 走 り 始 め た 。

郊 用 J止 術 と し て の 職 人 的 手 仕 事 1;1: 1時 代 の j皮{こ .J1p

し 流 さ れ て 、 次 第 に 社 会 の 辺 主 党 の 地 に 退 ぞ い て

ゆ き 、 現 代 で は 全 く 芯 : 殺 を 失 っ て い る か の よ う

に 忠 わ れ が ち で あ る 。 し か し 、 我 々 は そ う い う

非自E率、ィ， (更 な 技 術 に 対 す る ' $: Bを 断 ち 切 れ る

で あ ろ う か。 そ れ は あ た か も 、 処 築 設 ，汁の 手 法

カ 旬 間 人 の 手 か ら 完 全 に 離 れ て い て 、 そ の事 実 が

白 己 の 実 感 と し て 存 在 し て い る に も か か わ らず、

そ の こ と を 考 え た く な い と い う こ と と 結 びつ い

て い る 。 し か し 、 そ れ ら の 考 え が、 過 ぎ 去 っ て

ゆ こ う と し て い る 物 へ の 単 な る 感 傷 的郷 愁で あ

る と は 台 え な い の で は な い だ ろ う か 。 も っ と 本

質 的 な も の と し て 、1吐重 な も の が 科 学 技 術以 外

の 予 工 業 的 な も の の 中 に 存 従 し て い る か も 知 れ

なし、。総 ｾｾ ｬｦｩｬ が人々を包んでいる 以上、そ の子

工 業 的 手 法 と い う も の を も っ と 人 IHJ 個 人 と 結 び

読者の頁

を 加 工 し 、 そ れ を 芸 術 作 品 へ と 日 め て ゆ く よ う

に 、 科 学 も 臼 然 紫材 を力n工 し て 物 を 作 っ て ゆ く 。

同じ( J 然 君 主 材 を 使 用 し で も 車 古 来 が 大 き く 両 綴 に

別 れ て 行 っ て し ま う と い う 迷 い は !日I な の で あ ろ

う か。 圭 芸 術 家 の 手 の 中 に は い っ て き た 紫材 は 非

合 理 的 紫 材 と し て 扱 わ れ る の に 、 科 学 手 法 で は 、

合 理 的 紫 材 と し て 扱 わ れ る と い う こ と で は な い

だ ろ う か。 肥 え た 土 の 中 に 組 え ら れ た 花 h の 初

子 が 地 1-.1ニ，IJ' ，で く る 11寺 は 必 ず 美 し い 花 に 袋 を 変

上 谷 重 男 え て 山 て く る よ う に 、 設 計 と い う 行 為 の 中 か ら

つ け て ゆ く こ と を 'f[ 悦 し で も よ い の で は な い だ ，' - 1 : ' . でくる作品は自然の船木のように美しく、人

ろ う か 〆 ｮ 日味 あふれた木質的梨尖とな っ て ｉｾｉＡｉ てくるべき

20年 に 一 回行われているりゅう村伯ーの遷宮の儀も、 も の で あ る 。

金 利l工 師 や 日 大 工 が 日 怖 の ね 、 正 式 な 型 式 の 中 芸 術 家 に と っ て の 直 感 は 、 他 の 人 身 に は利子郎的

で i主主J が 行 え る の は 今 向 が 最 後 で は な い か と 言 な も の に 忠 わ れ る が、 佐 感 的 に 出 て く る 作 品 は

わ れ て い る 。 も し そ れ が 本 吋 で あ り 、 機 械 技 術 彼 ら に と っ て は 全 く 自 然 物 と し て 、 自 ら の 本 質

の ' 1' で打11ら れ た 令 共 が あ の 1'1 木 の 伎 に 取 り 付 け を無意織に咲かせたものだろう。 ｲ ￰Ｚｾｾ とは 、村 ｩ

ら れ る よ う に な れ ば 、 あ のοゆ き 神 宮 の も っ て い やl' とか辺、家の欠 如 し た も の で は な く 、 む し ろ花

る 空 間 は ど う い う ): i i f ，) に 歩 み 始 め る で あ ろ う か。 火 が- 11寺に 咲 く よ う に そ の 人 が 今 ま で 歩 ん で き

あの古式に包まれた ｲｾＧｉ Ｇ［Ｇ ［ の儀式」の伝統的方 た 人 生 が 爆 発的、 l瞬 間 的 に H.J. て く る も の だ 。 し

法 と 、 現 代 也 事 陪 と の 1111の ギ ャ ッ プ が 忽 め れ な く か る に 、 科 学 技 術 と い う も の は あ ま り に も 数 fll

な る か も 知 l れ な い 。 あ の 式 典 の 持 っ て い る 独 特 的 す ぎ る 為 、 汽 車 が レ ー ル の 上 を 走 っ て い る の

の 雰 囲 気 は 失 な わ れ て ゆ き 、 人 々 の 伊 勢 に 対 し と 同 じ よ う に あ ら ゆ る プ レ ー キ が か け ら れ る 為

て も っ て い る 「 神 話 」 も 徐 々 に 失 な わ れ て ゆ く に 瞬 間 的 に 爆 発 し て 出 て く る と い う こ と は 起 り

だ ろ う 。 こ れ ら の こ と を J 号 え て み る と 、 科 学 を 得 な い の で あ ろ う 。 芸 術 は 本 来 永 遠 的性 絡 を も

法とした技術は 担 ｬｬｾ 化 して吻〈手法を必然的に つ も の で あ り 、 そ れ 故 、 直 感 的 現 在 は 趨 時 間 的

保 し 出 し に く い の か も 知 れ な い 。 そ れ と 共 に 、 空 /1: 11 と し て 生 き て ゆ く 。 比 ぷ る に 、 科 学 は 現 代

科 学 手 法 の け ' に は 、 人 間 性 の 本 質 の 方 向 へ の 復 に 椛 点 を f泣 き 、 現 代 の 分 析 の 中 か ら 生 ま れ て く

帰 志 向 が な い の か も 知 l れなし、 。 手 法 に は 、 感 情 る 為 に 現 代 を お え た も の は出 に く い の で あ ろ う 。

的 と も い え る 純 粋 、 直 感 的 な も の と 、 技 術 数 拡 建 築 空 ItrJ の 中 に あ る 却 時 I1n的 空 間 、 直感 的 現 在

的 な も の と が あ る が 、 そ れ ら の ど ち ら が 良 い か と栴・!神 的現: tE と の 結 合 の 中 か ら 生 じ て く る 空 間、

と い う こ と で は な く 、 人 IIUの "1' に あ る 生 理的 な そ れ を 採 し l中， す 為 に は 、 人 間 の 手 か ら 離 れ て し

こ と か ら の 労例 の 継 続 不 IIT1Hi 性 を 忠 い 、 手 法 の ま っ た 建 築 が 多 く な っ た 今 こ そ 、 も っ と じ っ く

仁 Ｑ Ｍ Ｇ にある ｴｬ ｬｊ ｾ化ということを考えれば、人 間 性 り と 臼 然 に 対 し て の 非 暴 力 性 を 考 え l当 然 の も つ

の 中 に あ る 水 質 的 な も の は 利 郎 的 と も 思 え る 直 て い る 時間 と 強 策 の も っ て い る H寺聞 と の 一体 化

感 で あ り 、 そ の こ と に つ い て 考 え て み る の も 大 を 考 え て ゆ か な く て は な ら な し 、。 こ う し て 科 学

切 で は な か ろ う か。 現 代 で は 技 術 的 手 法 と 芸 術 的 手 法 と 手 工 業 的 手 法 と の 比 較 検 討 を 自 己 の 胞

的 手 法 と は 全 〈 拠 っ て い る か の よ う に 考 え ら れ 内 の も の と し て 考 え て き た の は 、 自 己 の 手 法 の

が ち で あ る が 、 歴 史 的 に 振 り 返 ってみるなら、 中 で 王 見 続 直 面 し て い る 問 題 に 解 決 点 を 与 え て み

古 来 、 日 本 路 に は 「 わ ざ J と い う 言 楽 が あ り 、 た い と 思 っ た か ら に ほ か な ら な し 、 。 建 築 空nnを

そ の 「 わ ざ 」 と い う 宮 採 は か つ て は 芸 術 と 技 術 完 結 性 が な く 、 趨 時 間 的 な る も の と し て と ら え

を 含 む 概 念 的 問 裕 と し て と ら え ら れ て い た だ ろ る な ら 、 創 るという作為も主i ' ! 1I寺nn的 な も の と し

う 。 し か し 最 近 、 11 本 に お い て 多 く 兄 る こ と の で 考 え て み た い と 思 う 。

出 来 る 組 問府 ピ J レl立、強策室E 川 の 本 来 も っ て い 本 来 、 空 IHJ の も っ て い る 嬰 紫 は 仏 教 用 絡 の 中 に

た 芸 術 の 分 里 子 を 科 学 技 術 的 手 法 に よ っ て 食 い 荒 多 〈 見 い けi せ る 「主 主 」 に 含 ま れ て い る 意味 に 近

し て 成 立 し た 雄 物 で あ る 為 に 、 芸 術 の 分 野 か ら い 。 そ れ な ら ば 、 現 世 に は 存 在 し 得 な い も の と

雌 れ て し ま っ た も の が 多 い の で は な い だ ろ う か 。 して空間l の 嬰 紫 を と ら え る こ と が 正 し い の で は

暇 人 の 手 工 業 的 手 法 に も 似 た も の の 中 か ら かl ら な い か と 時h 思 う こ と が あ る 。 ま た 反 対 に 、 そ

れ た 「 小 さ な 住 宅 」 の よ う な 辿 物 の 中 に 「 わ ざ J れ は 仮 の 姿 を 建 築 空間 と し て む な し く 不 必 主 の限

に 似 た 芸 術 性 や 人 間 性 が よ り 多 く 残 っ て い る 。 Ijir に 税 わ し て い る の か も 知 れ な い と 考 え る 。 む

設 計 の 本 来 の も の は 芸 術 予 訟 を お い て 他 に な い な し い 建 築 空 間 、 そ れ は 自 然 に 対 し て 非 暴 力 的

と い う こ と を 号 え れ ば 、 も っ と 兵 体的、 人 間的、 で な く て は な ら な い ? . ... . む な し い 建 築 空 間 、

木 質 的 な す な わ ち 芸 術 的 な も の へ と 手 法 を 巡 め そ れ は な ん と な く 存 在 し て い る 空 気 の よ う な 自

てゆくことが 必ｾ であろう。芸術家が自然紫 材 然 体 そ の も の で あ ろ う か ? ... .  " 0  

ま た 消 え た 明 治 の 遺 産 一旧堺紡績会社 一
以 前 よ り 一 部 建 造 物 の 保 存 要 望 が あ っ た 明 治 時代

柴 田 正己 ( 明治建築研究会)

の 紡 縦 工場 が 取 り 綾 さ れ た 。

明 治 25年 に創 立 さ れ た 旧 緋 紡 縦会 社 の ノ コ ギ リ 屋

恨 の 工 ぬ で 、 明 治29年 竣 工 、 泉 川|地方 に 残 っ て い

た 煉 瓦 造建 築 で は 最 も 古 い も の で あ っ た 。 取 り 填

し 中 の 調 査 で 、 ノ コ ギ リ 屋 被 の 木 造 骨 組榊 造 の 特

訓 ! な 方 法 、 鋭 鉄 製 伎 を ト ユ と し て 似 閉 し て い た

こ と な ど、 今 ま で わ か ら な か っ た こ と が 多 数 判 明

し た 。 ま た 、 大 阪 府教 育委 、 大 阪 市 大 建 築 史 研 究

室 、 場 市教 育委 の 指 滋 の も と に 紀 録 保 存 の た め の

失1則制空Eをした。

一 方 、: U- ill な 鋳 鉄 製 柱 ( 中 空) や刻 印 の あ る 煉 瓦 、

鈴 製 鉄 の 撚 受 金 物 な ど は 、 g . 根 工 業 側 、 fjir 田 建設

工業( 械の好 意iで ゆ ず り 受 け 、 明 治 建 築 研 究会 で保

管 し て い る 。 将 来 は 、 跡 地 に 総 て ら れ る 公 民 館 の

ホ ー J レ な ど に 展 示 す る 予 定 で あ る 。 ま た 、 ! 日変電

所 ( 図 面 ) の 煉 瓦 造 建 物 の 一 昔1I が五年初 工 業 ( 仰 に よ

っ て 保 存 さ れ、 l詰i 社 の 社 宅 の 庭 に 移 さ れ て い る 。
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信頼の大きき・近 技術で京

脈動し呼吸し成長する都市…

その生命のシステムを支え構築する近電工

きたえあげた技術と系H織を集中し

思議竜王
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北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 滋 賀 ・ 京 都 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 大 阪 ・ 神 戸 ・ 姫 路 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 沖 縄 |



建 築 と

ユ

社 会

必 婆 と し て い る 。

今 般 ユ ネ ス コ ( 図 辿 教 育 科 学 文化 機 関 ) は 、 日

本 国 を 郷 台 と す る 歴 史 的 風 土 保 存 に 閲 す る 国際

会 織 を も つ こ と を 決 定 し 、 日 本 造 闘 学 会 ( 会 長

ニュ ース原稿をお送り ください。

. 本 多 伴) に 対 し 提 携 主 { 抱 方 を 嬰 制 さ れ た の で 、

建 設 省 当 局 の 支 援 を 待 て 、 同 学 会内 に 歴 史 的 風

土 の 保 存 に l刻 す る 国 際 会 餓 実 行 委員 会( 委員 長 :

第 6 回 新 建 全 国 大 会 開 催 さ る

去 る 51年 11月 21- 23 日 の 三 日 間 に わ た っ て 、 村g

奈 川 県 湯 河 原 町 文 化 相 祉 会 館 に お い て 、 新 建 築

家 伎 術 者 集 団 ( 新 路 ) の 第 6 回大会が/ 1 11怖 さ れ

た 。 今 回 の 大 会 の 特 徴 は 、 「 大 会 報 告J に あ る よ

う に 、 「 広 い 視 野 と 坐 か な 発 想 で 新 建 迎moJの 発 展

を J と い う 総 合 テ ー マ で 、 「 住 民 の た め の ま ち ゃ

施 設 づ く り に 新 し い 地 平 を き り ひ ら こ う J r経 験

を 改 論 化 し て 新 越 の 考 え 方 を 広 〈 建 築 界 に 総 起

し よ う 」 と い う 念 膨iで 1mか れ た と こ ろ に あ る 。

き ぴ し い 経 済 不 況 や 仕 事 の 少 な い 世 の 中 に あ っ

て 、 設 計 司 王 務 所 問 題、 官 庁 技 術 者 間 組 、 ま ち づ

く り 巡 動 等 々 を め ぐ っ て 具 体 的 な 悩 み や 課 題 が

う き ぼ り に さ れ た 。 と く に 、 全 国 40万 の 建 築 士

はじめ主主築 産 業 に 働 ら く 技 術 者 の 婆 求 に こ た え

し か も 使 う 人 身 の 住 民 の 立 場 に た っ た ま ち づ く

り と は 何 か。 それは、 l l!. に 計 画 者 だ け の l問 題 で

な く 、 ひ と つ ひ と つ の 施 設 づ く り に お け る 単 体

設 計 者 の 大 き な 線 組 で も あ る こ と を は っ き り さ

せ た と こ ろ が 、 今 後 の 建 築 巡 回J の 地 平 を あ ら た

に き り Il IJ く も の と し て 注 目 さ れ る 。

参 加 者 は 、 代 織 品 、 書平線tJ . あわせて百数十名で

最後に、 46名の新役』こl が 逃 出 さ れ た 。

ロ ン ド ン か ら 建 築 学 生 の 手 紙

し ま す 。

希 望 に 応 じ ら れ る 向 き は 、 直 接 同 君 に ご 巡 絡 下

さしヨ 。 そ の tJ; j 合 、 日 本 建 築 協 会 に も そ の 旨 ご一

幸Eい た だ け れ ば 幸 い で す 。

Dear  S ir ， 

1  a m a  s t ube nt  o f  archit ec tur e  in my  f i na l  year  

of  a  B .  A .  cour se.  As  i  t  i  5  part of  the  cour se 

requir ement s  that  I  should s pe nd a  year  ou1 aS 

an  archit ec tural  ass i Sl anl  in an archi tec t 's off .  

i ce before  returni ng  10  sc hool  1. 0  complete  the  

pr ofess i onal  study， 1  would  l ik e  to  take  thi s  opp・

or tuni t y  to  come  10  J a pan  bol h  to  learn and  to  

gain pr ac t i cal  experi ence 

1  hope  you  can be  ki nd enough  l o  gi ve me  adv ice 

regardi ng  the  matt er  and whether  5uch  fac il i ti es 

for  student s  ex i st. And if ther e  are， 1  t rust  that  

you  can recommend  a  few  pr ac t i ces who  wi l l  emp-

)oy student s  5uc h  as myse l f. T hank ing  you  in  

ant ic ipati on.  Y our s  fa it hf ul ly. 

W.  T .  S hu(  Mr . )  

47， Ber nard A ve.， 

W.  E a l i ng， L ondon  W .  13 宮U G， U.  K  

1  Dec.  1976 

繊 山 光 縫 ) を 組 織 し 、 専門 家、 一 般 参加 希 望 者

等 の 御 後 媛 御 質 問 を う べ く 、 先 般 来 活動 を 附 始

し て い る 。

会 繊 の名 称

歴 史 的 風 土 の 保 存 に 関 す る 国 際 会 蛾

会 期 及 び 会 場

会 期 昭 和52年 3 月 26 日 - 28 日

会 場 京 都 市 左 京 区 宝 ケ 池 「 国 立 京 都 国 際 会 館 J

会 蛾 テ ー マ

I  歴 史 的 風 土 保 存 の 理 念 お よ び 原 則

一 概 念 規 定 お よ び 保 存 の 倫 理一

H  都 市 計 画 に お け る 歴 史 的 風 土 保 存 の 方 法

一 土 地 利 用 と 保 存 計 画 に お け る 行 政 お よ び 住

民 参 加 の 役 割 ー

パ ネ リ ス ト

J. B .  P E RRI N( 仏 、 住 宅 省 緑 政 局 長 、 造 園 )

B. HA CK E T T (米、ニューキャスル大学教授、柏生)

A . FEI N( 米、ロングアイランド大学教授、造園史)

H.  F .  WE R K ME I  S TE R ( 独 、 イ フ ラ 副 会 長 、 進 国 )

佐 藤 昌 氏 ( 目 、 必 学 博 士 、 進 図 )

償 山 光 線 氏 ( 目 、 日 本 大 学 教 授 、 造 園 )

西 山 知三 氏 ( 目 、 京 都 大 学 名 誉 教 授 、 建 築 )

歴 史 的 風 土 の 保 存 に 関 す る 都 留 重 人 氏 ( 目 、 一 橋 大 学 名 誉 教 綬 、 行 政 )

国 際 会議 へ の 参 加 募 集 H. DAI F UK U( ユ ネ ス コ 代 表 、 紀 念 物 部 会 長 )

歴 史 的 風 土 の 保 存 と 当 核地 域 の 現 実 的 な 生 活 乃 問 合 せ 、 申 込 み

至 は 産 業 の 両 全 を は か る こ と は 纏 め て 困 難 な r ) J 〒 102 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 2 ー 16ー 14

業 で あ り 、 古 い 風 土 と 融 和 し た 現 代 社 会 の 創 造 ( 財 ) 都 市 計 画 協 会 内

に は 、 土 地 利 用 政 策 、 経 済 対 策 は い う 迄 も な く 、 「 歴 史 的 風 土 の 保 存 に 閲 す る 国 際 会 微 笑 行 委員

12月 1 日 付 で 、 ロ ン ド ン よ り 、 W. T . S hu と い 自 然 及 び 人 文 卦 般 の 保 全 技 法 等 多 く の 専 門 的 研 会事務局」 電 話 (03) 262- 3491  ( 代)

う 建 築 学 生 が 日 本 の 建 築 取 務 所 で一 年 程 例 き た 究 に は 、 多 数 の 人 々 の l湖 心 と 専門 エ キ ス パ ー ト 参 加 :登 録 料

い と い う 希 望 の 手 紙 が 日 本 建 築 協 会 あ て に ま い に よ る ア ド バ イ ス が 何 よ り も 必 要 で あ り 、 更 に 一 般 個 人 15，000円( 先諮 問 O名 限 り 受 付 )

り ま し た の で 、 以 下 に 、 そ の 英 文 の 手 紙 を 掲 載 又 、 土 木 、 遊 園 、 建 築 関 係 工 法 の 新 し い 開 発 も 各 種 法 人 参 加 1 人 30，000円

♀企ｦ￠ｴＮ￥￥￥￥￥ ￥ ￥￥￥￥￥Ｇ￠ｩＺ￠ＱＮ￥￥￥￥￥￥￥￥Ｇ￠ｾ正Ｇ￠ｴＺ￠ｩＺ￠ ａ 樹の話シリーズ ・ ＲＸ βＶｾ 込

も ち の き じ江Y T hunb

子 供 の ほ1育 っ た 古 い 吉区 に も ち の き が あ っ た 。 正

月 に は し め 創 立 を 寸 る こ と も あ っ たカヘ利、はも っ

ぱ ら 附 の 肌 に い た ず ら を し た も の で あ る 。 傷 口

は す ぐ 紅 り 、 そ の 跡 が 残 る の が 絡 し か っ た 。 ];l

には気持ちのよい木 ｬ［ｾ となり、 小 ＮｲＮもがよく飛ん

できて、 小 .r.も た ち が 落 と し た 淡 か ら や が て く す

の き な ど が 生 え て き た 。 そ れ に ま た ア オ ス ジ ア

ゲ ハ が 飛 ん で き て 卵 を 緩 み 青 虫 が で て く る 。 や

が て 蝶 に な る ま で 観 察 す る の が 毎 年 の 夏 休 み の

殺 し み で あ っ た 。 秋 に は 赤 い 突 を い っ ぱ い つ け

た が 、 線 ず ん で し 、 た の は ス ス 病 に か か っ て い た

の だ ろ う 。 近 く の 柏 木 屈 の お っ ち ゃ ん が 風 通 し

を 良 く し て や る と 校 を パ サ リ と 落 と し て し ま う

と 淋 し い く ら い だ が 、 翌 翌 年 に は ま た 大 き な 木 彬

をつく っ て く れ た 。 車民もしい木であ っ た 。

も ち の 木 は 、 普 の 庭 に は 必 ず み ら れ た 常 緑 樹 で

あ る 。 除 樹 で カ イ ガ ラ ム シ の 客 を う け ス ス 病 に

な り や す い の で 近 年 あ ま り 佼 わ れ な い 。 灰 白 色

の ず ん ぐ り と し た 幹 や 校 を も つ が 、 樹 皮 か ら 烏

も ち が 採 れ る の で 、 こ の 名 が あ る ら し い 。 夏 に

樹 皮 を は ぎ 取 り 、 2 - 3 か 月 水 に 浸 し て 腐 ら せ

た も の を 臼 で つ い て 烏 も ち を つ く る 。 ハ エ 取 紙

とか、高宇創 腎 の 材 料 に f史 わ れ た と い う 。 と り も

ち の も ち は 餅 で は な く 郊 の 字 を あ て る の で 、 も

ち の き は 霊高木あるし、 lまキ怠である 。 キ怠とは大木に

な っ て 何 か 意 志 を 秘 め て い る 木 と い う 意 味 で あ

ろ う か。 ま た 、 憶 は 恨 と 同 じ で 旦 互 い 材 で 印 材 や

弓 に も {史 わ れ た 。

も ち の き は 雌 維 袋 租 で あ る 。 私 の2巨 の 木 は雌 の

木 で あ っ た わ け で あ る 。 黄 色 の 笑 を つ け る 殺 士 宮

樋 を き み の も ち の き と い う 。 も ち の き 科 に は 赤

い 実 を つ け る も の が 多 い 。 常 緑 で は く ろ が ね も

ち ゃ そ よ ご 、 た ら よ う な ど 、 落 楽 で は う め も ど

き が あ る 。 い ぬ つ げ は 以 い 実 だ が 問 じ 科 である。

I1e x は l日ラ テ ン 名 の 生 垣 の M、 か ら き て い る と い

う。 も ち の き の f'l ' 11:] に い ぬ つ げ や セ イ ヨ ウ ヒ イ

ラ ギ が あ る か ら 何 と な く わ か る 。 セ イ ヨ ウ ヒ イ

ラ ギ は ひ い ら ぎ に 似 て い る が ひ い ら ぎ の 方 は も

く せ い の 仲 間 で あ る 。 も く せ い 科 の ね ず み も ち

ゃ l: f ら 科 の か な め も ち と い う 、 よ く 似 た 名 が 少

しまぎらわしし、 。 セ イ ヨ ウ ヒ イ ラ ギ は ア メ リ カ

で は Ho ll y で 秋 か ら 冬 に か け て 赤 い 実 を つ け る

緑 楽 と い う こ と で ク リ ス マ ス に は 欠 か せ な い 。

ち ょ う ど 日 本 で 正 月 に ま ん り ょ う 、 や ぷ こ う じ 、

あ る い は な ん て ん を 貨 で る の と 同 じ で あ る 。 も

ち の き の 築 は 泌 総 で 光 沢 が あ る が 、 線 に は ギ ザ

ギ ザ が な い 。 こ れ を 全 線 と い い in t egr a は こ れ

を 意 味 す る 。 も ち の き はT all H o ll y で あ る 。

も ち の き は 大 木 で も 移 植 が 可 能 で 、 あ る 。 私 の 思

い 出 の も ち の き は 私 共 の 引 越 し た あ と 無 残 に も

伐 ら れ て し ま っ た 。 し か し 何 の 図 念 か 、 今 度 は

仕 事 で 仲 間 の 木 を 助 け る こ と に な っ た 。 神 社 の

参 道 に あ っ た く ろ が ね も ち で 、 巡 路 拡 張 で 残 さ

れ た が ず ん 胴 切 で 内 部 に 洞 が で き て 外 科 手 術 が

必 要 で あ っ た 。 洞 の 中 に 入 っ て 腕 れ を 取 る と テ

y ポ ウ ム シ の 幼 虫 が た く さ ん で て き た が 、 皮 だ

け で も っ て い る 生 命 力 に は 恐 れ い る 。 澗 の 中 を

山 土 で 埋 め 、 ロ を 鉄 筋 ラ ス 張 モ ル タ J レ 塗 で 仕 上

げ 、 頭 に は プ ラ ス チ ッ ク の タ ラ イ を か ぶ せ た 。

こ の 木 が 今 で は 大 阪 府 の 天 然 記 念 物 に な っ て い

る。 く ろ が ね も ち は も ち の き に 比 べ て 誕 の 柄 が

H音 紫 色 で 、 冬 か ら 春 ま で わ り と 長 い !日l 実 を つ け

て お り 、 ま た 防 樹 で カ イ ガ ラ ム シ の 容 も う け に

くく、 !関 西 で は こ ち ら の 方 が 適 し て い る よ う だ。

も ち の き のf中間 の つ け る 実 に は γ グ ミ や ヒ ヨ ド

リ と い っ た 、 わ り に 都 市 近 郊 に 多 い小 島 が 飛 ん

で く る 。 ぜ ひ と も 衡 の 中 に も ふ や し て ゆ き た い

木 で あ る 。 ( J 湖似紀)
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うい っ た も の も 、 も う 一 度 総 合 的 に 見 直 し 、 験

対し、相互，]/.11' 1 笠していくことも必要と J忍 わ れ る 。

5  ) 市 民 性 の 欠 如

〈生 活 空 間 と し て の 土 木 構 造 物 ll >

身 近 に 按 す る 市i乏 か ら の フ ィ ー ド パ y ク シ ス テ

ムが、王見守主J l il かれていなし、。 例 え l;!o、 illlf告を造

ilir 固 ま で 各 釘i の 土 木 榊 造 物 に つ い て 、 い ろ い ろ

と 検 討 し て き た 。 ま た 以 前 に 〈生 活 空nuと し て

の 土 木 榊 造 物〉 と し て 、 各 種 の 土 木 桝 造 物 の 機

能 や 巡 る 目 的 に つ い て も 検 討 し た が 、 今 回 、 こ

う い っ た 土 木m造 物 の か か え て い る 問 題 は ど う

い う と こ ろ に 原 因 が あ る の か 、 さ ら に 、 よ り 良

、、生活空 間1と し て の 土 木m造 物 を 生 み 出 し て い

く に は ど う し て い け ば 良 い の か 、 検 討 し で み る

こ と に す る 。 (紡 毛 政 幻)

1  . 現 代 に お け る 土 木 構 造 物 の

性 格 と 問 題 点

一 一土 木 工 学 の 見 落 し た も の一 一

ま ず こ こ で は 、 現 代 の土木例造物カマ亜々の} 町民自

を 引 き 起 し て い る 原 因 お ー よ び 、 よ り 良 い 郎 市 梢

造 物 へ の 変 身 を 妨 げ て い る 要 因 と 忠 わ れ る 点 を

列き註してみる 。

神 戸 都 市 設 計 資 料 研 究 会

る 場 合 で も 、 そ れ に よ っ て 最 長 特 を こ う む る 市 民

が 計 画 に 参 加 す る の は 、 反 対 運 動 に よ っ て ぐ ら

い で 、 市 民 の 合 意 を 充 分 に 得 ら れ な い ま ま に 進

ん で い る 。 土 木 川 造 物 は 、 本 来 的 に は 、 市 民 社

立 ち を す る も の と い え る 。 会 が 協 力 し て 市 民 生 活 を ' ぶ ん で い く た め の 公 共

そ う い っ た 土 木 村l造 物 に 対 し て 、 現 代 の 土 木 工 施 It生 で あ り 、 市 民 に 代 っ て 公 共 同 体 が 巡 る も の

学 は 自 制 環 境 を と ら え る 場 合 、 防 災 的 ・防 御 的 で あ る 。 そ う い う な 味 か ら も U 本 に お け る 何 か 、

な砲のみ追求し、 Ｈ Ｑ 然を敵対視し ｾＧ ｉ Ｇ さえつける 一 方的押しつけともいえる上木 ・ ｉｾｾ は、どこヵ、

こ と ば か り 考 え て い る 。 怖 か に 自 然 災 害 を 未 然 サ イ ク ル が 狂 っ て い る と 忠 わ れ る 。

に 防 ぐ こ と は 最 大 の 11 . r ，% であるが、これだけで 一 方 で は こ れ ま で の 産 業 優 先 の 郷 市 づ く り も 大

充 分 と は い え な し 、。 1'1 叫 を 人 間 に い か に 近 づ け き く 原 因 し て い る 。 こ の 結 果 、 近 隣 に 騒 音 ・ 排

で い く か 、 人 / HJ が 自 然 の 鐙 か さ に ど れ だ け 楽 し 気 ガ ス な ど を ば ら ま く 緯 線 道 路 を 充 分 な 1考慮t も

く 接 し て い け る か 、 と い っ た 自 然 と 人 聞 を 融 合 な く 通 し て み た り 、 市 民 の 海 を 埋 め 立 て て 人 が

さ せ て し ぺ 、 も っ と ソ フ ト な 技 術 開 発 が 必 婆 で 近 づ け な い 海 を 巡 っ て し ま っ た り 、 市民 の 生 活

あ る 。 つ ま り 、 臼 然 は 恐 ろ し い と い う 反 面 、 人 を 峨 牲 に し た 土 木 柿 造 物 も 多 く 巡 ら れ て し ま っ

聞 に と っ て よ り 梨 し く 快i血 な も の と し て 認 識 し 、 た 。 今 後 は 、 地 域 に 武 献 し 市 民 に 窃 こ ば れ る 土

より秘経的な利用方法を与えていく必ｾーがある 。 木 榊 造 物 を め ざ し 鍔 ブJ す る と と も に 、 い か に 市

一 方 、 自 然 認 識 と い う 有 、 で は 、 砂 防 ダ ム と 養 浜 民 の 意 見 や 身 え を 取 り 入 れ て い く か 、 市 mTI.t生計

ｉ ｊ 業のごと〈、単 Ｍｊ ｲ ￧ｾ としては目的が明確で の フ ィ ー ド ノ " ''/ ク シ ス テ ム の 開 発 が 必 笈 で あ る 。

も 、 総体で考えたi J ，1合 も っ と 良 い 方 法 は な い も

の か と 思 わ れ る 。 こ の よ う に 、 自 然 を ト ー タ J レ 2 . 生 活 空 間 と し て の 土 木 構 造 物 へ

な 循 環 系 と し て と ら え 、 よ り 深 〈 自 然 の 摂 理 に

合った土木構造物の追求も今後の課題と忠、われる 。

3 )  }也:r..<1全I J ) 欠虫口

土木榊造物と主主Z穏や ili 聞 と の 迎 い に 、 作 家 が い

な い 点 が あ げ ら れ る 。 最 近 の 土 木 榊 造 物 は 、 会

図 的 に ど こ へ 行 っ て も l口l じ 場 合 が 多 い。 地 域 に

は そ の 土 地 独 ICIの 風 土 ( 自 然 ) と 、 人 111] が 築 い

て き た l震 史 ( 人 工 ) が め り 、 こ の こ つ の 要 紫 に

よ っ て I也I或 は 緋 色 を よ干っ て い る 。 と こ ろ が 、 こ

の 中 に 土 木 椛 造 物 を 巡 る 助 介 、 何 人 の 人 が こ の

， 

・ノ.
".. . /  

/1 .... _ .  /  

ｉ ｊｉＮ 代の」ニホｊＺ予のかかえている， ｩｾｾ 組は多様て下あ

る が 、 と く に 市 民 の 生 前 空 川 と そ の 中 の 土 木m

地 域 特 性 を 考 慮 し て い る で あ ろ う か。 現 代 は 標 造物の役: 明l に つ い て 検 討 す べ きJ 県組をタl准 す れ

単 化 さ れ た 税 絡 部 品 を 、 ど こ に で も 1; ! C うり込ん ぱ F ，l eの よ う に な る だ ろ う 。 す ぐ に 実 行 に 杉 せ

でし、るとしか思えなし、。 る 筏I廷 の も の か ら 、 じ っ くり 1I 要を係ちつけトチド

この原因は、 一 つ に は 、 こ れ ま で 土 木m造 物 は タームで、作業化す べ き も の ま で 多 煩 多 織 な も の

国 家 的 重 要 施 設 と い う こ と で 、 地 域 の 裁 立 の 余 が あ る 。 ま た 、 上 木 工 学 ー の み で は 付 応 し き れ ぬ

地 が 少 な か っ た 点 に あ る と 思 わ れ る 。 つ ま り 、 .1県足j も あ る 。 工 予 の 傾 城 を 滋 え て 政 策 プ 時 | に か

土木柵造物は公共J t t ! i ;j 生 で あ り 、 民 IHI で は や れ な か わ る も の も あ る 。 し か し 、 い ず れ に し て も 沿

い 土 砂 合 が ほ と ん ど で 、 同 の 祁i助 に 頼 っ て い る 。 終 的 に 形 を つ く っ て い く 土 木 工 学 の 役 者1I は 大 き

そのため、 l国一 化 し4渡 部 化 さ れ て い る 国 の 補 助 〈、 青1I 市 を 住 み 良 〈 改 造 す る 事 業 に 主 主 献 す る 皮

ｾ卸 Ｓ そ σ コまま ｬ こ，ＡｬＡＧ ｾ Ｇ Ｑ ーされ、土 也 ｫ 長 てもコントロＭＩレ 合 い は は か り 知 れ な い も の が あ る 。

1  ) 単 一 機 能 主 重 量 の 害 し て い く こ と が な さ れ な い 助 手 守 が 多 れ っ た た め

こ れ ま で 土 木榊 造 物 は 、 第 1 毅 的 機 能 が 重 視 さ で あ ろ う 。 1 ) r使 わ れ 方 に 関 す る 研 究」 の 取 り 組 み

れ 過 ぎ て 、 第 2 の 機 能 、 第 3 の 機 能 に つ い て の も う 一 つ の 点 と し て 、 土 木榊 造 物 を あ く ま で も 生 活 空1mに 内 め る 土 木 例 造 物 の 比mから凡て、

配 1，& に欠けていた 。 例 え ば 、 道 路 は 111 を 通 す こ 工 学 的 に と ら え 、 造 形 的 に は あ ま り 考 慮 し て こ そ の 使 わ れ 方 に 附 す る 研 究 は一 つ の 独 ιl の 学 問

と ば か り に 熱 中 し 、 歩 く 人 や 沿 道 にf主 む 人 身 に な か っ た こ と に も よ る と 忠 わ れ る 。 も っ と 地 域 領 域 と し て 発 展 す る 可 能 性 が あ る の で は な い だ

対 す る 配 慮 に 欠 け て い た し 、 防 潮 堤 や 滋 伴 は 泌 特 性 に 合 っ た 多 織 な 造 形 的 発 惣 が 必 要 で あ り 、 ろ う か。 土 木 榊 造 物 が 実 際 に ど の よ う に 似 わ れ

を 防 ぐ こ と ば か り で 、 釣 り を し た り 水 に 接 し た こ の 日 本 の 国 土 の 些 か な 多 織 性 を さ ら に 伸 ば し て い る か 淵 査 し 、 汁 l函 ・設 計 に フ ィ ー ド パ y ク

い と 似 う 人 # へ の 配 慮 に 欠 け て い た 。 て し 、 〈 土 木 榊 造 物 を 生 み 出 し て い く 努 力 が 必 要 するわけである 。 処築工学の分野では ｬｩ￭ｾｬ Ｎ ￬￭ｲ から

こ の 原 因 は 、 土 木 工 学 が あ く ま で も 工 学 で あ り 、 だろう。 r 住 い } j 研 究j r f史 わ れ 方 研 究 」 な ど が 行 わ れ て

絶 え ず 物 の み を 追 い か け て 空 間 概 念 を 育 て 待 な 4  ) 総 合 計 画 の 欠 落 い る が 、 土 木 工 学 に お い て も 生 活 空 間 の 中 で の

か っ た こ と や 、 土 木m造物が郁市の生活空r : : nの 郎市の中'111造 は 、 土 木 川 ili 物 で 決 定 さ れ て い る と 土 木柿 造 物 の 意 味 づ け に も と づ く 淵 査 研 究 が 必

- f i ' I I 成要紫で あ る と い う 認 織 が 低 〈 、 周 辺 と の い え る が 、 現 代 に お い て 土 木川 造 物 l主、人 nnの 袋 で あ る 。

関 係 な ど 他利 用 に つ い て 無 関 心 で あ っ た こ と が ス ケ ー ル を 越 え る も の が 多 く な っ て き て い る 。 ① 大 高11，打の 河川l は 「 第 3 の機能」 ー 組 本 的 不1I

あ げ ら れ る 。 土 木 榊 造 物 が で き る こ と に よ っ て 例 え ば 、 高 速 道 路 や 将 線 道 路 、 巨 大 な 捌tli&や 法 )  FI ｬｬￍￍから生 ｩ ｬ ＧｩｾｊＱ ｮ でどのように技術され、市民

生じる宝笹 川 に 対 し て 、 も っ と 深 く 検 討 し 、 細 身 ｉ 筒、また、人工地総など膨大な貨 Ｉ Ｎ ｉｾ をつぎ込ん に ど の よ う に 不 '1) 刊 さ れ て い る の か 、 ま た 、 そう

の 利 用 を 見 い 出 し 、 育 て て い く 努 力 が 必 袋 と 忠 で 巨 大 な 榊 造 物 が 巡 ら れ て い る 。 そ う い っ た 製 した刊I川 を ど の よ う に 評 価 し て い る の か も 合 め

わ れ る 。 代 に お ‘ い て 、 単 に 榊 治 的 可 能 性 の 追 求 だ け で は

2  ) 自然u : 織の不足 な く 、 人 Id] が 生 前 し て い る 生 活 空 nn と つ な い で

土 木 学 会 誌 に II世せ ら れ た 山 本 学 治 氏 の 、 「 造 形 奨 い く 技 術 のHil 発 が 必 裂 で あ る 。 例 え ば 、 本 来 的

よ り 兄 た 建 築 と 土 木 と の 相 関 性 」 の 論 文 に よ れ に 都 市 に な じ ま ぬ も の は 加 市 の 外 に 出 し た り 、

ぱ 、 土 木fi'll lil 物 の 基 本 的 性 絡 と し て 2 点 あ げ ら

れ て い る 。 ま ず そ の ー っ と し て 、「土木建設は、

究 筏 の 目 的 は 人 I f JJ の 生 活 で あ っ て も 直 接 の 対 畿

は自然玉県上克白 f本 で あ り 、 そ れ を 人 工 的 に 悠 (1mす

ることにヨＺＺ ，，Ａ ｾカ ｦ お ｆ かオ Ｑ る」ということ、そして

筋 2 点 と し て 、 「 ひ と つ の 土 木 路 設 が 、 f悶 # の 人

間 の 生 活 に 征 銭 関 係 す る よ り も 、 集| 豆! としての

生 活 の 利 益 を 対 訟 と す る 公 共 的 な も の で あ る 」

と 述 べ ら れ て い る 。 そ の 内 、 特 に がI者 は 、 m裂

な 性 格 と 忠 わ れ る 。 つ ま り 、 土 木榊 造 物 は 、 生

活 環 境 面 に お い て 、 人 間1の 意 志 か ら か け 離 れ た

自 然 を 、 人 間 生 活 の 向 上 に 役 立 つ よ う に っ く り

か え よ う と す る も の 、 即 ち 、 人 1mと自 Fベ と のf中

生 活 空 間 と つ な ぐ も っ と ι1" 1111の も の を 考 え て い

く必要がある 。 現代は、点王々しいｾＩ性的土木の

11寺{¥と で あ る カ 久 も っ と き め 制l か な と こ ろ が 必 安

で あ り 、 い わ ば 、 繊 細 な 女 性 的 土 木 の 技 術 開 発

が 必 要 と 思 わ れ る 。

最 近 、 ニ ュ ー タ ウ ン 巡 り な ど で 行 わ れ つ つ あ る

が 、 都 市 計 幽 の 一 環 と し て 、 さ ら に 地 減 計 闘 の

一 環 と し て 、 計 画 し J生 前 し て い く こ と が 重 要 と

忠 わ れ る 。 { 列え 1; ! O剥1] かい .l ，fj し と し て illli 告を兄で

も 、 電 位 、 ポ ス ト 、外 殿 、 並 木 、 交 通 撚 減 、ゴミ箱、

パ ス 伴 、 タ ク シ ー 来 場 、 案 内 線 減 、 周 辺 建 築 物

な ど 極 # の 榊 造 物 が あ り 、 細 々 の 政 投 主 体 に よ

っ て 、 建 設 時 期 も ま ち ま ち に 巡 ら れ て い る 。 そ



て1] >例3問 笠 す る 。 京 都 の 鴨 川 、 西 宮 の l孔 川 、 来

ｊｊｾ の江戸川などは市民生活に熔け込み ε 恭しの

中 を iJf l れるれザ) 11 ご と な っ て い る 。

② 伺3市 の 海 岸 線 が ど の よ う に 利 用 さ れ 、 市 民

は ど の よ う に か か わ っ て い る の か を 淵 査 す る 。

海 洋 国 日 本 に お い て は 海 岸 線 の 恵 み と 効 用 は は

かり知 l れ な く 大 き い は ず だ が 市 民 の 実 感 と し て

は ど う か。 そ の 思 み と 効 用 は 生 か さ れ き れ て い

る の だ ろ う か。

③ 郎 市 の 道 路 に お 、 い て は 、 い か に し た ら ス ム

ー ズ に 市 を imす こ と が で き る か と い う 交 i且r淀t盟

締 に つ い て は 既 に 一 つ の 学 IlJ J傾 域 と な っ て い る

が 、 そ の 他 の 第 2 、 第 3 の 機 能 に つ い て の 程J命

についてもその解明治、竺宣まれる 。 ま ず 、 そ の 平11

J I l 形態の JI 司 王 宝 か ら 始 め た ら よ い だ ろ う 。

④ 械 断 歩 道 般 に つ い て 利 用 省 の1平fdli を，lI，¥I :査 す

る。 J 正本 fl'') な 考 え 方 と し て 、 い っ た ん 4. 8  m ま

で 鷲 ら さ れ 道 路 を 怖 断 し 、 ま た F り る と い う と

ころに ｾＡυ 虫があるのではないか 。 ｲＮＱ＾ｲｉすには身附

省 、 を 人 、 千 供 述 れ の 母 親 な ど い わ ゆ る 社 会 的

ｾｊｾｪ＠ / i ' も生前している 。 現 行 の ほ と ん ど の 歩 道統

は 弱 行 に 対 す る 交 通 安 全 施 設 と し て は 失 俄 だ ろ

う。 点 点 錦 糸 町 の エ ス カ レ ー タ ー 付 歩 道 統 は ど

う だ ろ う か 。 そ の 他 に も 綿 々 の こ と が あ げ ら れ

る だ ろ う 。

2 )  r 景 観 形 成 に 関 す る 研 究J の 取 り 組 み

「 大 規 脱 化 し た 土 木 施 設 は視 党 的 に 相 当 広 < ［ｾ＠

特 を 与 え る に も か か わ ら ず 、 造 形 的 な 配 慮1は さ

れ て こ な か っ た。J ( 八十J A義 之 助 氏 「 シ ミ ズ プ

リ テ ン J ) そ し て 今 後 の 柄 梁 J生 計 に 望 む こ と と し

て 伊J l j " 手 氏 l主 次 の よ う に 述 べ て い る 。「 技 術 者 の

こ の I語 ( 造 形 商 ) で の 教 育 、 啓 談 、 ア ー キ テ ク

ト と 技 術 者 の 協 同 、 設 計 競 技 制 度 の 持 及 、 優 れ

た 設 計 者 の 活 動 範 囲 の 拡 大 、 そ し て 美 観 に 優 れ

た 椛 造 物 の 表 彰 な ど が 問 題 解 決 へ の ス テ ッ プ と

な ろ う 。J ( スチ ー J レ ・デサごイン)

研 究 内 容 と し て は 、 土 木 構 造 物 そ の も の の ヒ ュ

ー 7 ン ス ケ ー ル 化 、 美術t を 考 成 し た J十 画 を は か

り 人 間 と つ な く や り 方 、 ま た 宇 位 指f な ど に よ っ て

人! 日l の 視 党 か ら 向 佐 す 方 法 な ど が あ る だ ろ う 。

榊 造 物 自 身 の 造 形 的 美 し さ を 追 求 す る 試 み は 、

紙 泌 、 高 速 道 路 な ど で 既 に 行 わ れ て い る が 、 土

木 村 年 造 物 が 市 民 社 会 の 生 活 空 nnの中に主] ! ，没され

た 場 合 の う 止 観 保 全 に l渇 す る 研 究 が な さ れ る べ き

てもある 。

一 方 で は 、 地I或 そ れ ぞ れ に 存 在 す る 対 観 に 7 -;;

チ し た 、 い わ ゆ る 風 土 に 根 ざ し た 土 木 梢 造 物 を

追 求 し で L 吋 試 み も 大 切 で あ る 。 こ れ ま で の 、

と も す れ ば 対 観 ぷ ち こ わ し 的 で あ っ た 面 を 反 省

し、 逆 に 良 き 玖 観 を 生 み 出 す 手 段 と し て 、 も っ

と 研 究 が 必 嬰 で あ る 。

3 )  r歴 史 的 土 木 技 術 の 研 究」 の 取 り 組 み

l歴霊史自的勺H時寺H附i甘制l日1を 縫 て 淘J汰太され今臼になんらカか、の形

で 伐 る 土 木m梓年造物の考考♂宮祭主を以 li川川ii.河i) に し た 。 ( 本よ

76i年ド 1ωOJμJ う勾去 )0。こ れ を さ ら に ひ と つ ひ と つ に2立工ち

入つてその再評{ 価面をすると同日時 寺 に 、 そ の 設 計 思

怨 投 J十 手 段 な ど の 歴 史 的 変 遂 を 体 系 的 に と ら

え る こ と に よ り 、 日 本 の 気 候 . ) 瓜土のなかで士宮

わ れ て き た も の を 学 ぶ こ と が で き る 。 明 治 の 駄

化 主 投 に よ り ハ ー ド な 物 思 的 技 術 面 の み を 邸 入

し た が 、 ソ フ ト な 精 神 面 に お い て は 見 る べ き も

の が な く 、 か え っ で よ き 東 洋 的 発 想 法 が 失 な わ

れ た と い う そ し り に 応 え る べ き ひ と つ の 努 力 方

l旬 で も あ る だ ろ う 。

そ う い っ た 中 か ら 、 自 然 に 対 す る 考 え 方 やj風 土

に 恨 ざ し た 土 木m造物の主主味を 、 さ ら に 派 〈 考

え ら れ る の で は な い だ ろ う か 。

4  ) 自 然認 訟 を 深 め 、 都 市 に 自 然 を 回 復 す る

自 然3忍Z践 を 深 め 、 自 然 のi準 大 な 力 の iJ {，・以 を 人 間

に 有 用 な も の に 転 換 す る 努 力 は 、 今 も 変 わ ら ぬ

土 木 工 学 の 最 大 の 命 題 で あ る 。 し か し 、 今 ま で

は あ ま り に も 人 間 中 心 で あ り 、 自 然 を 生 か す 、

あ る い は 自 然 を 再 生 す る と い う こ と に は 無 担i近

であった。生物の彼めなし、河 川 改 Ｑ Ｑ ｾ はその』年型

で あ ろ う 。 こ れ か ら は t架 い 自 然3思1般 の も と 自 然

と 人 IIJ J が 共 存 し 、 自 然 の 恵 み 一 一 一 木 々 の 緑 ・ 川

の せ せ ら ぎ 魚 ・小烏のさえずり・虫の音一一一ー

を 受 け ら れ る よ う な 手 法 を Ilfl 発 し て い く こ と が

大 切 で あ る 。 エ コ ロ ジ カ ル な 計 画 ・設 計 施 工

法 に よ り 青fl 市 の 中 に 自 然 を 回 復 し た い も の で あ

る。 ヨ ー ロ y パ の 郎 市 林 や 明 治 神 ・ι の 森 、 六 甲

山 の 緑 は 人 の 手 に よ る も の で あ る 。

5  ) 総 合 的 な計 画 の な か での 土 木 構 造 物 へ

治ノk において、 11i に; r-t .n さ れ た 流1止に 基 づ い て

滋 l羊 な ど の 治 水 工 取 を 行 う の で は な く 、 流ii J:を

減 ら す と い う 似 点 、 か ら f栄 水 能 力 を 高 め る た め 、

柏村、ゃ1m発 規 制l 、 あ る い は 拶 段 は 公 園 緑 地 と し

て 利 用 さ れ る 遊 ノk 池 の 設 置 な ど の 施 策 が 総 合 的

に な さ れ る 必 要 が あ る 。 道 路 の 計 画 に お い て も

路 面 の 計 画 だ け で な く 、 街 路 樹 街 灯 ー標 識 な

ど の 路 上 談 筒 、 姐E物 な ど の 沿 道 利 用 を 含 め て 、

総 合 的 に な さ れ る 必 嵯 が あ る 。

こ の こ と は 一 つ に は 、 土 木 榊 造 物 を 単 に 単 一 目

的 機 能 と し て と ら え る の で は な く 、 各 種 の 機 能

が あ る と い う 認 識 に 立 つ こ と で あ り 、 第 二 点 と

し て は 、 あ る 同 械 に 達 す る た め に は 、 各 種 の 方

策 が あ る と い う こ と を 総 織 す る 必 嬰 が あ る 。 そ

う い っ た 発 想 の 紙 換 の 中 か ら 、 総 合 的 な 計 画 が

生 ま れ て く る と J忠 わ れ る 。 ま た 、 こ の 発 怨 の 転

換 を は か る た め に も 他 分 貯 の学 問 領 域 、 例 え ば 、

生 態 学 や 造 図 学 、 建 築 学 、 さ ら に は 、 社 会 学 な

ど の 分 野 と の 協 同 研 究 が 必 要 と 思 わ れ る 。

以 上 、 こ れ ま で の 土 木 構 造 物 の 計 画 に ほ ん の 少

し の 工 夫 を 加 え る こ と が 、 第 3 の 機 能 を 生 み だ

す こ と が で き る こ と も 多 い で 、 さ ら に そ れ を 発

展 さ せ る こ と に は 租 キ の 困 難 が 横 た わ っ て い る

場合も多し、 。 こ う し た 状 況 の 下 で ・ は 、 第 3 の 機

能 を i直 接n日 発 す る ヰ 工 業 、 例 え ば 公 図 事 業 と か 余

暇 1I月 発 事 業 と か と を 合 併 施 行 す る こ と に よ り 、

お 互 い の工作 業 効 巣 が よ り あ が る の で は な い だ ろ

う か。 例 え ば 河 川 改 修 と 河 川 沿 い の 公 園 事 業 を

組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 遊 水 池 の あ る 河 川 と

流 れ に 親 し む こ と の で き る 公 i週 と が 生 ま れ る こ

と に な る わ け で あ る 。

六 甲 山 な ど で 良 〈 行 わ れ て い る 砂 防 ダ ム 事 業 も 、

ハ イ キ ン グ コ ー ス 強 術 事 業 と も 兼 ね ら れ る の で

は な い だ ろ う か 。 か の 有 名 な T V A ( アメリカ

の テ ネ シ ー ) 11  ii1ttJ或 1m発公宇土) I立、f t ! t 力 f共手合とレ

ク リ ェ ー シ ョ ン 概 保 と い う 、 二 つ の嬰 ZFf を 調 和

さ せ た 先 駆 的 な 例 だ と い わ れ て い る 。

6  ) 市 民 か ら の フ ィ ー ド パ ッ ク シ ス テ ム の 確 立

こ れ ま で の 土 木 構 造 物 は 、 国 家 的 要 諮 を 受 け て

発 達 し 利 用 さ れ て き た た め 、 市 民 的 な コ ン ト ロ

ー ル に 欠 け て い た 。 こ れ か ら の 土 木 工 学 は 、 市

民 の 待 つ 設 計 要 求 を 組 織 化 し 、 現 実 の 建 設 に 反

映 す る よ う な 市 民 参 加 の シ ス テ ム を l摘 発 す る 必

裂 が あ る 。

デ ザ イ ン コ ン べ に よ り 設 計 を 決 め て い く こ と や 、

プ ロ ジ ェ ク ト の 事 前 公 州 市りな ど が 市 民 的 関心 を

引 き 起 こ す た め に 考 え ら れ て よ い だ ろ う 。

こ れ ま で は一 般 市 民 に し て も 、 自分の生活ーで純

一 杯とし 、う 面 が あ っ た と .. t!. わ れ る が 、 こ こ 数 年

の 間 に お け る 生 活 環 境 の 悪 化 や 、 余 暇 の I也大 と

と も に 、 自 分 の 住 む 地 域 へ の 関 心 が 非 常 に 高 く

な っ て き て い る 。 そ の 結 袋 、 f主 民i主動が岳E り よ

り 、 次 第 に 住 民 参 加 が な さ れ て き て い る が 、 ま

だ ま だ ヨ ー ロ ッ パ で 兄 ら れ る よ う な 民 主 的 な 都

市 叶 閣 の J レ ー ル が 椛 立 さ れ て い な し 、 。 もう 一 度、

土 木構 造 物 が 巡 ら れ る 原 点 、 つ ま り 市 民 の 為 に

市 民 に 代 っ て 公 共 が 巡 っ て い る と い う こ と を 自

党 し 、 公 共1J!i 1は 、 市 民 一 人 一 人 に 対 し て 正 し く

詳 細 に ' 情 報 を 総 供 し 、 市 民一 人 一 人 の 意 見 を IHI

い て い く 努 力 と 、 そ う い っ た こ と に 対 応 、 し て い

け る 事 業 方 式 な り 、 設 計 思 怨 を 深 め て い く 努 力

が 大 切 と j忍われる。

7 ) 新 し い積 極 的管 理 方 法 の 開 発

市 民 の 求 め る 「 新 し い 型 の 土 木 施 設J は 、 新 た

な智正盟事需要を引き起こす 。 公 共 的 ( P u bl i c ) な

符 理 だ け で な く 、 市 民 社 会 の 共 同 的 ( C ommo n)

な 符 母 方 法 の 開 発 な く し て は 、 う る お い の あ る

環 境 を お1I り 育 て る こ と は で き な い 。

神 戸 の小 学 生 は 年 に 何 回 か 付 近 の 住吉 川 の ク リ

ー ン 作 戦 に 参 加 す る 。 一 度 で も 伊 リ ー ン 作 戦 に

参 加 し た 児 蛍 は 、 川 に ゴ ミ を 捨 て る 大 人 を 凡 つ

け る と 、 声 を か け て 止 め さ せ る と い う 。 窓 辺 の

美 し い 草 花 で 有 名 な ス イ ス で は 、 花 境 コ ン ク ー

J レ に 参 加 す る た め に 市 民 が 競 っ て 飾 っ て い る 。

地域の公悶愛滋ｾｊＳＮ織である公園管 ｅ 里 会、衡の中

を i成れる水路て噌盟を童司う主I! 手口里子のF行i乏など、f 1 i

民 の 自 主 的 な 共 同 管 理 に よ っ て 美 し い 環 境 が 守

られている。

こ れ か ら 砲E殺していく日寺、なにが何でも公芽生白勺

に 行 程 し な け れ ば な ら な い と 恐 れ る あ ま り 、 新

しい試みに消径的になるのではなく、住民のr " J 5 : ・

1ill エ ネ ル ギ ー を キ 且 織 化 し て し 、 く よ う な し く み を

ｉ Ｚｾ ｉ 発することが求められよう。

8  ) 土 木 技 術 者 に よ る 技 術 運 働 の す す め

土 木 施 設 の ほ と ん ど は 、 公 共 団 体 に よ っ て 骨 l'画

さ れ 、 組 織 的 に 一 定 の施 設 別 基 準 に fえっ て 巡 殺

さ れ て い る 。 従 っ て 、 土 木 技 術 者 が 、 新 し い 試

み を 司 王 業 に 生 か そ う と す る 場 合 、 一 人 で は な か

な か 実 現 し え な し 当 。 個 々 の 土 木 技 術 者 の 発 想 ・

デ ザ イ ン カ を 生 か す た め に は 、 他 当 者 レ ベ J レの

技 術 的 提 案 が 、 イ 憂 れ た も の で あ る な ら ば 、 評 価

し 受 け 入 れ て し ぺ 柔 軟 な 中 脳 波 か 竺 芭 ま れ る 。

土 木 伎 術 者 を 対 み と し た 論 文 コ ン ペ 、 r r/i J . . ( に税

しまオ1 るiii J )l 1(7)1l l l :言十車産t 主J とし、った子' +f イ ン コ

ン ペ な ど に よ り 、 創 意 を つ の る こ と も 有 効 で あ

る 。 伎 術 者 の 自11: t ' ! : 工夫が生かされることは、技

術 者 に と っ て だ け で は な く 、 市 民 に と っ て も ま

た、よろこ( ; t : しいことて下ある 。

9  ) 学 校 教育

以 上 兄 て き た よ う に 、 土 木 綿 造 物 の 市 民 社 会 に

果 た す 役 割 の 重 要 性 及 び そ の 重 要 性 の 憎 加 を 考

え る と 、 必 然 的 に 土 木 技 術 者 の 鋒 成 と い う 問 題

に 至 る 。 そ れ は 、 今 ま で の よ う な 構 造 技 術 一 辺

倒 で は な く 、 一 つ に は 総 合的 兄地 か ら 判 断 を 下

す 計 画 学 の 教 育 、 い ま 一 つ は精 な ど に あ ら わ れ る

奨 の 剣 道 の た め の デ ザ イ ン 教 育 、 さ ら に 生 態 学

な ど に よ る 自 然 認 織 を 深 め る 教 育 な ど 総 合 教 育

を 必 嬰 と す る も の で あ る 。

10) ひ な 型 づ く り

「 大 土 木 的 」 で は な く 「 市 民 的 」 な 土 木 施 設 が

全 国 各 地 で 建 設 さ れ 、 市 民 に 利 用 さ れ 喜 ば れ て

い る 。 こ の 市 民 社 会 に 調 和 し 、 新 し い 生 活 空 間

を 創 っ て い る こ れ ら のf 亜殺 を 広 〈 知 ら せ る た め

に 「 設 計 資 料 集 成J と し て ま と め 、 他 に 普 及 し

て い く 上 で の 有 効 な 資 料 が 必 嬰 で あ る 。 人 RH .  

自 然 ・土 木 施 設 の か か わ り を 写 し た 写 兵 、 デ ィ

テ ー ル そ の他 の 図 面 が 資 料 集 成 に 入 れ ら れ 、 設

計 者 の ハ ン ド ブ ッ ク と し て 生 か さ れ て ゆ く 。

こ う し た ひ な 型 の 積 み 重 ね と そ の 絶 え 聞 の な い

修 正 が 、 新 し い 技 術 の 発 展 、 銭 か な 都 市 環 境 の

創 造 に つ な がっ て ゆ く だ ろ う 。

こ の よ う な 意 味 て ¥ 私 達 は 「 建 築 と 社 会 」 に 、

〈都 市 設 計 資 料〉 を 載 せ 続 け て い る 。 ふ り 返 っ

て み る と 始 め た 2 年 前 と 時 代 は 大 き く 変 っ て き

た 。 ヨ ー ロ y パ の 主 要 都 市 で は 、 歩 行 者 天 国 は

あ た り 前 と な り 、 一 方 で は 、 海 岸 や 、 河 川 の あ

り 方 も 入 浜 権 の 問 題 として、 t義 愉 に の ぼ る よ う

に な っ て き た 。 こ れ か ら は 、 資制{ を大切に f史う

点 か ら も 、 一 つ 一 つ の 建 設 行 為 の な 味 を 確 か め

「 寧 に 造 っ て い く こ と が 必 要 だ ろ う 。 そ う い っ

た 中 で あ ら ゆ る 建 設 行 為 が 、 生 活 空 間 を 破 壊 す

る も の か ら 、逆 に 生 活 空rmを よ り 良 い も の へ と

変 え て い く 行 為 へ と 変 っ て い く こ と だ ろ う 。
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は じめ に

都 市 ガ ス は ク リ ー ン な 熱 エ ネ ル ギ ー と し て 、 年 々 そ の 重 要 性 を 増 し

ている 。 そ の 反 面 、 昭 和50年 11月 に 発 生 し た 東 京 - 八王寺市の高層

マ ン シ ョ ン の ガ ス 爆 発 事 故 な ど を 契 機 と し て 、 集 合 住 宅 に お け る ガ

ス 設 備 の 安 全 性 が 見 直 さ れ る よ う に な ってきた 。

そ こ で 、 従 来 の 検 討 経 過 も 含 め て 、 集 合 住 宅 の ガ ス 設 備 と 安 全 に つ

いて述べてみたい。

1  . 住 宅 に お け る ガ ス 事 故 の 原 因 と 対 策

住 宅 に お け る ガ ス 事 故 は 、 ガ ス も れ に よ る 中 毒 や 爆 発 と 、 ガ ス 消 費

機 器 の 不 完 全 燃 焼 に よ る 中 毒 の 2 種類に大月 IJ できる 。

こ れ ら の 事 故 原 因 の 調 査 結 果 に よ る と 、 最 も 多 い の は ガ ス 消 費 機 器

使 用 中 の 換 気 不 良 に よ る 不 完 全 燃 焼 中 毒 事 故 で あ り 全 体 の ほ ぼ4 5 %

を占めている 。 次 い で 、 ガ ス 消 費 機 器 の 器 具 せ ん の 閉 め 方 の 悪 か っ

たもの、不完全な点火確認によるもの、ゴム管の外れ、踏みつけ、

ガ ス せ ん の 誤 操 作 な ど 、 使 用 時 の ミ ス に 起 因 す る も の が 約3 5 %、そ

の千百l が約20% となっている。

こ の よ う に 、 事 故 原 因 は 単 な る 機 器 や 設 備 の 不 良 に よ る も の の み で

は な く 、 非 常 に 多 岐 に わ た っ て い る こ と か ら 、 集 合 住 宅 に お け る ガ

え 使 用 時 の 安 全 性 を 確 保 す る た め に は 、 ガ ス 設 備 、 ガ ス 機 器 お よ び

そ の 設 置 も 含 め た 改 善 を は じ め と し て 、 保 守 管 理 の 方 法 、 使 用 者 の

ガ ス 安 全 使 用 に 関 す る 周 知 徹 底 な ど 、 全 体 に わ た り バ ラ ン ス の と れ

た配慮が必要といえよう。

と こ ろ で 、 前 述 の 事 故 原 因 の 調 査 結 果 で 明 ら か な よ う に 、 ガ ス 消 費

機 器 使 用 時 、 使 用 者 自 身 が 十 分 な 注 意 を 払 い 、 ま た 、安 全 使 用 に 必

要 な 知 識 を よ り 一 層 周 知 徹 底 す る こ と に よ り 、 事 故 を 大 幅 に 減 少 す

ることができる 。 しかし、その事故原因をさらに詳細に分析すれば、

使 用 者 の 不 注 意 と み な さ れ る 内 容 が 比 較 的 単 純 な 操 作 ミ ス や 管 理 ミ

ス で あ り 、 こ の よ う な 不 注 意 を 直 接 事 故 に 結 び つ け な い よ う に す る

た め の 配 慮 が 、 ガ ス 消 費 機 器 や 設 備 の 側 に も 必 要 で あ る と い う 結 論

が容易に推察される 。 こ の よ う な 考 え 方 に も と ず き 、 ガ ス 消 費 機 器

や 設 備 の 点 か ら 、 ガ ス 事 故 対 策 を 大 き く ま と め る と 次 の よ う に な ろ

フ。

まず第 1 に 、 室 内 に ガ ス も れ を 生 じ な い た め の 対 策 と し て 、 ガ ス 消

費 機 器 を ベ ラ ン ダ な ど 屋 外 に 設 置 す る か 、 密 閉 燃 焼 式 機 器 ( B F 、

F F など) を使用し、給湯や暖房など熱源を集中化できるものは、

で き る だ け 集 中 化 を は か る こ と が 考 え ら れ る 。

第 2 に 、 厨 房 問 機 器 な ど 屋 内 に 設 置 せ ざ る を 得 な い 開 放 燃 焼 式 機 器

については、室内にガスもれを生じても事故に至らないようにし、

ま た 、 室 内 環 境 の 汚 染 に よ る 事 故 を 防 ぐ た め の 対 策 が 必 要 で あ る と

考 え ら れ る 。 具 体 的 に は 、 万 一 ガ ス が 消 火 し た 場 合 、 確 実 に そ れ を

検 知 し 、 生 ガ ス の 放 出 を 防 止 す る 消 火 安 全 装 置 を 機 器 に 組 み こ ん だ

り 、 ガ ス 消 費 機 器 の 使 用 に 連 動 し て 強 制 換 気 を 行 わ せ た り 、 ガ ス も

れ 検 知 器 に よ り 警 報 な ど の 注 意 喚 起 や 換 気 と 連 動 さ せ た り す る こ と

などが考えられる。

こ れ ら の 他 、 機 器 自 体 を 誤 操 作 の 起 こ り に く い 構 造 に す る こ と も 重

嬰 で あ り 、 同 時 に こ れ ら 機 器 の 安 全 性 の 向 上 と あ わ せ て 、 使 用 者 の

安 全 使 用 に 対 す る 認 識 不 足 か ら く る 誤 操 作 や 不 注 意 な 使 用 を 防 止 す

る対策も不可欠であると考えられる。

2 . 各 設 備 に つ い て の 考 え 方

この頃では、ガスせん、ガス接続管、ガス消費機器および給排 気 設

備について安全対策上留意すべきと考えられる内容を )1闘を追って説

日月 したい。

2 ・1 ガスせん

ガスせんによるガス事故のった半は 、 ガス消費機器を接続していない

ガス詮を誤って開けるといった不注意によるものである。し た がっ
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て ガスせ ん に つ い て は 、 次 の 点 に 特 に 留 意 す る 必 要 が あ る 。

(1) 使 用 す る ガ ス 消 費 機 器 l 台に l つ の ガ ス せ ん を 取 り 付 け 、 ガ ス

せ ん と 機 器 と の 対 応 を 明 確 に す る 。

(2) ガ ス せ ん ど う し の 間 隔 を 十 分 に 離 し 、 誤 って 他 の 機 器 用 の ガ ス

せ ん を 開 く 可 能 性 を な く す 。

(3)  予 備 の ガ ス せ ん は 、 誤 ってつまみを聞いてもガスが噴出しない、

しゃ断 機 構 付 き の も の と す る 。

(4)  ガ ス せ ん の 取 り 付 け 位 置 は 、 機 器 との対応を十分配応、した位置

とする 。

(5) ガ ス せ ん は 、 誤 って 体 が ふ れ た 程 度 で は 聞 か な い 押 し 回 し 操 作

式 の も の と す る 。

2 ・2 ガス後続管

ガ ス 接 続 管 に よ る ガ ス 事 故 の 大 半 は 、 ゴ ム 管 の さ し こ み 口 が 外 れ た

ことによるものである 。 こ の よ う な 事 故 は 、 移 動 す る こ と の 多 い ガ

ス消主号機器に主にみられ 、そ の原因は、ゴム管の差しこみ不十分や、

弾 力 性 を 失 い 抜 け や す く な っ た 老 朽 ゴ ム 管 の 使 用 に よ る も の と 考 え

られる 。 したが って 、 ガ ス 接 続 管 に つ い て は 、 特 に 次 の 点 に 留 意 す

る必要があろう 。

(1  )  ガ ス レ ン ジ 、 先止 式 湯 沸 器 な ど 、 固 定 し て 使 用 す る 機 器 は 金 属

管 ( フ レ キ シ ブ ル 管 を 含 む ) 接 続 と す る 。

(2) 屋 外 や 、 常時水のかかり や す い 浴 室 に 設 置 さ れ る 風 呂 釜 ( B F

釜を含む) は、耐水性のすぐれたゴム管で接続する。

(3) ゴム管は良質のものを使用し 、 ガ ス せ ん や 機 器 の ホ ー ス エ ン ド

に十分さしこみ、必ずゴム管止めで固定する。

(4)  移動して使用されることの多い機器には、良質ゴム管を用い、

接 続 部 に は 誰 が 操 作 し で も 確 実 に 装 着 で き る 迅 速 継 手 を 使 用 す る

の が 望 ま し い。 な お 、 ゴ ム 管 は で き る だ け 短 か く す る こ と も 必 要

である 。

2 ・3 ガ ス 消 費 機 器 お よ び 給 排 気 設 備

ガス消主号機器による事故原因は多岐にわた って い る が 、 換 気 不 良 に

よ る 不 完 全 燃 焼 事 故 が 圧 倒 的 に 多 い 。 ま た 、 機 器 自 体 に 付 随 す る 原

因 は 、 器 具 せ ん の 誤 操 作 、 点 火 不 確 認 な ど で あ る 。 こ れ ら に 対 処 す

る た め 、 機 器 お よ び 給 排 気 設 備 に つ い て は 、 特 に 次 の 点 に 留 意 す る

必要があろう 。

(1 ) 風呂釜 、 大 型 湯 沸 器 ( ガス消費泣が10，000kcal /hをこえるもの)

および暖房器などは 、 ベ ラ ン ダ な ど 屋 外 設 置 と す る か 、 密 閉 燃 焼

式 、 ま た は 強 制 排 気 式 と す る 。 給 湯 や 暖 房 に つ い て 熱 源 の 集中 化

が は か れ る 場 合 に は 、 で き る だ け 集 中 化 す る こ と が 望 ま し い 。

(2) 小 型 湯 沸 器 ( ガ ス 消 費 量 が10. 000kcal /h以 下 の も の ) は 、 機 器

使 用 時 に 換 気 扇 が 連 動 す る よ う な 装 置 と 組 み 合 わ せ て 設 置 し 、 ま

た 、 厨 房 用 機 器 に は レ ン ジ フ ー ド や 換 気 扇 を 設 け 、 機 器 使 用 時 に

は必ず換気装置を作動させる 。

(3) ガ ス 消 費 機 器 自 体 は 、 炎 が 消 え た と き ガ ス を し ゃ 断 す る 安 全 装

置 付 き の も の を 使 用 す る の が 望 ま し い。

2 ・4 ガス配管設備

ガ ス 配 管 設 備 自 体 に よ る 事 故 は な い が 、 特 に 次 の 点 に 留 意 す る の が

望 ま し い。

(1)  屋 内 配 管 は 、 点 検 の 容 易 な 場 所 に 露出配管するか、またはパイ

プシャフト 内に設置する 。

(2) 共用内管の屋内配管は、建物の共同部分またはそれに準ずる昔日

分に配管する。

(3) パ イ プ シ ャ フ ト ま た は ピ ッ ト 内 な ど に 配 管 す る 場 合 は 、 可 能 な

限り換気を確保する。

(4 ) 埋 設 ・いんぺいなど外 部 から配管位置の推 定 が 困 難 な場合 配 管

位置の明示を行うことが望ましい。

(5) 天 井 配 管 、 パ イ プ シ ャ フ ト 内 配 管 な ど に つ い て は 、 特 に 電 気 設

備 と の 離 隔 に 注 意 す る 。 ( このつづきは 、52年 3 月 号 に 掲 載 い た し ま すJ
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肯 1 月号から 6 月号までよ! e 4 氏 が 担 当

子 ど も の 自 由 領 域 ・ 禁 止 領 域

千盟中央駅の近くに日本庭園風の池がある 。 いい池である、その水際に鉄条網が張りめぐられていなか

ったなら 。 これを見たとたん、母親パワーの被さと管理者 iHl J の恐れ入りょうが自に浮んできた 。 ある建築

家が中国を訪れたとき「この池は子どもたちに危ないのでは」と閉し、た 。 すると早速「お国ではこんな場

合、柵などをめぐらすそうですね。私たちは子どもたちに近寄らないようシツケます」という答えが返っ

てきた、そうである 。

他方、大阪は住吉の公団高層団地には、最近こんな貼紙が貼りだされている。「女の子はエレベーターに

はかならずおとなの女の人と乗りなさしり聞けばこのような 「シ ツケ」はもはや高層居住者の常識だそう

である 。 欧 米 は も ち ろ ん わ が 国 で も エ レ ベ ー タ ー は 、 綱 入 り ガ ラ ス が は い っていようといまいと、少女わ

いせつなどのd巴罪の↑ 合好の士拐にな ってきているからである 。

わが建設界は、子どもたちだけで出入りすることを、禁止す べ きを禁止せず、自由にすべきを不自由に

しているのだといえそうである 。{ 主居内部についても同じことがいえるかもしれなし、。 これらのことには、

いままでの安易すぎた住環境設計理論を立て直すカギのひとつがひそんでいるように思えるのだが .. O( U )

都 市 景 観 再 考

低 成 長H寺i l : : を迎えて、国民一般 の 欲 求 も 、 物 質 面 偏 重 の 傾 向 か ら よ う や く 精 神 面 へ の 指 向 の き ざ し が み

られるようになり、| 吐の中の価値感も変りつつあるようにみえる 。 都市建設の分針においても、当然これ

らの Ｇｾｾ￭ｾ にこたえていかねばならないと思う 。

位、は、ここで 「都 市 の 対 観 」 と い う も の を 改 め て 見 直 す こ と を 提言 したし、。 そもそも私達が外界を知党

し、自分の存在を般めようとするとき、最も頻りになるのは視党である 。曇った日には私達の心も沈み、

Il ii 一れ上 った青空の下では、私達の心もはずむ。郊外に無秒U芋に広がるチマチマとした住宅街、雑然とおも

ちゃ箱 を ひ っ くり返したような街頭、どこの都市へ行 つで も 閉 じ よ う な 駅 前j嵐長、無味乾燥な都心街、こ

うい った息のつまるような環境は、知らず主[1 らずのうちに人々の情緒を不安定にし、人心の荒廃を招く 。

ある地域のま長Wl . 1立、そこに住み働く人逮の日常生活や経済活動の結果として現われているものであるが、

そこに 一 つの↑ fj 緒とか雰囲気というトータルな大きい力をも っており、その力によ って逆にその地域の生

活や経済活動に彬科を与え、徐々に変えていく性格をも っている 。 都市計画の重要な要紫として見直す必

要 が あ る の で は な か ろ う か。 また、多くの場合、物的な地域というものは 、 自に見える対観という媒体に

よって 、 住 民 の 心 に つ な がってしぺ 。町 づくりにおける住民の意識統合の象徴としても、重視されるべき

とj忍うカヘいかがなものであろうか。 ( 0 )

と工 事の は じ め に 思 う 三

新しい年の初めに、 lほl いや筈いをたて、目標に向って決意をあらたにするのは、誰でも共通のことと思

う。施 工 者 の 立 場 に あ る 者 は 、 工 事 着 工 に あ た っ て 、 新 年 の 決 意 の 如 く 、 創 造 へ の 意 欲 を か り た て 、 信 義

をも って 、 誠 実 な 仕 事 の 完 遂 を と 願 う も の で あ る 。 工 事 の ス タ ー ト は 、 契 約 で あ り 、 こ れ に よ っ て 青 写 真

の具現が、はかられるのである 。 この契約のなかの 一 つに約教がある 。建築技術者の約款に対する認識は、

図面や仕様性と同じ程度に理解しているとは言えなしミ。 この約数の重要性について、日頃思っていること

をのべて、そのZE! 識を深めていただけたらと思う 。

約款の精神は、注文者及び請負 λ が、それぞれ対等の立場の合意に基いて、 約を行ない、信義に従っ

て誠実にこれを履行し、努めることである 。 しかし世間の取引慣行は、買手市場のため、片務| 主を是認し

ているのが、大かたの現状といわれている 。施 工 者 は 注 文 者 の 意 思 に 制 約 さ れ が ち に な った り 、 ま た 約 款

のi 1 I T 用が忠実に行なわれなかったりすることは、建設業の健全な発展を阻害するものである 。 また近年海

外での国際工事の噌大に伴い、こうした約款の運用に日頃から慣れておき、その効用を十分生かすことは、

国際競争に打ちかっためにも大切なことと思う 。 ( 0 k)  

新 大 阪 a駅 に て

出張を終えて新大阪駅に降りたら、駅前のさまざまな建築群を見、目を転じてここ 2 、 3 年 の う ち に 姿

を現わしたいくつかの超高層建築物を眺めるとき、それらの建築群の有機的な関連や、都市の適正な規模

とは、果してどのようと主ものであろうかとフト考えるのである 。 今 日 の 社 会 状 況 の な か で 、 必 然 的 に 都 市

は巨大化し無制限な膨張を続けてゆくのであろうか。

勿 論 、 手 放 し で こ の よ う な 膨 張 が 行 な わ れ た と は い わ な い。 都 市 の 機 構 な り そ の 中 の 建 築 単 体 な り に 対

して、何らかの方向づけが為されていることは確かなのだが、まだまだ充分に論じられているようには思、

われない。

建 築 に か か わ る も の す べ て が 、 行 政 管 理 の 分 野 で あ ろ う と 、 創 作 造 形 の 分 野 で あ ろ う と 、 技 術 工 学 の 分

野であろうと、企業経営の分野であろうと、社会システムのなかでその建築が存在しうるかどうかという

問 題 に つ い て 、 は っ き り し た プ ラ ン ニ ン グ を も ち 方 向 づ け を し て ゆ か な い 限 り 、 今 日 の 都 市 の 生 態 学 的 危

機 を の り こ え る こ と は 出 来 な い の で は な い か 、 い ま 盛 ん に い わ れ る 資 源 や 環 境 問 題 の 最 も 身 近 な 位 置 に 、

建 築 こ そ 立 た さ れ て い る よ う に 忠 わ れ る の で あ る 。 ( y )  

建築と社会 / 1977年 1 月号 61  



高 石 市 庁 舎

巳1雪

- 米 国 ジ ョ ン ス ・ マ ン ヴ ヰ ル 社 技 術 提 携

東興アスフアルト工業株式会社

大阪営業所 ⑤ 550 大阪市西区阿波座上通 1- 2 0 (産双ビル)

公 0 6 (541 )  7583- 4 

ーー“

本社 ・工場 ⑤ 210 神 奈 川 県 川 崎 市 藤 崎 3 の 6 5  

密 044 (28)  4534 杭)

本社営業部 ⑤ 105 東京都港区新橋 5 丁目 8 番 9号 (東興ビル )

密 03(432)2151  (代 ) 直通 (436)4531- 2  

"_一一ーーー、

昌三三重量十一一望室き± 土|

J - E函圃

各地営業所 札 幌 ・仙 台 ・ 富 山・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡



1  

1  CONTENTS 1977 

特集・デザインの動向一部分と全体

' 77年を迎 えて/ 日本建築協会会長 塚 本 佐治:

2  ・ 立正校成会大阪普門館 .. . . . …設計施工 /: 銭高級

6  ・・神戸女学院 100 周年記念館・ 設計結工/ 竹中工務底

8  ・大阪府立大阪 k 子大学 設計/ 大阪府姥築部昭和設計

h 1 g 工/ 大末雄投 ・梅原主主Zlt J  V 、不動建設

日愛知県鐙陥動労福祉会員I・e ・... …設計 / 愛知県生l ! 築制 * 畑建築*

務所路工/ 滅也組

1 2 ・・ ・ ［［ｲ ｉｩ ｕ 伝統産業会館 Ｋｉｾ 閉会館 .dltJ t / 京郎市住宅局 ・川崎消

+ 例建築研究協会 路工/ 総村組

ー大阪駅前第 2 ピル 設計/ 大阪市郎市再開発局 安 井建築設

J t - 事務所施工/ i l J . 刈奥村 ・銭高 ・訟村共同企業体

16 …  ＢＧＱ［ｾ 士火災海上保険茨木ピ ｊ レ…ＮＮ・ ･ ・Ｍ設計施工 Ｏ ｭ 水建設

1 8  ・安田生命大阪ピ J レ ー.. .. ，llt ，Jt / 日主l ! Jltilt na工/ 大成 lli ilt

2 0 ・・ ・住友不動産ぶ剖i ピJレディング ・ ・設計 /トl建設計 純工 / 竹中

工務庖・ 辺地組共同企業体

2 2 ・e ・高槻カ ント リー倶楽部 クラプハウス ーー 設計純工/ 大中将E

2 4 ・e 寸.w川村庁舎 設計/ 小i可建築設計事務所胞工/ 奥村組

2 6・H ・H ・. . . . . 大阪府西淀川筈祭壇f.. ...... Z!i J十/ 大阪府建築部・大建設計

旋工 / 三木総

投計/ 大阪市主l ! 築広oI ' J R畑主主築事務所

胞工 / 7 ジタ工業

2 8 ・e ・日本チパガイギー篠山工均・ 設計/ 安井建築設計事務所

路工 / 竹中工務底

3 0・. . . . . . . . . . . 天理教玉品分教会・・・ .. ... jli 百十/ 井上久雄建築設計事務所

na工 / 藤木工務庖

J主計/ ，件上久雄主l ! 築設計事務所

路工 / 熊谷組

O N  DE S I GN &  T OT ALl T Y  O N  T H E  E L E ME N T S  

10 ・

1 4  

F E A T U R E S  

年 頭 の こ と l工

作 品 作 風 ・ 新 建 築

1  

2  

建築と社会

⑥ 1917年創刊

第58集

658号

ー大阪市消防局消防学校・2 7 ・

....エパーグリーン淀川ー

日本建築協会常設委員長

生閏箸庁舎建築工事・兵庫県警務生 国独身寮建築工事の見学会。清酒大関本社

工織の見学。会員の受章。 関西地方策 2 回建築償' J f . 実技教室案内。寄附金の受領。

建築確認申請がIの関係法令の下見について/ 西川幸之輔・ m本好縫

rs プラ J / 山田 幸一。「セラミタイト J / 羽生永紀。

人1m. 空 11[1 / 上谷mg:j 。 また消えた lifl i古の遺産 / 柴田正己。

第 Ｖ 回新建全国大会 ｕｾｉ 催 。 ロンドンから建築学生の手紙 。

歴史的風土の f!(._:(-子に l測する国際会議の参加必集。樹の話シリーズ28 : も

ちのき 。

生活空間 としての土木椛造物日 / 神戸部i 市設計資料研究会

集合住宅におけるガス設備と安全( その 1 ) / 大阪瓦!析。

[-1共の自由旬i l ! 或 禁止領域/ 湯川平11剰l ・都市長・星11. 再考/ 大西国太郎

“工事のはじめに思うＢＯ大生仁雄 ・新大 阪駅にてＯ山 ＱＱ 安ｾ

第22図工高生デザインコンクール人選作品。

31 ・・

負

告

法 令 コ ー ナ ー 110

新建材紹介コーナー 10

読 者 の 頁

建 築 と 社 会 ニ ュ ー ス

郡 市 設 計 資 料 16

レ ポ ー ト

建 築 の 眼

抱の年本

. 6.  

Z 冥

3 2  

3 3  

1

3

5

2

 

5

5

5

5

 

8

0

1

 

5

6

6

 

表紙絵 ・渡欧スケ ッチー 小泉豊 (吉田建築事務所)

サンドニの門 (パリ )

表紙デザイン 松井昭光

次号特集予告

・2 月号特集 / 兵庫県ー兵庫の風土と 建築・建築界

・3 月号特集 / ニュー ヲウ ンの管理および60周年配

念号

・4 月号特集 / 施工材料特集

デ ザ イ ン コ ン ク ー ル6 4  

特集・デザインの動向一部分と全体

総 論

座 談 会 「 デ ザ イ ン の 動 向 部 分 と 全 体 」

岩 本 博 行 / 西 沢 文 隆 / 楢 口 治 / 富 安 秀 縦 / 水 谷 頴 介

各 論

ア ン ケ ー 卜 「 デ ザ イ ン の 動 向 一 部 分 と 全 体」

・計 画 ( 含造園) 近 藤 達 夫 / 山 地 英 雄 / 藤 田 邦 昭 / i週 間 康 夫 / 梶iilH宣 男 / 大 西 国

太 郎 / 井 口 勝 文 / 山 田 俊 満 / 中 村一 / 島 村 昇 / 吉 村 元 男 / 杉 本 正 美

・建 築 : 小 角 亨 / 松村民: 三 / 竹 山 f?J 明 / 徳 岡 昌 克 / 述 藤剛 生 / 出 江 究 /

吉 村 篤一 / 中 筋 修 / 山 崎 泰 孝 / 松 村 賢 治 / 渡 辺 盛 和 / 瀧 光 夫 / 東 孝 光 /

太 田 隆 信 / 安 藤 忠 雄 / 北 島 道生 / 竹 本 文 太 朗

・インテリア : 福 岡 喜 久 縦 / 藤 川 宏 允 / 坪 居 恭 平 / 柏 原 秀 夫 / 谷 本 衣 子 /

伊 吹 弘 / 中 村|塗ー / 平井 進 / 佐 々 木 恵 子 / 安 永 - :!J1!. / 山 口 道 夫 / 山 内 陸平

・イ ン ダ ス ト リ ア ル : 坂下消/ 日里子永一 / 巽 正 和 / 多 田 愛 実 / 鶴 岡 英 世 /

熊 谷 和 郎 / 高 弁一 郎 / 東 方 洋 雄

まとめ

司 会 : )1 1崎消/ 紙里子桂人

6 8  

7 9  

民

卿

・

雄

吉

衛

附

維

昭

治

式

出

抽

出

焼

失

明

純

治

郎

副

史

樹

芯

引

取

引

骨

克

苧

問

宗

好

俊

美

浦

和

孝

一

忠

孝

繁

山
川
附

村

塚

田

治

活

本

山

羽

木

弁

部

森

岡

田

倉

野

原

嶋

辺

o

a

凶

石

雌

古

西

松

広

市

鈴

船

阿

上

問

品

開

卜

中

伴

弘

松

ポ

波

A

A

0

0

 

彦

成

一

一

三

郎

F

彦

明

明

介

犬

二

話

倍

列

文

司

之

内

世
間
叩

船

康

弘

洋

険

制

↑

直

稚

内

川

賢

良

勝

山

郁

好

述

凸

良

険

叫

時

谷

中

川

川

野

村

東

厄

島

崎

木

間

抑

制

H

塚

市

胤

田

倉

山

村

田

町

附

回

中

川

畑

山

府

荒

石

稲

五

問

団

鈴

西

大

須

中

中

内

大

河

佐

怠

酎

o

・
e

・

0

4

会

長

一

泌

正

治

州

給

三

児

一

郎

児

郎

息

員

夫

川

刀

員

員

P

事

光

利

度

三

宅

木

蝕

一

委

啓

述

餐

委

ド

浬

E

二

度

集

集

b

p

集

t

E

m一
内

問

村

消

印

野

谷

辺

集

沙

問

緬

舗

中

編

月

間

北

小

山

間

松

三

山

前

官

伴

波

編

大

瓜

。

6 3  

締回阪急ピ J レ第 9 JlI j工事の精進計画( その 2 ) / 久徳、敏治

(本号休戦L

大阪の地下水の変化と地下工事 /; 丹羽稔

高野山サマ ーセミナー ・「新 しい学校の風恭 J / 赤木閤文

日本建築協会月間l の動き( 昭和 51年 11月分)

構 造 の 頁 31

設 備 の 頁

施 工 材 料 の 頁 31

若い会員の集いレポート

月 報

1 0 7  

1 0 8  

1 0 9  

1 1 0  

111 

怯 J r- Hil 光

昭 和 52 年 1 月 20 臼

昭 和 52 年 1 月 25 日

柄 中 定 三 日1I

(社) 日 本 組 築 協 会

大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 

m 0 6 - 2 3 1 - 9 6 4 8  

販 管 口 座 大 阪 3 9  9  7  5  

凸版印刷株式会社 関西支社

大阪市稿島区海老江 3 - 2 2 - 61 

m 0 6 - 4 5 8 - 2 2 5 1目白

6  0  0 円( 送料別)

編集人

印 刷

発 行

発 行 人

発行所

ｾｬｬｬｩｩｬｭ 斤

，'e 価



第22回工高生デザインコンクール入選作品

応 募 作 品 103 点 のうち、予備選考、第 1 次 か ら 第 4 次 ま で

の本格2査 を 経 て 、 入 選 作 品 10点を決定し、うち Ni 優 秀 作 品

1  " 誌を選定した 。

設計課題: 野外スポーツ施設の「センターハウス」

主 催 : 日 本 建 築 協 会

応 募 校 18校 応 募 点 数 103点

審 査 委 員 長/ 繍 山 誠一 審 査 員/ 井 上 自11芯弘/ 打出災樹/

太 田 隆 信 / 小11] 亨 / 笹 凹 剛史/ 篠 塚 宏 三 / 芝山 112/  

鈴 木 良 介 / 中 村 銀 之 助 / 稲 田 附l菱/ 皐 忠 則 / 毛 利 鈴 夫

( 50音 )1瓜 ・敬称略 )

〔掲 般50音 順〕
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総 評

里子外スポーツ施設の「センターハウス」は、工高生にも親 しみのある今目的な課題 で あ る が、

内 容 と し て は 例 年 の 諜 題 に 比 べて難しく 、応 募 作 品 そ れ ぞ れ に 苦 労 の あ と が う か が わ れ る。

審 査 は 、 応 募 作 品 103 点のうち 、規 定 不 適 合 作 品66点 も 含 め て 、 設 計技術と 創 造性 の ど ち らに ‘

も 偏 る こ と な く 、 で き る だ け 長 所 を 拾 い あ げ る 方 針 と し た 。 結 果 と し て 、 入選 作品 は規 定 適 合

の 作 品 が 選 ら ば れ る こ と に な っ た が、応 募 規 定 は 設 計 条件 として守ら れ なけ れば い け な い 。 全

体 を通 して、学校別 によく 似 た傾 向 の も の が 多 く 、 各 校 の教 育方 針 が強 く感 じら れて興 味深 い

ものカずあった。

建 築 の勉 強 の な か で 、 設 計技 術の習得は非常 に大事 な基 本 で あ る。そ れにもまして 大 切 な の は 、

計 画 内 容 の 正 し い 理 解 と 説 得 力 の あ る 提 案 が で き る 訓 練 をすることだと思う。 技 術 に 溺 れ るこ

となく、いつも若々しい創造住のある提案を期待したいの (償 山 誠一)

段 計要 項

1  敷 地 施設の入口F付近又は中央部で自由に恕定する 。

2 規 模 2 階建以下の独立した建物として延べ前総 600 .1 以内。

3.  t構 造 自由とする 。

4  所 要 室

@  展示のできるロビー

⑤ オリエンテーションルーム

(50名程度)

所 長 室

応銭釜

<1>務 室 ( 10 名程度)

会 汲 室 (20名程度)

職員更 衣 室

職日休惣室

医務室

用務員室

湯村1: 室

t'!" h!i 

f9! j1fr 

(峨具、利用者を区別する)

① その他所要室
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特 集

デザインの動向 部分と全体

ルイス・カーンのイエール大学アートギャラリー G  ANo. 38より

特集幹事 川崎清/ 紙里子佳人/ 河辺聡/ 小角亨/ 鈴木

良介/ 荒木兵一郎/ 稲垣雅彦/ 五島信明/ 西岡康夫

デザインの動向 一 部分と全体

団 座談会

- デザ イナーは全体からとりかかるか、部分から と

りかかるか

- プランナーにおける部分と全体

- 材料を積み上げて生まれる都市の景観

. 部分の 多様性と秩序

. 全体にまとまりをもたらすものは何か

. もののっくり 方の問題

- 美しいまちについて

- 部分と職能

・まとめ 部分からの要請にどう答えるか

岩本博行 / 西沢文隆 / 樋口治 / 富安秀雄 / 水谷穎介

/ 川崎清 / ; 紙野桂人

回 アンケー卜

・計画分野 (含造園)

近藤達夫 / 山地英雄 / 藤田邦昭 / i ! 9岡康夫 / 梶浦恒

男 / 大西国太郎 / 井口勝文 / 山田俊満 / 中村ー / 島

村昇 / 吉村元男 / 杉本正美

・建築分野

小角亨 / 松村慶三 / 竹山清 明/ 徳岡昌克 / i童藤剛生

/ 出江寛 / 吉村篤ー / 中筋修 / 山崎泰孝 / 松村賢治

/ 渡辺建和 / 瀧光夫 / 東孝光 / 太田隆信 / 安藤忠緩

/ 北島道生 / 竹本丈太朗

- イ ンテリア分野

福岡喜久縫 / 藤川宏允 / 坪居恭平 / 柏原秀夫 / 谷本

衣 子 / 伊吹弘 / 中村隆一 / 平井進 / 佐4 木恵子 / 安

永一典 / 山口道夫 / 山内隆平

・イ ンダス トリアルデザイ ン分野

坂下清 / 日野永一 / 巽正和 / 多国愛実 / 鶴岡英世 /

熊谷和郎 / 高井一郎 / 東方洋雄
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出 席 者 (順不同 ・敬称略)

岩 本 博 行 (竹中工務底)

西 沢文 隆 (寝倉建築研究所)

樋口 治 (京都工芸鎗維大学)

富 安 秀 雄 (市浦都市開発建築コンサル世 ンツ)

水 谷 頴 介 (都市計画設計研究所)

司 会

川 崎 清 (大阪大学)

紙 野 桂人 (大阪大学)

編集側

鈴 木 良 介 (京都工芸線維大学)

と き 昭和引年 10月28日(木)

ところ 日本建築協会会議室

西沢文隆氏

富安秀雄氏

水谷穎介氏

川 崎 清 氏

紙野佳人氏

川崎 都市とか建築で全体をつかまえる方法といいますと、たとえばシ

ステムとかパーツとか、あるいはストラクチュアとか、そう いうものが

ありますが、今回はそういう話よりもむしろ、もう少し具体的なほうへ

話を移して、部分の持 ってるテクスチュアとか、色とか形とか、あるい

は景観とか、そういうもののお互いの結びつきといったところであ、話を

ねがいます。

部分とか全体は建築だとか都市計画だとかによってその大きさとか意

味は違いますけれども、その辺の具象的なレベルの問題にむしろ光を当

てたいと，思います。

ところで、今日はご経験深い方々に集まっていただいてますので 、そ

れぞれの ζ 経験に基づいた生のお話を聞かしていただきたいというつも

りでございます。

まず最初に、岩本さん、西沢さん、樋口さん、若いときから厳しいデ

ィテールの修練を通して鍛えられたといいますか、それと同時にデ ィテ

ールを通じて何か物の見方というようなものを培 ってこられたんじゃな

いかと思いますが .... 。

1  

デザイナーは全体からとりかか

るか、部分からとりかかるか

西沢 われわれは物を生産していく立場になってきますと、まず大づか

みのところを決めといてずーとしぼっていくより手がなさそうですね。

このごろ近代建築のあり方に疑問を感じて、ほんとうは部分から始めて

ず‘ 「と花咲かしていくべきだという意見が出ている 。私もそれが本筋だ

と思うのですが、いまの段階では実際の仕事のやり方としてちょっとむ

ずかしいんじゃなかろうかと思うのです。 それで全体をしぼっていきな

がら、どうやるとディテールから組み立てていったような効果が生み出

せるかという、努力だけに限られるような気がするんですけどね 、われ

われのできることというのはーー・・。

川崎 ディテールをリファインしていくといいますか、そうしますとそ

こに物の性質がわかるとか材料感が出てくるとか、そういうふうなこと

カずたまたま多くあるように，思うので、すけれど -。

西沢 実は部分と全体とを簡単に切り 離せな くって、部分をやりながら

全体をにらんでいく 、全体をやりながら部分へ押 し込んでくるという 操

作が行われてましてね、まず部分と全体と分けること自身が大へん危険

なような気がするんですけれどね。

実際、操作としてはや っぱり全体から部分のほうへ入っていって、ま

た部分から全体へ広げていくという、そういう操作のような気がいたし

ますけれどね。

川崎 樋口さん、何か 一- 。

樋口 私の場合、インテリアでございますから、取っかかるときは 、相

当全体の格好がついて、それから一つの空間が与えら れるという場合が多

うございましてね 、どちらかというと部分の部分というようなことに な

ってくるかもわかりませんが - 。

西沢 たとえば、この部屋のインテリアを考える場合に、部分から入って

いかれるか、全体から .. 。

樋口 やっぱり西沢さんのお話のように全 体か らですね。全体を踏 ま

えた上で、イ ンテリアに入ってゆくことです。

西沢 でしょうね。全体としてこうしたいということがあって、そう す

るには部分をどうせめるかということになってくるんでしょうね。結果

として部分の集積として全体が感じられるようにもっていく . . .... 。

樋 口 そういうことですね。やはり全体からその部分、与えられた一つ

の空間の全体から部分へ入っていくわけなんですが。

川崎 少なくとも建築というと、ひとつの全体像があるスケールで浮か

び上がってきますが、「環境」などというと、具体的にイメージすること

建築 と社会 1 1977年 1 月号 69 



は、なかなかむつかしり。そこのところを、プランナーの方々はどのよ

うにとらえておられますか。

水谷 たとえば建築を建てるときにー ー与えられた敷地に建物を建てよ

うという形になれば、これはまさに建築全体を考えて、そしてその次に

部屋を考えてディテールをや っていくということになるでし ょ うけれど

も、建築の中にもいろんな要素がありますね、たとえば人が考える場所

だとか物を つくる場所だとか、それか らたとえば和室があったりお茶室

があ ったりする 。 そうい うときに 、この お茶室はたとえば町の中のあの

お茶室とこういうふうにつながっていくんだとか、このアトリエは IHJ の

中のほかの機能とこう つながってうまくコミュニケーションをもってい

けば非常・にチャーミングな仕事ができ るんじゃないかしらとかですね、

そういう部分が持 ってる イメ ージみたいなもの 、その建築 がまちの 中で

どういう働きを持ってほかのものとどうつながるかということのイメー

ジ、それが豊かになって、それで全体を組み立てないと、いい全体にな

らないと思うのです。いま日本の建築でその辺が非常に問題なのは、そ

ういう部分のイメー ジとか、その部分 が持 ってるほかのものとの関連性

ということをあまり考えないで、なんか与えられた敷地の中にオ フィス

ピルをパ γ と建てち ゃうとかレストランの絡好いいのをつくっちゃうと

かね、そういうことだけでまず スター卜するところに 問題があ るんじゃ

ないかなという気がするんですがね。

川崎 水谷さんは、 プランニングもやるし建築もやる、両方おわかりに

なった話なんですが、 富安さん 、 どうですか。

地t或全体というのはとんなふうなイメー ジなんでしょうか。

2  

プランナーにおける部分と全体

富安 仕事の仕方は先ほど言われた通りで、やっぱり全体 から入るんだ

と思うのですが、しかし都市の場合に全体というのはなかなかっかめな

いんですね。 それでたとえば京都がい いなんておっしゃっても 、京都と

いうのは一体どういう範囲で、たとえば行政区域の京都で話しているの

か、飛行機で何となく高くで見てるのか、というふうなこと 。実際に

はそうじゃなくて、京都の中の西陣のどこかが好きだとか、東山のn"i水

のあの辺の一画カず好きだとかですね。そういう意味で私、都市というの

はやっぱり自分の好きな部分をその都市のイメージに拡大しているんだ

と思うんですよ 。

設計するときはそうじ ゃな くて 、清水から町を つくるというようなこ

とは 、部分的にはあり得ても、やっぱり大きなところを決めて 、軌を決

めたりして、その中で¥この車景t也I; l . どこかみたいにしようとか、サンマ

ルコみたいな広場がいいんだなとかですね。( 笑い) やっぱりサンマ ルコ

にしても 、一つの部分、都市の中の部分ですからね。だからそういう意

味ではやっぱ り部分のイメー ジが リッチじゃ なければ都市デザインとい

うのは当然できないと思うのです。しかし それが都市のt易合に全体にど

ういうふうにつながるかというのは、ち ょっと 建築のようにはとらえら

れないんじゃないか… … 。

都市の場合、歩き回 ったとしてもなかなか的確にはつ かまえられん の

で、つい lまくら、地図を見たり航空写真を見たりして、 全体を見たよう

な気がしてるんですけれどね。 そういう意味では、都市の場合は ちょっ

と建築とちがって 、感党的になかなか全部つかまえら れないということ

はあるんじゃないかと思うのです。

西沢 1，200分の l のディテールとか2，000分の l のディテールとかござ

いますね。

富安 はい。だから 5 万分の l で見てるときと ... .。

西沢 5 万分の l は、 もうディテール、ありませんでしょう 。

富安 はい。 しかし大阪市なんか 1，200 だと 、もう目では見れないです

70 

ね。

水谷 ただその場合、5 万分の l とかえ 500 分の l というのは 、部分が

集ま ってできた結果としてあるのであ ってね 0 ・e 。

富安 そうそう 。

水谷 だから、都市計画を 5 万分の l でやれば全体の'，'j ・組みがつくれる

かというと、ぼくは全然違うと思う 。 やっぱり結果として部分的なもの

の積み重なったのが5 万分の l の地図だということはかなりな識しとか

ないと ・5 万分の l と同じような都市をこ っ ちへf与ってきてつくろう

かという日古はやっ Ij " りあり f尋なし、

富安 そういう意味 では、言われたように 、そういう 1. 200 分の l とか

500分の l がディテールだとすれば、ディテールのイメージを待 つてない

と5 万分の l というのはほんとはわか つてない。読めないわけですね。

それは同じだと思うのです 、その点では。

川崎 そうするとや っぱり 5 万分の l でフランニングをやるときに 、や

っぱりある音11分のイメージがあるという訴ですね。

富安 そうですね。

川崎 ただ、そのときに、全体のイメージはありますかね。

富安 全体のイメージというのは 、ぽくはそういう意味でなかなかむず

かしいと思うのです。ただ全体のイメージとこれが言 えるかどうか知 l ら

ないんですが、たとえば奈良の二 月堂か何かの階段のところから奈良を

見渡しますね 、で奈良の全体のイメージというのはや っぱり部分のイメ

ージの積み重ねのほかにああいうものもあると思うのです。だからそう

いう怠味では都市のイメージというのがあるとすれば、やはり人間のイ

メージという言葉を使う以上、都市にはサイズがあ って、や っぱり 50万

とか 100 万までです。 l 千万都市というようなもののイメージを先に頚

に描いてイメージをするというのは、私はち ょっ とむずかしいと思いま

すね。だからそもそも 、いい町、できないんと違いますか。

水谷 ふたつあると思うのですよ、全体のイメージを考えるとすれば。

ひとつはいまお話があ ったランドスケープというのが、そのI也形に対し

てどういう町をつくるカ」一一昔のお殿さんがや ってこられたようなね、

やっぱり大きなランドスケープが必要だと思う 。ただそういうことはい

まの社会ではできなくな っているわけですね。建築を与えられた敷地 は

ー コマだし、全体をつなぐようなもののランドスケープ ・デザインなん

でできませんからね。 まあ全体が必要だとすれば、そういうランドスケ

ープ ・デザインはものすごく大事だと思う 。

もうひとつは、都市をつくるという立場に立 ったら 、どういう人間社会

をつくるのだというフィロソフィーが必要だと思うのです。現在のたと

えば日本のそういう都市的な仕事の中である意味では非常に欠けてるの

はそこらでね。団地というのは家を建てるものだという発想だけしかな

くて 、家を建てであとそれが便利に歩ければいいとかね。少なくとも理

想社会をつくるんだというようなことは、ヨーロ γ パがいままでつく っ

てきたものなんかに比べたら 、筏端に言 って弱いですよね。ほとんどな

いとい っていいと，思います。 だからあまりいい凹Tカずできない。

3  

材 料 を 積 み 上 げ て 生 ま れ る 都 市

の 景 観

岩本 たとえば発生的に考えれば、 r ァーキテクチュアウ イズ アウト ・

アーキテクト 』 という本があったでしょう 。 あれなんか見ると、部分も

いいし全体もいいですね。

たとえばあれは日干し煉瓦なんですけど、あれは持ちやすいぐらいの

大きさでもって一つのプロ γ クをこしらえて、そして積み重ねていくわけ

ですね。皆、土ですわね。で、それを積み重ねていって自分の家をつくっ

て、隣の家も同じようにやっていってそれが全体につながっていった。

つまり部分から全体が発生していっているわけですね。そうしてそのよ



その建築はまちの中でどういう働きをも っているか ー

t
昨

川

町

全f本のイメージ

さも非常にいいわけですね。

たとえば京都の町 を見ても 、あ のよさは 、 上 か ら見たときに 瓦 の 波

が続いているところに大きな魅力があるわけですね。

そうすると瓦というこの一枚の部分が健供されて、瓦は黒やぞ、 この

大きさやぞ、で屋根には瓦をふくもんだという習慣みた いなものがあっ

て、それ がみんな同じようにやってい った。木は、木しかなかったから

木を使う 。同じ 材料である 。皆そういうふうにして与えられた部分を集

積 していくと 、都市 という巨大なものにな ってい った。

京都の岡Tはそうだし、さ っ き言いましたプロ y クの集積もそうだし 、

たとえばボストンなんか煉瓦ばっか しで、煉瓦を積み重ねるという部分

が集積してボストンにな っている 。 そうするとある材料をぐーと拡大し

ていくと美しい都市が出ていく 。 こういうことは言えると思うわけです。

西沢 それはね、その場合、材料だけじ ゃなくて 、やっぱりつくる姿勢

のほうが大きくてね、ああいう時代の人というのはつくるということを

知ってたと思うのです。 いまの人はそういうものを、 均一のものを与え

た って、で、き っこないだろう 。

アノニ7 スI j MS市が美しく生動しているのは材料や工法が統一 されてい

るからだとする岩本説は正しいように忠われた。最近気になり出したこ

とはそれが材料工法が統ー されているからという原因だけではなく 、家

をつ くる人自身が家の在り方を体でわか っていて 、材料の扱いについて

も身に渉みて埋解していたからこそ 、一軒一軒が美しくしかも全体と して

もまとまり得たのではないかということである 。この点を見落として処

狸すると大変か、。一一西沢 ・注一一

水谷 ぽくもそれはち ょっ と・…・。 いい素材をつなげていっ た場合に、

全体 が非常に迫力のあるいい全体ができる 、 と。 おっ しゃる通りですわ

ね。 日本の景観なんてまさに 、瓦だとか 、そ うだと思います。 いま 西沢

さんがお っ しゃっ たように、それのつながってる人間の気持ちがあるの

でね 、 コミュニケーシ ョンがあるからそうなので、た とえばいまや って

るプ レフ アプリケーシ ョンのユニ ッ トを日本国全国へばらまいていった

らいいものができるかとい ったら、絶対にできないわけですよ 。 それは

やっぱり、かなり心の問題というのは大きいと思うのですけれどね。

岩 本 おっ しゃ る通り、プレハプがこうや ったら、いやらしいでしょう

なあ 。( 笑い)

だけどね、たとえばさ っ き言 いました、 材料が初めから自然の材料だ

ったでし ょ う、 自然の材料がなん l f 積み重なってもかまわないという原

則があるわけですよ。

西沢 それはひとつありますね。 ありますけど、それだけを信用してい

いかどうかというと、や っぱりそれだけではだめで、それを つくる人が、

つくるということを知 ってるからああいうふうになったんだろうという

気 が しますね。

岩 本 そうかなあ。( 笑い) それは化学的な変なものをっくり出して、み

んな勝手にバラバラの材料つく って、プ レハ ブをこしらえて 、それが集

まるとややこしいなるのはあたりまえですわな - 。 はんたいに手づく

りで自然の材料でや ってい ったら、全体を見ないくせに、でき上がったや

つがような っている、事実上。世界の都市見たら、皆そ うで すよ 。石の

世界、煉瓦の世界、土の世界、木の世界、これ全部目的なしで部分が集

秘してい って全体がいいわけですね。 そこには全体の意志というものは

初めからあれしません 。

水谷 いや、ただ、その手づくりというのは、自然の材料を加工して手

でつくるというときに、やっぱり人聞がどう生きて 、自分たちの仕事な

り労働がどういう意味をも ってるかということをおE いに共通の言語と

してあると思うのですよ 。

いまのプレハプのシステムというのはそうじゃなくて 、そういう 一番

大事なところをみんな省いてしま ってもできる こと は向かと 、こういう

プログラムのところが一番問題だと思いますね。

西沢 lまくもそう思いますね。
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4  

部分の多様性と秩序

紙野 昔の告11分とい うものはお、っ しゃるように自然の素材をわりに自然

に扱って、そのまま伸ばしてでき上が ったもんで、それを積み上け‘ ていき

ますね。 そういう Mo ' 味で、よく似たもの、色も形もわりによく似た、あ

る範囲を出ないようなものが各所にあ って、そういう部分をだれも皆積

み上げてしぺ 。 だからたとえば蜂の巣は、一つ一つ比べれば全然途うけ

れどもや っぱり蜂の巣だという、そういう積み上げてい った結果がどこ

かでおさまるという調和点がありますね。 またそれを超えるということ

もまた非常にむずかしし、。 それが社会的な枠組みみたいにしであるとい

う感じですね。

ところがf見在の部分というやつは、非常にいろんなものがあ って、お

っ しゃ るように惑いものもいいものもある 。 まあ千差万別で、ある 。 そう

いうたくさんあるものの中で、それの中から{ 百j かを抜いてくるという考

え方をされるのか、あるいはた くさんあるものを片 っ端から寄せてい っ

て、そうしてそれでもなおかつ、いま 言っ たように 一定の干刻字の中へ持 っ

ていけるというふうなお考えであろうか。 そういうところはどうでござ

い ま す か ?

西沢 昔もかなり同じ方法の中から自分の意思に従 って拾い上げてるよ

うでございますね。

岩 本 そっちへ進むということは、干刻字づくりをしようとしているわけ

ですよ、ある干幻字を 。 だから取り上げてるということは 、 その人の中に

ある秩序をつくろうとする意志が働いているわけですね。 それはモヤモ

ヤしてる状態かなんかしらんけれど、それを取り上げたやつを集積する

と一つの秩序ができとる 。 こういうやり方が作家のやり方と遠いますか

しら 。

紙 野 その場合に、その選んで、くるベースがかつてはかなり調和してい

たわけですね、ベースそのものが。 ところが現在はそれが非常に多様化

して、もう何でもある、いわば、どうにでもできるという状態もありま

すね。

西沢 やっぱり選択の意思が弱いから・ 。( 笑い)

岩 本 そりゃそうですな 。

水谷 昔と今の遠いというのは、たとえば昔、瓦でああや ってお家をつ

くりましようとか、京都の町をああいうふうにしてっくりましょうとい

うことが一気にできたわけじゃないですよね。や っぱりああいうものに

してもいいというみんなのコンセンサスを得るまでに非常に長い時間が

かか ってて、みんな、あれがいいじ ゃないかということがあ って初めてで

きたんだと思うのですよ 。

いまの場合は、結局これでやるぞと 言っ てみても、だれもがいやだと

か、困るとか、何も言わんうちにサーッとできちゃうわけでしょう 。

富安 私、それはあまりコンセンサスとか、いいと思 って選んだという

ことじゃなくて、それしかなか ったんだと思うんですよ 。人為的に、み

んなが協力してこれがいいから選んだというふうな言日方は、やはり厳

密ではない。

西沢 ぼくもそう思いますね。

水谷 しかし瓦だけじゃなくて、建物建てるときは、京都のような町家

を通 り庭で建てようとかいうのも、かなりいろんな生活だとか仕 事の 中

で継承されて、お互いにそういう仕組みがいいなという同意を得て 出て

きてるわけですよね。

岩 本 それしかなかったいうのか、それしかようつくらんかったいうの

か、つくる能力なかったんか、と つちかということですね。瓦以外のも

のをつくるとややこしいなるさかい、やめとこうというコンセンサスが

あったのか、それとも無意識であるものを使っとったのか、 ここに日本
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民族に意志、があ ったかなか ったかということですよ 。

水谷 それはさ っ きお っ しゃ った自然の材料としてそれしかなか ったと

いうことはありますわね。

岩 本 大体において、それしかなか ったというのか、それがいいんだか

らそれにしたのか、ど っ ちだと思いはります? わたしはや っぱ り怠志が

{ 動いていたと思うんですよ 。

富安 大きな枠としては選択の余地がなか ったのじ ゃないですか。 ある

粋の中では選べたとしてもね。

西沢 その中で、どうしたらいい瓦ができるかということで、努力はした

( 笑い l

樋口 そこでお伺いしたいんですけど、瓦が美 しいとか京都の家並が美

しいとか、いろんな問題が出て きますね。 そうすると 今度はそれ に対照

的に現在の都市一 一まあ大阪でも東京でもいいですが、あまり 美し くな

い、種々雑多で、ある、あまりにも技術ができ過ぎていろんなものができ

過 ぎてるから雑多に使 ってる、というようなお話のように思う のですが、

そうするとそれを美しくさすためにはどうすればいいでし ょ うか。

た とえば強権者が出て きて、 一つの スタイルに統一 しろとか一つの モ

ジュール に統 一 せ よとかいうようなものに やっ てい ったほ うがいい の か、

やはり現在の ように、好き勝手なようにやりなさいという ふ うなことで

もってい ったほうがいいのか、ど っ ちでし ょ う?

西沢 格好、好きな よ うにやりなさいということはいいんだけれども、

格好をほんとにつ くるつもりでつくれば大丈夫と思うのですが、 ( 笑い)

それをほんとにつくらないのが根本的に問題だという ー

岩 本 私ずばり 言 えば、強権がないとあかんと思いますわ。 そんなも の 、

みんなで好きなよう に さしと ったら 、ろくなもの、でけしまへんわ。

樋口 たとえば、青い瓦はやめろ、と 。製造をやめろ、使うことはまか

りならん、と 。

岩 本 もう瓦は黒だ、皆、 黒 を{ 史え、とい ったら、ようなりま っせ。絶 対

にようなりますわ 。

富安 私、それは実 は見たことがあるんですよ 。鹿児島 へ行 ったとき に、

みごとに鹿児島が黒 みたいなグレーみたいな瓦で 全部なんですわ。

こんなにみごとに色がそろ ってる町というのは私見たことがないので、

飛行機からおりていくとき、実に驚いたんですわ。例外ないんです わ。

そうしたらね、桜島が噴火して、あそこは黒 い灰なんですわ、白じゃ

なくてね。だから l噴火した直後に私行 ったもんですからね (笑い)。 鹿 児

島のオフィスビルに至 るまで、上が黒 くな ってるんですよ 。 ほう、鹿児

島というのは徹底した色彩計画をや っとるなと 。 それは不思議です よ、

ｾ ｉ ｔ じゅうが全部黒に沈んでるわけですわ 。

岩 本 それは早 い話が、雪が降 ったらきれいで っしゃ ろ。

富安 いや、異様な感じですよ 。

川崎 よか ったんですか、悪かったんですかっ

富安 いや、それでね、私まず篤いたんですわ。 や っぱりきれいですよ、

まず間違いなくきれいですよ 。 しかしそれがね、ほんとにいいかどうか

ね。

雪景色は、確かに美しし 3 。白一色に塗りつ ぶ されたためであるこ とは確

かだ 。あらゆる物と物の関係が雪の白によ って消え去 った状態をみて[ 1 苦

慮的な快感を味わ っている点もあるのではないか。季感を出すために雪

の庭園の写真をよく見かけるが、問題は雪景色と 雪のない庭園 とどちら

が美しいかだ。もし前者の方が美しいとすればその庭園は大したことは

ないと 言える 。都市は一つの材質感や色で統一すれば当然統一感は出る 。

そのことだけで人々に訴えかけてくるかどうかだ。ア ノニマスな建築群

を見て美しいと感じる のは材料工法からくる統一感が原因であるかのよ

うに忠われるが、それをつく った人々が家の在り方や材料のあり方を芯

の底まで知りぬいていたために人が住んでいる姿 が実感される一一 それ

が観る人々の心に訴えかけてくれるではないか。」二から押し つけて形式

だけ統一 してみても統ーによる美しさは出てこないのではなし、か。一一

一西沢・注一

岩 本 ほんとにいいのか言った って、雪降 ったら、きれいですゃんか。

きれいということを肯定せなあきまへんわ。

富安 いや、 そういう意味できれいだということが全体がいいというこ

とにダ イ レクトにはつながらないんじゃないか ・・

岩 本 いやいやつながりますゃんか。雪景色、きれいですゃんか。



部分の多機性と秩序

水があるということは緑があるということと同じ ー

富安 私はね、ここで部分と全体という話を都市と建築というふうに直

しますと、は っ きり言 つであきらめてるというかね ー -。

実際には建物を建てる人がほんとに周りの調手[1 とかそういうのは考え

てくれないんだと 。 われわれ期待できないんだ。 そうなると、ゴチャゴ

チャの中にー おだれにも愛される調和を求めるのはグリーンしかない、

というイメージをしてるわけです 。

岩 本 グリーンというのは木のことですか。

富安 はい。

岩 本 グリーンの色とは迷いますな 。 ( 笑い)

富安 H. が相当T i てば、相当見苦しくてもですね。だから似をどうかと

いうことが、ひとつの将来の都市長: l U I . の上で・は非常に大事だと思います。

仮に住宅公同の標準設計がワ y と並んでも、あれが緑の中に埋没すれ

ば、だいぶ迷うだろうと 。 また ｮｾｾ 、東京の戸山ハイツなんてのは、も

う主主てて 二 卜何年になりまして、緑が大きくなると、もう兄 iiit えるよう

になりますわね。だからそこにひとつJ t l I待しているわけです。

岩本 それは木ほどええものはあれしまへんわな 。 そらもう絶対ですわ。

そやけどね、いま木がこうあったら、木の高さよりアパートのほうが

向いで っ しゃろ、そやから変なものがいっぱい見えよるわけや。大休人

1mが木より高いところへ住むのがいけまへんのや。 ( 笑い) 木の下で住

むのがほんとですねん。だからこれおうなってるということは、これで

もうれ然破撲であるし、人間否定ですよ 。 そんなん、ええもんできるは

ずないですわ。

川崎 オランダの例は、あそこに川がありますでしょう 、 あれがかなり

大きな要素を待 っ てると思うのですよ 。 変化をうまく川で統 ー してるｾ

5誌があると思うのです。

だから大阪なんかでも、沼が埋まらなかったら、あるいはも っと迷っ

てたかもしれないという感じがするんですがね。

富安 本があるというのは、総があるのと同じですね。

水谷 ぽくは緑というものがあればいいということはわかるけれとも、

町を組み立てる要素は緑じゃなくて、や っぱり人間の住むところと仕事

する立場だということになれば、建物がいい町じゃないと本物じゃない

と思いますね。だからぽくは富安さんみたいにおりられないの。 やっぱ

りいい建物の町並みができる町ということを、しつこく追いたいですね。

5  

全体にまとまりをもたらすもの

はイ可か

岩本 いい建物が集まって都市にな った場合にどんな都市がええかとい

うたら、たとえば瓦の町、煉瓦の IIIT、石の町、こんなん 、 みんなよろし

いでっせ。それね、そんなことはない、みんな自由だ 、というたら 、t色

士、I にええのん、でけしまへんわ。

水谷 西沢先生がおっしゃるように基本的に一つ一つがよけ ればいいじ

ゃないかというのは 、 これは石在かに ＪＺＤｾｩ 命としてあるわけで、すね。しかし

J:H本自守にはそうはいかんわけですわね。 そうなるとぼくもやっぱりおっ

しゃるように材料の問題だと思いますね。日本の場合だったら瓦をふい

た阿をつくることのほうが、フラットルーフの PITを一生懸命にデザイン

するよりは、ずっといい阿ができるという気はしますね。

それと、そういうふうなことをむしろすることによって、建築屋さん

のディテール喪失ということじゃなくて 、やっぱり部分にもっともっと

手をかける建築屋さんをつくったほうが、少なくとも建築の質はよくな

ると思うし、人間1の生活にとってもよくなると思うのですよ。

岩本 それだけわかってるのに、なんでみんなグチャグチャにつくるん

かな ... 0  ( 笑い)

樋口 いまわ、っしゃるの、全く同感なんですが、そういうふうにするた

めに 、ブルーの瓦の例を挙げると 、みんなブルーの瓦になったら、なん
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であんな汚いのを選りよるのやと。ところがいまはみんなブルーが好き

で、自分たちの一つのステータスシンボルか何かでブルーをやる 。そう

するとそれを強権でもって、いかんというのか、自然に皆の格好が上が

ってくるまで待つのか、これはど っちなんですか。

それとも う一つ 、か じを取る 一つの方法として、流行があるんですね。

で、流行というやつをうまく使って、もうブルーは流行おくれやという

ようなな織を大衆に持たして、つぎは赤であるとか賞である とかいうふ

うな 曲げ;7をしたらいいのか、方法としては どう いう ふうにして ・0 ・ぃ 。

水谷 ぼくは強権はやらないほうがいいと思ってるんです 。

いまたとえば日本の住宅でも、1 ¥1 : ¥ぃ瓦がいいという人が非常にふえて

きているわけです。それはやっぱり黒い瓦のあ、うちが建 ってくる と、落

ちついた住宅地だということがだんだんわかってきているわけですね。

日本のT t - の岡Tを考えても、そういうところ へ誘導していく必要がある

と忠、うのです。 ただ、誘導 していくためには 、そ ういう 町 を片一方につ

くらないと 、たとえば黒い瓦で・いいハ ウジングをつくれば、それを見に

いけばやっぱり 、いまの標準設計の箱が並ん でる 町 よりもいいじゃない

かと、まあ普通の感党なら大体そう判断 してくれると思うので、す。残念

なことにいまの場合は、そう思わせるも のがないわけですよ。

岩本 京都にありますが、瓦 が ダ - ' / とあったらええということを 。 そ

れは倉敷へ行 つでもあるし、金沢へ行つでもあるし・ ・・ー。

水谷 いやいや、古い町にはあるんですけど、新しい町でないのが 、や

っぱ りわれわれにと って 非常に弱いわけ ですよ。

岩 本 新しい田Tは、みんな好き勝手ゃるか らでけへんわけで 、強権をひ

いて・ ・

水谷 たとえばだから住宅公団が全部黒い瓦をふいて・・ ・・・ ・月IJ に黒とは言

いませんよ、それは 山陰へいけば赤瓦でいいですけれ どね。 その地元の

瓦を使 って家を建てます、たとえば日本の公営住宅は全部 それで やりま

す、とい ったら、そうなりますよ。 ただそういうカをよト ってるところが

そういうことをやろうとしないわけですよ 。

逆に、住宅公団とか公営住宅に工業化路線とい う' I ' f 設があるでしょう 、

それはや っぱり 、一番初めの話に戻るけれ ども 、人 1mがつくっていくも

ののよさというふうなことを全く極端に言ったら否定している 。 そうい

う手法的な' I ' f 設だから、これはいくらや って もよくならんですね。

だからやっぱり建築というのはローカルなすべての技術の基礎であ っ

て、いい建築をつくっていったりいい材料をつく って いくことがやっぱ

りその地域の大工さんの手だとか職人さんの手だとか、工芸だとか、そ

ういうもののレベルを上げるんだという思想にまで建設省が立 ってく れ

れ1; 1: ね・- 。

岩 本 その通りですな 。

紙野 最近民間の建売りのほうはキ ャッチフ レー ズが少し変わってきた

でしょう。瓦屋根をふいていることをキャ y チフレーズにあげてみたり、

あるいはよそのりっぱな公園の俄にあるということをキャ y チフレーズ

にしてみたり一日・・ 。 あれはだから 、ああいう :hl 日未ではあ、 っしゃるベ ース

は、 なんか民間ベースでは徐々に上がってきているんではなかろうかと

いう感じはしてるんですけど、どうです、その辺は。

水谷 民間1のiJ; 1合はある程度妥当な線へいかないと ・… ・・まあフ 7 ' / ショ

ンという、流行性 ということは確かにあるけれ ど、ある程度妥当な線へ

いかないと、つぶれちゃうからね 。公営住宅はつぶ れないからね、間違

ったことをしてた って …・・・。

西沢 確かに瓦をふくと、売れがいいんです って。瓦をふいてあると、

自分の家だという感じがするらしいですね。それで瓦をの つけるんです

けど、そのの っけ方が大へん問題で. .... 。

川崎 公営住宅の話、ちょっと出ましたが、富安さんなんかわりとそう

いうのに携わられるチャンス 、多いと思うのですが、 一つ は、私の最初

の感じではかなり絶望的だったんですが、最近わりあい若い公団の人な

んかとつき合 ってるうちに 、非常にやる気にな ってきているよう な気 が

するんですがね、その辺どうでしょうかね、今後の公営住宅の将来とい

うのは。

岩 本 公営住宅はたとえば密度に制限があ って 、これ以上密度を上げな

いという 一つの規則みたいなものがあるでしょう 。そ れが民間だ ったら、
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なんぼでも詰めよるですよ 。 そこらや っぱり公営はええなと! と" いますな 。

富安 その公営住宅の問題はいろいろ批判はあるわけですけれども、ひと

つは公釘住宅というのは日本の所得の中ぐらいから低い人の住宅の /J ( 準

を示しているんだと思うのです。だからこれが非常に低いということは

やはり日本の底辺の低さを示しているわけでね。だからそれをつくる建

築の人が手を 抜 いていいという意味じゃなくて 、 行 ｦｾｬ の問題を含めて非

常に水準が低いわけ です。だからその水準の低い中で、住宅公f . f lとか大阪

府の人たちがそれなりの努力はある範囲ではしてる 。 それは私は認める

べきで 、日本の低所得者にできるだけ安い家賃で良好な住宅を少しでも

供給しよう、と 。

ただ、そのオリエンテーションの中で、安いためにはなりふり柿わな

いんだというふうな商は確かにあ ったと思いますしね。

それで最近公団の人たちががんば ってきたということがあるとすれば、

がんばれる状況がだんだんできてきた。前からやりたくてもある条件の

中ではできなか ったのが、だんだん社会の全体の水準が上がるにつれて、

やれる余絡が出てきた 。 それに飛びついてるというんですかね。

6  

もののっくり方の問題

岩本 居住性というものを別にすれば、たとえば九尺二 /[11の倣' ，Ifll り長屋

と いう のがあったでしょう 、前 ｛ｑ ｪＱ ｈｾ を 比た らあるでしょう、 井 戸端会

j殺の。 あれなんか、活動写其で兄た ってよろしいやろ。今 11のねはデザ

インの ｡ｬ ｾ Ｇ でしょう 、そ うすると千 干 のああいう Ｉ ｌ 尺 二 附の ー 酢底辺 の家て、

もよか ったですよ。 それカぜいまは同じものをつく ってでも忍〔いというの

は、材料の惑さですよ、これは。

富安 その辺、 比べる対象が ー

岩本 比べようがないつ

富安 ええ、ちょっと迷うものを比べてるんじ ゃないかという気がする

んですがね。

岩本 だけど、底辺ということは一緒でし ょう。同じ底辺の家を つくり

ながら、千キのにはなんか! 万絡があって、いまのには，t M者がない、それは

一体どういうことかということを私はここで言いたいわけですよ。

水谷 ぼくは建築のっくり方の問題だと j忍う 。

西沢 私はやっぱりつくる人がつくることを知 ってること ・。

岩本 合 の 人 が ?

西沢 はい。

岩本 しかしね 、昔・の人は 、私はおそらく大工さんがパー γ とや ったと

思うのですよ。

富安 それをいまのこういう社会情勢で再現しようというのは、実際問

題とし てはもう 非常に コス トがか かると 思 うのですよ 。 そういう人がい

ませんしね。

川崎 コス トはかかるんです がね 、た とえば墜を塗 る人は木 材のことを

非常 によく 知 ってるわけですよ 、ある いは建具 をたてる 人は大工のこと

をよくま日って るわけですよ 。で自分は 墜を塗るときに、せ っかく 大工が

やったのを{努っけないようにと 、物すごくそういう全体 に対する配慮 が

あって自分の部分に対 して誠意があるわけですね。つまりそういうもの

を育てていったら、これはコストの問題じゃ与いように思うのですがね。

水谷 たとえば内装ひとつにしても、シ y クイなんて" 本にいくらでもあ

るわけですよ。そういうものをちゃんとした左官屋さんが塗る 仕事 さえ

コンスタントにあれば、( 可も高 くないわけですよ 。 それを左官崖さんの

仕事をな くしちゃうから 、左官屈さんが困って落ちていくわけで、で結

局左官l墜さんがいないといって 、! 日I してるかとい ったら、ビニールの壁

紙狼ってるわけですよ 。ナンセンスなんですよ、は っきり言っ たら 。 大

体そういう ふうにしてきたんですよ 。建設産業の政策 が完全に 間違 って



同l じ高さで続いてて、ちょ っと飽きるところもあるけれど・固い・

ひとつの色、ひとつの材料・…・

たんですよ 。基本的に 間違ってる 。

富安 しかし、それは建設産業も間違 ってたと忠うんですけれど、それ

をバ y クア y プしているのは、より安〈便利 でさえあれば少々そういう

デザインはどうあろうとかまわないと、支干寺してる人がたくさんいるわ

けですよ 。建築家が必くてそれから建設業が怒か ったらああいうのがで

きるかというと、そういうことはぼくはないと思うのですよ 。

水谷 建築主語、建築業、建築の役人 、政策だと思いますね 。ほかの人以

外、だれも建築のことなんて考えてないんだもの。 よその人が考えたん

じゃないもん。

富安 それは少なくとも、出てきたときには、選ぶ門由が建てる人にも

あ ったと思うのですよ 。だから IJ . ' くはや っぱりそれを円本の一部の人が

間違 ってたということは仮にあ ったとしても、も っと大ぜいの人が支持

してたと !ι うのですよ 。だからそこがや っぱり問題であ ってね。建設業

だけが独走してこれだけのことができるかというと、それはできゃしな

いですよ 。 だからや っぱりそういう風土とか価値観というのは、 H 本全

体の間組だと思うのですよ 。

紙野 しかし最近は、職人さんを育てる学校だとか、こういうのが要る

ようにな ってきたんではないでしょうかね。

樋口 確かに住民意識が惑いということは言えますね。たとえば昔の町

並みは確かにいまよりきれいか ったけれど、それに加えて住民がそれを

さらに美しくしようとする i寅出力があ ったような感じがするんですよ 。

まん幕が、そうですね、祭りとか正月に幕を張る 。そうすると、きのうま

での町並みと全然違ったひとつの演出がピュ- " / とできてくる 。 ああい

うことを告の連中は知 ってたんですね。 ところがいまのわれわれは、そ

ういう演出をしようと試みないで、とにかく自分だけで、それで何とか

して奨質なものをつくってい ってそれで臼立たそうと、それば っかりの

押し合いへし合いですからね 。ここにひとつの住民意識の問題もかき立

てないかんと思いますね。

富安 住民まさに砂漠みたいな状況で、とくに新しい市街地では、建物

は新しくても中に住んでる人は砂漠のような人間関係ですからね 。

紙野 それと建築家のほうで、やはりいい材料、いろんなものがある中

でいい材料、それからいい色といいますかね、そういうものを実際にも

のを造る中でしぼりあけ‘ ていくということが婆るんではないでしょうか

ね。

岩本 わたし l主要ると思うな 。

紙野 さっ きの、だれか偉い人がお って、これや / というんじゃなくて、

全体で .:mいものは使わない、だからどうしてもつく っても売れない

という状況を造り出す必要があります。

西沢 大体こちらで選んでカーテンでも何でも決めますでしょう、そう

すると、つぎ、もういっぺんやりかえようと思 ったら、手色対にその中内は

なくな ってる 。で、づまらん柄だけがいつまでも永続して残 ってますの

でね。 日本人全体の文化感党が低くなりすぎているのですね。

ひとつひとつ変化があ って、かつ統ーがあるという町があ ったら ー ， 

線の中に埋没すれば・ ウェルタン、ハワード地区

ディンケンスピュよル . .  

美 し い ま ち に つ い て

富安 ぼくひとつ ... . .。強権で統一するというのは、まあいろんな意味で

反対なのは、まあここではデザインの問題が中心なんでしょうけど、た

とえば軍隊で、水兵さんが全部ネーピーブルーで、白い擦でサ- "/ と並

んで白い手袋はめて歩くと、きれいですよ 。 しかし、きれいだというこ

とと、それがいいということと、私は違う均合が大いにあると思うので

すよ 。

きれいならいいかというと、私それはちょ っとおかしいんじゃないか。

岩本 郎市がそういうふうに統ーされて 、まあきれいだけで大したこと

ないとしときます、いま仮に 。 そやけどその家の中へ入ったら、みんな
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個性があって、自分の好きなようなことをや っとる、プライベートな問

題は自我丸出しでやる 。 しかし建築は社会性があるから、表向きはみん

な協力しあいしてひとつの統ー をとる 。 これが本筋だと思いますな 。

富安 ただ、その統ー を、みんなで相談して決めるんでしょうけど、ま

ずく統一 されたら、かなわんですなあ 。

私のイメージしてる建築家というのは、たとえば木だけで全部つくれ

ばある統ー ができて、きっといいですよね。 しかし、いろんな材料を佼

いながら非 Ｑ ［ ｾＧ にみごとな調和をつくり出せるのが建築家でね 。 もしドロ

だけでつくるのがいいに決ま ってたら、それは建築家じゃなくたってで

きるわけですよ 。建築家というプロフェ y ションがある以上は、いろん

な材料をみごとに使いこなして新たな調布1を生み出すから専門家なんで

ね。土だけでやれるんだったら、ぼくは建築家、要らんと思うんですよ 。

岩本 ほんとは建築家なんか、要れしまへんで。 ( 笑い )

富安 ああ、そうですか ーー( 笑い ) ¥、や、それならいいんですけどね 。

岩本 だけど、歴史的に見たら、そういうすばらしいのんがい っぱいあ

りますのや。歴史的に見て、何もないことなか ったんですよ 。

西沢 ノ{ 1) は美しいと忠われますか?

岩本 パリかつて、大阪よりはよろしいですよ 。( 笑い) あんなん、石が

ダ - "; と続いてて、ちょ っと飽きるようなところがありますけれどね。

閉じ高さでダー ッといくのは、しんどいですけどね。そやけど、もっとええ

とこ、い っぱいありますのや。

それでイタリアやスペインなんかへ行 ったら 、寸レンジ色の瓦がダ-

y と続いてますよ 。

ああいうひとつの色、ひとつの材料で、どこまでい ってもすばらしい

郎市というものはいっぱいありますねん。 それを、単にきれいだけであ

って何もないということは、 t色対にないですよ。 それはもう草色対 lこいい

ですよ 。感激もするし情緒もあるしね。

富安 私はむしろ理想、を描くんであればね、や っぱりひとつひとつ変化

があって、かつ統ーがあるという町があ ったら、 ー 需いいと思いますな

あ。

岩本 たとえば寸ランダは大体同じようなやつが並んどるけど、皆違い

ますわ。 それでもまあまあよろしいわ。 そやけど、たとえば京都の町、

あれは瓦と木でや ってるわけですけれどね、あの裕一千は皆微妙に違いま

すよ、それから高さも皆違いますよ 。 もう微妙な違いで、材料がほとん

ど一緒でね、もうすばらしい情緒があるわけですね 。

富安 まあ京都はいい例ですな 。

岩本 だからね、変化 があってええというものは、それはあたりまえで

すよ。変化があって 、 ええもんもできますよ。 それでもね、その変化 は

だれがつけるのやいうたら、そんなうまいこと、つけしまへんわ。 (笑

8  

部 分 と 職 能

樋口 それからちょっと角度違いますけれどね 、私の立場から 、今度は

逆に部分から全体へというような具体例なんですけど、ご示先日のように

現在のインテリアの仕事の柱というのは、ショ y ピング ・インテリアと

ハウジング ・インテリアなんです。

住宅のインテリアといいますと、どうしてもクライアントは一般消費

者、紫人になるわけですね。で索人が何 か中途半端にインテリアを非常

に告日りだした。それはたとえ l i r ァンアン』とか r ノンノン』とかいう

ような婦人雑誌がインテリアというものを非常に浮かび上 がらせた。イ

ンテリアというものをフ 7 'J ションとして取り上げてきているわけです

ね。そのインテリアがファッション 化することの可否論というのがわれ

われにとって 非常に大きな問題 になってるわけです。
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そうなってくると、フ 7 .'j ションのフィロソフイーを考えていかなけ

ればならない。 ファッションとは一体なんであるのか 、 インテリアがつ

ながっていっていいもんだろうかどうだろうかという問題がひとつ 。

それからもう一方の商業空間のインテリアですが、たとえば、ひとつ

の庖舗の改造等の話である商1; 5 に赴くとしまして 、主人に会いますと、

主人が自分の庖の改造の話をする前に、まず言いますことは 、ここの商

底街全体 どうあったらよろしいか、先にそれを考えてくれ、ということ

です。とくに地方都市ではそうですが、商庖街全 体一括して考えてくださ

い、それからその 中のひとつとして私の庖舗を考えてくださいと、こう

くるわけです。そうなりますとインテリアデザイナーが今度は商業地域

問題まで考えんことには 、 どうしても商売にならんわけです。

それで、私のようなインテリアデザイン専門家がこのごろ考えてます

のは、たとえば東京の代表的な商業地域のパターンはどうなってるかと

いうことなんです。

これがやってみると、意外に 、三越から日本橋、告知座、新稿、赤坂そ

れから青山から渋谷というふうに大きな 一本の動脈ができてしまってい

るということに気づいてみたりね。

京仰の中心街はどうなってるかというと、河原町四条から上へ三条ま

で上がって、東西には四条と祇園の聞に延びとる。ところが河原IHJ 四条か

ら南へ全然延びないのはどういうわけだろう 。 それともうひとつ、京都

駅とその聞が離れてるのはどういうことか、とかですね、インテリアデザ

イナーがだんだんそんなことを考えないかんような H寺代になってきてい

る。で逆に部分から全体を取り上げていかなきゃいかんというような状

況になるんですがね。

水谷 いまのお話が、たとえばお庖屋さんが阿I を考えるというのは、般

かにひとつの流行だし、たとえば 『商庖建築』なんて、まさにそういう

ような記事ばっかりふえてきてますわね 。でも同じようなことは、建築

屋さんが都市を考えるというのは、過去にやってきたわけですね 。 それ

から最近は造園屋さんがさ っきの環境とか {可かでやるとかいう 。

そういうとき 、 ラ y プの仕方のときに、部分ということをかなり強く

こだわる人じゃないと、広げた途端に完全に質が低下するわけですよ 。 、

街端に言ったら 、個々のお庭の設計とか、個h の木のこともわからない

のに 、都市全体のグリーンをメッシュで計算してみたりね。

岩本 ルイス ・卜ーマスという人が、 r*RII泡から大宇宙へ』 という本を

出 してますね 、これは要するに地球上の全体も 、宇宙上全部もそうなん

ですけど、全部が何 らかのかかわりあいがあるというんですわ 。 それ自

体独立して 何 もないというわけですね。だからひとつの部分があるとし

ても、その部分は 何 らかのかかわりあいの部分である 。 これ、最後まで

いったら原子になるわけですけどね。 そしてかかわりあいを否定したら

地球も宇宙も成り立たなし、 。で全部成り立ちあいしてかかわりあいしと

る、と 。だから部分と全体というやつを論じても、これは別々にするこ

とはどうしでもできないわけですよ 。 かかわりあいの問題ですね。 だか

らどうしたって両方からお、互いに感じ合わないかんわけです。

おもしろい話は、自主義だとか蜜蜂なんかは 、その一匹自体には目的は

f寺っとらんのですわ。 それ自体は目的もなし意志もないわけですが、そ

れがひとつの群になると 何 らかの意志を持ちよるわけですね 。 それで蜜

蜂の家ができたり白織の城ができたり、なんか巨大なる意志カを持って

きよるわけです。それ一匹では何もできん。

ところが人 間 の場合は、 小 さｾ集落の場合にはなんかまだ意志、を持っ

てるけれども、大東京みたいになったら、今度は意志がないみたいです

な。これはおもしろい現象だと思うのですよ。意志を持つにはあんまり

巨大過ぎて 、もう何もできない。 それは今度は人聞 が、その部分が振り

回されてる状態 になってるでしょう。だからこういう問題がいまの都市

の混乱 いうのか、悲劇 いうのかね。 だからある量から以上になったらも

うあかんのんだということを 知 る必婆はあると思いますな 。

西沢 それも あるんでしょうね。

岩本 だから部分が全体 になるときにはある 限度 がきっとあるんですよ 。

だから 建築でも 、巨大な 建築はだめなんですよ。( 笑い) ある大きさ

というものがあって 、それが集積 されると 、なかなかいいわけですね。

たとえ li l.加藍にしてみ たって、 回廊 があって、 中に部分があるでしょう、
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で非常にまとまるわけですね。 いまの建築とい ったら、ブワ- ."/ と大き

いでしょう 。i可ともこれ、見られしませんわな 。

水谷 やっぱり人間の能力というのがあって、たとえばぽくなんか団地

なんかやるときにいつも思うんですがね。たとえば五十戸ぐらいの団地

を考えるときも 一万戸の同地を考えるときも 、結局、そこへ注ぎ込んで

る密度というのは、あまりかわらないですね。だから、大きいものがそ

その通りできるということは、や っ ぱり非 Ｇｲ￬ ｩｾ に密度の薄いものができ上

がるということにしかならないという気がしますね。 それは大きいもの

を考えるにはそれなりの要紫は入れてるとは言 ってみても、や っぱり自

分で設計できる紙の範囲以上のことはできないという感じがしますね。

富安 その辺はだから分業になるんでね。 だから私は一人の人間が都市

全体から建物まで建てればいいという考え方が片一方であると思うので

すが、それはいま 言っ たように人間の能力からい ってむずかしいんじゃ

ないか。 そこでやはり分業が起きてきてね。 その部分部分と全体とをつ

なげるルールというのは、必す、しもうまくい ってないんですけれども 、

しかしねらいとしてはやはり部分部分の専門家をうまくつなげることで、

一人で全部やる 能 力の不足を 補 うんだと 。 そういう考え方だと思います

ね。

川崎 まあそうなんですけど、しかしおそらくその部分部分にそれぞれ

の職能が参加してるけれども、その受け継ぎの 1mになんか不満が残って

るような気がするんですがね、その辺はどうなんでし ょうかね。

富安 そこが問題ですね。

水谷 いまのチームワークというのは、まさにそれはチームワークが必

要なんだけれども、なんかチームワークをやれば解決するとい ったよう

なね、組織をち ゃんとすればきち っとできるというような、ち ょっ と単

品屯な置きかえがあるわけですよ。

川崎 やっぱりその部分部分の心というか 、その辺が問題なんですかね 。

富安 それはありますね。
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まとめ一一 部分からの要請にどう

答 え る か

川崎 そろそろこの辺で話を閉じさせていただきますけれど、そもそ も

全体と部分というのは、実は最初から大へんむずかしいテーマでして 、

話はいろいろ発展しでまとまりにくいんですけれども 、なせ・部分を テー

マに取り上げなければいけないか 、 と。 まあ ξ 全体 と部分々といいます

けど、部分に力点がかかってるわけです。部分の 問題になりますと 、建

築家だけではなくて、一般の人にもかなり具象性を帯びてますんで、やっ

ぱり 関心 があるし、そういう部分からの反撃というものに対して、 必ず

しもいままでの建築家はこたえていないように思うのです。で、そ れ に

たえ得るものを探さなければいけないということで、こういう 問題 がテ

ーマになったんじゃないかと思うのですが・ ・- 。まあ答えは出たかどう

かわかりませんけれども、なにか最後に一言ずつでもお っ しゃっていた

だくことがございましたら ・…・・。

樋 口 私の立場から言うと、インテリアについて批判 をホりたかったん

です。

先ほど、エクステリアは統ーしたらいい、中は個今おのおの好きなよ

うにやればいい、と 。

確かにそうなんですけども、たとえばインテリアにおきまして、いま

はもう 世界のあらゆるものが日本へ来ておりますね、パロ y 夕、ロココ

のイミテーションも来ている、そういうものを 非常に喜んでとり入れて

いる 。 それは個性があ って、それが好きだったらそ れでいいんですけれ

ども、そういう姿でいいだろうかどうだろうか、そういうような点につ

いて. .. .目・。

西沢 ものによりますけれども、建築の骨とか筋肉とは切り雄しで 、ほ

77 



んとは皮膚だけでやるインテリアというのがありますね、あれはかなり

問題 ・ー どっちみち皮膜ですからね、皮肢の処理でいいんですが、皮 肢

の奥のほうにやっぱり筋肉が少なくとも感じられるようなインテリアで

ないといけないでしょうね 。

その点はいまのインテリア、私もインテリアの専門家の方とつき合 っ

てみて - i f i : 篤いたのはそれで、こ っちの墜とあ っちの壁といとも簡単に

仕 上げをかえて痛みを感じなし、。 あれはほんとうに皮肢の処理ですね。

もうちょっと奥まで浸透した皮肢であってほしいという気がしますけれ

とね。

富安 今日の話に 関係 がありそうで、出そうと思ってとうとう出せなか

ったのは、その部分と全体とに関係あるものとして、 II/Tで最近建築協定

を住民が使 って 、 自分たちの手で IH] の統ー をしようという 動 きがありま

すね。 これはできてる II/Tでは非常にむずかしいんですが、新 しくできた

II/Tで、できれば車干並みをそろえようとか 、屋恨の色ぐらいそろえようと

かね。 あまりにでこぼこさせないとか 、 ー 勝手に物置をつけ足したり

しないで、表通 りはきれいにしようとか 、そういう運動が方々で起きて

ますんでね 。 それが住宅地 にもかなり広がりつつある 。 それはI : ! t ! 討をの

問題とか、いろんな違う要素からも出てきてるんだと，巴うのですが、こ

れはわりにおもしろい、新しい行き方だなという気がします。 まあ部分

と全体 というのを個々のほうから積み上げて全体の意識が出てきたとい

うふうな {列 としておもしろいんじゃないかと思ってます。

岩 本 こういうひとつの理屈、いかがですか。たとえば自分とい ったら

ひとつの部分でし ょう。そうしたら 自分とい ったら一体なんや、自己と

はなんやということを考えてみますねん 。 たとえば自分の 中に符臓はど

こにあるやわかれしまへんやろ 。 胃ぐらいま日ってますけ れと、肝臓はど

こにある 、何やらがどこにある 、ひ とつもわかれしません。 しかしそれ

は自分の腎臓、自分の 11干臓で っせ。どこにあるかわか れへんけれど、そ

れはおのずから機能してるわけですわ 。 ミ弘" が動 けといって、動いて

るのと遠いますねん。 自動的に動いてるわけです。 マム" が死ぬまで、

心臓は ＱＱｾＱ い てくれよるわけで、す 。 動か してるのじゃなしに釘 Ｑ Ｉ ，、てるわけ

です。 で自分の頭脳かつて、これ自分で考えてんのかいうたら、それは

自分の考えですけれどね、その考え自体、それは何 やといったら 、教育

された考え方ですわ 。 いままでの集積で考えてるわけです 。 そうしたら

そのいままでの集積をもし違えたらとしたら 、違 った自 分があるわけで

すね。 そうすると自分とい ったら一体何やといったら 、ま ことに不安定

ですよ 。 自己というものはあれへん、内己という昔11分もあれへんという

ことになるわけですね。 そうしたらその部分から全体を、というけれどぜ

も、自己それ自体が何もなか ったら、全体か つてあれへんやないかと い

フ・・ ・・ ー

自己と全体、 f聞と総体、無と有の関係を哲学的に論じることができる

一岩 本 ・注 一

水谷 さっきの岩本さんの、強権という話とも関係するんですが、ぼく

はやっぱり部分というものに対する花t 度の高いコミュニケーションとか 、

それを知ってることをはずして、全体をや ったらだめ だということが、

一番大事だと思うのです。

たとえばハウジングで一書問題なのは、部分 って 、一戸一戸に対する

コミュニケーション、ゼロなんですよね。 人が決まらないのに家をつく

ってしまう。そ れで全体で抑していくから、や っぱりまずいんですよね。

京都の ｾ ｉｔ 家 の場合は 、 それはたまたま借家という形態はあったかもわ

からないけれども、や っぱり一好一軒の人の生活とか好みとか、その人

の意志だとか 、そう いうものを 知 った 上で、その部分を押さえていった上

で、全体を つくっていったわけですね 。 その辺が- i f i : 大事でね 。 だから

ぼくは建築屋さんの数 を少なくして 強権的 に統一のデザインをつくると

いうんじゃなくて 、やっぱりその一 人一人の人が、たとえば五百戸ぐら

いのハウジングなら、五百人の人が、その 団地 に住みたいという人がまず

お施主さんになって 、 その 一人一 人 と話をして 、そ して五百戸の家を

つくる 。 たとえば、ハレン ・ジイドルングがそうですよね 、建築展さん

がプロデューサーになって、その団地に住みたいという人をまず協同組

合で集めて、そして 一 人一人の意見を聞きながら住宅をつく って いった

わけでしょう 。やっぱ りああいう行き方をしない| 浪りだめだと 。 だから

部分を知らんで全体をや るのはいかんという気がしますね。
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富安 このごろそういうのが出てきましたね 。 アパートの居住者を集め

て、意見を 聞 きながらアパートをつくるという、何かね。

水谷 そういう行き方が- i f i : 大事だと思いますよ 。

川 崎 まあそういう掘り起こしに対するいままで建築家の努力も確かに

少なか ったし ー 。

水谷 少なかったしね、そういうことをすべてカ y 卜しようとしてきた

わけね 。 そういうめんどくさいことはやめようという ・ 一。 それと 、そ

んな一人のお施主さんと密度高〈話し合いもできへんのに、そんなJ i 百

戸のハウジングをするというのが間違うてるわね 、はっきり言ったら 。

富安 そうですな、基本的にはそれができでないと ー・

水谷 いや、 一軒の住宅の設計もできないのに丘百戸のハウジングがで

きるということ自身がおかしいと思うのですよ 。建築屋さんの行き方と

して 。姿勢としてね。

川崎 ではこの辺で ーー 。

(紙面の郎合 1.. 、記録の約1/ 3を苦IJ 愛 しました一編集)
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アンケート

デザインの動向一部分と

全 体

- 最 近 の デ ザ イ ン の 動 向 と し て 、:LI より1 ' ( の IHI J mがクローズアップされ、{ 悶の尊重にともな

う い ろ い ろ の 役 割 が い わ れ る よ う に な っ て き た 3 本 誌 昨 年 の 1 月 号 の 特 集 「 証 言 ，76一一 デ ザ

イ ン の 動 向 」 に お け る 関 西 の 建 築 家 ー た ち の ア ン ケ ー ト 問 答 文 に も 明 隊 に あ げ ら れ て い た 「 部

分 か ら の 発 想J i t ' t へのE伝 換J i 装 飾 の 照 論 J i デ ィ テ ー ル の 評 lilliJ な ど の デ ザ イ ン の 流 れ を 一

層 追 島 が す る た め に 、 今 問 、 こ の ア ン ケ ー ト を 試 み た も の で あ る 。

・ア ン ケ ー ト の 趣 旨 と ア ン ケ ー ト テ ー マ は F 記のとお、りであるが、アンケート依頼光は、と

くに関西にお、いて 、 主として日行手11生 ま れ で か つ 第 一 線 で ifillMし、 あ る い は し よ う と し て お ら

れ る 計 画 者 、 挫 築 家 、 イ ン テ リ ア デ ザ イ ナ 一 、 イ ン ダ ス ト リ ア ル デ ザ イ ナ ー の 四 つ の 分 野 の

約 60名 の 方 に お 願 い し た 。 そ の う ち 、 回 答 を い た だ い た 方 は 別 記 の 49名 で 、 計 画 者 12名 、 建

築 家 17名 、 イ ン テ リ ア デ ザ イ ナ ー 12名 、 イ ン ダ ス ト リ ア ル デ ザ イ ナ - 8 名 で あ る 。

・ な お 、 寄 せ ら れ た ア ン ケ ー 卜 文 章 の 椴 組 は 編 集 の 方 で 付 け た こ と を ご 了 承 ね が い た い 。 ま

た 添 付 さ れ た 写n な ど は 木 人 の 文 章 の あ た り に 集 録 し た が 、 編 集{HIJで 挿 入 し た 写 真 は こ ち ら

で 一 応 区 分 け し 、 説 明 の 末 尾 に 〈編 集 〉 と 記 し た 。

・ ご 協 力 い た だ い た 各 位 に j写 く お 礼 申 し あ げ る と と も に 、 こ の ア ン ケ ー 卜 文 か ら 今 後 の デ ザ

イ ン の ひ と つ の 動 向 を33じ み と っ て い た だ け れ ば 幸 い で あ る 。

ア ン ケ ー 卜 主 旨

昭 和 52年 1 月 号 は 、 昭 和51 年 1 月 号 「証言， 76 デ ザ イ ン の 動 向」 を 受 け て 、 デ ザ イ ン の 動

向 と し て 「部 分 と 全 体」 を そ の テ ー マ に と り あ げ て い き た い と 考 え て お り ま す 。

わ れ わ れ を と り ま く 環 境 は ま す ま す 鉱 大 さ れ 、 巨 大 化 さ れ つ つ あ り 、 個 人 的 な 領 域 と の 聞 を

ひ ろ げ て い ま す 。 安定経済にある今、 霊 よ り 質 へ の 転 換 、 個 の 尊 重 と い う よ う に 、 わ れ わ れ

自 身 の 足 元 を 今 一 度 見 直 そ う と す る 気 還 が 高 ま り つ つ あ る よ う に 思 い ま す 。

部 分 と 全 体 は デ ザ イ ン に と っ て も 常 に 重 要 な 問 題 で す 。 こ こ で 、 部 分 を あ る 状 況 の 中 で と く

に 意 識 し て い る 対 象 で あ り 、 そ れ は 人 間 の 五 感 で と ら え ら れ る よ う な 、 わ れ わ れ に 身 近 な も

の と 考 え ま す 。 一 方 、 全 体 を 、 先 に あ げ た 状 況 に あ た る も の と し 、 そ れ は 個 々 の 人 聞 を 超 え

た 、 よ り ク 口 ー パ ル な 機 能 や 構 造 な ど の よ う な 体 系 と 考 え て み た と き 、 計 画 ・ 設 計 に 際 し て 、

部 分 を ど の よ う に 抱 え 、 ま た そ れ を 全 体 に ど の よ う に 関 係 つ け ら れ て い る か を 、 お た つ ね し

た い と 思 い ま す 。 方 法 と か 道 具 な ど と い う よ う な 、 日 常 ご 経 験 の こ と の い く つ か を ザ ック パ

ラ ン に ご 回 答 い た だ け れ ば 幸 い で す 。

な お 、 こ の ア ン ケ ー 卜 は 別 紙 の 方 々 に お 願 い し て お り ま す 。 比 較 的 若 い 年 齢 層 の 方 々 で す が 、

こ れ は 、 と く に 現 状 を 鋭 敏 な 感 覚 で と ら え 、 困 難 に た ち 向 か つ て 実 際 に 第 一 線 で 仕 事 を し て

お ら れ る 方 々 か ら の な ま な ま し い 経 験 を お 聞 き し た か っ た か ら で す 。 ど う か よ ろ し く お 願 い

申 し あ げ ま す 。

ア ン ケ ー ト ・ テ ー マ

回 あ な た に と って 関 心 の あ る 「部 分」 は 何 で し ょ う か 。 一 般 的 に 述 べ て い た だ い て も 、 ま

た 現 在 の お 仕 事 の 中 で の 「部 分」 と い う こ と で も 結 構 で す 。

固 また 「全 体」 は 何 で し ょ う か 。

国 部 分 の 集 積 が そ の ま ま ス ト レ ー ト に 全 体 へ 連 な る と い う 幸 福 な ケ ー ス は ま れ で し ょ う 。

部分と全体を望書ぐものは何でし ょ う か 、 方 法 と か 道 具 と し て 考 え ら れ る も の を 、 お 聞 か せ 下

さし、 。

固 あなたのすきな部分の具体例をあげて下さし、 。 そ し て 、 そ れ に つ い て の コ メ ン 卜 を お 願

い し ま す 。 で き れ ば 、 写 真 や ス ケ ッチを添えて下さし、 。

A 計画分野 ( 含造閲)

1.  lif l rji デザイン における部分と全体/ 近藤達夫

2.  Et Jj也空間の制u. ' Ii / 山地英雄

3. i I 与と物話りがあること/ 藤田邦昭

4.  7 プローチ空/ HIとおさまり/ 西岡康夫

5  町づくりと住民の生 iii / 梶浦恒男

6  住民のコン七ンサス/ 大西国太郎

7  ユーザーの参加1/ 井口勝文

8  にんけ'ん恒11担のまちづくり/ 山図俊満

9  総人 / 中村一

10  金沢のまち ー「ホJ / 島村昇

11 全体' i ' : への序説一空気一/ 吉村元男

12  つなぎの空mJ の削 tH/ 杉本正美

B 建築分野

13. i 1<築の成執- mv，)- を応くことを通じて ー/ 小角亨

14. i 1 < 築のなかの動物/ 松村慶三

15  郎市行政一建築ーディテー ル/ 竹山清明

16  みどり ｩ 且 ・ 広 ｪｾＱ / 徳岡昌克

17. r筋J の; t{?J龍/ 遺藤剛生

Ｑ Ｘ 影 Ｈ ｾ Ｉの 介入Ｏ 出江寛

19  包括的混成システム/ 吉村篤ー

20.  f . 上まう人の怠志の反映一郎市住宅単位 ー/ 中筋修

2 l. r: ¥II分J と「全体 J についての思想/ 山崎泰孝

22. ｾｮ Ｚｮに舵められた ｬ 授かさとにじ Ｇｊ / 松村賢治

23. i 1 < 築作品の身体化ー詳細11のくずれは建築のくずれ

/ 渡辺豊和

24. ｾ ［寺を読み絵を錨きたくなるほどの / 瀧光夫

25 帰属惑の問題/ 東孝光

26. 1/ 1∞、 1/50のスケー Jレで丹える/ 太田隆信

27 住居と! I S 訴をつなぐもの/ 安藤忠雄

28. デザインの総合的動と文 IIJI / 北島道生

29 技術的判断と社会的要求との調態/ 竹本丈太朗

C インテリアデザイン分野

30 商庖世J とエレメント/ 福岡喜久緩

3l. "1' 心無き全体/ 藤川宏允

32 標識という部分のいらない世界/ 坪居恭平

33 トータルインテリアとンステムデザイン/ 柏原秀夫

34 情 一 ｦ と怖子のあるｾＯｈ ｉＯ 谷本衣子

35 まともな告 ＱＱ 分を ＱＱ 寺ＯＱ ＱＱＨＺ 内全体でｾＧｉＧ価Ｏ 伊吹弘

36 紫朴感と色彩との対比/ 中村隆一

37 住宅における生活のための装飾/ 平井進

38 念 / 佐々木恵子

39 社会的共通の 3J s/ 安永一典

ＴＰＮ 生 ｴｬｩｾ ｮｮ における 繊維Ｏ 山口道夫

4l. ハードとソフトの繋ぎ展/ 山内陸平

D インダストリアルデザイン分野

42 作り手と使い手を「正J の荘l間関係で結ぶ/ 坂下清

43 幸福寺鎖と不幸なレンガ/ 日野永一

44 生ili 笠Ul l と電器製♂，/ 巽正和

45. 製品 人 ・社会・対話 ・慨念/ 多国愛実

46 デザイナーにとっての部分と全体/ 鶴岡英世

47 物思的発想から機能的発想へ/ 熊谷和郎

48  実体とイメージーデザインは妥協の行為/ 高井一郎

ＴＹＮ 地下空Ａ日 ｩ は地土 ｾｉＺＺｉ の部分ではない Ｏ 東方洋雄

・まとめ
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E十画分野( 含造園】

デザインの動向一部分と全体

アンケート

型国1

80  

撮影 ・吉井孝治

都 市 デ ザ イ ン に お け る

部分と全体近藤達夫

絵画 - 彫刻等の芸術に比 して 、現 代の「郎市」並びに都市 を構成する

要素としての 「建築」に 対 しでは 、近代社会経済活動の「うつわ」とし

ての実用性が何 よりも 強 く要請され 、この効用を 求めて固定資本形成 が

続けられた所産と して今日の都市景観があるといって 差 し支えなかろう 。

したが って、都市デザインにおける部分と全体 を論ずる場合には 、 さき

に述べた絵画 ・彫刻並みの芸術1院で論ずるわけにはいくまい。

だが、それにしてもわが国の諸都市には 、京都 - 奈良のように美しい 、

そして 由緒ある部分を 内政した都市 もあるが、概 して醜悪な都市 が多い

と思 う。 この原因は種 々考えられるが、さきの高度経済成長に伴 う人口

・産業の急激な都市集 中に際して、これらのうつわとしての 市街地 およ

び建築物の皇室備は 、その大部分がスプロール地帯に見られるように 、な

りふり 構 わず進められたことも 一因であろう 。 そして 、 このため市街地

の景観が一段と 乱雑かつ醜悪なものにな ったことは否めない 。

では 、今後都市を美しくよみがえらせるためにはとんな配慮 が必要で

あろうかつまず第一 に、個々の建築物のデザインが優れていることが必

要であろう 。 しかしながら 、都市 を構成する基礎的ユニ ァ トとしての個

の々建 築物 が美しければ、その集合体 としての都市も美しいといえるで

あろうか? 一一一一明 らかに「否」である 。一一一一昔日分の美しさは全体の

美の 必要条件 ではあ っても 、充分条件 とは言えない 。実は 、この辺 が非

;常 にむつかしいところであると，思う 。 そして 、これを t命寸るのは4ムの有E

力以上のように思われる 。

そこで一歩退いて考えてみたい。 r都市美を 追求 する」ことは裏返し

て言えば「醜惑なものを排 除する」ことであろう 。では 、何 が' D惑 か ?

ースラム 、スプロール 、ペンシルビル 、カンパン 、広告 、どぎつい

色 彩やネオン、電柱 、電線、 トタン屋根、 歩道絡 や高架道路の裏側、防

汐堤 ...ー 等が列挙されよう 。 これらの除去もしくは縮小 が館市全体の

美観の向上 につながることは論を侠たなし、 。では 、いかにして実行する

かつ ・ これがまた大変厄介な 問題であ って、行政が直接行うことよ

りも民間ベースで達成される部分が圧倒的に多い。

単 に私見 として述べるならば、|坊汐堤 はスペースさえ 取 れれば、堤外

地 をバンキング構造 として 植樹 したい 。高架道路は築港深江線 の船場部

分の よ うに高架下に建 築物 を併設すればデザインの 良い構造物 になるは

ずである 。将来はピルの脇腹 を縫 って高架道路を皇室1街しでも 良いのでは

なか ろうか。 このためには 関係法令の改正 が必要であるが。

一方、建築物群のデザインについては努めて 共同建築による大規模化

を図り 、ペンシルピ ルの乱立を遊 くべきである 。 そして 、公共用歩廊、

前庭、構 え込み 、 あるいは低層部屋上のルー フガーデン等のセミパブ リ

ックスペースの組 み入れが配慮 されること が望 ましい 。 これらが適切 に

設 けられた場合、とくに土一升金一升 と言われる都心ビル街に おいては、

環境上 きわめて Ｑ Ｒ 重な ＭＧ，Ｆｉ ｾ 誌 にな っ ていることは 周知 のとおりである 。

建築形態 に関 して、高さの統一 、壁面線の統一等による 統一性 の美を

追求する 考 え方は 、パリを見てきた 人々 は巽口同音に提唱するよ うに思

われるが、わが国においてはさきの容税制lへの 移行によ って、高さの統

ー は至難のわざとなりつつある 。 ただ 、斜線制限が働 く以上、 高さにも

限度があり 、広幅 員道路 、大公園 、水面等に 按する大規模敷地内 か都市

計画で定めた 特定街区以外はそう高いピ ルは建 てられない 。 そこで、都

市 全体の景観に大きく !ifj 響するような超高層ビルの建 ちうる敷地 は、 そ

うざらにはない 。 いま 、民間数社 が共同で計画 中の O. B .  P  ( 大阪 ビジ

ネスパーク 、東区弁天町) は、こん な数少な い大規模敷地のーっと言え

よ う。 このよう な都市長観 のポ イント となるような部分のデザ イ ンを 都

市全体 のデザイ ンの中で どう 位置づけ 、どう 形成 してい くか が、今後 、

公共、民間を 含めて大 きな課題で あると言 わざる を得な い。

( こんどう たつお 大阪市総合計画局調撃部主幹)



と詩: と午勿語りがある団地空間の組織

、ア

仏ー・

邦昭

囚 街 を 構 成 す る 小 道 具 類

街の中には街路灯、ベンチ、道路表示、郵便ポスト、看板、ベンチ、

信号灯、電位、方向表示札、 いろいろなものが存在しています。

これらの一つ一つ が心あたたかく、それぞれの街の特色をも ってデザ

インされておれば街はどれだけ楽しく、美しいものになるでし ょうか。

街全体をつくり変えることも必要でし ょ うが、まず手近くのこのあたり

で街の人iきが訴し合 ってきれいにしていきたいものです。

図 街 全 体 に 詩 と 物 語 り が あ る こ と

それぞれの街区、通り、街全体がたんに機能的に主主uiii されているだけ

でなく、その一 つ一 つに詩があり、物語りがあり、' " r全体が、 またそれ

らの椛成の上になりた っておればどんなに楽しいことでし ょ う。現 在 小

京都といわれている都市は大体そのような都市のようです。大都市、工

業都市、港湾都市それぞれの歴史と伝統、あるいは未来に対して市民が

誇りにできる物詩り、詩留学があって欲しいものです。

団

ハードな面として街路、線道、前記小道具類、ソフトな面としての市

民のつどい、これらが融合して展附されることに期待したいと思います 。

回 神戸の街

全体に詩を! 信じます。街を 10分- 20分歩けば六甲の総にふれられ、港

に出れば外国船 が見えます。 それそれの通りが特色を出しています。今

後、治F付近が散策できるところとして順次綬( i i ii されれば、 100 J) 1i15r1i と

して tll: W- に誇る Il' I となりまし ょ う。

( ふじた くにあき
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神戸・北野町 (編〉

藤田

K  K  1i 1111 i 問魁経営研究所所長)
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表 1

英雄

fまから調和のとれた美徳の表現として、

知情意とか霊主I卜心とか知仁勇とか言われ

てきたが、これを絵で表すと 、それ らが

最もバランスのとれた場合、正三角形の

汗4にでもなろうかと思う 。 しかしこのよ

うな平面的な 三角形ではご承知のように 、

2 辺 の 長 さ の 和 > 1辺の長さ

の範囲でしか成立しなし、。しかし一般に

はそうでない場合も多いはずで、三角形

では 、 そのような一般的なケースが表現

し切れない 。 そこでこれを三角錐の形に

想定し直して、その三つの綾線をそれぞ

れの要素と考えると、ここでは三要素の

組み合わせに|渇する限りは無数に可能と

なる 。 しかしこの場合も 、そ の要素は所

設三つに限られるわけで 、 この安素の数

を拡げていくと 、結局は PI筒形が考えら

れることになる 。

私どもの団地造成の場合は、その規模

の大小にかかわらず、その団地を構成す

る要素( 音11分) は多岐多機で、これを思

いつくままに挙げてみると表 l のように

なる 。 そしてこれと先ほどの円筒形 とを

重ねて表示してみると図 2のようになる 。

このように団地造成の計画というもの

は、数多くの構成要素 ( 昔日分) の一つ一

つについて、それぞれの理解と解析に努

めることはもちろん必嬰であるが、団I也

造成の展開に応じて 、そ の部分である各

要素をおE いにフィードパックさせなが

ら、円筒形 の回りをクルクルらせん状に

まわらせて、団地 計函全体の精度を徐々

にi認めていくことになるわけである。

紅、は団地造りの実態をこのように表現

したらよいと常々考えているので 、 この

考え方を述べてアンケー トの答えに替え

た次第である 。

しかしこのような考僚は 、団地空間lの

決定に対して、いかにその生成の契機を

正確に抱えようとしても 、一視点から眺

めた冷たい一 こまのパースペクティプに

しかすぎない 。私はむしろ 、 このような

同地空間をっくり出す組織、一ーその中

では安材な妥協ではなくて厳しい対決が、

また 兄 えすいた打r J . でなく無駄な挑戦が、

常にふきあげる個人と全体とのつながり

一一ーそのような利M議自 {本への関心をより

j架めている 。

( やまじ 大阪府建築部営総長)ひでお

山地



アプローチ空間とおさまり

西 岡 康 夫

囚

私の関心ある部分は、前面道路から建物までの空間( アプローチ空間

という) および広場を 構成 している材料の「おさまり」である 。

建築家が建物を設計する場合、機能を満足すべく、平而プランを検討

するのはもちろんのことであり 、外見的には建物の形およびフ ァサード

をとくに重要視しているように思われる 。

建物を人 にたとえるなら、形はスタイルであり、フ アサードは# J l であ

るが、 アプローチ空 間は髪の形になるのではないだろうか / 昔から、

襟足の美しい女は美人と言われているように、アプローチ空間はとくに

建物の良さを決めるポイントであり、重要視しなければいけないと思っ

ている 。

最近、とくに建物の立地が都心において、高層、高密化により、容積

規制lで空地の確保が義務付けられている 。 また 、都市の拡大によ って、

丘陵地 における建設が、余儀なくされ、前面道路に対する敷地の取り合

い、および法面の処理が必要にな っている 。

以上のことから、道路と敷地の「おさまり」として、とくに注意した

い点は、

(1) 排水の構造

容量的に処理可能な構造であることはもちろんのこと、仕上材料、道路

および土地と の取り合いについてもていねいな設計が必要である 。

(2)  広場のペイブの仕方と、土地の処理

最近、空地があれば、人工的なペイフ' の仕上げが目立つ 。 これは土地処

理の難 しさ、維持管理上のためによるものかもわからないが、都市では

自然にしたしむ空地が少ないため、土地のあっかい方に注意すべきであ

る。

(3)  法面のおさめ方( 擁壁の構造、植殺の方法)

擁壁は防災上、 かつ 、敷地の有効利用上から必要であり、 構造上の安全

性は言うまでもない 。 外見上、擁壁 は Ｍ ｾ自につくため、 ｦ 士上材料に注

意する必要がある 。法面の植栽についても、メンテナンスの影響にもよ

るが、植栽計画の良し慈しにより、建物に対する効果も大である 。

回

全体とは、都市と思われる 。

図

都市の良さを表現する主要素は幹線道路の街並みではなかろうか。この

街並みは 、建物の形およびファサードにも多少影響されるが、道路と建

物との空間のおさまりによって、大きく左右される 。

また、都市の表玄関 となる駅前広場および地区の拠点となる広場も、

整備の仕方により、都市の良し悪しを決定する大きなポイントになると

思われる 。
( にしおか やすお 大阪府建築部首繕" 十画諜)
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町 づ く り と 住 民 の 生 活

梶 浦 恒 男

アンケートについて、全{ 本的な回答になります。

私が目下関心をも っているのは、豊中市庄内地域で、とりくまれている

住民参加の住環境主主備事業で、す 。 このとりくみの過程で、部分と全体 と

いう問題は 、いくつかのテーマとして従起されているようです 。一つは 、

郎市を構成する居住地の単位をどうとるべきかという全体 ( 自J5rf i ) に対

する部分 ( 対象エリア ) の問題です。 この点について説明は略しますが、

住民参加という点て、いえば、部分はかなり小さいことが望まれます。200

e事

- 500 戸ぐらいではないか。 ところが、 1: 1 本の都市は都市のストラクチ

ャーが定まっておらず、住環境整備はかなり広いエリアの骨格づくりを

みとおすことと同11寺にすすめねばなりません 。 イギリスの G [  A や トI A

A が数百戸単位でなされているのに対して、庄内では住民の再開発協議

会のエリアは4000- 16000 戸とい った状態です。 このような広いエリア

での住環境主主備計画づくりと、数百戸単位での計画つ、くりとでは住民の

要求の出方がことなっています。すなわち、 二つめに、住民の IIITづくり

なり 、環境整備に対する婆求についても部分と全体の問題が存在するの

です。住民の要求にもとづく IIIJ づくりにおいて、住民の身のまわりの環

境量産備という要求( t. 15分) と、一定の地域なり、都市に 対する市民なり

国民のトータルな婆求 ( 全体 ) をどう紫ぎ、統一するかということが重

要な、具体的課題とな ってでできます 。その方法や道具とは何かという

問いですが、その回答は容易でない 。 目下のところ、漠然としたいい方

ですが、それは住民の組織であり、住民の IIITづくりの実践であり、多械

な試行錯誤の過程であろう、別のいい方をすれば、教育であろうと考え

ています 。

ところで好きな部分の具体例ということですが、好きだというより、

きわめて興味をひかれるのは、 何 といっても“ 街のたたずまい " です 。

“文化" やアパートの建てこんだ街区、おかみさんの立ち訴しする小路、

ハチ植えの並ぶ日溜り 、住み手にとって居住環境は決して快適なもので

はなく、改善されるべき点は多いのですが、しかしそこは住み手のいろ

いろな工夫された空間づくりもみられ、興味がつきません。 その空間の

面白さは 、変化の面白さでもあるようです。子供をしかる母親の声がき

かれ、子供の遊ふ、声、泣く声、笑う声、人の到J き、主主と夜では 、同 じ通

りが全く月rJ の場所のように越を変えてしまう 。 それはとくに商庖と人家

が混在しているようなところに多いようです 。

話は違いますが、マンションのベランダに洗濯物を干すと見苦しいと

いう意見がよく 聞 かれ、とりしまりのきびしいマンションも多いとのこ

とですが、どうも私にはその 1.$党がわからないのです。生活の動きのあ

る空間、 そのような「昔日分」こそ飽きのこない「昔日分」ではないでしょ

うか。生活の動きに負けてしまう「昔日分」のデザインとは本当によいデ

ザ、インなのでしょうか。 ( かじうら つねお 大阪r I ，立大学生活科学部講師 )

建築 と社会ミ生活と空間の原理 京の町内とより



イ主民のコンセンサス

大 西 国 太 郎

囚 およひ' 回

十数年前までは主として建築を、その後においては都市を対象とした

仕事にたずさわってきた私にとって、部分とは建築であり、全体といえ

ば都市をおいてほかにはない。 この両者をつなぐ諜題は、私にと って最

大の関心事ではあるが、一方この両者がいかに遊離しているかを常に思

い知らされているのが現実である 。端的に言えば、明治以来わが国にお

いては、建築は本当の意味で都市計画の要素としては扱われてこなか っ

た。むしろ、建築は都市の秩序を維持するために抑さえ込む要紫として

扱われてきたとさえ言える。

しかも、現在のように都市における建築が高密度に逮した段階では、

建物か建てば建つほど環境が悪化する状況を呈し、建築規制の強化を望

む声がたかい。 しかし、こういった消極的規制だけでは 、都市の環境を

良くしていくことはできない。

回

都市に再び住み憩うことのできる良い環境をもたらすためには、さら

に、一歩を進めて、都市に空間的なゆとりや情緒を生みだすデザインが

必要である。このデザインの実現をはばむ最大のネックは、都市におけ

る土地の細分的所有である。その根本的解決は、土地所有制度の改革に

あるが、いますぐその実現は望むべくもない。当面このネックを打開す

る道は、二通りの方向で考えられる 。 その一つは建築の共同化を進める

道である 。市街地再開発事業等がこの線上にある 。いま一つは、建築は

敷地単位で行うが、住民のコンセンサスによって町筋ごとに町づくり

のストーリーをつくりあげ、その実現に必要なルールを設定し、これに

従って徐々に町筋を整備していくという方向である 。

たとえば、ある町筋では、 l 階部分の前面をアーケード化して歩行者

の用に供するとか、あるいは容積制で生まれた空地を緑化し半公共的利

用に供したり、これらを連けいし視覚的なゆとりをもたらすためのデザ

インをするなど、あるいはまたその町筋に特定の情緒を生みだすための

デザインのルールを設定するなどが考えられる 。 この場合、一番大切な

ことは、このルールに従って行う整備が、大きい意味でその地域の発展

や環境の改善をもたらし、将来大きく還元されるのだという明確なコン

センサスを得ることである。このようなミニ再開発ないしは整備修長

事業ともいうべき事業を誘導し奨励する制度を生みだす必要がある。こ

の着想、は、つぎにのベる伝統的な町並みの保全修景事業に取り組んで、い

る間に生まれてきたものであり、両者は本質的には何ら変わりないもの

と干ムはみている。

京都市では、現在清水産寧坂と祇園新橋の両地区に特別保全修素地区

( 京都市市街地景観条例に定める制度の一つ) を指定し 、その保全につ

とめている。その地域にふさわしい特定の建築様式( 外観木造 2 階建、

京風町家) をいくつか用意し、その基準にもとづいて修理したり、修来

したりするというかなりきびしい規制である 。多少の補助金があるとは

言え、この制度が住民の支持を得ている最も大きい理由は、その地域の

経済的発展や情緒的な居住環境の保全のために何らかのルールが必要で、

あるとのコンセンサスがあり、 市側の提示したルールを自分逮で検討の

上自らこれを選択したという自覚があるからである。

都市と建築をつなぐ根本的な基盤は、住民のコンセンサスにあると考

えている 。この場合、住民の潜在的な願望をいかに引き出し、ルール化

していくかの鍵を見付け出すのは、行政や専門家の役目であろう 。

回

働くためだけの場ではなく、また住むためだけの場でもない、生活の

全部がその場にあり、将来の希望とか生きがいまで感じとれる生き生き

とした町筋。 ( おおにし くにたろう 京都市都市計画局風致諜主幹)

ユーザーの参加

井 口 勝 文

回

都市計画の分野に限 っても、さまざまな角度から「全体」と「部分」

とのヒエラルキー的構造が明らかにされておりますが、私としてはその

出発点は個人の自治・性、その内面生活にあ って、あらゆる部分の問題は

常にそこから見直されつづけねばならないと思 っています。 したがって

私にと って「部分」とは何であるかという問いをっきつめていけば、「個

人の日常性、その内蘭生活」であるという、きわめてナルシストめいた、

女々しい、至極当然な答えとな ってしまうものもこれは致し方ないこと

です。個人の日常性、内面生活とは、たとえばカフカの「変身」に現れ

る毒虫、巨大ないも虫のごとき生活でありまして、自分自身は外界に対

して常に正常- な位置づけを主張して何らはばからないにもかかわらず、

その主張は常に一方通行に終わ って反応もなく、それもそのはず、その

声は実は外界から聞けば人間の声にはほど速い、ピーピーと鳴くがごと

き不協和音にすぎないのです。 そして、この毒虫の生活と訴えとはほと

んど断絶したところで、外界の状況は着々と何の差し障りもなく進展し

ていくのです。 これは安直な民主主義やイデオロギーの問題ではなく、

われわれが達成した逆行不能のひとつの現実であります。

回

現在のところ私にと って関心のある「全体」あるいは「全体像」とい

うものはありません。詳しく申せば、部分を集積して全体を構成する、

あるいは全体の存在を認めて部分の在り様を求めていく、あるいはその

問の絶え間ない弁証法的フィードバックの作業を重ねながら全体と部分

の一定の関係を求めていくというがごとく、「部分」と「全体」とを連続

的な存在とする方法論を私は持っておりませλ。 この種の方法論は正直

申し上げ: て私にと っては手に余る大問題、大難題でありまして、同時に

妙に自身しい大難題でもあるのです。

私にと って「全体」とは、計画のさまざまな局面でぶつかることにな

る物理的、経済的、社会的、政治的な今日の状況であり、それは常に「昔日

分」の問題に解体するべき攻撃目標としてのみ現れてくるようです。言

いかえれば、「全体」としての存在の意味をいかに小さく限定して「部分」

としての存在の領域をどれだけ拡げられるかということであります。「全

体」のテーマを解体して、いかに個人の日常性のテーマにまで接近でき

るか、これが私にと って「全体と部分」に関する関心事であります。

回

都市と建築に個人の日常性、内面生活が関わりを待ち得る可能性は、

ミラノのジャンカルロ ・デ ・カルロが執鈎に主張しているように、都市

と建築の場におけるユーザーの 〈参加〉 の可能性を拡げることによって

得られるものと考えています。 ( 参加〉 は単に、計画への参加だけでは

十分ではなく、建築の生産体制そのものの変革を迫るような、建築産業

への参加が必要です。都市と建築は供給されるものではなく、自給され

るものでなければなりません。

回

スペインはジプラルタルに近い小都市、ヴーェヘルの裳街。石積みの家

々は白とグレー 。fI音

緑色のオリーヴ。低

くたれこめた雨雲。

無意識に魅惑的なポ
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にんげん回復のまちづくり

山 田 俊 満

数年前に世間を騒がせた「日本列島改造論」は、表面的に見た限りに

は、今までの日本では余り見られなか った全体計画の具体化へのユニー

クな読み物として私は評価している 。ただ残念なことには、これを著し

た男がその後発覚した罪状の数々にも出たように、どうも社会のごく微

少なる部分である「私心」のためにこれを利用したらしくて、そんな影

響もあ ってか、そのことが表面化するやこれを機に改造論( 幻想であ っ

たが) の方は抹消されて当然だが、この程の全体的在J I . 点と個人生活との

対応の上での考え方や計画は一切引 っこんでしま った。

さて、私が日常生活の中で意識する「昔日分」とは、社会の中の存在と

' しての「自分」と、その自らを置く場所としての空間スペースである「部

屋」に始まる。そしてその個人や部屋をいくつか集めて一戸の住宅を、

住宅群が農村 を、都市を、さらに国々を、地球をと全体の形成へと述絞

拡大していく 。 この 10m' 余りの「自分の部屋」を見廻して「これも無限

の宇宙の一部やがな」と。

このように一般的に部分と 全体の関係が不可分で、あ る以上、その最小

単位である部屋、あるいは住宅というものは本来かなり綿密に計画され、

胞工されて人が居住するに不足、不便するようなものが仮にも提供され

ではならない。従来からわが国では物事に対する見方、考え方や行動が

極端に走るようで、たとえば住宅問題に見られるとおり「盆」のみの計

画を唱えてきたかと思えば、その結果としての「質」問題がの っぴきな

らぬところ' まで追いつめられてから今度は「質だ、質だ」と掛け声の計

画が始まり、全体としての「質と立」の配慮に欠けているようだ 。 こん

なことだと、そのうちに環境問題とか通勤時間などの問題がどうしよう

もなくなった頃にや っと本格的に取り上げられることになりそうだ 。

現在地球上の全人口が約37億人と推定されており、今世紀末から 21世

紀初頭にかけて何か異変がない限り ＷＰ ｩＮｾ 人 く らいに達すると言われてい

る。世界人口会緩や世界食縮会議などでもこの解決策を求めて今や「地

球号の上でともに生活する人間違」という考えの中で私達の生活は把え

られてきている 。その中ではいろんな対立を生じているようだが、たと

えばそれらが資源その他経済問題を伴 って私達の生活を今や左右しよう

としてきている 。37m分の11. 怠 l 千万分の l 人である個人の存在はとる

に足らぬもののように見えながら、集積されると重みが明確にな ってく

る。すなわち「計画」と言われるものの必要さ、重要さがここにある 。

私はこれからの国土利用計画とはそのような全地球的な観点を背景に

考えることが求められる一方、もう 一方のサイドからの積み上げ、すな

わち個人よりの必要性や要求に基づく個人の身の廻りの問題の積み上げ

である部屋から住宅へ、環境へ、施設へと生活と対応したものが計画さ

れ、建設されていく過程と迷続していなければならないし、これはどの

部分で欠けていても問題が生ずる 。 それは恐らく人間が物理的な面だけ

でなく精神的にも「やすらぎの場」を得るための「定住性」の問題に到

達すると思われる 。

このように考えてくると、爆発的に地加していく人口に対処するには

部分と全体との関係を十分把握し、考慮しながら計画に当たらないと、

国家的というよりは地球的 (人類的) な見地からも取り返しのつかない

ような損失を招来するであろう 。

(ゃまだ と しみつ 日本住宅公団関西支社平域開発事務所事業計画課長)

亡二』吾戸::::. ＼ｉＺＧＭ ＭＮｾ＠

ーー， 温島t
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職 人

中村

回

全体に対する部分を、職業上の問題としてとらえたとき、も っとも関

心のあるのは物をっくり 出 す部分、すなわち、建築や造園の労働者であ

る。ヰ世人といってもよい 。

私自身の体験から話をひきだそう 。最近私はコンクリートプレハプの

家を建てた 。そこで内装の大工さんとしばらくつきあ った。九州| から出

てきた兄弟 2 人のチームである 。気持もよく腕もよい職人で、下請会社

の下請の部分である 。 このいわば末端部分の大工さんが、施主としての

私にと って、家の全体を考えてくれた人であ った。

図

もちろん、もうひとつの全体一 一元請会社 は存在する。営業 、契約、

監理、保証といった過程が元諮会社のなかで全体として把握されている

のは疑いない。 しかしこの全体は官僚組織のような互いに無i ' t 任な全体

のように感じられた 。出来上がりにソツがあ ったわけではなく、むしろ

予想したよりも良い出来ぱえであ った。 それにもかかわらず、元諮会社

という全体はち っぽけな施主にと っては冷たい存在でしかなか った。

おそらく元請会社は家全体に対して施主の感付かないi ' t 任を負 ってい

るにちがいない。構造強度、材質管理、合理化による価格の号| き下げ、

等々 。 これらはたしかに重要な全体の精進に結びついている 。 しかし、

これらは施主個人の住まい方という全体にはほとんど答えてくれないの

である 。

図

私の場合、プレハプの自由設計ということで、プランは自分で住いて

みた。元議会社の設計部門からわずかなチェ ックがあ ったが、ほlま原案

巡りの謁在設計図で施工が進められることにな った。実は、この過程で

私は設計部門の人といろいろ話し合いがあるのかと思 っていた 。 ところ

がそんな話し合いは全くなく、ある日い'きなり工事謀長と施工上の協議

に入 ったのである 。 このようなことはプレハプ業界ではむしろ常識で、

これこそプレハプのメリ ッ トということになるのかも知れない。ただ私

は自分の索案に比べて実施設計図でうまく解決してくれた点がたくさん

あったし、また未解決のデザインもあ ったので、お礼かたがた話をした

かったのである 。

残された未解決のデザインは 、工事課長から現場担当の係長へ、さら

に下請の現場監督へと受け継がれ 、最後には大工さんが受けとめること

にな った。 そしてこの順序で接触の頻度も高〈、人間的つながりが感じ

られたのは当然といえば当然であろうが、結局、施主にと っての全体の

問題も同時に会社全体から縫脱してしま ったという感を深くしたのであ

る。

残されたデザインとい っても、デザインというものの本性上、その解

決は全体の要になっていくのがふつうである 。階段と茶の間の組み合わ

せという一見何でもない問題であ ったが、大工さんと私はこの問題にか

なりの時間かかずらった 。 そして大工さんは私にと って見事だと思える

デザインを考え出し、熱中してそれを仕上げてくれた 。私はここで手ご

たえのある全体に触れたと今でも思う 。要するに、人間こそが、部分と

して、また媒介として全体をっくり出せると思う 。

回

この階段と茶の聞は今のところ私のも っとも好きな部分である 。 そし

てここは、「この頃は面白い仕事がなくて」と言 ってつぎの仕事に出かけ

た大工さんの再訪をいつでも待 っている 。

( なかむら まこと 京都大学農学部教授)



金沢のまち一 「水」

島村 昇

田 部分

私は金沢に暮らしているので、金沢のまちについて回答します。金沢

では江戸時代から明治 ・大正 昭和の建造物や庭園があり、それらは単

体である場合もあり集団的にかいわいを形成する場合もありますが、空

間的に質が異な っているので、 一つの貨のまとまりを (部分〉 と考えま

す、というように感じられます 。 たとえば、城跡、兼六図、町並み、土

塀街、寺院群、繁華街など面的にひろがりをも っ場合と線状にのびてい

る場合がありますが、それらはす べてまちの部分と感じられます。 これ

らの部分はそれぞれ固有の空間を演出し、まちの多機性を実現している

ので、私はそれらのすべてに関心があります。結局 〈部分〉は他の部分

と異な っているからこそ (部分〉であるとおもえます。 これらの 〈部分〉

は、またごく広い意味でのコ ミュ ニティといえるかも知れません。

回 全体

部分の集まりが全体になりますが、なぜ部分が集ま って全体にな って

いるのか、逆にいえば全体はなせ'gs分を必要としているのかということ

を考えます。空間的には部分が集ま って全体にな っているわけですが、

部分と全体は空間的な問題だけではなく 〈関係〉の問題でもあります 。

もし く関係〉がなか ったら 〈部分 〉は 〈全体〉 にまとめあげられません。

したがって、 (全体 〉は (部分〉の 〈関係〉 とおもえます 。 たまたままち

は、部分の接近性が必要であることから、空 間的なまとまりをつく って

全体になっているにすぎないとおもえます。

固 部分の集積

いま話を具体的にするために、告[1分をコ ミュニテ ィとします。土塀の

あるコミュニティ、寺のあるコミ ュニティ、車. j j <のコミ ュニティ、水のあ

るコミュニティ、町家コミ ュニテ ィ..... ー。 これらのコミュニティが全

体的なまちとして機能してい くためには、それぞれのコミュニティが活

発に生活を展開できるような粂件が皇室えられねばならな いことはいうま

でもありませんが、それぞれのコ ミュニ テ ィが特性をよく理解し、まち

全体の中での「われわれのコ ミュニテイ 」を つ くりあげていくようにI也

方自治体はイニ シヤティプをとることが必要とおもえます。金沢のよう

に伝統的なまちでは都市デザインの索材はたくさんありますから、だれ

にでもわかる具体的なコミ ュニティづくりができるのではないかとおも

います。

回 すきな部分

まちのデイテルとしての部分は、数えればたくさんになりますが、この

頃その中でとくにすきな部分ということになると、「水」のある部分とい

うことになります。金沢ではこの「水」のある部分がたくさんあります。

その代表例は犀川 ・浅野川の河川景観、用水の流れる土塀 (武家屋敷群

区域)、市街縁辺の農村j義務と用水、洗練されたところでは兼六園の庭園、

被いところでは沌のある料亭など・・・・ ・・。水に緑はっきものですから、緑

についてはあまり述べませんが、人体のほとんどが水分であるためか、

ひじように生理的に「水」を求めているのではないかとおもいます 。「都

市の緑化」ということはよくいわれますが「都市の水系イヒ」はあんまり

いわれないのでたよりない気 がします 。だいたい「車主」も「水」がなか

ったら育たないとおもいます。結局、すきな昔[1分を考えてみると、必ず

「水」があります。 その証拠に地下街では「水」がモチーフにな ってい

ます。 イワナは伎めませんわね。 ( し まむら のぼる 金沢工業大学助教授 )

全 体 学 へ の 序 説- 空 気 一

吉 村 元 男

日頃、関西が主な活動の場とな っているせいか、関西の都市はそれぞ

れに個性があ って非常に奥羽未がある 。 そのうちでも、とくに、京都、大

阪、神戸は 100 万以上の人口をかかえ、互いに至近の距離にあるにもか

かわらず、それぞれがユニークである 。テレピドラマでも、この三都を

舞台に、 三者fl それぞれの方言をまじえ、人情のこまやかな生活が繰りひ

ろげられる 。 このことは一見、なんでもない事実であるが、わたしには

非常に不思議に思える 。三都は新幹線、私鉄、道路網で緊密につながれ、

1 時間前後で・互いに到達する距離にあり、なおかつ、都市化の波によづ

て、すでに述坦しているのである 。 いわば、 一つの巨大都市とい っても

過言ではない 。 にもかかわらず、京都、大阪、神戸は依然として1虫自な

個性をもち、将来もそうありつづけるであろう 。画一化、均質化といわ

れる世の中にありながら、これはい ったいどういう理由でそうな ってい

るのだろうか。 わたしには不思議におもえるのである 。

比較都市形成史のような学問があれば、わたしの疑問も 一挙に解決す

るかもま日れないが、今のところそのようなものはないので、 一つの仮説

と して、わたしはその理由を東海道メガロポリスという巨大都市の存在

によることにしている 。つまり、 三都のそれぞれの個性は、巨大都市の

出E見によ って、よりl ' I J 4 在イヒしたのだということてもある 。いうまでもなく、

メガロ ポ リスのような巨大な構造は、全国の都市を画一化の方向に向か

わしめる力として働くものであるが、また逆の25: 昧で、それぞれの都市

に個性を f呆降するとも言える 。

このアンケートのテーマである、部分と全体をこのことに比定すれば、

部分がそれぞれの都市であり、全体が東海道メガロポリスである 。全体

が脅[1分の個性を生かし、それを保障する何かがあるのではないかという

仮説を、 h¥しはここで、言いたいので、ある 。 この場合の全体は、決して

個人の生活感覚から 言っ て快いひびきをも つ ものではない。 なせ. なら、

全体は、円国々の人間を超えた、よりグローパルな機能や構造 J (アンケー

ト主旨よ り) であり、部分は「人間の五感で とらえ られるような、われ

われの身近なもの J (問) と思われてい るか らである 。

しかし、なぜそう定義されてしまうのだろ うか。 わたしは、全体こそ、

人間の五感の領域の中に入るものでなければならないと思う 。言 いかえ

れば、今まで、全体ということに関して、あまりにも冷たい仕打ちをし

すぎているのではないかとさえ思える 。京都や大阪、神戸に住んでいる

者 にとっては、新幹線や東名、名神高速道路によ って結ばれている東海

道メガロポリスは、 三都をおおう傘のようなものである 。 その傘のイメ

ージはあまりよろしくない。新幹線ができたから、そこを往来する人は

より忙しくなり、沿線住民も被害をこうむ っているのである 。全f本に対

しては、おおむね、それが巨大であり、怪物であるという理由で人々は

抑圧 されると考える 。 しかし全体とい うことは、それが傘であるからこ

そ、あらゆる人々にと って見過ごすことはできないしろものなのである 。

全体がこれほど人々にきらわれ、無関心とな ってしま ったのは、やはり、

全体について考える道筋なり、方法などに関してあまりウェートを置い

ていないからにほかならない 。部分を抑圧しないで、逆に部分の個性を

より浮かび上がらせるような全体の有り方を模索するような体系を 、わ

たしは今日ほど必要とされている時期はないように思える 。 このような

体系を強いて名づければ、全体学とでもいえようか。{lif去に、全体学の

骨格になるようなヒントをあげておこう 。部分の生存にとって必要な全

体は空気のようなものである 。 それはどこにでもあるが、決して前面に

出ることはなく、しかも、すべての部分にと って、単純で明快なもので

なければならない。
(よしむら も と お 環 境 事 業 計 画 研 究 所 所 長)
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つなぎの空間の創出

杉 本 正 美

囚

計画 ・設計における部分とは、 全体を構成している諸要素であると考

えるが、全体をいかなるスケールでとらえるかによ って部分の認識は異

なる 。 たとえば、コンクリート、ガラス、水、樹木などの素材そのもの

は、スモールスケールでの部分であり、素材の集合体としての建物や植

栽などはスケールが大きくな った場合の部分であるといえよう 。 しかし、

実際にデザインを行う中で私が意図する部分は、空間を構成する諸要素

( 素材そのもの、あるいは多 くの紫材の集合体) が、何らかの形で組み

合わされ、そこに 、新たな質として創出される空間である 。構造物と構

造物、機造物と植物、物と人間等の婆紫聞に生じる空間がその例である 。

部分をこのように考えるとき、私にと って関心のある部分は、敷地と構

造物の境界線の閣に生じるあらゆるスケールの変化ある質を創出し得る

3 次元の空間である 。

回

全体とは、相互に依存していると見f放される共存するあらゆる部分が、

空間的にうまくオーガナイズされ、結果的に T ot al L a n ds c ape  (空間

を構成するすべての部分は一要素にすぎず、これらが包含され、しかも

時間的展望における空間全体の使われ方をも含めて創造される景観全体)

として構造化されている領域であると考える 。 このように全体を考える

とき、全体として認識される領域は、計画・設計対象の領域内に設定さ

れた計画 ・設計の質やスケールの相違によ って、おのずから異なるもの

となる 。たとえば、ある敷地に高層建築を計画 ・設計する場合、そこで

の全体は、高層建築カ沖見党的および形態的に影響を及ぼす広大な範囲を

全体としての認識の対象に考えなければならないし、これに対して低層

建築の場合は、それを取り囲むほんのわずかの周辺環境が全体として認

認されれば十分で、ある 。 このように私は、空間構成要素である各部分の

係わり合いの程度を通して全体を認識している 。

固

部分と全体を以上のように認識するとき、これら両者をつなぐ方法は、

部分と部分の接点に生じる抜雑多岐な空間、すなわち 会つなぎの空間 "

( これも部分ではあるが) を計画的に創出することにあると考える 。 こ

の ミつなぎの空間 " ( ふ部分から部分、さらには部分から全体へと展開

する空間の T r a ns i ti on を創り出すためのものであると同時に、全体の

中に変化はあるが調和的 ( H a r mony ) であり、連続的 ( S e quenc e) であ

り、かっ美的 ( B e aut y ) な結果を導くものでなければならない。複雑な

部分の集合体としての全体における連続した植栽の導入や、土地の Un-

dul a ti on による連続性の創造、さらには全体を通しての C olor C ont r ol  

などは、つなぎの道具の→列と考えられよう 。

固

私のすきな部分は、構造物と構造物の問の空間 (写真 1 )、 構造物と

植物により構成される空間 (写其 2 )、およ び“ ワ なぎの空間" として創

出された部分( 写真 3 ) などである 。

(す ぎもと ま さみ 大阪府立大学緑地計画工学研究室助教段 Il 学博士)
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写真 1 三宝院

写真 2 Foothi l l  Col l ege， Cal i fornia 

写真 3 Foot hi l l  C oll ege， Cal i f orni a 

階段を設置すること

により illJili された垂

直方向での空間変化

J濃い屋視のひさ しと

樹木との相互関係に

より創出された 3 次

元の限定された空間

連続した同一樹種の

植栽と築山のUn- du

lati on により部分と

全体が有機的につな

がれている



写真一 1

B  

Ｎ翠翠 ＱＢＱｾ ・
デザインの動向一部分と全体

アンケート

写真 2  

写真一3 写真一4

建築の成熟一部分を磨く

ことを通じて一小角亨

私の関心のある部分とは、設計者のコンセプトを J脳宿し具象化したも

のであると考えます。

ここに錫げた例は、 E . サー リネ ン設計のイエール大学府内に建つホ

ッケ ーリン ク ( 1958年完成 ) です。

これは、内部の天井を古材で貼り上げていて、暖かい雰囲気を持った

ものですが、想像よりも割に小さな建物です。

2 枚の写真を見くらべて下さい。挨工時の写真一 l には見られなかっ

た照明器具が、写兵 一 2 では、そり上がった屋根の先端についています。

この器具は、近くに建築された同じ作者による学生寮 ( 1962年完成) の

照明器具のデザインとよく似ていることから、 E . サーリネ ンが挨工後、

恐ら く学生寮の建設中にでも、取りつけたものと考えられます。

それにしても、この照明器具のいかにも場を得た取りつけ方はどうで

しょうか。これによって 、地面にうず くまってしまっていた恐認が、文字

どおり画龍点目背の頭をいただいて、大地から足を路んばってう更に日包略す

るかのカ動感が十二分に表現できたと言えるでしょう。この建築は、こ

の照明器具の取り付けによって完成したのです。

くわえて私が感銘をうけましたのは、 E . サーリネンですら、建物の

完成後も、なおイメージの顕現化 を願って暗中模索する姿に対してです。

I時をかけて、 ついに捉えたコンセプトの結晶である照明器具を、 晴れば

れと仰ぎ見る作者の姿を想像しますと、ちょうど私が訪れた秋晴れの一

日の印象にオーバーラ ップし て、胸が締めつけられるような感激を覚え

るのです。

もう一つは、閉じく E . サーリネン設計のニューヨーク空港にある T

W A ターミナルピルの手摺です。

この建築は、いたるところきわめつけの部分がありますが、ターミナ

ルピルという人を淀ませたり、流したりする交通建築の性質上、手摺の

デザインは最も大切な部分のはずです。

手摺に気をつけて、写真を見くらべていただくと 、写真一 4 に比べて、

完成時の写真 一 3 は、いかにも固い感じがします。恐らくはじめの手抱

に対しては、手摺子の間隔が間遠なので、子供が落ちやすいとかのクレ

ームもあ ったのでしょうが、現在の手摺は、手指子の聞に ー廻り細いア

ルミ製の丸パイプが立てられています。 作者もいろいろ智恵 を絞ったの

でしょうが、この強弱をつけられた手摺子のリ ズミカルな調子が、この

軽快な空間を、より生き生きと息づかせ、今から飛行機に乗 って旅立勺

乗客の期待感を精一杯ふくらませてみせようとする作者の意図が見事に

実現されています。

以上、 2例は、建物完成後つけ加えられた部分で、設討l時には、考え

られていなかったものと推察されます。つまり 、建築を生み務とした後

で、当初意図したコンセプトを振りかえり 、磨 きこんで、ついに把えた

結品と言うべきでしょう。

わたくしたちが設計に際して、全体を象徴する部分をはじめから明確

な形で把握したいとは、常々望むところですが、E . サーリネンの建 築

にたくして、あえて、このような空想を描いてみましたのも、部分を磨

きこむことによって全体像を明確にすることの難しさ 、 しかし、それを

成しとげたときの建築の完全な成熟ということについて考えてみる手だ

てを探したいと願 った」からにほかなりません。

( こすみ とおる 日建設計大阪本社計画主管)
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建 築 の な か の 動 物

松 村 慶 三

この雑誌が自にふれる頃には政界新分野も線定し、疑惑高官への国民

の務判も下 っている 。かつて角栄氏カつヒ京を訪れfl したとき、彼はすなわ

ち日本国であ っ た 。 ￭ｊｾ は ｲｻＧ［ＱＱ 分 」 であると同時に「 全 体」であ っ たのだ

が、その「音11分」は、栄光に輝く「全体」 に反して余りにも黒〈汚れて

いたために彼は庶民の偶像から墜落をした 。 しかし部分と 全体とは、時

に一つの個体の中で正しく共存しうるはずである 。建築についても同じ

ではないか。今、愛国心が人々の心から消え失せ、愛郷心が枯渇すると

きに、私にと って一番身近で、かつ関心ある「全体」は郷土大阪のまち

である 。 巨万の富をたくわえ、ｾかな自然と人Ｇ附とを育くんだ 、 かつて

の壮大な大阪は敗戦とともに消えてしま ったが、今このまちは復活とi l ' iI

綾のエネルギーが激突して、期待と不安の中で21世紀に向か つて大きく

変容しようとしている 。ただ関心をも って座視するのではなく、心から

愛着をもっ大阪土人の一人として微力を捧け、たいと思 っている 。 そこで

一番関心のあ る「昔日分」はやはり 中のぬである 。中の島は大阪にと って

一つの部分であ り、かつ大阪人の心にと っては全体でもある 。現市庁舎に

ょせる大阪人の愛着がもし少数のものにすぎないと仮定をしても 、それ

を無視するわけにはゆかないだろう 。 この磁の愛どiーこそ、郷土愛の原動

力となるからである 。何らかの手法によ って、今の庁舎の形態を通じて

伝承された「伝統へのメモリー」を新しい庁舎に引き継がねばならない。

そうしてこそ新しい庁舎はまた後世の市民の心のふるさととなる 。

。

「好きな部分」は建築のなかの 1動物」です。刻、の卒業した小学校の

階段の手抱に は、オドリバのところにブロンズの兎が" 氏 っていて 、あい

だの傾斜の部分には何匹かの他が一生けんめいに坂道を昇 っているので

した。兎の丸いお尻は、私たちの小さな掌でいつも金色に光っていまし

た。その輝きも、その表情も今にほうふっとして蘇り、心を暖ためてく

れます 。建築協会のかいだんの木のふくろうもいい 。今でこそうす 11古い

空間の中で忘れられていますが、かつてあの建物が住居であ った日々に

は、人とふくろうとの対話がどんなにたのしく続いていたことでし ょう。

芦屋警察の入口の石のアーチの上にも、それはいかめしい鬼瓦のような

石彫のふくろうの顔が、下をゆく人々をにらんでいます。ふくろうは、

智怒と芸術と戦さの女神、アテネの使者で、このふくろうと目を合わせ

たとき 、心 やましい人民は内心じくじたるものがあるでしょう 。よく見

るとあちこちにけものや烏たちがいます。古い阪急のコンコースの幻の

けものたち、新しい阪急デパートのコンコースのH寺計を昨えた怪鳥など、

冷たく動かない彼らが、人の心と触れ合 ったとき 、里子をかけ、空をと ぶ

のです。そのとき、小さな一つの「音11分」は人の心のなかで姿をかえ、

無限に大きくな って ゆきます。彼らに 出逢 ったときの心の高なりほどに

人の心 を打つディテールを作りたいと思います。
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( まつ む ら け い ぞ う illi 辺住築 事務所)

都 市 行 政 一 建 築 ー

ディテール竹山清明

囚 図

建築の設計を行う立場から見れば、「全体」と「昔日分」とにはつぎの二通

りの組み合わせが考えられるであろう 。大きいスケールでは、「全体」と

は都市であり 、「部分」とは単体の建築や都市施設を指す。小さいスケー

ルでは「全体」とは単体の建築であり、「部分」とは納まりなどのデ ィテ

ールを意味する 。

この二組の「全体」と「部分」の関連の解決が、設計をすすめていく

上でかなり大きい比重を占めているといえる 。

回

「全体 = 都市」、「音E分 = 建築」とみた場合、「部分 = 建築」は容易にコ

ン トロールで きるが「全体 = 都市」は ほとんどコン トロールで きないも

のとして、これまで認識されてきた 。都市のコントロールの難しさは、

単に大きすぎて全体像の把握ができにくいということによるのではなく、

これまでの都市づくりが、大企業のもうけ本位の効率的都市づくりであ

り、住民サイド ・文化的サイドか らみて全くの無政府状態的な都市づく

りでしかなかったというところに最大の原因がある 。「全体 = 都市」と「部

分= 建築」をつなげていくためには、このようなこれまでの都市行政を、

住民本位の優れた生活環境や文化的環境をつく っていく都市行政へと転

換 していかねばならない 。そうして 、そのような都市行政への転換はそ

の兆しを見せつつある。それは全国各地で起こ りつつある生活環境や文化

環境を諮る住民運動の頻発である 。 このような運動の延長線上において、

都市行政は必ずや根本的な改革を強いられ、将来においては「全体= 都

市」と「音日分= 建築」との健全なつながりがっくりあげられるであろう

と確信している 。将来の展望はさておき 、現在の日常の設計業務の 中で

の私達のめざすべき方向としては施主の狭い利益のみに囚われることな

く、都市的社会的諸問題を視' l l . に程きながら 、機能・怠匠 ・精 進などの

各面で優れた建築を つくるところにあろう 。 そうしてそれは現在のわが

国のゴミ溜めのような都市の状況を少しでも改善し得るものでなければ

ならない。その中でも粗悪な建築は歴史のふるいにかけられて消滅して

しまうであろうから、私達は社会的財産としての建築を、歴史の審判に

耐え得るほどの価f直あるものと してっくりあげねばならない 。 このよう

な方向こそが、時間はかかるが、現時点におい て可能な 「全体 = 都市」

と「部分= 建築」をつなげていくものであろう。

「全体= 建築」、「部分= ディテール」として見た場合 、最近の流行と

して気になるのは 、全体のデザインにディテールを無理矢理追従させる

やり方である。逆に言えば、全体をディテールの有機的な集積ととらえ

るのではなく、形のイメージを先行させ模型をとのまま拡大したような

建築が多いということである 。 このようなやり方が様式化 して いるとも

言えるため、創られる空間も画一化が進んでいるように思える。「全体=

建築」と「昔日分 = デ ィテール」のつながりをより有機的なものとするた

めには、ディテールのデザイ ンを その機能 ・繍造と関連させて掘り下げ、

全体との連関の中で生かし 、 トータルとして優れたものを つくる という

方向が重要であろう。

回

都市の中の魅力ある部分としては、歴史の中でその価値が検証されて

きた歴史的名建築をあげたい。私の身近では、旧兵庫県庁舎 (山口半六

設計) や、中之島の歴史的建築群など。いわゆる近代建築については、

歴史の検証に耐え得るであろうと期待されるものはあまり見当たらず、

現状では魅力ある部分としての評価をすることは難しいように思える 。

建築の 中の魅力ある部分としては、その機能や横造を生かしたデザイ

ンにより 、全{ 本をより価値あらしめているようなディテールをあげたい。

たとえば、帝国ホテルや山邑邸などのライトのディテールや、アールト

のディテールなど。 ( たけやま きよあき 兵庫県建築部首縛諜)



み ど り ・ 道 ・ 広 場

徳 岡 昌 克

団 関心のある 「部 分」一 一個 々 の 建 築 物

現代の建築物が構成する街並みや都市を見ると、結果として必ずしも

快適でもなく、また人間の文化的環境に役立 っていないことに気付 く。

あらためて、個々の建築物、ここでいう部分の質が問われる時代にな っ

てきたようだ 。 このことは単 に経済が高度生長期から安定生長期にある

過程として表面化したのみでなく 、現代建築そのものが批判 の対象とさ

れる時代に入 ったからであろうが、これは現代建築が創作活動の葛藤の

対象として不適で、あ ったわけではなく、むしろ、現代建築へ打ち込む崇

高な魂をわすれでこれをいたづらに装置として 扱 った結果であると解釈

したい 。一人の建築家か建築を創るのではなく、彼の存在した社会や時

代の人々か建築を創る 。建築が社会的生産物といわれ、また文化の尺度

といわれるゆえんであるが、グループであれ、組織であれ個々の建築行

為におけるデ シィジョ ン ・メーキングの果たす役割の重大さが、ますま

す痛感されよう 。今一度、都市の構成の部分として建築の もつ大きい意

義を考えてみたい 。

因 したカf って 「全 体」 とは一 一

個々の建築物カホ時成する街区であり、都市である 。都市を構成するに

必要な条件を行政的、物理的に論ずるのは当然としてもメカニズムとし

て論ずることが多く、視覚的イメージとして都市全体を論じられること

が、とりわけ、大阪については 、なき すぎたようだ 。大阪湾、淀川、生

駒山脈等格好の視覚的ゾーニング・ファクターがあるのに、都市のピィ

ジョンとして、この自然的性格が活用 されていない 。 また容税制が導入

され、それなりに成果をあげてはいるが都市景観に大きい影響を与える

法律である以上、美観上の見地からも地区指定についての検討が必要で与

あったといえよう 。建築の軒高が椛成するスカイラインも都市全体のイ

メージとしてどうあるべきかということも、都市の美しさを 印象づける

骨格的姿紫として大事なことである 。

図 部分と全体を繋くもの一 一 一

みどり 、道路、広場。部分としての良い建築物がストレートに全体の

都市として紫がり良い都市だと評価されることに異議はない 。 しかし都

市は生きものである 。いろいろな建築物があ っても、新しい建築行為が

既存の街区の優れた性格を助長するものであれば良い 。 またそれぞれの

建築物の街路や樹木とのかかわり合い如何によっては、全体としての都

市の評価を高めることも可能である。ありふれた、手ごろな、どこにで

もあり、しかし知恵がないと使えない道具として、みどり、道、広場を

あげたい。また大きいみどりと広場を生みだす手近な方法が、総合設計

制度の活用である 。条件が整えば敷地面積 l OOOm' 以上あれば可であるか

ら、ヒューマン ・スケールにあった運用が可能である。小さな街区が整

理され拡大され巨代化していくことは必ずしも好まない。むしろ、まと

まった街区にあ っても 、既存の道を 計画や設計にさいし注意深〈デザイ

ン要素に組み入 れて、建築物の スケールを視党的に調整 していくのが望

ましい。総合設計制度は、大阪のように小さな 区画で細い道路が多いと

ころで街区に新魚料未を演出でき、かっすこしでも都市を安全な方へ近づ

ける優れた制度と見ている 。

回 すきな部分の具体例一 一

A  御堂筋と日本生命、大阪ガスピル、御堂ピル。立派なイチョウ並

木があ って数少ない大阪の見せ場である 。 B . 通称「船場」界限、とく

に本町筋より北端に大阪市中央公会堂を望む三休橋筋に魅力を感じる 。

古くから歩道があ って街路樹が植わ って いる通りなど大阪ではめづらし

い。もっと大事にしたいところ、やりようによっては大阪のファッショ

ンモールになる通りに思える。( とくおか まさかっ K K竹中工務庖設計部)

Is1J J  の言忍言哉

遠 藤 剛 生

私にと って部分とは私自身であり、個人を意味すると思います。 また

全体とは社会であり、集団を意味 します。

われわれが日々携わる建築は、これら両方から派生する矛盾の中でど

ちらにも偏することを拒まれ苦しむ姿とも 言 えると思います。建築の形

象は両方のコ ンセプトの明確な認識がなければ形成されないでし ょう。

囚

過去において建築家の立場は、個々を中心と したワークの集積がスト

レートに全体を形成することが可能だ ったと思います。し かし今日では

合理主義や能率第一主義のみが前に押し 出 され、個人の意志に関係なく、

文化、政治、経済等のあらゆる分野において勝手に操作されてしまうの

が今日の状祝でし ょう。個人の本来あるべき姿は自由であり、個別的で

あり、また独自の方向性を待つことに価値があります。し かし現実にお

ける流れは表面的に見れば個人が強力な力を得たように見えますが、す

べては失われた個に対する復権の要求であり、そのためのカの結集にす

ぎません。 まさに逆転して しまった個のあり方であ って、正常な姿とは

言 えません。

視座を転じ、 全体の{ 則より求められる個とはどのようなものでしょう

か。 おのおのの個は同ーの方向性を持ち、容易に統治が可能な個である

ことが望ま しいのです。結果は同時発生的思考形態を持ち、画一的な個

となり、もはや全体を活性化し得る力を期待しにくくな っています。

このような個が形成する全体のあり様は当然のことながら歪みを生じ

ています。そして個は全体に対して疎外感のみがつのります。今日個の

主体性を確立する手段とすれば状況の否定以外に方法はないでしょう 。

しかし現実に状況の否定は郎社会からの遊離 を意味し、矛盾が一気に噴

き出 してきます。

図

全体とは部分の集積f本を意味し、不真面白で言うわけではないが、私に

とって全体とはただ一言や っかいであると しか言いようがありません。

善の中に悪が入り、悪の中に善がある、このようなときには何も行動しな

いのが一番良いとさえ考えたくもなります。 しかしこのような放漫な考

え方はますます全体を抽象化し拡散させる怖さがあります 。現実に当た

っては一つ一つの事柄を自分自身の問題として個と全体をひとひねりし

て考える以外に方法はないと思います。

団

建築かe形象である限りにおいて美意識が椴底をなします。美は常に秩

序を持っています。一方秩序は自然の系の中にあり、これらすべてを踏

まえたところに建築は存在します。 自然の系自体は決してわれわれに感

動を与えてくれません。感動は精神の問題であり，建築と人間との関り

もここから始まります。

求められるのはパトス( 感情国体化) であり 、ロ ゴス( 塑性、普遍性)

です。前者は人間の感情であり、個別的であ って、感性 の問題とも言えま

しょう 。一方、後者は普遍的系の問題であり、悟性の問題とも 言 えます 。

(r筋J)，。

建築の組み立てとしては普遍性を基盤とする「筋」の上に個別的な表

現( うまさ) が付記されることによって建築が完結すると思います。テ

ーマの中にある「手法」とは多様化してしま った現代の状況に対し建築

を通していかに関るかであり、部分と全体を繋ぐ方法は両者に共通する

基本の系を駆使し普遍的な事項のみで全体化する以外に道はないと思い

ます。 しかし普遍的形態は全体を統一体とはするが、全体が活性化する

とは考えられません。答え l孟あ くまで両者の 中間 に浮遊する 状態にある

建築だと思います。都市の状況を見ると大部分の建築が普通的基盤の上

にのみ立つものと 、個別的表現にのみ終始するものとの両極端だとも言

えます。私個人の現在は「筋」の問題により多くの興味を感じ、「筋」の

認識が定まらない限り前に進めないだろうと考えています。

( えんどう たかお遠藤剛生建築設計事務所)
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影( 空) の介入

出江 寛

囚 異質なもの、または巽形なものの

接する点 ・線 ・面が「昔日分」であ

り、常に注意を払 っている 。

図 ミース ・ファン ・デル ローエの

「ディテールには神が宿 っている」

とは、部分は全体と同等に重要で

あるという意味の言葉である。私

は常にすべての「昔日分」が大切だ

と考えている 。 r 建築での全体」

とは、思想または心の表現がすみ

ずみまでゆきわた ったものであり 、

それのないものは建物という物理

的空間にすぎないと考えている 。

図 「昔日分」と「全体」をつなぐものは思想であり、手法として異質、または

異形の強弱の対比する「古fi 分」には影( 空) を介入させている 。

回 日本建築は、異質 ・異形の接する音fi 分に; 影( 空) カず介している 。

( 上図 O 印 1. 2. )  

① 京都会館前のけやき並木

② 縫雌宮古書院の月見台

③ 慈光院の書院と庭

④ ルトロネのクロワートル

⑤ カンポの広場・集水口テ'イ

テール

⑥ y ネラリーフェの噴水の中庭

⑦ アーメダパ ッドの階段式井戸

( 吉村篤ー提供)

9 0  

( いずえ ゆたか出江究建築事務所)

包 括 的 混 成 シ ス テ ム

吉 村 篤 ー

回 図 図

「部分と全体」とは、漠然として抽象的なテーマであり、各分里子に分

けではあるが、関心のある部分というならば、デザインを志すものにと

って 、自分の属する分野に関してのみ述べるのではなく、す べての分野

に渉る共通の概念と考えて述べるのがよいのではないかと思う 。当 然の

ことではあるが「部分」とはある状況下では「全体」であり、「全体」も

また 、J.: IJ の状況の下では「昔日分」になる、という相関関係がある 。一般

的に「昔日分」とは「全体」の一機成要紫ではあるが、それ 自身の存在価

値が大きく、人間とものとの関係における、最もヒュー 7 ンな存在とい

えるものだと思う 。私にとって関心ある「音li分」とは、単なる“ エレメ

ント" や、いわゆる“ 納まり( ディテール) " としての「昔日分」ではなく、

稜々のエレメン卜の構成や、他の諸要紫とのかかわりあいが被し出す空

間の一部分である 。それは、人間が感動を党えたり、愛着を感じたりす

る部分である。たとえば、都市の街説みや、スモールアーバンスペース、

広場のペ ーヴメント、公園の大木などのような外部空間としての「告fi 分」

あるいは、寺院の大空間や茶室の小さな明り採りの障子、リビングルー

ムにしつらえられた家具や照明器具のような内部空間! としての「昔日分」

また、自動車や飛行機、船舶などの一部分、 etc . これらはすべて私の

興味ある「部分」であり、「全体」とはこれらの部分を包括する システ ムに

よって生まれてくる“ 核合体" であると考える 。 これは単に「部分」の集

積ではない。「部分の集積がそのままストレートに全体へ速なる」ことは

必ずしも幸福とは言えないと思う。「部分」と「全体」を つなぐものは、方

法とか道具ではなく、部分のデザインを超越した、包括的な混成システ

ムではないかと思う 。

回

「すきな部分」というより、創造活動を行う上で、常に座右の銘的な存

在であるものを思いつくままにら列してみる 。やや多すぎるかもしれな

いが、これらはすべて私の創作行為に、何らかの助言を与えてきてくれ

たし 、またこれからも " 永遠なる部分" として、脳裏に焼きついている

もσユである 。

・京都鴨川目半、京都会館前のけやき並木、京都御所n " i i:ゑ殿西の萩愛、高

瀬川 一之船入附近、孤蓬} 奄門前の石橋、桂離宮古住院の月兄台 、円通寺

の庭と借景、大池 ｈ 寺および慈光院の Ｚ［ Ａｾ院と庭のつながり、回麦ｻ矢部落農

家の屋根、白川村合掌: 造りの安面、外泊昔日落の石垣、旧帝国ホテルのプ

ロムナード部分と孔雀の問、親和銀行本庖のイ ンテ リア。

・カンポの広場のペーヴメントと集水ドレイン、 7 .:; シジの街並 、ベル

ージアの街路、スペルロ ンガの集落、ヴイ y トリオエマヌエレ H世ガレリ

アのぺーヴメン卜、ヴィラデステの百噴水の庭、ル ・トロネのクロワー

トルと中庭、コルドパのパチオ、アランプラ宮殿のコマレスの俗とアラ

ヤネスの庭、ヘネラリーフェの! 噴水の中庭、パルテノンの往列、ハーレ

ンジ一ドルンクの{主居、レァティろうそく庖のファサード、ロンシャン

の教会のファサード、ラツーレ γ トの修道院の中庭部分、シャルトル大

聖堂のステンドグラス、聖フランシス ・デ ・サレ ス教会の改造部分、ソ

ーク研究所の立面、ファーストユニテリアン教会の礼拝堂、 ジョンソン

ワ y クス社の事務室、シーランチのインテリア、ムーア自邸の居間、ニ

ューヨークグリーン エーカーノ f ー夕、アーメダパ y ドの階段式井戸 、イ

@  

( よしむら とくい ち



住 ま う 人 の 意 志 の 反 映

- 都 市 住 宅 単 位 一 中 筋 修

建築家にと って、都市にかかわるさまざまな方法、ア プローチがある

だろう 。今 、僕逮の仲間の頭を占めている最大の関，ｾ司王は、 ｩ 都市の住宅

にある (住宅都市ではない)。 都市の住宅を、諮ることはすなわち、都市

を諮ることでもあると言えるはずである 。不思議なことに、現代の日本

の都市 ( とくに大阪) をイメー ジするとき 、まず思い浮 かべるのは、高

層の貸ピルであり、銀行ピルであり、決して都市の住宅を思い浮かべる

ことはできない。

都市は本来仕事をする場所、住まう場所、遊ぶ場所が、混然一体とし

たものであ ったはずである 。

部分と全体という、ヒエラルキーデザイン論を語るとき、よく例とし

てあげられる、サンジミニアーノ、ヴェヰ、ツイアなどイタリアの古都市

や、高山、今井田I など日本の古都市も例外でない。等質 な部分と、全体

のあり方が、永年洗練されて、美事な都市美を見せていることもよく指

摘されるが、仕事場、住居、庄屋等の諸機能が一体とな った街としての

魅力も忘れてはならない。

戦後の経済発展のすさまじさは、大都市に労働人口を集中させたが、

都市から住宅を追い払 ってしま った。 日本の一戸建にこだわる住習慣で

は、高密度化した都市内に、住居を持つことはまず不可能であり、形ば

かりの郊外一戸建という形で、無制限なスプロールをくりひろげた。

建築家にと って、一戸建住宅の場で発注者と 一対ーの幸福な対話をく

りひろげながら、さながら完結した小宇宙の内部で創作する喜びは捨て

がたいものがある 。建築家にと って全人格的にかかわりを持つことので

きる 唯一の場だからである 。 しかし幸運にも土地を入手し、建築家に設

計を依頼することのできる発注者との対話を通しては、都市にかかわる

ことはむずかしい。

僕達の仲間は、都市に住むことにかかわる技術者として、住まう人と

一戸建住宅のときのように徹底的にかかわりを持ちながら、高密度共同

住宅を、都市を構成する最少単位のーっ として、実現させることを試み

ている。

もちろんそのためには、必要なさまざまな分野の技術者のグループを

作ることや、参加者とスムーズに協働できるよう、連帯を深めるための

会作りも必要とし、都住創( 都市住宅を自分遠の手で古IJ る会) という全

くオープンな運動を提唱している。実験的な第 l 号線は、現在松屋町筋

で工事中であり、この実験を通して僕達は多くのことを学びつつある。

こんな住まう人の意志を徹底的に反映させた都市住宅単位を、都心部

にいくつも作 ってゆく作業を通して、都市のあり方を部分から考えてゆ

きたいし、また、都市住宅単位をこえたものに、僕達がどう実感をも っ

てかかわることができるかということも考えてゆきたい 。

( なかす じ おさむ 安原中筋建築研究所)
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都{ 主創による第 1号棟

のプラン

「部分」と「全体」につい

て の 思 想 山 崎 泰 孝

部分と全体についての思想は、普から多くの人々が述べている。ある

部分は、その全体にと って は部分であるが、同時にまたそれそのものは

全体である。部分という 概念は、 全体という 概念の上 において初めて 成

り立 っている 。すなわち、部分の「虫」的な集積が弁証法的に新しい

「質」としての「意味」を持ったとき、初めてその全体の概念が成立し、

その部分が部分としての存在カず認められる 。

部分と全体の関係についてのこのような認識は、この新しい「質」に

ついてのとらえ方は異なるにせよ、昔からすべての思想の基本となって

きたことである。現代の状況における 問題は、産業革命以後直線的に発

展してきた現代資本主義社会において 、前述したある部分が、単なる部

分としての存在でしかなく、同時に持たなければならない全体としての

「質」を持たなくな ったところにある 。個を大切にしたルネサンスの歴

史を持つヨーロ ッパ に比較して、常に 全体主義的な歴史の流れを持って

きた日本の社会においては、その矛盾がより明確に表れているようであ

る。第二次世界大戦における日本の誤ちもこの一つ であるが、現代にお

ける中央集権的な日本の文化状況は、まさにその悪弊であり、建築計画

や都市計画の思想、も未だここにあるといってよい。現代に生きるわれ わ

れにと っての諜題は、まさにこの部分をもう 一度全体としての存在へ、

すなわち新しい「意味」の再発見でなければならない。

かつてベトナム戦争において、アメリカ寧は全体として強大なカを持

ちながら、部分においては輸送兵、何々兵等と機能分化をしているため

に、戦いその場では全くその存在の意味を持たなか った。それに比較し

て、べトコン兵士は各人が常に全体であるため、戦いとなれば、すべて

の部分がその力を発揮し、輸送となればまたそれらの部分が同時に輸送

のカを発揮した 。 ここにベトナムの勝利の秘密があったとい ってもよか

ろう 。

いかなる if 困」も常に音H分であると同 11寺に全f本でなければならない。

中国における「土法」の思想もここにある 。各地域、各個人が、それぞ

れ自分のやり方、技術を持つ ことを基本におきながらその力をより発揮

するためにのみ「洋法」としてのさらに他の技術を取り入れてゆこうとす

る思想である 。 それに比較して、現代日本の社会においては地方の技術

は次 h と中央の技術におきかえられ、地方の文化は中央の文化に吸収さ

れていってしまう 。マス ・コミ社会、中央集権的な政治、経済体制は、

よりこの状況をおし進めてきた。建築界、都市計画の思想も全くこ れと

同様、結果的には地域住民の存在を無視し、地域文化をふみにじ ってき

たとい っても過言ではない。

現代において、われわれ計画者のやらなければな与ないことは、そ れ

ぞれの社会、それぞれのヒエラルキーにおいて、その部分部分その もの

をもう 一度全体として見直し、性格づけ、それらを計画学の思想の 中に

入れていかなければならないときにきている。それは従来の盆的な視点

ではなく、質的な視点を要求される 。人間一人一人が異なるように、部

分部分の持つ「個性」、それが存在する「意味」を発見することから始ま

り、その相互の関係をみいだし結ひ' つけることが計画学とならなければ

ならない 。

最初に計画の目標や方法があるのではなく、個性ある「部分」と「部

分」の出会いからそれぞれの目標や方法もっくり出さなければならない。

すべてに共通する方法からは個性ある関係はみいだせないし、量的な観

察からは、質的な存在理由を発見することはできない。もし、すべての

計画者に共通する方法があるとすれば、それは各部分の存在を認め、 そ

れを愛する気持ではないかと思う 。

(や まざき やすたか A Z  lns t i tut e 環境計画研究所所長)
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空間に秘められた暖かさと

「心」 松 村 賢 治

一一ーはじめに

私達が素晴らしいと感激する建物のことを考えてみましょう 。 r形 が

良い J r周りの風景に? '; ! チしている J r昔fl 屋の雰囲気が落ち着いている」

「精子に座 った感触が何とも言えない」 ・。部分から全体にわた って、

設計者の心が隅々まで行きわた っていることが解り、しかもその総合評

価が良いと「紫晴らしいな / J ということになるのでし ょう。感動させ

るものには人の好みが左右するのはもちろんです。 が、 とにかく質素で

地味な古い田I や建物、そしてガウデイやアアルトーの空間は私を酔わせ

ました 。

私達が「紫日青らしい / J と感ずる美人も、もちろん人によ って好みが

遠います。電車の中で見かけるハ γ とするような美人。日1) に美人でなく

ても服装や見かけで目を魅かれる場合もあれば、地味であるためほとん

ど目に止まらない人もいます。

建築でもそうです。 ただ眺めただけでは形の美しさは解りますが、本

当の良さは解りません。 まして雑誌に出る写兵や設計者の大げさな自画

自談に婦されるのは嫌です。たとえば、良いコーヒー底は自分が行 って

そこでコーヒーを飲んでみなければ解りません。建物自体よりも、味や

オーナーの心遣いや客のかもし出す雰囲気が「良さ」を感じさせる大き

なポイントになります。私逮を感動させるのは、内に秘められた「心」

だと思います。

一一一問、 「一般的に述べて 〈部分〉 とはつ」

一 一答、 「近くから見るもの。建物なら、手や体で触れるもの。人なら

目、口、足。」

ー一一問、 「それでは全体とはつ」

一 一答、 「速くから見るもの。建物ならタは見や配置、そしてバランス 。」

人なら、全身そして 〈部分) ( 口や鼻のこと) の配置。プロポー ション。」

一 一問、 「部分の集積がそのまま 全体につながるというケースは稀であ

ろうが、部分と全体を繋ぐものは何 ?J

答、 「幸福…・ 目白というのは良〈解りませんが、空間が機能を持つた

めにはさまざまな装置が必要です。それらを含めたもの、すなわち実際

に使われている状態こそ 、建物の本来の姿だと思います。」

一 一問、 「部分と全体を繋 ぐ方法とか道具は何か ?J

一 一答、 「それは装置であり、またそれを使 っている人間も含まれると

思います。装置を取り払われた空間には、 H変かさがありません。たとえ

ば、人のいない建物の写真に漂う冷たさです。全体としての空間はさり
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デンマークの古い農家

(17世紀)

200年もがj の住まいで現代人

の生活カ吋子われている。質

で小さな空間、しかし' 1: 、が鐙

かである。

ベルギーの古い町 (15世紀)

今も人が住み、美 しく手入

れされている。 f主む人の生

活の知恵がに じみでて いる。

建 築 作 品 の 身 体 化

一 詳 細 の く ず れ は 建 築 の く ず れ

渡 辺 豊 和

一番簡単な話、人体を考えるなら手や足の指のように切断しでも生命

にかかわらない部分までを「音fl 分」と言い、人体全体を「全体」としよう 。

しかし単純な機能論でいっても指一本の欠如ですら相当の機能障害を引

き起こすことからして、部分と全体とい った二分法は本来何の意味も、

さらに何の問題提起にもならないことをまずも って銘記すべきである 。

機械ならもちろん、不良部分の代替によ って全体機能を阻害すること

もなく充全の働きを約束することができるのであって、「部分と全体」と

いう命題はやはり非常に工学的な問題と考えるべきであり、たとえ人間

自身の問題としてもそれは組織論以上のものを出ないはずである 。建築

はものの集積によって出来ていはしない。 これは衆知のことである 。絵

でも彫刻でも色や形は一点のゆるがせもできないように、建築において

もいかなる詳細と言えどもくずれは許さるべきものではない 。詳細のく

ずれは即建築そのもののくずれであり、そのくずれをなくすためには詳

細の省略、すなわち、全体から部分の減' J i _ を考えることが先決である 。

もっと形式的に言うなら、部分の欠如が全体にいかなる影響を及ぼすか

という認識の方が、より「部分と全体」というこの所与の命題に応える

道であるようには思う 。有体に言うなら、いかに装飾的な建築であろう

と詳細の積み重ねから全体ができることはありょうはずもなく、そのこ

とはガウデ ィの一連の建築を思い浮かべるだけで充分であろう 。

近代建築は装飾の拒否から始ま った。 その窓昧では合目的的で、さら

に巨視的な方法によっていたことは確かである。したがって「近代」の

反省は装飾の復権にあると言われることも由なしとはしない。 しかしこ

れほどきように図式的にいかない 。 それは建築は機械ではなく、むしろ

微妙な情と精妙な感覚によってかl られるものであるからだ 。

ヴォーリンガーに「感情移入」論というのがあり 、 これはそれほど精

読しているわけではないので余り断定的には言えないのだが、要するに

芸術作品とは作家の感情を移入することによ ってその作家と合一するも

のであり、作品だけが切り雌されて考えられるべきものではないという

ことになるのだろうか。 この感情移入論をもっとっきつめて考えるなら、

作品の身体化とも言うべき現象学的理解に入 っていかなければならない

だろう。そうなるとこの「部分と全体」という命題はさらに意味を失っ

てくることになる 。いずれにしても単純にタイムリーをねらうような設

問の仕方はなるべく避けて欲しい 。 これは切なる希望でもある 。

( わたなべ とよかず渡辺豊和建築工房)

( 1 正段より)

げないものであっても、部分としての家具やドアの取手など、人の触れ

る部分には暖かさが必要だと，思います。そして空間と部分とを紫ぐのに、

照明や絵や置き物が必要です。

＼￟ｾ かさＩを 引き立てるのは 〈仕掛けカラクリ人〉すなわち設計者のさ

りげない心遣いだと思 います。それが大げさだった り、押し つけだ った

りすると、逆効果なのは人格に ついての場合と同じです。」

一 一む す び

私達の周囲には、建築家やデザイナー不在の部分に忘れられた (美〉

を沢山みつけることができます。そこに住む人々の生活の知恵で作られ

た 〈美〉は文明社会に限らず未聞の地でも見受けられます。全体は既存

の古い建物。部分は手づくり 。そして雰囲気は古いランプや掛時計が演

出して紫晴ら しい部屋を創り上げている例も沢山あります。古い美しい

建物や街は、決して一人の名人によって考えられ創り出されたのではあ

りません。日本における生活様式と構築材料のあまりにも急激な変化は、

私遂の心の)1頂化に大きな歪みと混乱をもたらしてきました 。今はその是

正の時代に入ったように思われます。さりげない豊かな空間の内に秘め

られた〈心〉を見直し、じっくりと謙虚にそれを学びとっていきたいと

思っております。 ( まつむらけんじ 松村佐藤建築研究所所長)



詩を読み絵を描きたくな

るほどの・・・・・・ 瀧 光夫

回

関心のある「部分」は、鳴E築」と建築の周辺 (sor round ing).。とくに

建築か建築以外の部分 (地面 とか周囲の景観とか) に接するあたりの ミな

じみかた とやとつ ながり ミに興味があります。

図

全体 l主、 景観 ( L andscape，Townscape )。ひろ くは環境。世の中 。

国

なにかを部分とみるか全体とみるかは、作者 ( または鑑賞者 ) の立場

や感性でことな るだろうが、部分と 全体を結びつけるものは作者の創作

カ ( あるいは鑑賞者の想像力 ) 以外にないのではないか。

回

すきな部分。道すがらに見かける魅力的な空間やもの。たとえば、思

いがけない通り抜け路地。狭い街角に見あげる 亭 々たる樹木。窓辺の花。

地蔵。告li 石。はげかか った広告。 ドアの把手などなど道ばたで 、オヤと

立ちどまらせる何か。 ヨーロッパの街はそうした魅力にあふれてみえる

が、日本では「すきでない部分」に毎日イヤというほど出会う 。

〈部分も全体も )

プ ・プ・プブンかあ、ゼ ンタイかあ ・・・ 1

部分か全体か、部分のつみ重ねがどう 全体をつくり、また全体は部分

によ っていかに構成されるか、といういわば哲学的な設定は不毛の議論

に車冬わりそうに思えます。

どんな芸術作品でも、私たちの心をとらえるものは、全体 ( あるいは

部分) が突然何か引きつけるものがあり、ほとんど同時に部分 ( または

全体) カ活再えてきて、 一瞬胸がドキドキする、とい ったもののようです。

私たちの生活している環境でも、やはり魅力的で快適な場所や景観は、

その形、色、テクスチャーさらには音、においとい ったものが総体とし

ても部分と しても同時的にはたらきかけてきてなぜか感動するとい った

た ぐいのもので、これは誰もが知 っていながら 、さ てこれを 言葉や理論

におきかえるとなるとホトホ卜困る種類の体験ではないでしょうか。 そ

うした場所や空間には、部分や全体についての理論的脈らくが何かある

のかもしれませんが、おそらくきちんと順序だてて説明しきれない何か

か被るはずで、そうであればこそ人はそうした感動を詩に歌い絵に描い

て表現しようとするのでしょう 。

ですから都市、建築、インテリア、 1 0 とそれぞれの分野でお互いに

部分や全体が入りくんでいるのでしょうが、いってみれば、部分とか全

体とかのせんさくを要しないほどの魅力的な何ものかに私たちはとりま

かれていたいわけで、 これを創 るHl IJ からいえば、詩を読み絵を 箔 きたく

なるほどの場所、景観、環境をつくりたい、ということになりましょう

か。 ( たき みつお 瀧光夫建築都市設計研究所)

¥ 

帰 属 感 の 問 題

東 孝光

建築デザインの対象から自身の思考や行動にいたるまで、「全体」を「部

分」に刻み分けたうえで、その中の関心ある「部分」とかそうでない「部

分」とかの概念で、ものを考える経験は私には全く無い。

デザイ ンを含めた自己の世界は、それ自身が全的なものであり一つの

宇宙であ って、「部分」に分割することは全くナンセンスなのだ 。

しかしそれとは別に、自己の行為や思考の全体が、この社会のなかで

いかに 「部分」的なものであるかについては、もちろん強い意識を持っ

ている、持たされていることも事実だ 。

現代が全体像の喪失の時代であるなどと今さら定義するまでもなく、

一つの「全体」が、より高次の全体のなかでは「部分」にしか過ぎない

ことが、いつもあぱかれている日常ではないだろうか。

私にと っては、多くの「部分」から関心のある「部分」を選んでいる

のではなく、むしろ自己にと っての全体、小宇宙が絶えずそのまま「部

分」でしかないのだという事実を見せ続けられているというのが正確な

4犬r兄ではあるまいか。

しかし 一方私にも、自己のデザインや行動を絶えず「部分」的なもの

に、「部分」的な位置に保 っておこうという意図が本能的に存在するふし

もある 。

なぜなら、いくら全体を、首尾一貫 した、体系的なものに仕立てあげ

てみても、それがより高次の全体像のなかで、閉じ位置を保てるという

保証はどこにも無い。だから、むしろ最初から部分的であり、首尾一貫

せず、いろんな要素の複合の 、つまりは「部分」に帰るとい った傾向が

生まれる 。 それはむしろ一人の個性というよりは時代的要請とでもいう

べきであろうか。

く〉

私は考える 。 このち っぽけで気ままな「部分」は全体とどうつながる

のだろうかと 。

たとえば、独り高い山の項きに立 って、大自然のふところに包み込ま

れるように感ずるとき、設でも、自分が何と小さな取るに足らぬ存在で

あり、宇宙が、自然がいかに広大無辺であるかをひしひしと実感するだ

ろう 。

しかしそれにもかかわらず、人は自己の卑少さ に絶望するどころか、

逆に生きる喜びというか意欲というか、つまり何がしかの精神の高揚を

覚 えるという経験を 、多 くの人が持つのはなせ. か。

私たちが、全体から見ればいかにつまらぬ存在であろうとも、 明 らか

にこの広大な宇宙の一部であり、確かにそれに所属して生きているのだ

という確認がそこに成立するからではないだろうか。 そしてその確認は、

いかに極少の「部分」であろうとも、そこに一つの 内部宇宙があり、そ

れとの類似性 によって外の宇宙への帰属感が発生してのことだろう、と

私は考える 。

少なくとも、私にとっての「部分」とは、このような「全体」に対す

る帰属感を伴うもののことであり、それの無い部分とは単なる断片に過

ぎないのである 。

また逆に、そのような帰属感、連帯感を前提とするならば、むしろバ

ラバラで 、対立的な存在であればあるほど、「部分」は創造的 な関係を「全

体」に対 して保持し続けるだろうと考えるのである 。

fあずま たかみつ東孝光建築研究所)

アレヴサンダーの厚い壁

( 編〉
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;{oo， ? f u のスケールで考える

太 田 隆 信

私にと って、部分とは、両手を広げた大きさで十分抱え込むことがで

きるスケールのもの、それより大きくてもせいぜい、 l 尋 2 毒事 3 毒事ぐら

いまでのもの、たとえて言えば、住宅と、その部分とい った場合の部分

にあたるようなもの、ただし、住宅云h には、あくまでもたとえであ って

対象を建築にかぎらず、なるべく柔軟な姿勢で、幅広く、部分というボ

キャプラリーを、掌握しているつもりです。

部分が、きわめて明確会かたちをも ったものであるのに対して、仕事

の上での全体は、多額多様、スケール的にも実にまちまちです。最近と

みに、この傾向に拍車がかか ってきているように思われますがー ー。本

当は、こうい った個々の仕事としての全体の上の、さらに、それらを統

ーするいわば心の内なる全体像について、当然云々しなければならない

のかも知れませんが、建築家にと って、それは、き っ と生涯のテーマな

のでしょう 。現在の私は、そうい ったテーマの存在を、ょうやく、実感

として、自党したと言うところです。

部分と全体を緊ぐ方法としては、建築の場合、何と言 っても ) ( 00- .)fu 

の図面で考える、図面を練るということを、あげねばなりません。 ここ

ではこのスケールで図面を舎くことの意義について、くわしく論ずるこ

とはできませんが、建築家にと って最も基本的なこの作業を 、大切にし

なければなりません。 そして、建築家の戦能ともいうべきこの泊。- . ) f u

のスケールで考えるという方法を 、建築以外のさまざまな生活環境計画

にも、活用していきたいものです。 このスケールでの検討の未熟さが、

何とい っても、今日の生活環境の貧しさの大きな原因にな っているので

す か ら . .. .。

すきな部分といえば、 どうしても、ライトのことが、ま っさきに浮か

んできます。ライトのさまざまな部分のうちで、開口部廻り、とくに軒下

にまつわる部分の 、内部空間 ・外部空間のつながり方、それぞれの解決

に、強く引きつけられます。 そうい ったところにからんだ、水のあっか

い方、水盤からプール，とい った人工的な水、自然の水、いずれも、だ

いすきな部分です。

ライトと言うと、反射的に、ル ・コルピジュエのことが浮かんできま

すが、ル・コルピジュエの場合にも、やはり上述の部分に興味を感じま

す。

ライトとル ・コルピジュエが、まず第一 に浮かんでくるというのは、

ある程度、私達の世代の共通事項のようなものだと思います。や ってい

ることが全然違うのに、どちらもすきと言うのは、おかしい、などとい

われでも困るのです。 少しく、マニア的なレベルでの発言を青年していた

だければ、私にと って、ライトはルイ ・アームストロング、ル ・コルピ

ジュエはテ・ユーク ・エリン b ンといった存在なのです。両者を聞いて初

めて、ジャズの世界が、完結するように、私のすきな部分という質問に

対しでも、やはり、すきということを、真剣に考えていくと、マニア的

な レベルに話が経Eれ込まざるをえないと思うのです。

( おおた たかのぷ坂倉建築研究所)

( 右段より)

ら見ると、合理的なものであるかもしれない 。つまり「生きるため」と

いう言築で語りつくせる生の合理性と、個人の意志の集積によ って全体

が形成されているということ 。 それ以上の解明は、この集落に関しては

必要がないであろう 。

ただ、私の身体 を通りぬけたものによって、部分と全体についての関

係を語るならば、オス トー ニの一見、無秩序に思える部分と全体との関

係は 、実にきめの細かい意味深長な表情をかたちづくって 隅 々に語りか

け、反応し合い、息づいて 印象的であった。それは、人と空間の問に交

わさ れ続ける長い対話で、 この空間、体験は大切にしたいものである 。

( あんどう ただお 安藤，官、維建築研究所)
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住居と集落をつなぐもの

安 藤 忠 雄

オストーニの街

個人の赤字架々な生活を内包した個々の住居が、集落の脈絡の中に組み

込まれ、全体としても生きづいているオストーニ 。逮長として把えてみ

ると、集落自体も、一個の建物のように広大な土地の中に位置し、周辺

の風土と同化している 。近代以降、人間の行為を数量化し、それに対応

するような部分を機能に従 って、 全体化してゆくという手法によ ってつ

くられてきた現代都市を見なれている私にと って、このオストーニは、

部分をとりあげても、全体として見ても、魅力に溢れたものである 。

現代都市を見て、血の通 っていない部分を論理の豊富合性をも っていく

ら集積させてい っても、全体としては生きづいたものにはならないとい

うことが解 っていても、オストーニの魅力を分析することは難しい。 そ

れでも、部分としての個人の住居と、全体としての集務とを述然してゆ

くものは fiij か。 また全体としての築港が、どうして迫力をも って私にう

ったえかけてくるか。 それに、グローパルな視点から見て、集落全体が

告s分となり、全体としての大地に、いかに融合しているということにつ

いて考えてみた。前者に関しては、個人の住居が非常にプリ ミティプな

形態で成立していて、個人の索中卜な生きようとする姿勢をそのまま反映

したような空間であり、個人の意志により倉IJ られている点。 そして、住

居を集落へと連繋させるために、白い石灰で道までも塗りつ ぶ してゆく

手法。 これは個人が外敵に対して、自己の安全 を守るため、集落全体で

対抗しなければならないということから、集落に組み込まれたいという

個人の欲求を反映したもので、生きるための知恵である 。つぎに、集落

全体を 一つの部分と考えた場合、大地にいかに組み込まれているかを見

ると、それは地形にそ って集落が形成されているというごく当たり前の

解答しか得られない。 しかし、このことは、現代技術によ って可能にな

った土地造成の後に建てられたものにはない技術 ・論理を越え、風土に

同化する生の路動を感じさせていると恩われる 。以上の点は、合理的に

説明のつかないものかもしれない 。 しかし、われわれにと って非合理で

あるものが、この集落で生活する個人にと って、プリミティプな観点か

{左段へ)

オス トーニの街



デザインの総合活動と文明

北 島 道 生

田図

ここで豆腐のベロベロと四角い外形とい った単純な関係が論じられて

いるとは思えない。部分に全体から独立した相応の存在意義があり、ま

た全体は部分を超越した存在であり、しかも部分と全体が同一空間を共

有するような |関係として把えるのが一般的だろう 。

拡張すれば、ある全体はいつもも っと高次の全体の部分を形成するよ

うな循環としてである 。 そこでは部分がその次元での全体性を主張する

から、その存在は高位の全体との聞に首藤を常に内在させる 。 そのよう

な典型として自分の職業に関係して最も興味のあるのは 〈建物〉という物

的概念と 〈建築〉と いう価値概念の対比であり、また 〈環境としての建

築/ 建築環境〉と 〈建築) の対比である 。

関心事項である (建築〉は物的存在である 〈建物( 群) ) に対 して即物

的に、また環境的に部分であると同時に、価値械念上一つの全体である 。

同時に (即物的建築) <環境〉は 〈建築〉に対する全体である 。

団

設問の仮説部は無意味と忠われる 。

部分の単純集積が全体を形成したり、全体の単純内分が部分であ った

りというようなことは、先に挙げた 〈豆腐〉 とか 〈下等な動物群〉 とか

(集悠政治〉などに見られる至福状態など没価値的な状況であり、そのよ

うな場では Des ign 活動は必要とされない 。

部分と全体が相互に矛盾、措抗するのが存在の蓋然であり、そのよう

な関係をそれぞれの存在機能を譲りつつ現実の同一空間に組み込むため

に、 Des ig n の総合活動がある 。むしろそのような桔抗関係を逆用して

必然感を起こさせ緊張感を生み出すのが D es i gn なのだと言える 。

総合活動で、あるからには単純な方法論が成立するはずのものでなく、

他律/ 自律教育による技能、判断力の蓄積を踏まえ、意志で貧しい能力と

複雑な現実を導きながら、試行錯誤によるひたすらな努力と決断しかな

い。 その結果に正当性の裏付けが必ずしもあるわけでもなく、正当性の

確度を高めるには、社会制度による職業人格の妥当な拾い上げの方法を

確立し、教育により De s ign の資質向上を計るしかない。総合活動は人

間によるしかない 。

それでもなお、莫大な数の中での確度を高めるには、そのような社会

制度、教育制度を規定するものとしてのその社会の文化による無形の拘

束性に依存するしかないが、文化は生産者だけではなく 、需要者保IJ を含

んだ全体社会をまず規制するものでなければならない。

全体的な文化の低迷状態の中で De s ign 活動だけの高踏性など稀少事

例 にしかあり得ないし、まず社会的必要性に乏しい。

〈建築〉は 〈掃き溜めの鶴) であ ってはならない 。〈環境〉が〈建築) であり、

そのような場で其の 〈建築〉が生まれよう 。

問題の発生は、外の世界から文明の移入を 急激に試み、単純生産の方

法だけはよく引き移したけれど、生産を導く上位理念や生産の統禦方法

については吸収できず、在来の文化は結抗要素として切り捨ててしま っ

たところにある。部分文明の移入はできても全体文明の移入はできなか っ

日

~。

そこにはこの設聞の意図通り、文明の部分と全体の悶の不整合がある 。

一一 (右段より )

川 |

( きたしま みち骨 北島道生アトリエ{一級建築士事務所〉主宰)

写真は先にふれた工場のキャンティーンのインテリアです。竣功を記

念してスイス本社から贈られてきた大きなカウベルとポヤ画と 呼ばれる

僚長の板絵は、スイスの伝統民芸の中でも代表的なものですが、 昼食時

と午前 ・午後のティーブレークにここに集う従業員や訪問客に、アルプ

ス山滋昔日の生活の素朴な雰囲気をよく伝えており、休息のJ坊に楽しさを

プラスしています 。 ( たけ もと じようたろう 安井建築設計事務所)

技 術 的 判 断 と 社 会 的 要 求

との調整 竹 本 丈 太 朗

団

最近私の経験したプロジェクトの例でお答えしたいと思います。 この

計画はあるスイス企業の在日法人のための新しい製薬工場ですが、建築

主側のスイス人技師を含む私逮プロジェク卜チームの目標は、新たに告IJ

定された GMP 基準( 医薬品製造と品質管理に関する環境基準) を 十分

に満たす質の高い生産 ・労務環境を実現することにありました 。長期に

亘る計ii!li . 設計期間を経て、私達が敷地現場においてまず最初に建設し

たのは、正確に設計図に即した寸法 ・材料・ディテールを備えた生産工

場の単位空間、つまりモックアップ( 原寸モデル) と呼ばれる約 120m'

の建物でした。モ y ク7 ':; プの概念そのものは、ホテルや共同住宅のモ

デルルームに例がある通りそれほど珍しいものではなく、いわば原寸施

工図を立体的に現物で表現し評価するという手法ですが、生産工場での

例は海外でも比較的少ないようです。ここでは外周壁 ・床 ・間仕切 ・天

井 ・関口部とい った建築部位 をはじめ、エネルギー供給方式と構造ディ

テール、設備端末ユニットなど生産空間を構成す るすべての要素につい

て、その性能 ・ディテー ル・施工性を実証的に検討 ・評価 し、その結果

を本工事に実施するというプロセスを採用したわけです。このような試

みには当然相応の費用を要しますが、検討を通じていくつかの技術開発

的な成果が得られたこと、設計 ・施工 ・使用者の多角的な議論から得ら

れた解決などが、最終的に全体コストの節約と質の向上をもたらした点

で成功であ ったと考えています。 しかし、 一方では基本的な建材である

床材料一つ をとりあげてみても、性能保証 - 施工の信頼度 ・材質につい

ての専門的知識 ・流通問題にみられるわが国特有の社会経済的背景など

建築家がより責任をもって取り組まなければならない問題が多く残され

ていることを、改めて認識させられた貴重な経験であったとも言えます。

固

利便・安全 ・耐用 ・コストなど機能 ・経済的な側面と生産 ・研究 ・休

息とい った人間活動を含む総合的なパーフォーマンスであると考えてい

ます。 この場合、個々の要素の相互間のバランスが肝要であることはい

うまでもありません。

固

建築の全体像は、 一般的にインフラストラクチュア ・建築本体 ・各種

設備 ・情報 ・インテリアなどの総合されたものと言えますが、ますます

専門化されていくおのおのの技術・デザイン相互間の境界面の調整がよ

り重婆な業務にな ってきているように思います。生産施設を例にと って

も、欧米では生産 ・技術 ・コスト ・時間の調整と管理に責任をもっプロ

ジェクト ・エンジニアが不可欠の職能として社会的に定着しているのを

見るにつけ、彼我の差を感じないではいられません。

建築が環境 ・個人 ・地域社会に与える影響に対して関心がいよいよ治

大している今日、専門家としての技術的判断 と社会 ・経済的な婆求との

調整は、今後とも建築家に課せられた大きな課題であり、 i '.t任 の重さを

痛感させられます 。部分と全体を繋ぐためには、私達が建築以外の他分

野から学ばなければならないこともまだまだ多くあるように思います。

{左段へ) 掛影 :
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( インテリアデザイン分野】|

デザインの動向一部分と全体

アンケート

セラミ ッ クレリ ー フ Ｈ福間喜久 ｾｴ 是供Ｉ

1500 ｾ干 ｘＲＵ ＰＰｈ 12カ jifi

ｉｊｾ 匝 パターンは木立、ギヤマンで

ブルー、グリーン、パープル、プラ

ウンの 4 色を使用

商庖街とエレメント

福岡喜久雄

建築やインテリアのデザインで、「部分」と「全体」はどちらが重視さ

れ、また先行してデザインされでいるかを考えることは、興味ぶかい 。

小さなスペースで生まれる「部分」は、全体構成のプロセスで、自然

発生約に生まれている場合が多いが、デザインのスケールが大きくなる

と、「部分」のイメージが、単なる「部分」でなく、全体のイメージに、

強い指示性をあたえて、全体が表現しようとしている形のな味は、よく

「部分」の形の意味で表現されている 。サンフランシスコにあるキャネリ

ー r J ・エシエリ ック」の インターナルコートにみる連続アーチ形態や、

新宿のコミュニティーにみるアーチ形態などが、それと言えよう 。 r部

分」の集積が「全体」とするならば、先述の連続アーチなどは、全体計

画の発想、の段階ですでに「部分」として完成していたのではなかろうか。

昨今は何もかも、個性化時代と言われている 。私達の仕事の分野でも

問機で、これはファ ッション文化の影響と思われるが、商応界では、こ

とにこの傾向が強い 。 その中には陳腐なものもあるが、全体には、 一つ

のデザインが他のデザインとコーディネイトしながら新しいデザインエ

レメントを生み出している 。 そして、このエレメントは、商庖界の発展

をうながし、商庖界の発展はまた、エレメ ントの発展をうながしている 。

こうした動向の中で、エレメントは常に部分を演出しながら、実は、

社会とか文化とか言う「全体」の発展に寄与していると 言える。

そこで、今回のアンケートテーマにあてはまる問題を、私の最近の仕

事の中から、拾い、かっ二つの性格の梨な ったものでみてみると、 一つ

には昨年、大阪日本橋の W ・インテリア ショ y プがあ り、他の一つ には

大阪アベノ橋での庖舗づくりがある 。

先のインテリアシ ョ y プのカラ ーコンディ ショニングは 、一 ・二附で

は個性的な黒一色の統ーから 、商品椛成とからめて、上層階に移行する

にしたが って、明るく、ポピ ュラ ーな色調に変化させた。この場合の黒

は、全体からみればごくわずかで、「部分」であるべきはずだ ったものが、

個性の強さに影響されてか、「全体」を意味しているように受け止められ

ている 。

後の J; ! i 舗づくりとは、地下商底街の中の一つのゾーンの、規模は小さ

いが、街づくりのことである 。 この地下街は、地下二階で、地下一階に

あるメインの商底街から孤立した形にな っており、四本の腕のような階

段でメインの商庖街と接している 。 ここで私の考えたものは、この尚 J;!i

街、実は飲食j苫街なのだが、ここにコミ ュニティ 的性格をもたすことで、

顧客の動員を計ろうとすることなのである 。 が、それはさておき、その

手段の一助として、立木をモチーフとした陶板レリーフを各エ ントラン

ス部分に用い、かっこのレリーフを、各テナントのファサードにも用い

ることで、内外部の一体感を強めることにした 。全体としては、エント

ランスのレリ ーフを取りかこむ部分から、この ゾーンの ・床面 - 壁面ま

ですべてをレンガタイル貼りとし、このレンガタイルの壁面の一部が、

レリーフに発展したとい ったデザインである 。だが、このレリーフは「部

分」であるにもかかわらず、強い主体性をも っており、「全体」に対して

きわめて強い支配をしている 。逆に残りの「全体」は、この「部分」を

演出するための、副主体とな っている 。言 うならば、「全体」が従で「部

分」が主なのである 。

「部分」と「全体」とは全体像をみる観点から起きるもので、部分のも つ

怠昧「思想」と、その表現「規模」によ って大きく変わる 。

ところで「部分」は、あくまで「全体」の一部であり、それがいかに

主体として受けとめられでも「全体」というデザインの中で「部分」に

変わりはないのである 。

ただ 、第三者の多くが、ある「部分」が、受け止めやすいモチーフや

理解しやすい形である場合に、主体であるようにみられ、この場合に、

主体「部分」のデザインが、全体計画より先行しているように忠われて

いるのではなかろうか、と私は考えている 。

(ふくおかきくお大阪芸術大学助教綬福岡喜久維デザイン事務所)



中 心 無 き 全 体

藤川 宏 允

ハンス ・ゼ一ドルマイヤー教授はその著書“ ，* 心の喪失" において、

建築を ふくめて 、諸芸術の分裂を のべ、混沌が猛威を ふるい 、中心 の喪

失がみられるとしている 。“ 中心を失うことは人 間性を失うことである"

とパスカルの言葉 を序論にかかげている 。

「デザインの動向 一部分と全体」においては、建築全体とそのディテイ

ルのかかわりを述べるのが、今回の主旨であろう 。 都市計画家が建築家

をみる場合、自らを全体とみなすであろう。建築家からインテリアデザ

イナーをみれば、それは部分を創る人とみるであろう 。し かし全体と部

分はそのような視覚的領域だけの問題であろうか。

詩人 ・中原中也が1927年 ( 日記 ・精神哲学の巻) で、前後のかかわり

なく突然 1 月20日 (木版) に、デザイン 、デザイン って っ そんなもの

は犬にでも 喰はせろ 。歌ふこと 、歌ふことしかありはしないの だ。 と、

述べている 。 ここではデザインは部分でしかなく 、歌うことこそが全体

であり、鳴りひびく芸術なのであろう 。

建築だけをとりあげずに、芸術= 全体と考えるとその部分カ河可である

かがは っきりしてくる 。 その芸術の 中心の喪失によって 、純粋領域が分

Ｚｾｉￊ してくること Ｈ 孤 立 化 Ｉ 。 対立へと追いやられること Ｈ 対極化 Ｉ 。 非有機

的なものへ傾 くことを ゼ一 ドルマイヤー は述 べている 。

ル ・コルピュジェが “大聖堂のあるわれわれの古い都町の 中心は破壊さ

れなければならない。 そうして摩天楼 によ って置 き代 えられなければな

らない " との べたが、その都市の中心となるべき摩天楼もその建設自身

に大きな 問題 をはらみはじめた 。都市と人間の問題である 。 これらの混

沌の中 から 、ル・ コルピュジェの言う全体と しての芸術の中心となりう

るものはf可であろうか つ

ここで全体・部分それに中心 を考える上で、あのガウディが必要とな

ってくる 。 ガウディの “ カサ ・ミラ ?“ サグラダ ・ファ ミリア" 聖家族教

会には芸術における、道化の粉卒中 がい っぱいに宿 っている 。道化の精神

において、混沌より中心をつくりあげ、さらに全体= 部分、部分 = 全体、

全体= 芸術にいた っている 。 ここに言う道化の精神 とは、常に 中心にい

るのではなく 、主役でな く、脇役として強烈な批判精神でもって、中心

を自IJ りあげるものではなかろうか。 まさにガウデタイはそれに値;いすると

いえる 。絵画 ・彫刻・演劇 ・映画等 、あ らゆるジャンルの芸術において

道化は登場する 。 ピカソ 、ルオ 一、チャ y プリン等々 。建築において道

化が出現す るのは、ガウデイからである 。へン リー ・ミラ ーの “悌子の

下の微笑" において 、“ 道化 は行動す る詩人だ。i皮は自分の演じる物語そ

のものだ。 それは、くりかえしくりかえし諮られる 同 じ物語 だ。崇拝、

献身、十字架。 まさに「替機色の卜字架」だ" と述べている 。当時の建築

の秩序ともいえる械式を 、植物装飾、動物装飾をくりかえしくりかえし

はめこみ、さらに彼の創造 の大とかげや、かたつむりの奇怪なものを部

分 とし て用い 、あ の大聖堂の尖頭には 、神 への歓喜の文字が大きくのっ

ている 。建築の場合においてはこの道化の活践する場所が他の芸術と異

なり 、限 られがちと考えられているが、日 本 においては岡本太郎のごと

く対極主義をかかげ、道化 の精神 を発拘( している 造形詩人もいる 。彼の

作品 も全{本 = 古I1分であり 、中心 を似IJ か ら見つめている 人間といえる 。 デ

ザイン界にこの道化役 をも っと必要 とする 。

参再文献
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私のすきな部分

ガラディデザインのカサ・ミラのプラン

標 識 と

い世界

しユ う部分のい

坪居 恭平

りな

標識の仕事が多い日常だが、これらの標識を「昔日分」として見るなら

ば、これ を取り付け るきわめて建築的な環境 を「全体」 としてとらえる

こともできるであろう 。

私 は、本来 のところ、標識というものは不要なものであ ったろうと思

う。折角 の美しい環境 の中に、「手洗いはこの奥」などという張り紙 、 そ

れがたとえブロンズのレリーフでできていても 、 なくてすむならばない

に越したことはないのである 。

人間が行動するとき、その空間をその人間が捉えきれないときに、こ

れらの標識が必要とな ってくるのであろう 。今日では、高密度な都市化

空間と、交通手段の発達によ って行動の半径が極度 に広ま ったことのた

めに、空間そ のものが人 間的 なスケールを、はるかに越えてしま ったよ

うである 。
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四回路を歩 くと、古い道のわかれ道などに、へんろ道の標識 を見る 。

今日の標識は、直進0 0 ・左折0 0 ・右折0 0という案内であ るが、こ

こでは 、左遷路道 ・右ぎやく遍路道とあるだけである 。この 11寺代には、

四国遍路 という 一本のライン上の案内を示せばよか ったのであろうが、

考えてみれば、四国八十八カ所、四国一周というコースは、これまたと

らまえにくいスケールであ ったにち均九、なし、 。

今日の都心部は、いたるところ凶国八十八カ所であ って、捉まえにく

い密室の集積で‘ あるピル、そしてまたピルと援し、その上、地下空間が

連続して品育成する地下部市群はいつか少 し昔、情熱的にこれを指向 し、

あこがれたはずの未来郎市であ ったが、この中を行動する人間 にと って、

H佳ーの手がかりは標識 (案内地図なども含めた ) なのであり、もう 一 つ

は反復通過することによる記憶にたよるしかないのである 。

ここでは四国八卜八カ所とはちがって、その案内に必要な情報は、 一

本 のラインではなく、 無数 のラインが入りみだれるところがまた特色で

もある 。 このためには、無数の情報を提供できることも一つの対策では

あるが、往古からの都市計画に、メイ ンの本通 りとサプの通りがごばん

状に、あるいは放射状に構成され、広場があり記念碑があり、あるいは

お城があるというように、ストリー卜と、モニ ュメン トなどの設定が、

広い空間を人聞がつかみとるための物差しの役目を果 た して いたと思う 。

ところが、その発想の乱用 が、どうも今日の都市像 のようで、その上

巨大化するための資材や工法の工業化は、なお一層イメージを画一化 し

てしまったようである 。今日、各地各所で同じ発想のデザインの高層ビ

ルが建 っているのを 見受ける 。あ、これは例の設計事務所の仕事だなとす

ぐにわかるものである。 こういうデザインのランドマークをたよって行動

すると、とんでもない誤りをおかしかねない状況が、ぽつぽつ見える 。

同 じような白い縦縞のピルが、そこそこに見えて、狐につままれたよう

なことになる 。

昔の松並木の街道は、旅人に日かげをつくる役割l をも ってもいたろう

が、あの並木は、旅をする人たちにと って大きな案内の役割l をも ってい

たし 、脇道 から来ても 、すぐにそれとわかる パ ターンをも っていた 。標

識は、追分けにしか必要 でなか ったのである 。周囲の視界の広さや、風

最も、建物もコオーディネー卜されたわかりやすさを助けていた 。 こう

いう標識のいらない環境づくりを、それこそグローパルなスケールで、

調整 しつつ作り上 げたいのである 。( っぽい きょ うへい 坪居恭平 デザイン ，jI務 所)
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トータルインテリアと システムデザイン

相 原 秀 夫

日本の産業界の中で注目を集めている住宅産業とインテリ ア産業。表

面上は花形的様相を呈し ているが、その内容や実状はまだまだ産業とは

言い難いのではなかろうか。オーダーメイドによる高級住宅は別として

住宅全般の供給方法をみたとき、 生活者のベー シッ クなニーズは最大公

約数的であ っても、ディスクリ ショ ナル ( 自由選択的) ニーズはますま

す多機化と個性化の傾向にある 。 これらのディスクリ ショナル・ニーズ

を満足させるだけの内容とシステムを持ち備え住宅をトータルで供給し

ている企業がはたして何社あるだろうか。現状ではほとんど無に等しい

と足、われる 。これではあまりにも生活者を無視していることになるので

はなかろうか。

日常インテリアデザイン分野の業務に携わる中で日本の住宅を考えた

場合、デザインの重要性と必要性 (広義の意味でのデザインであり、単

なるスタイリングや表面処理の問題ではない。) を痛感することが多くな

りつつある 。住宅のインテリアデザイン

をとり上げてみても、右図に示すごとく

単なるエレメン卜の組み合わせのみでは

なく、生活空間としてのいろいろな要因

が入り込み、それぞれの目的に合 ったイ

ンテリアデザインをっくり出していかな

けれ lよならないことカぜわかる 。

住宅のデザインは、その中で生活する

生活者のライフステージやライフスタイルによりそれぞれ異なるもので

ある 。 この多岐にわたるニーズに合わせどのように供給していくか、そ

の方法やシステムを確立させ生活者に提案し、供給していく立場をとら

なければならないのではなかろうか。同じ床面積で多くの部屋数をとる

ことに力をそそぐよりも質の追求が必要なのであり、住宅としてのデザ

インが無視されているのではないかとい った錯党すら感じられる今日で

ある。

インテリアのカラースキム 一つをとりあげた場合、同じ機能の室内で

あっても用いられる色彩と量( 面積) 、テクスチャーによ ってま ったく異

なったインテリアデザインが出来上がるものなのである 。最近東京で、

通産省、建設省の後援で住宅のトータルインテリアショーが開催された

り、 トータルインテリアの定義づけや概念もまとめられ発表されている

が、そのニーズと必要性を充分みとめていながらも、その抜本的対策や

方法、各関連企業間の協力体制やデザインの関連性など何らの方法論も

提起しないままに終わってしま っている- ょうである 。 これでは単なる縦

書1] り関係のみの集まりでしかないのである 。 これらの密接な関連づけと

デザインの統合が今後の大きな課題であることは言うまでもない。

住宅というファクターの中では、この一つ一つがデザインの「部分」

である 。 この「部分」の奥の深さとその複雑さは想像を絶するものであ

り、今後これらを統合することで「全体」となるであろう 。 しかしこの

「全体」も今回のテーマで言う「全体」ではなく「部分」にすぎないの

である 。

今回のテーマの「全体」とは、 一机上での計画案や文章で表現できて

も具現化することができるようなものでないことは確かである 。 しかし

より理想的な「全体」に近づけるためには、システマティ ックに処理さ

れた「部分」を統合するためのシステムデザインが一つの方法で、あり、

それらをスム ーズに推進させるためには各マニアルやツールスが大きな

カになることを確信するものである 。

( か し は ら ひ で お K K ジャパンインテリアデザイン代表取締役)
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椅子と椅子の在る空間

谷 本 衣 子

「椅子と待子の在る空間」 が、 今、私の最も 気 になる 「部分と 全体」

と言 えまし ょう。

家具一精子の状況は、あまりに多様で、あり、ここでは、椅子と空間と

のかかわり合いに的を絞 って、考 えてみるこ とにいた します。

A  建築家が、自らの空間 のために設計 した精子類。

かつて、ローエや アルト一、コルピ ジェ等が、建築するたびに、 1) ・

デザインを繰り返し つつ、作り続けられた、健やかで、 美し い締子類が、

固有の空間を離れても、量産家具 として、商品化され、 多く の建築家の

空間に無くてはならないものと して、 今 日に至っ ています。 ローエのバ

ルセロナ・チェアーなどは、建築家に しか作れないも のの代表でし ょ う

( と、建築家でない私は考 えて しまいます)。 いったい、建築家でなくて

は作れない椅子とは何なのか。言葉では表せませんが、現に、そこに在

るのですから 。 それが事実と あれば、世界のほとんどの椅子 が手 に入る

今日においても、ぜひ、作られねばならぬものではありますまいか。 そ

の答えは、いつか、建築家の方々が出してくれることで しょ う。

B.  自らの空間は待たないが、建築空間に対時で きる強さと、完成度の

高い椅子類。

職人と 言 われるほどの、木に対する理解と、豊かな造形力を持つ、ハ

ンス・ウエグナーやジ ョージ ・ナカ シマの木の待子。ア メリカの工業技

術と、チャールズ ・イームズの創造力が作り上げた、成形合板とスチー

ル、 F. R .  P ーによる精子類。

空間作りの初めから、これらの家具 を念頭において、設計される場合

も多く、勝れた空間に、勝れた家具の出合いとでも申 しましょ うか、ユ

ーザーが、少々無茶をやろうとも、簡単には崩れそうもない 、強い空間

が実現します。たとえ弱い空間でも、かえ って家具 が引き立 って良くな

る場合すら、ありうるのです。

C .  まるで空気のように、静かにそこに在るという精子 と、それを包む

空間。

こういう空間には、め ったにお目にかかりませんが、強いて言 えば、

とてもうまくい っているときの、茶会における、 亭主 と客。亭主心入れ

の茶室の道具類 (掛物、花、花入、茶入、茶俄、茶杓、 ‘棚等付。 静かで、

自然で、それでいて張りの有る空間は、これに 当たりま しょ うか。椅子

で言えば、デンマークのモーゲンセ ンの椅子類。 そこに住む人、動縞物、

天井、床、壁、家具小物等々、すべてが揃 って自然であり、 自由でなけ

ればなりません。一つ崩れれば、成りたたな くなる空間とい う意味では、

住む人に、大いなる努力を要求する空間でもあります。

以上のように、空間と椅子とは切 っても切れない関係にあり、少なく

とも、美しいさを聞は、椅子の良否を決定的に思い知らせて くれますし、

美しい椅子は、空間の弱さを暴露して悩りません。今日、いわゆるイン

テリア・デザイナー逮は、空間の質に大いに左右されながら、自分の感

受性を頼りに、家具一椅子を形として、空間に参加し、「たまには、精子

から始まる建築があ ったっていいんじゃないか」 などと、甘ったれなが

ら、流され続けます。

私も、美しい空間との出合いを楽しみに、空気のような精子を作らん

ものと、励むことにいたしまし ょう。

( たにもと きぬこ 京都市立芸術大学非常勤講師)



まともな部分を時間的全体

で 評 価 伊 吹 弘

部 分 の 接 合 の し か た に つ い て

「部分と全体」というテーマを、ごく素直に捉えて、具体的なものにあ

てはめてみると、どのようなスケールにでも解釈できる 。建築の中の

つ一つのエレメントは、より小さな部分の集積であり、 一つの建築も部

分として建築群をつくり、それらが郎市の部分として存在 し、制1市がそ

の周辺とともに郎市闘をつくり、文化圏をつく っていく 。 このように見

ていくと「部分と全体」とのかかわりあいは、スケールによ ってかなり

違 っていて、共通的なものを 抽 出するのはむつかしいようだ。 そこで一

歩引きさが って、われわれのテコに合うスケールとして、建築を中心に

考えてみることにする 。

部分を全体に繋げていく場合の問題は、ｾ般の方法であり、も っ と即

物的にいえば個々の材料の接合の手法である 。 それらを「全体」にまで

積み重ねた結果が、考え方なり思想、を表現することになる 。

揃える ・並べる ・繰り返す、チリ ・テーパー ・アール、シンメトリー

・コントラスト ・バランス、 111感 . 1'tf<tl， ・光と色、等々、それにプラス

アルファー 。 これらを頭において 、 部分の集干 Ｑｾ のありさま、材料の接し

かたを 一つづっ解決し 、積み重ねて建築をつく っていく 。 このプラスア

ルファーが、それぞれの個人によ って巽なるわけである 。

写真 A は、奈良東大寺法書官堂の勾欄] の按し方で、これは手指の高さを

摘えていない。写真 B は京郎京本願寺机殺邸の石垣で、全くバラバラの

形の部分の自由な集積である 。私にと ってのプラスアルファーは、この

2 枚の写真である 。

空 聞 が 一 つ の 部 分 で あ る と 考 え る

いままで述べてきた部分の接合のしかたは、すべて実体についてのこ

とであ った。実体によ ってっくり出そうとする目的物、それは空間であ

る。 このわかりき ったことが、ともすれば忘れ勝ちになる 。室内空間を

考えた場合、家具や、床 ・壁の表現や、飾りものは、 一つの手段であ っ

て、気積、明H昔、音といった設備技術者的な、空間の捉え方が最初に必

要なことではないかと思う 。

さらに、つくられた空間は均質ではない、という見方が必要である 。

磁石があれば磁場が存在するように、実体にはそれぞれ固有の勢力範囲

の空間がつきまとう 。同じ壁面でも材料、質感、色彩によ って、支配空

間を大きくすることも、小さくすることもできる 。外部空間についても

建物が支配する空間があるはずで、ある 。 これは日 f! 員権とか風害とかいう

物理的次元でなく 、都市のたたずまいとい った見方にかかわる問題であ

る。

空間が一つの重要な「部分」であり、空間の質を知 った上での全体の

繋げかたが、建築の価値を決めると考える 。

ま と も な 部 分 を 時 間 的 全 体 で 評 価 す る

きわめて個人的、衝撃的 、反社会的な小説 ・映画 ・絵画でも、それ故

に価値があると見なされる湯合がある 。 デザインの世界においても、こ

れに近いことがあったかも知れないが、建築では、まともなものが、ま

ともな評価をうけなければならないだろう 。

この数十年、われわれの周囲を、目をあけて広〈全体を、見るとき 、

建築デザイナーの果たした役割lはどうだ ったのだろうか。 われわれに遺

産として残された数々の名建築、あるいは町のたたずまいに、われわれ

か評価を与えているように、わが子孫たちが、 われわれが今っくりつつ

ある財産に対して、まともな評価をしてくれるであろうか。

まともな部分をつくるための智恵を養うためにも、「全体」という言葉

を空間的な捉え方から、時間的要素を含めたものに拡大して考えていか

ねばならない。

( いぷき ひろむ KK 日建設計大阪本社総務部長兼技術( インテリア) 主査)

素 材 感 と 色 彩 の 対 比

中 村 隆一

項目に従って答えさせていただきます。

囚

私にと って部分とは、同材または迷 った材料の、紫材と索材が隣接す

る場合、それぞれの材質感と色彩の対比状況、と くにそ の接合部のごデ

ィテール ミである 。

図

私にと っての全f本とは、' ，: ; 切れ!II 分の総イ? に終わ ってしまうのであるが

ご全体とはミクロコスモス( 小二i三宙 ) であるミと自分で定義している 。

一一一一一インテリアデザインの¥VORK を文字通り無機的に見ると、構

造体 Ｈ スケルトン Ｉ の内 に 展開 する 、ｾ測衛生 ｪ 史的、電 気 設備 の 袈備、

床 ・壁・天井と見なされる音11分の工作法と紫材感の コントロール、それ

に家具什器等道具類の設置および色彩計画と い うことになる 。

固

私にと って、昔日分と全f本をつなぐ物といえば、

. 接合音11のディテール

・索材感( 視党 (I"J ・削! 党[ れ'J ) のコントロール

. 色彩計画

・照明計画

回

私の好きなミ告11分"

高圧ＷｬｊＺ線の Ｗ 叶よと鉄道架線の書線のｾ孫架接合個所とその空間的展 ｲｭ を

見ると身震いする 。 あのキン張感と無用のピースの全くない構築体が大

企子きで、ある。 (なかむら りゅ うい ち KKノー ル プラン ニングアソ シエイ γ 代表)

写: n は伊吹弘提供

写真 B
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住 宅 に お け る 生 活 の た め

の 装 飾 平 井 進

一般住宅建築の中で 「デザイン」という言葉でみつめられる部分や全

体には年々無関心 になりつつある 。そ れというのも、住宅設備機能の商

品化 が想い想いに進められ、しかも部屋別に、材質別に、機能使利競争

でおしつけられているからだ。一個の都位を取り上げれば、それは技術

低下した現在に、ことさらオーダーしなくとも安心して選べることにあ

ろう 。 そのようなまとまりを思想するとそ' っとするのである。

凹

住宅のぬ合、生活用具設備を造り付けにする場合と、置家具によって

まとめる場合との 2 通りがある 。 計 画 ( 線の構成 ・材質 ・色調) にそっ

て 2 通りのどちらにするかを決定する 。全体の一部としてまとめる方

法と、独立させ装飾 の一部として組み合わせで考える方法とがある 。全

体の一部とは自然感 (T HI S SI DE DE SIGN) をいう 。 また、 独立させた

装飾の一部とは目立たせる表現 (F R ONT SI DE DE S I GN) をいう 。

回

一部屋であ っても、建物であ っても 形には理由 ( デザインテーマ) が

必婆である 。 そのための造形 ・ディテールのデザインポリシーを考える。

また、不必要な形状や、無意味な部分をしかたなく処理しなければなら

ない場合がある。そのような場合も必要性 ・意味付けに変わるテーマ変

更もある 。

区]

住宅は施主 ( コンシユー 7 ) によって 計画もさまざまであり、ケース

ノt イケースでまとめることになる 。生活のための装飾が何 であるか、ま

たどこであるか、が、はっきりしていれば、不自然なディテールであっ

ではならないのである。

回

生活のための装飾は主人 ・家族を表している 。 また、その指導もする

ことであるが、施主好みの自由な飾り方 (11寺には家具も含む) ができな

ければならない。そのための背録作りの役割だと思っている。

写真A 花岡邸玄関

r天井J クロス張り( : グレー)

「段面J ピーリ μ グ色 ラ y カー欧付 ( ホワ

イト 3 分野世)

r  .:l: I::IJ タリンカタイル{ ホワイト)

rf，!<J カーベ y ト

r玄関 カウンター」ケヤキ色仕上

"田町IJ ダウンライトナショナルポール球

写真B 同 左 階 段

r天井' l ' l 床 J 玄関と同じ

r窓」ブラインドシルキー( レッド)

「手 持1J ケヤキ生地仕 上

( ひらい すすむ KK平 針 生 活 デ ザ イ ン 研 究 室 代 表 取 締 役 )
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J じ品、

佐々木恵子

全体と音11分ーー・興味ある、しかし雑解なテーマです。部分の集積が、

全体であることは、確かだと思います。が、それはたんなる寄せ集めで

はなく、ダイナミ y クにからみ合い、関係し合って全体を組織しており、

部分はH寺として、全体となって表れます。

人聞は全体です。人間の肉体をフィジカルに捉えるなら、脳 ・血管 ・

骨 ・五臓六脈 ・限など、人体解剖図に表されるものすべてが部分で、そ

れらは有機的に関係して肉体を組織しており、さらにこの肉体と精神

意識 ・心象など、不可視的なもの、内面的なものが、秩序と矛盾をはら

みながら、からみ合って一個の人格、全体を形成する、この全体と部分

の関係ほど、不思議でトかっ魅惑的なものはないようです。

いま、全体を環境として捉えるとき、部分はモノであり、空間であり、

建築であり、都市であり、あるいは 、線 音・光 ・空気 ・匂いなどです

が、これらは、単純なヒエラルキ一 関 係ではなく、複雑で Ｇｦｾｩ 綴で 、 しか

もダイナミックにからみ、ついにこの関係は、混沌と分裂へつながりそ

うにも見えています。創造行為を通 じた 場合、この関係、からみが、被

雑であればあるほど、 一貫した主体性とメンタリティーが必要なようで

す。部分の主張は、 H寺に全体を凌駕して表れるので、全体にバランスと

一応の完結性を持たせるには、フ ィジカルな主張の以前に全体へつなが

る、見えないナニカが要るようです。 このナニカによって部分が主張で

き、関係し合うとき 、全体は人の皮膚! 菩党を快く刺戟し、精神の荷揚を

うながすものにつなるのではないでしょうか。

ナニカは{可なのか、解るようで解らないハナシですが、いま 、このナ

ニカはミ念とではな いか、な どと 思 っています。 概念、観念、理念、執

念、情念、憶念、無念、想念、怨念、 ー念、 … 念、 …・ これらは、部分

を有機的に関係させて全体とするための方法、道具といったものにあた

るのかも知れません。

念のため、

(概念〉 ① 事物の本質をとらえる忠、考の形式、事物の本質的な特徴と

それらの連関が概念の内容。概念は同一本質をもっ一定範

囲の事物に適用されるか ら一般性を待つ ー ー以下回各。

②俗に大まかな意味内容。

〈観念> (仏〕 観察し思念すること・… ・。仏陀の姿または真理を思い

浮べてよく考えること 。

〔哲・心〕 思考の対象 となる意識の内容、心的形象の総称、…

以下略。

(理念〉 理性によ って到達する最高の概念。

(執念〉 思い込んで動かぬ一念 、執イヲ して離れぬ心。

(情念〉 心にわく感情や心に起る思念。

〈憶念> i菜〈心中に銘記しで忘れぬ考え 。

〈無念〉①〔仏〕イ 妄念のないこと、正念ー 。

ロ. 正念を失 ったこと。

②口惜しく思うこと、残念。

(怨念〉 かんがえ，思うこと 。

(怨念〉 うらみのおもい 。

以上、新村出編広辞苑第二版による 。

そして、全体はたえず、個の領域を超えではならず、個々の人格の表

出の場、実現の場でありたいとねがっています。( もし超えてしま ってい

るのなら、もう一度、個の領域へ取り戻さなければなりません。)

( ささき け い こ アトリエ トリ Ｗ オイル室内主ｾ築設計 Ｇ Ｑ Ｎ 務所 Ｉ



社 会 的 共 通 の 言 語

安 永 一 典

部分とか全体とかいう 把 え方は 、各個人の宇宙線 によ っても、状態 に

よっても非常に異なると思うが、約神的活動を伴う人ri J I として、われわ

れの日々の生活を通じて考えれば、自分にと っては身近に「社会」という

ものを全体として誼かざるを得ない。社会というものの一般論はともか

くとして、高度な社会にと って大切なものが高度な文化行為であること

は当然であり、自分にと って社会に対する文化行為は一 日の最も多く H寺

|昔l をためる設計という行為そのものにほかならない 。 それが自分にと っ

ての社会的部分であり、食べたり飲んだりの行為がそれであればなお楽

しいのであるが、それは部分の部分ということになる。

美人というか 、住人というか 、 を考えるとき、ゆれるまなざしが美し

いとか 、白いJ l l Lが奇麗だとか、襟足が魅力的だとか 、 プロポーションが

抜群だとかの種々の部分の美しさは元より、その配分が生かされなけれ

ば、部分部分が精彩を放たないのは当然のこと 。 その人の教授とか人格、

また jijt]奈さが単なるマネキンではなく、人間としての息吹きを感、じさせ

てはじめて本当に魅力的なのと閉じことが社会にも言えると忠、っている 。

美人たる社会をつくるために極々の社会的行為という部分があり 、政治 、

経済のバランスとともに、高度な文化 という教授 、人惜 の背去があれば

良いのであろうが、それ以上に、その各文化行為相 互を「共通の言語」で、

諮るという健康さが、部分と昔11分を結びつける相互作用の効果を高める

ものと考えるが、その社会に「共通の言語」が現在最も欠けているよう

に思われる 。

毎日の設計行為が微々たる存在であ っても、それが会社という営利行

為を通じて業界の 、 ひいては社会的 な発展に結びっくことが望ましいこ

とであるが、われわれ は専門業界 内 にでの活動を単独の「言語」にこだ

わり過ぎ、 f也の社会的行為に対して積駆的な姿勢で能動的になり得てい

ないのではないかと考える 。 それは他の、社会科学、自然科学や純粋芸

術等をはじめ諸々の行為にも言えることであり、専門分野を深く追求す

るあまり、相互の共通の言語を見失 ったまま単独の専門的活動にとどま

っているような気がする 。 われわれの世界で言うならば、デザインとい

う文字が氾澄しだしてから何かが狂 ってきたように思う 。明治以前では

おのおのの文化的行為が共通の言語で語られ、 一般にも 1可の抵抗もなく

いわゆる「デザイン行為」が受け入れられ、 それが自然に日常の生活に

生かされていたと思われる 。道具であれ 、生活様式であれ、デザイナー

と呼ばれないデザイナーが立派な仕事をしていたのであろう 。今デザイ

ナーがデザインということを意識するあまり、排他的自己満足に陥り、

社会的共通性を欠いたマスターベーションを行 っているような気がして

ならないのである 。

自分の日々の設計行為という部分が、いささかでも、社会的共通の言

語を持 ち、社会という全体 に結びっくよう反省を含めて努力したいもの

と思 って いる 。

このテーマの抽象的把 え方が編集部の主旨に沿うものかどうか怪しい

ものであるが、社会を建築やインテリアの空間と考え、部分を、それを

構成する物や材料に置 き換えても同 じことが言えようし、その場合で も

その設計の理念が共通の言語として語られれば、より具体的解釈になる

かも知れないと考えている 。

( やすながかずのり K K大丸装工部設計工務第一部部長)

朝! 日野朝 関 車

建築と社会ミ生活と 空間lの原理 ・京の町内ミより

生活空間における繊維

山 口 道 夫

全体と部分とか、抽象と具象とかの相関関係にある問題点を論ずる場

合は、 一体どのステー ジで把えるかが初めに問題にな ってし まう 。編 集

者の意図するも のから 、はなれることになるかもしれないが、私なりに

考えることにす る。

私にと っての全体とは、 「生活」であり、その中で考察展開してゆく

思想、の系である 。部分とはデザイナーとしての具体性を jffi じての、生活

空間の問題であり 、 さらに部分としては、長くたづさわ ってきたテキス

タイルに関連するインテリアエレメントと生活空間と人との、かかわり

方であり、さらに一本の繊維である 。

一本の繊維が桃造 ( ファプリ γ クス ) し、人々の生活に関与する方法は

基本的にみると人間の歴史とともに数千年の時間を持 っている が、 この

伝統的な方法論は、今後とも全面的といえる姿で持続していくとは考え

られない 。複合素材の開発展開が.!l いピ y チで進むであろうし 、糸 のス

テ y プをふまない繊維の利用法も考えられるからである 。極限的小空 間

等では( 例、海中住宅とか、ある種の乗物のような高カプセル化空間) す

でに古典的方法で生まれた産物= 布地に多くの疑問が感じられているよ

うだし 、この傾向は今後さらに表面化 してくることが容易に想像される 。

布地不要というか、概念的なマテリアルの使用法に対して、新しい考え

と方法が今後問題化されてくるだろう 。今、私達はその時代的接点に 立っ

ているとも考えられる 。 たとえば、 i'( t 気的極性を利用しての空間単位で

の繊維コートや、自動的に光fit 調整の可能な索材での繊維化、非常:H寺の

インフォメーシ ョンを持 ったインテリア用繊維製品とか、フレキシピリ

ティーの高い建築構造物 レベルでの繊維の本格的利用等、考え得るもの

は豊富にある 。具体的な方法論として完結できるものから 、今後の研究

を要するものまで、おのおののランクはあ っても、今までと異なるコン

ストラクションが出てくるであろう 。

一本の繊維から、糸に 、織や編に 、加工し 、縫い、製品化 していく古

典 的な方法に対 して今 までただ合理化、 スピード化を してき たわけだが、

このようなステ y プをふまないで目的達成できる道を考えていくことも、

今後の生活空間での繊維にあたえられた 一つの課題であろうと私は考え

る。 また視点を変えると、現在の繊維の生産にはすべて衣料対象と言え

るような面があるが、最終目的を適確に把爆し、その目的にあった機能

符性を発御できる繊維がごく少ない 。何かの転用はもう限界にあるとい

えよう 。 グローパルな情報を持 つ現在、日本の繊維産業の開発方向に対

する不j尚も多くなってきているように思う 。

住宅が産業化 されていくことで、画一化の方向を余儀なくされていく

ことだろう 。 そこにおいても徳本的な素材に対する考え方の変更があっ

てもよいと考えるし、よりソフトな繊維のはたす緩衝材としての役割lは

物理的に も心浬的にも大きな意味 がある 。

いろいろな意味で全体から見るにせよ部分から見るにせよ、今、私た

ちは新しい自を持つ必要のある時期にあると考えられる。また全体と部

分を連ねるものは、そ の関連か ら生まれる経済的側面 と、 問題意識の感

度、ならびにそれらを集合し検討できる柿造や場、さらに建設的な意志

決定とその適正者または構造が必要なのではないだろうか。そこから生

まれる部分の発展が良い全体を創ることにもなろうし、充分な問題討議

の中で設定された全体像からのフィードパックとしての部分が各パート

における良い部分を形成することもあるのだろう。ともに械に広い精進

と多くの意見や話しあいのできる場を持つことが必要である 。初めは一

人と 一人であ っても、いろいろとやってみようと思う 。

( やまぐち みちお アトリエ ・ヤマグチ)
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デザインの動向 一部分と全体
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陸平

回国

昔11分と全体の|問題 を概念的 に述べることは、私にと って至難のことで

す。 それは、 概 念的 にどのように従え 、位置づけしていたとしても、 現

実に直面 した仕事の中ではそのときの対象や条件によ って、その都度大

きな差異を生ずること 、 また 、その差呉を 一 計画者( デザイナー ) とし

て縮めることの限界も正直よく体験するところです。一例として、機械

・道具類の発達 思考の段階を眺めてみるときに、 PART→ COMPONE

NT→ SYSTEMという一つの系として考えてみるとします 。 そして、今、

この系の中でCOMPONENTを計画、デザイ ンしようとするとき、 PART

を部分とし、 SYST E Mを全体と捉える場合、 COMPONENT を部分とし、

また全体とする場合、 COMPONENTを全体とし PARTを部分とするがJ

合もあるのです。 これは、ある場合の一例であ って、今日の環境を考え

るときに、部分と全体 の問題をこのような 一例ではとても説明できない

複雑な嬰紫や対象や条件 が存在するのも現実です 。

それでは、部分と全体の問題をどのように捉えるのかつまず、部分か

ら少し述べてみたいと思います 。

今日まで、もののかたちゃ存在とい った、また 、 このアンケートの序

文にあるように、われわれ人間の五感に訴える直後的な 一面 ( これをハ

ードと呼ぶことにする) を部分として捉えすぎたと考えます 。 もちろん、

このハードな商の重要性についての認識は、ものづくりをする者として、

ここで述べる必要性もないと思います 。 このハードな面に 対 して 、人間

( 個 として、集団として) の行為や将位 ・なりたち ーーー などとい った

一面( これをハードに対してソフトと 11手ぶ) を、ここで問題にしている

部分 として捉えてみたいのです 。

図

部分と全体を繋ぐ具体的な方法は、部分と部分( 前述のハードの部分

とソフトの部分Ｉを繋ぐことで 、部 分がより有機的に全体へのｾぎにな

るのではないかと 考えま す 。 つぎに、部分と部分のｾぎ方については、

繋ごうとする者一これがものづくりをする告の均合はー各人の姿勢の問

題であり、また可能だと高下駄 を廠くこともまた 問題です。 それが限界

を超えた 対象範聞 においては、ソフトの部分とをｾぐプロの “繋 ぎ屋 Ｂ

といえる 新職能者の 出現が待たれる H寺がきているように 思え てなりませ

ん。 ものづくりをする者が部分のみを扱うことがその職能であるなら 。

( や ま うち り 〈へい 京師l工芸繊維大 '''j: 助教段)
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作り手と使い手を「正」の

相関関係で結ぶ坂下

四 国

部分と全体は分離して諮る性質のものではないのでまとめてみました 。

1  D の立場からすれば「全体」は人間の生活であり、「部分」とはその

人間の生前を支える道具であると考えています。

人聞は原始の時代から道具を作り、そしてその道具を使いこなすこと

により今日の文明を築きあげてきました。 そしてまた、道具の形、色 、

あるいは装飾は文化の一面をも表しています。

「昔日分」である道具は「全体」である人間によって使われることで成

り立っており、人間は道具を正しく使うことによって、より良く生活で

きるという「正」の相関関係があります。 しかし現実には不必要としか

思えない道具があり、不確かな使い方をする人間もいます。 その上、現

代の膨張した社会機構 にとってどうしても必要な 作 り手と使い手を結び

つける売り手の存在も含めて「負」の相関関係があることも否定できま

せん。

ニーズ論、マーケテイング論、生活論、等々 、いろいろな論がありま

すが、「正」の相関関係を育てる努力が望まれます。

固

「正」の相関関係を育てる方法ということになりますが、 インダスト

リアル ・デザイナーも今までの技術志向の強い「どのように作るか」か

ら本来の作り手としての 、「何を作るか」の立場に変わりつつあります。

同じように、「正しい使い手」を育てる方法も必要だと思います。 r正し

い作り手」と「正しい使い手」がいれば、「売り手」も正しくならざるを

得なくなるはずです。現実から見て余りにも精神的、楽観的、性善説的

方法論ではありますが、良い道具には「魂」があると信じています。

回

シャープはオイル ・ショックのときに rE L M商品 J (EL Mは SAVE

ENERGY .LABOR .MATERI ALを表したもの ) ということで無駄を省

き、ユーザー調査で確認した必婆機能のみを満足する商品を作りました

が、必ずしも成功しませんでした 。やはり道具には心が必要であるとい

う反省から、 r ｦ ｾ史う楽しさと個性を大切にしたニューライフ商品」を作り

つつあります。機能中心から人間中心への移行により、作り手と使い手

を「正」の相関関係で結びつけ得る道具だと信じています。

( さ均 した き よ し シャープ 間 町 ザ イ … 一 間

日本インダストリアルデザイナー協会理耶 l

掃 除 機

パーソナル冷蔵庫

幸 福 な 鎖 と 不 幸 な レ ン ガ

日 野 永 一

一本のネジは機械の部分ですが、一台の機械は家庭 ・工場等の部分で

もあります。 さらには生活環境の一部であるというように 、部分と全体

は相対的な関係で結ぼれているのではないでしょうか。またそれが、産

業というタテ軸の部分であったり 、文化というヨコ紬の部分であったり

で、部分と全体を一次元的関係だけで捉えることの誤りを冒しでは な ら

ないと思います。

鎖は部分がそのまま全体に速なる幸福な例でしょうが、レンガか支礁

の山に終わるか建築物になるか、 そこには計画がいります。それがわれ

われの五感で十分に理解できない範囲のものであるとか、 あるいは個 人

- 一集団では左右し難い問題のときに、全体と部分との 関係が意識され

てくるのでしょう 。

誤解を恐れずに言うならば、直接にわれわれの五感に感じら れ ない全

体というものは 、虚像であると思います。ただし 虫 メガネで見える虚像

が、肉眼で見る 以上 に実態を見せてくれるように、 虚像は虚像 としての

機能がある わけです。全体とは 、 われわれが頭の 中 に描 く虚像 でし かな

いのですが、虫メ ガネの倍率やディス トーションの差によ って映 る姿が

呉なるように 、各個人によってそのイメージが異なるものと思います。

ですから逆な言い方をするならば、そこに各人の自由なイメージを描 く

ことが可能となってくる 。 いや、新しくものを創る立場の人 間にとって

は、新しい虚像を描 くことが必婆となってくるのではないでしょう か。

もちろん部分と全体をつなぐためには 、方法だとか約束ごとだとか があ

りましょう 。でもそれらはイメージの実現化や参加のための道具でしか

ないように思われます。

何か部分と全体 と言うと 、常に部分が全体の下に従属するような イメ

ージがつきまとうのですが、見方を変えると、部分の機の関係が あるよ

うに思われます。たとえば、私が興味を持つものの一つに 、人間のオ、ガ

ティプなフォルムがあります。いすなどもそうですが、手を取りあげて

みますと、おにぎり、すし (押しずし 、散らしは除外 されますが) 、タド

ンなどに、その造形化が見られます。私は 1 D屋なので 、 ここではミに

ぎり ・つまみとの類を指すわけですが、生活の 中の機械 ・道具の 中 にそ

れは無数に存在しています。一つの機器の中で全体に調和 をした姿を見

せているものもありますが、 ドアの取っ手のように 、量産化 されたもの

が使用される場合も少なくありません。そうし た とき 、まったく 同 じ没

個性的な姿であっても 、それ が用いら れ る周囲 との 関係にお いて; まっ

たく異なった表情 を持 って諮 りかけてくることがあ ります。 部分 が、そ

の属する全体の一部で あるだけでなく 、部分どうしの備の広 が りの世界

が、月IJ に存在するよう に感 じら れ るのです。

( ひの えいいち 京都教育大学助教授)
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生 活 空 間 と 電 器 製 品

巽 正和

私の仕事を通じて「全体」と「音尚子」を考えることは 、「生活空間」と

ri' 匂縫製品」の関係を考えることにほかならない。

快適な現代生活を営もうとするとき、そこには数多くの電器製品が介

在する 。 それらの屯縫製品のひとつひとつがいかに優れたデザインであ

っても、生活空間の全体像が明確にな識されていなければ、それらの製

品に図まれた空間は「全体」として無秩序な、不調和なものになってし

まう 。 それぞれがすばらしいデザインであればあるほど自己主張が強く

なり、不協和音を奏でることになりかねない。残念ながら、今日はまさ

にそのような状態にある 。 それは |二| 本の住宅空間が質的にも、量的にも

貧しいことに ltl 大の原因があるが、 一つにはこれらの屯縫製品が「生活

空間」の「部分」としてでなく、単機能ごとにそれぞれ完結した形で商品

化されていることにも起因する 。言い換えるならば、生活空間の 中で電

器製品がそれぞれ主役の肢を競い合 っているのが今日的状況である 。

? 官器製品にかかわるデザイナーが今後、考えてゆかなければならない

ことは「生活空間」の「部分」としての製品のあり方である 。 それには 、

まず，広務裂品の「位置づ‘ け」を研究する必要があり、しかもそれを ー メ

ーカーの論理から業界の論理にまで発展させ、確立させることが必要で

ある 。 それぞれの製品機能を従来のように個々のプロダク卜 ・レベルか

らデザインするのではなく、より高次元のシステム ・レベル、空間レベ

ルから見直し、消 'Et 者の抱いている価値観や期待感、生活様式の中でど

う位誼づけるかが問題である 。 この問題に対するアプローチとして、装

置的か道具的かを問う方法、趣味性のあるものか実用性のあるものかを

問う方法、建築やインテリアとのかかわり方によ って形態論的にグルー

ピングする方法などが考えられるが、こうしたいくつかのフィルターを

通して認識することが重要であろう 。

っきーに必要なことは、製品デザインの諸要素に法則性と規準を設ける

ことである 。 デザインの対象となる要素には、プランドや商品名をはじ

め、操作表示、部品、材質、形状、寸法、色彩等があるが、その中でも

操作表示、寸法、色彩は各メーカー内はもちろんのこと、できる限り業

界としてのルールを作り運用してゆくことが必要である 。( 現在、この 3

つの要紫については電子機械工業会 ・芯匠委員会が着手している 。) ただ

し、この場合でもすべての電器製品を対象とする必要はなく、「位置づけ」

によって明らかにされる製品相E のかかわりあい( システム性 ) や空間

とのかかわり( たとえば装置的な製品群 キ y チン ・セ ットや冷蔵庫

など) の強さによって判断すれば良い。

システム ・レベルでの製品開発はすでに各社からいろんな形( 被合機

能製品やユニット化 、カプセル化など) で提案されているが、そのほと

んどがーメーカー内のクローズドなシステムとしてである 。 この場合で

も、モテ・ュールやジョイント ・システムなどはも っ とオープンな論湿の

中に統合 されてゆくことが必要である 。

最後に私自身が担当したユニット化の二つの例をあげると、写真 A は

マンションを対象としたリビング ・ユニ y トで音響 ・映像機能をウオー

ル ・ユニ y トに車E み込んだものである。写真 B はスーパー・マーケ y 卜

の省力 化、 合理化のための値段票の自動読み取り機能中心の POS シス

テムである 。 どちらの場合にも 、モ デュールやジョイント ・システム、

写真 A 写真 B

( 右段へ)
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製品・人・社会・対話・概念

多 国 愛 実

私にと って、部分と全体ということが明解に整理しがたいので、 一括

してお答えすることにする 。

まず、部分と全体、またはfl 由と群というような言葉を耳にすると、私

自身すぐに、日常直面している問題として、人の系では個人と社会、道

具の系では単体と複合体、流通の系では- f閣の製品の質と量産としての

品質、とい ったことが頭に浮かぶ。また違った見方をすれば、 一個の製

品は個人との対話を考え、量産され複数となる場合は、社会的対話を考

えるというマジックもやってのける。つぎにごく一般的、商品のデザイ

ンでは、全体の用途からコンセプトを作成し、そのコンセプトに基づ‘ いて

各部分の機能を決定し 、それぞれの部分を最適化し、出来上が った部分

を結合しながら、全体にそうように、部分を修正し、全体に適合させる

方法がしばしば用いられるが、この ｪｊＯｾ 合、いく度かのフィードパ ｹ クを

くり返し、全体もある可能な範囲で変更することもある 。 しかしここで

表現していることは、単に初期に決定した尚品の企画書を全体として考

えたアプローチに過ぎない 。 このような答えでは、あらためで IItJ われた

答えとしては自分自身もしらけてしまう 。

なにしろわれわれを取りまく「昔日分と全体」は多種多様であり多元的

なので、その細部も完全に解明されないままに次々と拡散していく、概

念の気ままさに 、いや気がさしているのかも知れない。まじめに考える

ほど、部分と全体といった問題は簡単な思考では解決がつかない時代の

ように思える。

全体感は人間の発展の歴史とともに拡大されてきたし、これからも全

体の領域はますます拡大していくと思われる 。 この事実は、その領域の

拡大が生じたとき、今まで全体であ ったすべてのものが新しき領域の部

分としての作用に変わるのである 。 その上、今までの全体としての役割

も終わることなく、変化しながら架たしていくことになるのである 。

歯車やピンは時計の部品であり、 一個の時計は時計屋のー尚品である 。

一軒の時計屋は日本全体のー商庖であり、日本全体のH寺言十 I瑳業は世界の

中での一生産地である 。 これらの関係は、政治 ・経済 デザイン ・技術

などがあきなう縄のごとく複雑ではあるが、その総体によ って私と H寺計

の対話が成立するのであるから、これらの思考なしには f O は成立しな

い。伺H寺に人の軸の考泌が必要であり、この人の馳でもこの部分と全体

のおりなす拡大が思考的に必婆となる 。

fl 百人は、 一人の人格であり、家族の音11分である、家族は' 家族の単位で

は全体であるが 、その近隣の部分である 。 また ー住区は PIJ の音11分であり

， PITは占1I 市の部分である 。 占1I 市は国の部分であり、国は地球の部分である 。

地球は太陽系の部分であり、太陽系は宇宙の部分である・ 0 ・・ e 。

このように考えると、全体という物理的な完結はない。またシステム

とか道具といった人工的なもので結ばれるものは、やはり部分でしかな

く、もし全体があるとすれば、それを部分と結ぶものは 、 自然の方法性

に基づく概念である。 (ただ なるみ KKD 産業デザイン研究所代表取締役所長)

( 左段より)

配線システム、機器の互換性や補修性がデザインの基本構想、になってい

る。 このような工業デザインと建築やインテリアとの境界領域には、共

同のテーマとして解決されなければならない問題が数多く残されている

のである 。 ( たつみ まさかず松下屯器 KK意匠センター主任。む l正技師)



デザイナーにとっての部分と

全 体 鶴 岡 英 世

1  私にとって、部分とは現在の仕事そのものだと考えている 。

社会におけるデザイナーの役割は計画者の立場であり、物造りのディ

レクターであり、多様化する社会の相矛盾する要素の合目的な解決者で

なければならない。

2  無限に拡大をつづけ、複雑化を増す社会を全体として捉え、多くの人

々の助けを貸りて、私自身が好ましいと考える社会像をターゲ γ トに、

今与えられている仕事( 部分と考えている) を社会という大きなシステ

ムに対応しうるサブシステムの設計のつもりでテーマと取り組んでいる 。

3  したがって部分の集積は直接全体に緊がっているものと考えており 、

デザイナーとして仕事をしてゆく上での心的ストレスやデザイ ン遂行上

発生する社会的エントロピーの噌大は、社会が膨脹してゆくスピードに

デザイン行為の中に人間的要素として、心理設計が充分折り込めないた

めであろうと考えている 。

経済指標や技術データーのような文明指標は整理されており、使いや

すいため条件決定の中心に置かれがちであり、ヒューマンフ ァクタ一 、

とくに集団の粂件や文化価値、フィーリング等の文化指標の開発が遅れ

ているため両指標が等価値で扱われていないところに大きな問題を含ん

でいる 。

とくに文明指標の立場から物造りに参画している人々は、エンジニヤ

ーであり、デザイナーは文化指標の立場から物造りに参画しているもの

と寝解している 。

4  たとえば年率 8 %の経済成長を今後25年間維持してゆくためには、

現在 l 才の子供が遊んでいるオモチャの 6倍をその子には与えてゆかな

ければならない。 自動車にしても 2 世帯に l 台の現状から I 世帯 3 台に

なっていなけれ[ まならない 。

現在、大都市では駐車場を含んだトランスポーテーションに使われて

いるスペースは居住面積を上まわっており、さらに 6 倍もの車がI盟加し

たのでは人間の住む場所はなくなるであろう 。

その意味からもやたらと物を造りたがるデザイナーや無見識に建物を

造りたがる人々は部分だけを見た行為であり、デザイナーの立場を自ら

否定している行為であると思っている 。

真のデザイナーは社会の進歩を止めることなく、いかに物の噌大を抑

止し、どうしたら必婆なものだけを造れるかを真剣に考えている人であ

ろう 。

5  その意味では、デザイナーにとって全体とはいかに物を造らないよ

うにするかであり、部分とはやむなく物を造らなければならない日常の

t舌動ではないのだろうか。

( つるおか ひでよ K. K トータルデザインアソシエイツ代表取締役)

物理的発想から機能的

発想ヘ熊谷和郎

最近の生活スタイルとして、リビングとキ y チンの間仕切りを排して

ワンルームにしたり、三点セットを追放して手作り家具を取り入れる、

極端なのは音キチが部屋一杯にグランドピアノを据えるとい った風潮が

一部に見られる 。従来の物理的な存在を主張するスタイルから、精神面

を重視したシンプルな機能化へと変わってきたのであろう。これを一点

豪華主義から一点高機能主義への移行と呼んでもよい。

生活の用具としての商品を、それが生活全般に関わる関わり方として

捉えると、ここに部分( 商品) と全体( 生活) の相関関係という図式が

生じてくる 。 真の意味の全体ＨｾシステムＩとは、それ自身のうちに統

一原理を有し 、また各部分はそれぞれ自己の個性と自律性を保ちながら、

それを通じて全体に関与している 。 いわば同心円のような姿で、部分と

全体は重層的な精道と機能を相補完し合っているとみてよい 。

いま主として民生品のプロダクトデザインの立場からこれを考えると、

商品は生活の部分であると同時に、それぞれが独立して生活システムの

全体に関わっている。システムとしてみれば商品即生活、生活即商品で

ある 。

ただ |日来の生産体制lでは 、商品 ( 部分) に与えられた選択肢として、

ランダムに挙け、れば素材、機能( メカ、使用性) 、生産性( 労働、設備、

コスト) 、市場性( 物流、価格) 、デザイン、社会性( 省資源、非公害) な

どが主としてチエ y フされてきた。 これに対し生活( 消資者) の側から

の選択肢はプラスアルファして情報性( フ 7 .. / ション、流通の在り方)、

経済性( トータルコスト) などの因子を加味した上で、の満足度で計られ

てきた 。商品といえばよく道具が号 l き合いに出される 。むかしの道具は

われわれ人間の手足の延長であり分身であった。道具は日常の生活の営

みに深く結びついていた。生活とシステムになった用具として大切な役

割l を果たしてきた 。道具に名状しがたい愛着をおぼえるのも、それが人

間の暮らしの中に生きていたからであろう 。現代のマスプロ体制は、こ

の紳を断ってしまったのではないかという疑問はあながち筆者のみでは

あるまいと思う 。

若い人の表現を借りると、これからは人も暮らしも“ アイデンティテ

ィ" 志向にな ってくるだろうという。 自己確認というほどの意味らしい

が、要するに虚像的なニューファミリー像からイメージされる「いい生

1舌」よりももっと人間を、自分自身を見つめた「いい人生」を生きるた

めの足場を求める姿勢を指している 。 より体制寄りの社会人にも、本音

としては否めないところがあろう。管理社会への有力なパスポートとし

て若者たちに歓迎されるのもうなづける。

プロダクトデザインの場合も、生活( 全体) の中での商品( 部分) と

見なされてきたのを、生活全f本のアイデンティティを包摂しながら 、 そ

の中へシステム 化 されていかなければならない。と 同時に、もっと f友本

的には、ある商品が生活の中にはたして必要なのかどうかという 二者択

一 的な高度の選択肢が働くことになってきた事実を看過するわけにはい

かないだろう。

われわれはもう一度、部分が全体の一部ではなく、むしろ逆に全体を

総括する重要な開発点であるという新しい認識のもとに出直さなければ

ならないと思うのである 。簡潔にいえば物理的発想、から機能的発想への

章云換である 。( くまがい かずお 三洋電機K . K デザインセンタ一部長)

1 0 5  



実体とイメージ一 一デザイン

は妥協の行為 高 井 一 郎

- 昔日分と全体とを別々に考え 、関心のある部分とか、好きな部分とかを

.考えることは、自分にとってナンセンスである 。 なぜなら、デザインの

仕事は常に部分を考慮しながら全体をイメージし 、全体を想定しながら

部分をつめていくことだと私は考えるからである 。

しかし、これだけではあまりにもそ っけない符 えなので、少々 アナロ

ジカルに発言 してみ よ う。

・ “ 主Il 分は実体であり 、全体はイメー ジである"

デザイン作業上において、部分というものを、材料とか部品とか人 1m

が直接感覚において確かめられるもの、また現伐ここに存在するものと

したとき、それに対応する 全体は、これから実現 しよ うとするもの、 つ

まりデザイナーにと ってのイメー ジである 。

そのイメー ジを実体化すること、そして実現化のためにさまざまなプ

ロセスを総て実体をイメージに近づか祉、あるいは、イメ， ・J <; (本化

するのが、 1 D デザインの仕事である 。

・ “技術 1; 1 : 部分、デザインは全体"

製品設計の湯合、部分からせめるのが技術省であり、 全体から とりか

かるのがデザイナーである 。

全体を昔 ＱＱ 分に分けて解決することは、科 Ｂ ｦＺ 技術の ｾｮ である 。 ｦ Ｙｬ ｊ を医

学にと ってみると、人間の病気、健康などは、その人 nll 全体と して 判断

されるものなのだが、病院には、綜合判断するところはなし、。あくまで

も人 lill の体を部分に分解して、これを科γ':(1' ，) に追求し、そ の結果として

全体を判断する 。

ところが、デザイナーは、たえず全体として、さらに 全体からかも し

出されるムードを重視する 。たとえて 言 うなら、、恋人を傑すときのよ

うに判断する 。 相手が好ましいかどうかは ＱｾＱＱ 分の綜合ではな く 、ます 全

体の印象から、そ して、その人絡というものを問題にする 。

・ “ デザイ ンとは矛! 行を解決する作業である"

日11分と 全体は相対する概念であるから、やはり矛l円である 。 しか し、

デザイン行為において、矛f i ' i の存在はむしろ当然のことである 。

われわれは、仕事の上で「部分と 全体」の問題以外にも、さまざまな

矛前に直而する 。性能と価格 、機械機能と{ 川 11位、 シンプルと装飾性、

等々である 。

そして、これらの相反する関係を結びつけ、解決するのがデザイ ンの

作業である 。

このギャ ップを埋める作業のことを問題解決とも 言 うが、問題を解決

するのは 、むしろやさしい。本当の創造的態度とは問題形成である論が

ある 。伝はこの論に賛成で、矛盾を形成しつつ矛前を解決する 。 ここに

創造行為の鍵があるように思う 。

・ “ デザインは妥協の行為である"

妥協という言葉には、元来卑屈さのニ ュアンスは含まれていないので

あって、妥協とは 、妥当なことを協力して行うことである 。妥当とは、

適切であり、千年遜的に正しいという意味である 。

われわれにと っての良い政治とは、それが適切なビ ジョンをもっと同

時に、個人のI l 由と幸福を約束するものであると私は思うが、それと同

じように、デザイン行為も 、全体に対する強いビ ジョンをもちながら、

個々の部分に対する細かい配地、がなされなければならない。 それを可能

にするのは、正しい怠昧の妥協である 。

( たかい い ちろう Jj( /jf l市立 3芸術大 r:WJ 救綬)

( 右段より)

太陽と土と緑を残す地下住宅を目下開発中である 。 この住まいは地上か

らはインビジュアルなもので、自に入るのは倒木だけであろう 。完成す

れば、もはや、地下従空間とは呼ばれない。部分が全体に変身したとい

えばよいだろうか 。 ( ひが しかた よし お KK ス リーユ一代表取締役)
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地 下 空 間 は 地 上 空 間 の 部

分ではない 東 方 洋 雄

地下空間j スリーユー ( 口rban under  uni t のイニシャル ) を製♂3 化して

以来 、約30棟の施工実績を積んだ。全体としての地上空間に対し、地下

空間は従としての概念しかないのカ苛見状である 。 ところがこの常識がJ な

地上一主 ・地下一従とい ったバランスカ吃l 世紀に向か つて、逆転しそう

である 。

最近 4 階建ての中層住宅カ沼Eちにくくな っている 。隣接する 1- 2  ｾ賢

建ての独立住宅の居住者が口 !m権の巽議申し立てをすると、 3 日以内に

胞工中断命令が出る場合もあるらしい。地下 2 階 ・地上 2 階建てであれ

ば問題はなく、地下空間は「から lまり」を有することで居室として卜分

間いられる 。 ミサワホームの21世紀への住まいも「からぽり」付き地下

室を持 っている 。 さらに徹底すると 、地上はすべてグリーンで被 って、

地 下 Ｔ 階建てにすることも可能である 。 地 上主空間は 地 下従 ｾ ｉ Ｏｊｉ にと っ

てかわられる一例である 。

一戸建て住宅は建ぺい率で計画され施工されている 。 ピル建築のよう

に、遅かれ早かれ容積率で考えられるようになるだろう 。1，i 近の調査で、

も、独立住宅を欲しがる人の大半が広い庭を持ちたいからである 。限ら

れた狭い敷地で庭を広〈残すには、地下 l 階 ・地上 2 階とい ったペンシ

ル型の住宅以外に適当な解決方法が見当たらない。建築文化11月号 ・

133 頁に紹介されている地中の家も美しい敷地を残すのを目的としてお

り、地上空間と対等に地下空間を豆視している 。

性能面から地下利mを考えると 、態研のエネルギー貯蔵源として土を

考えた発想、に諮られているように、数多くのメリ y 卜が発概される 。地

上温度と 6 カ月間のズレのある地下温度は 、 したがって、夏涼しく冬H吸

ったかい。スリ ーユーの実験ではほぼ 8 "C- lQ'C の差 を記録した。省エ

ネルギー 化 に地下室は最適である 。断熱性と 同 じく 遮音性も期待できる 。

ピアノ殺人事件に見るように、 l坊音対策として地下利用ほどE里想的な解

決策ーはない 。 一例をあげると、 ｬ デ シ ベルの遮音対策 ＧｬＧｩ が地上の ｪｊ ，Ｎｾ合で

3，3nf 当たり 1万円かかる( ヤマハのサウンド ・コンサルティング ・マニ

ュアルより )0 50デシベルの防音工事伐は坪単価50万円で、しかも 地上の

部屋を防音化すると室内面積がすごく狭くなってしまう 。スリーユーの

60万円/ 坪の地下室は一室it(') えて、工事費の差がほとんどない 。スリー

ユーが受け入れられる原因がここにある 。

土地の有効平l昨l という面で考えると 、上部をカーパークの場所にも{ 交

えるし 、30センチの埋め戻しの土で芝生や「つつじ」程度の植物なら十

分生育するからグリーンを満喫できる 。スリ ーユーを 庖舗に応用すると 、

たとえば騒音を発するような業種では、近隣に気兼ねすることなく深夜

でも作業ができる 。死蔵している 一階床下の土に代わ って地下室を設誼

し、建築物とは独立した形であるから施工も容易である 。庖舗I曽設では、

庖頭・奥 ・左右 ・屋上とい った所も現実にはI自築不可能である 。地下I恒

築以外考えられない 。

地主要後の火災に対しての防空様、マイナス 30.C を越す寒冷地での |坊寒

媛、音に対する防音様はとりあえず必波とされる 地下室である 。ぼくは、

( を段へ)



デ ザ イ ン の 動 向

部 分 と 全 体 ・ 覚 書

アランがいうように 、 イメージにおけるパルテノンの往は数えられなし 、。 パ ル テ ノ ン 神 殿 を

つ の 全 体 と み た 吻 合 、柱はその在日分であ って 、 こ れ を 雌 か め る に は 具 体 的 な 観 察 が 必 要 と

なるだろう 。 私 た ち が 、 現 に 今 兄 て い る と か 、 考 え て い る な ど と い う の は 、 そ れ ら 特 定 の 対

象 を 意 識 し て い る の で あ って 、 特 定 の 対 象 と い う 限 門 に お い て も そ れ は 「 部 分 」 と い う べ き

ものではなかFろうか。

意識する対象が常に音11分 で あ る と す れ ば 、 で は 全 体 は ど の よ う に し て 似 え る こ と が 可 能 で あ

る の か 、 ま た 全体 とは何であろうか。

先のf列で、イメ ー ジ に お け る パ ル テ ノ ン を 全 体 と み た が、 イメージにおけるパルテノンは、

全体 像 としてのパルテノン 、 ということになる 。 全体像はまぎれもなくイメ ー ジであって 、

たしかに部分は欠落しているが、 J3. ぃ 浮 か べ る こ と の で き る 全 体 と い う こ と が で き ょ う 。 少

なくともデザ イ ン に お け る 全 体 と は こ の よ う な も の と し て 従 え な け れ ば 、 さ ら に 拡 散 し て し

まう性質のものであり、それはとめどなく 才広が ってい って し ま う の で は な い だ ろ う か 。

現 在 わ れ わ れ を と り ま く 環 境 は 大 き く 変 わ り つ つ あ り 、発 想 の 伝 換 が 必 要 、 などとよく耳に

す る が 、 た と え ば、部 分 か ら の 発 想 と い う の も そ の一 つ の 重 要 な ポ イ ン ト と な ろ う 。 音11分 か

らの発想、というとき 、部 分 の 持 つ 具 象 性 を し っ か り 桜 え な が ら も 全 体 へ 結 び つ け る こ と が 必

要 で あ り 、 全 体 や 、 全 体 へ 結 び つ け る 方 法 も 問 題 と な ろ う 。

五 木 寛 之 が あ る 週 刊 紙 に 寄 せ て い た 以 下 の 言 葉 が 思 い 出 さ れ る 。 テ ー ブ ル の 上 に あ る パ カ ラ

のワイングラスを眺めながら、「このグラスにはこのグラスにふさわしいテーブルが必要だ 。

そ の テ ー ブ ル を 置 く に ふ さ わ し い 広 さ の ジ ュ ウタンが敷かれた床が必要であり 、 そしてその

ジュウタンを入れるにふさわしいおし、天井が必要であり、そのう堤弁を支えるにたる 石 の 壁 が

必要であり 、 その 石 の 壁 を 持 った 建 物 を 抱 擁 す る ひ と つ の 石 の 街 が な く て は な ら な い 。」など

と考えながら 、仮 に 、 日 本 に そ れ に ふ さ わ し い 町 が で き た と し て も 、 そ の グ ラ ス を 持 つ 人 間

は 、 か 細 い 腕 で は な く 松 の 線 っ子 の よ う な 腕 を し て い る 人 間 で な け れ ば 、 と 思 う と い う の で

あ っ た。物 を 部 分 の 主 題 と 置 い て の 特 殊 な 、 また、音11分と古11分 と の 脈 絡 を 保 ち な が ら 一 つの

全 体 像 に 結 び つ け て は い る が 、 最 も 大 切 な こ と 物 と 人 と の 関 係 ー の 欠 落 し て い る 例 を 指 摘

しているのであり 、 考 え て み れ ば よ く あ り そ う な こ と で あ る 。

部 分 の 集 積 が そ の ま ま ス ト レ ー ト に 全 体 へ 述 な る と い う 幸 穏 な ケ ー ス は ま れ で あ ろ う と い う

のがアンケート ・テ ーマにある 。 これは 、 た と え ば 現 代 の 都 市の 生 活 を 考 え て み て も わ か る

ように 、住 宅 の横 を高速 道 路 が 通 って い る 状態 では 、部 分 と 部 分 と の JJ 財布をも断たれてしま

って い る の で あ って 、現 在 の 状 況 で は他 に も い ろ い ろ な 断 絶 が 考 え ら れ よ う と す る こ と に よ

っている 。部 分 と 部 分 の 脈 絡 、 それらと人 Wl の関係 の 系 企 し て の 全 体 は ど の よ う に し て 紫 ぐ

こ と が で き る の だ ろ う か。

わ れ わ れ を と り ま く 現 在 の 状 況 下 で 、 部 分 的 な も の に つ い て の 再 認 識 の 動 き を い ろ い ろ な 場

面 で 感 じ な が ら も 、具 体 的 な 形 で 提 案 す る に 至 ら な か った。 したが って ア ン ケ ー ト に よ って

問 題 点 を 解 明 す る と い う よ り は 、 む し ろ 問 題 点 の あ り か を Hf J 待するということにな った。 こ

こ で の 問 題 提 起 が 何 か の 役 に 立 て ば と 切 に 願 う 次 第 で あ る 。

今 回 の テ ー マ に つ い て は 、 昨 年 に 引 き 続 き デ ザ イ ン の 動 向 と し て 顕 在 化 し つ つ あ る と 考 え る

もののー っとして 、「部分からの発想」 を 選 び だ し た が 、部 分 と い え ば こ れ に 対応 す る 全体 を

も!日]姐 にしな けれ ば な ら な い と 考 え 、 あ え て 部 分 と 全体 とを並白した 。 このため にテ ー マ が

あまりにも大きな 問題を 抱 え込み 、問題 の 焦 点 が ぼ や け て し ま う 結 果 と な り、 アンケ ート を

お 願 い し た 方 がた にも要領を得ない設 Il JJ の 仕 方 に な ってしま った。 深くお詫びするとともに、

このテーマについていろいろのご怠兄をお、寄せいただいたことに心からお、礼 を申し 上 げる 。

( 本号特集幹事 鈴 木 良 介)

マッキント ッシュ作 姿 見 1904年
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設計用層せん断力分布を 図 4 に示す。せん断

力係数では、 l 階短辺方向でO. 075、長辺方向で

0. 076 となる。 地 下部分は拡がりをもち、高層

地下部分の柱耐力の極度 の低下を避けるため、

層せん断力の分担につぎの配慮を行った 。(イ)高

層地下部分は l 階の負担せん断力と地下階に発

生する水平カの剛性配分の和とする 。伊) fr¥: 層地

下部分は層せん断力の剛性配分とする 。いi :tカ

壁の負但せん断力は層せん断力の最大 25% を t

F艮とする。
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 栓現場継手

強芳高官士

S 造 部 分 : 床版 11デッキプレート捻型枠、 105

mm厚の軽量コンクリートとし、梁とはスタ y ドジ

ベルにより緊結する 。駐車場階は長スパンのた

め、車綱走行時の振動障害を考慮して床版にハ

ンチを設け 、梁フランヂをコンクリー卜で包む

構法を採用した 。小梁は設師，i配管上の配慮より

ハニカム梁を用い、短辺方向大梁の横座屈を有

効に防ぐ位置に配置した。大梁はプレート組立

の I 型断面で、梁成は一般階て、 80cm、駐車場階 2

段梁で:' 50cm、板厚はフランヂ材で:' 16- 4Omm、ウ

エプ材で 10- 1伽 nである 。主主は架構が比較的大

スパンラーメン構造であること、スキ γ プフロ

ア一階の質i l l ; の偏在により誘発される振れに対

処するため 、経済的で剛性の高い Box 型を用い 、

柱成は 60- 75cm、板厚は 19- 7Ommとな っている 。

位梁仕n部分はダイヤフラム形式を原則として

いるが、スキ ップフロア一階中間住列は段違い

梁が四方から接合されるため、ダイヤフ1ラムが

錯綜し、その溶接的影響、純工性を考応、し 図 5

に示す位タテリブ、梁水平リプの新形式を採用

し、実験により安全性の確認を行 った。

S R C造 部 分 . 床版は在来締法で 、小梁とも

鉄筋コンクリー卜造とした。大梁断面 l主梁閥50

- 60cm、梁成 125cm、鉄1J- の断面形は I 型を用

いた 。柱断面は 1l 0- 130cm角、 鉄骨に対するコ

ンク リートの覆り厚は 100mmとし、耐力の算定

には入れていない。鉄骨・の断面形はコンクリー

卜の充填、主筋の配筋など施工性を考慮し、ク

ロス H 型を用いた。

地業ならびに基礎. 木建設地主主は軟弱で厚い

梅田粘土層が上層に位置しているため、支持層

を地上より 28m以深に帯在する天満砂障壁層に求

め、直径 2 mのベノト台住で府造物重量を伝達

している 。基礎梁は240X 400cm 2断 面 で 、 そ の

応力はベノト台車主位誼に杭一地盤系の等価な鉛

直パネを設け、; m成系として計算し、最大ベノ

卜台柱反力は、長期荷量l侍 800 t/  1本、 地震時

1300 t  / 1 本となり、また 、浮き上がりは生じ

ていない。

5  地 震 応 答 解 析

地震応答解析は前報で多少ふれたように、実

情造物の挙動を適確に再現するに至 っていない。

そこで、本末転倒であるが、解析手法の不完全

性が構造計画にある砲の制限を課することも止

む得ないと言える 。

構造物系モ デルは復元カ特性を層 として評価

ヨ除 する方法にしたがったため、 一般階では一層ー

である 。第

2 、第 3 分

校剛性は経

験的な数値

であるが、

それぞれ20

%、 5 % と

している 。

弾性限強度

は設計用せ

ん断力分布

の荷重パタ

ーンで層の

いずれかの

部分が最初

に降伏する

ときの層せ

ん断力でも

って、また

降伏強度は

層の各位梁

昔日材端で降

伏に逮した

ときの最小

の層せん断

力でも って

算出 した 。

なお、耐力

笠の剛性、

強度は個別

に算出し、

ラーメンに

|  彩 第 3 分格闘l性

降伏強度卜一一 市 移 行

一弾性限強度卜ζ デ

-
l t / :  

や! ;  

弾性限変位 降伏変位

図 6 復元カ特性

表 2 固 有 周 期 ( 5 目 指弧は基礎悶定)

8 1  

日 2

o  5. 0  10. 0X 10 ' R ad 

短辺方向

1 次周期 T. = 4.  35 5ec  減衰定数 h = O 促 89

地 震 滋M E L  C E NT R O E W  1940 

地震渡最大加速度0. 2g  

図 7 . 大変位角応答分布

加算している 。 減衰は剛性比例型とし、 S 造

部分 2 %、 S R C造部分 5 % と与えている 。表

2 に各方向の固有周期を示す。

使用した地震波はエル ・セントロ波形、大阪

205波形他 3 波とし、最大加速度は0. 2 g 、0，3

g とした 。

図 7 に最大応答盆の一例として短辺方向の変

位角分布を示す。最大応答{ 直が所定基準値内に

おさまり、さらに経済的要件として求められる

空間分布も 一機化されている 。 また 、他種の応

答f直も表 l に示した基準値内の数値を示し 、十

分な耐震安全性カ匂在保されていると考えられる 。

6  おわ りに

高層建物の設計手法は振動解析 に依存する害IJ

合が大きく、その手法の選択が構造計画にも

尺坐主主止ブ質点、 スキ ップフロ ア一階では半階ー質点とし、 きく影響を及ぼしている 。 しカるに 、いわゆる

はり現場沼蟻

杭一地盤系も振動モデル化し、言十43 自由度とし 動的解析は外乱の不確定性やモデル化の粕粗な

柱内竪リブ摩さ (t c) て取り 扱 う。 ど多くの問題をかかえておりながら、勢い実施

復元カ特性は図 6 に示すように各層に独立し 設計に適用されるという状況にあ ったため、そ

た T RI- Ll N E A R 型の履歴特性をもつものと の末端の数値の検討が重視されがちとなり 、 ま

する 。 これは曲げ変形による上下階の速成効果 た多くの実施設計の聞にその手法の通俗化とあ

に比しでせん断変形が卓越し、剛床と見なし得 る穏の自信を生じさせる傾向をたど っている。

る床形状を有し、かつ各架械の剛性が大略同程 もっとも 、府造物の安全性 の検討は精造物のi制

度の大きさと性状を示す本構造物のような建物 壊時の耐力とパターンを可及的に予測し、基本

I L I  
+- 750十

階 柱主材厚 竪リブ厚吉(t c )

11 

トー

10 3伽欄 3伽 m

トー

9  

8  

7  

34 32 

6  

38 34 

5  

図 5 特殊仕口部詳細図

108 建療 と社会 / 1977年 1 月号

に適するモデルと考えられる 。初期剛性は曲げ、

せん断を考慮した架構の固有値解析より求めら

れる振動型 、振動数より等価的に逆算したもの

的な公値との照合と金体のバランスにおかれる

べきで、その点、 構造計画の果たす役割は大き

いと 考えられる。 ( おわり)

( ひきとく としはる 悶〈竹中工務底大阪本底設計部

部長補佐 ・工博)
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大阪の地下水の変化と

地下工事

丹羽 稔

i  ￰ ｦｬＮｾｦＱの陰に女あり、土工事の陰に水あり 。 」

といわれているように、地下水を切り離して地

下工事は考えられない 。地下工事は常に地下水

の支配下におかれ、技術によりある程度の征服

はされたものの、未だ逆に地下工法の技術が水

を支配するまでには、到 っていない。 これまで

の大阪での地下工事中の事故は、ほとんどが地

下水の影響によるものであり、水による手痛い

仕打ちを何度となく受けている 。

戦後大阪の地下水は、工業化が進むとともに

漸次低下し、昭和30年以後急速なる地下水低下

をもたらした 。昭和37年 i! 也Fノド採取規制に関

する法律 J i 改正工業用水法」の二法の公布施行

を機会に、地下水の汲み上げは少なくなり、地

F*はf余々に回復してきた 。

現時点( 昭和]51年度) では、 l i l r以前の水準

にまで上がっている 。(図ー 1 参照)

カ社会的条件の変化として、自1I 市の過密化

による、地価のお ｪ 騰、建物の大型化、正 Ｚ￭ｾ Ｂￌ化に

ともなう建築基礎椛造が、ますます深層化する

に}JII え、建設公害による振動、騒音に対処する

ための種々の工法が、つぎつぎ考案実施され、

開発改善がなされてきた 。

地下工法は、これらの諸条件のもとに進歩し 地下水が漸次低下したことは、この工法の発展、

てきた足どりをふり返ってみると、昭和20年末 すなわち建設公害に対処した工法に大きく貢献

から 30年初めにかけて実用化されるようにな っ した。 しかしこの工法も、こと水にかけては柱

たウエルポイン卜工法の出現があ った。 これま 列の不連続性により、弱点をも っており、その

での重力排水で、はぬききれなか った制粒度の土 不連続性をいかにカバーするかに努力が払われ

の出水層もウエルポイントによる強H i IJ 排水 によ た。 ちどり方式、ラ y プ式、ソイルセメン卜に

って、それまで関係者のダであ った地下工事の よる間隙閉塞、止水鉄板方式等、数 多くの工法

ドライワークも可能とな った。 が考案された 。

昭和32年ごろより都市の開発も活発化し、よ これらの工法により建設公害の面でも、また

うやく大型地下工事時代に突入し、掘削深度も 土圧水圧に対処するための技術的な面でも一応

地下 3 階以上の深度が要求されてきた。 の解決をみたものの 、 ジ ョイント数をさらに少

これまで主として伎われていたシートパイル なく、ジョイントの堅固なものとして、連続壁

工法および籾杭 ・償矢板工法は、地下 2 階程度 の開発にカが注がれた 。連続壁はこれまでの山

の工事に 利用 され、打込工法により施工されて 留に比 して剛性がl古く 、 しかも止水性にすぐれ

きた 。両工法とも 18m程度が打ち込みの限度と ているので、各種の連続壁の施工機械が次々と

いわれ、打込工法は精度的な面で問題があり 、 日日発され、ジョイント工法も十指に余る工法が

建設的公害的な面で打ち込みそのものがしだい 生みだされた 。 これまでの山留材が仮設として

に不可能にな ってきた 。 したがってこれら両工 取り扱われたのに比して、木工法は場所打コン

法は、地下 2 階以下浅いものにのみ、その後も クリートの連続性の木設計の外壁としての利用

利用されていたが、打込工法はジャ y キによる へと発展し、仮設材としての山留のコストの上

圧入工法により、また税杭はオーガー落とし込 討を、おさえる効果があ った。 しかし j土続墜と

み工法により施工されてはいるものの、その利 はいいながら、数は少なくな ったもののジ ョイ

用度は減の傾向にあ った。 ント部分が零でなく、その音11分が弱点であるこ

建設公害問題が大きくクローズア y プされ 、 とにはかわりなし、。地下ノJ( の再上討した現在、

とくにその対象となる地下工法はむしろ騒音、 大阪駅前第二 ピルのごときジ ョイント古1I の欠陥

振動の少ない工法に目を向けられ、場所打杭J施 による大事故を引き起こしたこ とでもわかるよ

工機械による山留工法が採用されるようにな っ うに、完笠な工法は未だ道速しの! 惑がある 。

た。 これはベノト工法、オーガー工法、P H P 山留工法の進歩のかげには、また多くの技術

工法、M I P 工法等があり、できた位列は、 R が考案された 。 そのうち主なものは 、ベノ卜掘

C 造ソイルセメン卜等、さまざまな位列が開発 問1)機なとの大口径掘削機により掘り抜かれた孔

され 、芯材にはエビーム、 H 型鋼、シートパイ 内に、，:l J 1 ; 易程の水中ポンプを設置したデ イープ

ル、鋼管 、組立欽' 丹、組立鉄筋等、長さに応じ ウエル工法がある 。ケーシング周囲も完全なフ

種々用いられた 。 ィルターの施工が可能となり、集水能力は向上

この工法がある程度の成功をみた裳には 、大 した 。 さきに開発された ウエル ポ イント工法と

阪の地下水の低下が大きく作用したことは否定 ともに、地下工 'rc に必要な排水工事に大いに役

できない。 この工法と時を同じくして、大阪の 立 った。

いかに山留壁が進歩し、排水工事が進歩して

+ ーー』一司¥￥ーー一

生 野 175m

(生野区巽矢柄町)

も地中障害等の関係で完全な山留が不能なため

とか、作業管E史上のむづかしさのため、侃削工

事中の山留壁からの漏水は、関係者の悩みの種

である 。 しかし各種地盤に適応した各種の薬液、

ｩ 主人工法のｊｬｾｊＹきで事前の改良も可能となり、ま

た応急H寺の対応も取りやすくな った。 その他、

特殊な工法として凍結工法、事前の軟弱地盤の

改良としてのサンドドレイン工法、ペーパード

レイン工法などの地盤改良工法も地下工法の発

展に寄与している 。

これら各位工法は、いろいろな問題をかかえ

ながらも、さらに技術的研究を重ねられ、安全

性、建設公害 、工J i i ) の短縮、経済性の追求と絶

えず努力を重ねられてきたが、その裏にはまた

地 Fノ，) ( という最大の難敵の克服への努力でもあ

り、今後ともわれわれに諜せられた大きな課題

である 。

地下水位( 年平鈎)の変化状況図

昭 和 年 次

34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47  48 49 50 
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図- 1 大阪にお ける地下水位
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昭和51年度 ・第 5 回若い会員の集い

高野山サマーセミナー

「新しい学校の風景」

レポート

8 円28日午後 5 1待、おn山本党院に一 行30名

集合。受付、資料配布、宿泊の部屋割等をおえ、

夕食までの - 11寺を入浴、休疋1などで各自高野山

までの長旅の疲れをいやす。 6 時半より待望の

夕食である 。 まず関根主査の司会により参加者

全員の自己紹介がなごやかに進められ、続いて

高野山名物の粁ii 1 主料理に舌つづみをう っ た。

夕食のあと、本党院稲葉住職より、仏教の略

歴、目指針山および弘法大師についての講話を本

堂にで受ける 。灯時i だけの薄明りの中を線香の

煙がゆるやかに立ち上るとい った滋密な空/ i ] J で

の講話は、われわれを宗教の世界に引きずり込

んだ 。

11)，1けて 29 日、前日の雨天がうそのように、索

時らしい日本 11，" 1. れである 。午前 5 時起床 、早朝

のすがすがしい空気を胸ーパイ吹い込んで元気

にラジオ体操を行い、それから奥の院まで往復

約 6 kmの早朝参詣に出発した 。奥の院入 μ ーの

縞より、弘法大師倒l廟までの約 2 km の参道の両

側には、樹令数百年を超える老杉がうっそうと

生い茂り 、この樹聞に苔むした石硲が数限りな

く立ち並ぶさまは、 l可と表現したら良いのか、

一種巽械なｾ的雰囲気を感じさせられた 。 Ｗ Ｑ 時

頃に早朝の参ZEをおえ、朝食をとる 。 日常生活ー

では起きぬけにコーヒーとトーストをむりやり

つめこむようなことをやっているわれわれにと

って、食事i)i lの散歩は少々ハードではあったが、

久しぶりに食欲を感じさせてくれた 。

さて、朝食後 8 時より本企画のメインテーマ

である「新しい学校の風宗」の講演が都立大学

教授一長倉先生によりはじまった 。 まず長倉先

生は、学校施設に| 渇する今目的問題点として下

記の 4 点を指摘され、本日のテーマとすること

を説明された。

(1 )  質的( 空間的) レベルアップについて

(2) 教育革新に対応する施設 一 ( オープンプラ

ンスクール)

(3) 地域と学校 一学校と他の施設 ー ( コミュニ

ティスクール)

(4 ) 建設プロセス ー ソフトウエヤ ー ( システム

ズピルデイング)

まず(1)の質的( 空間的) レベルア y プに関し

ては、従来の学校建築といえば、東西に延びる

ハモニカタイプであるが、これらの学校にあっ

ては、日照や通風等の機能的性能のみが重要視

され、空 fiil 的な質についてはなおざりにされて

きたことを指摘された。今、学校にとって、必

裂なことはこれらの性能的なことがらではなく

( これらのことは設備的な方法によりある程度

1 1 0  建築と社会 1 1977年 1 月号

解決できる) 、学校としての、皆がつながってい

るとい った、 一体感とか、t J ! 続性とか、また学

校の中についていろいろなことがわかる ( 明確

性) や、どこにいるのか ( 帰属感) とい った12.

識をその中に生活する人聞が持つことのできる

空J i j Jであると説かれた 。

つぎに (2 )の教育革新に対応する施設( オープ

ンプランスクール) については、まずオープン

プランスクールの説11)1 から人られた 。この言築は、

基本的に教育をテーチ( 教える) からランダ( 学

ぶ) へ切りかえることであり、学ぶ人間一人ひ

とりの最大限の能力を| 持j 発する教育システムで

あるとのことであ った。 ここでは教師は、一元

的に知識を与えるとい った存在ではなく、学ぶ

人間i に最適の環境を作 ってやる存{ . E となるので

ある 。 1 クラス 30- 40人の生徒に一 人の教師が

対応し一斉学習を行うとい った風長ーはなくなり、

生徒は一 人ひとり独自のカリキュラムを持ち、

教師も数人がチームを k，f lむことにより、大集団

( 100人- 150人) から、グループ学習、個別学

習に到る教育集団に、そのH寺々に対応してゆく

のである 。 このため、学狩空間としては、自

由でフレキシピリティーにｾ［んだ空間 ｩ が必要と

なったのである 。 またここでは生徒の自主的学

習が基本となるため、{ 悶々の生徒が教育' 情報を

必嬰に応じいつでも取り出せるような (l iIi えが重

要となり、リソースセンターが施設の中心とな

るとのことであった 。

(3) f 也域と学校( コミュニティスクール) では、

社会でのあらゆる場所が教育の場となりうる、

という考え方から学校の社会化= 社会の学校化

を図ろうとする考え方である 。 またコミ ュニテ

イスクールの理念は、学校をある地域のコミュ

ニティーの核として考えると同日寺に、都市施設

の効率的利則をはかるとい った観点から、わが

国においても今後其賞IJ に考えねばならないテー

マーであると説かれた 。

第 4 は、建設プロセス( システムズビルデイ

ングＩの問題である 。 多主 ｴ の学校潟ｾに対して、

一品生産的な建設ではなく、工場生産された部

品の集合により安価により短期的に学校を建設

してゆくシステムである 。 このシステムには、

技術面でのハードウエヤーと、発注方式とか運

営組織等のソフトウエヤーの IgJ 泌があり、現: ( f

のわが国における技術レベルから考えた場合、

ハードウエヤーにおける! 日1魁j よりも、地方自治

体のあり方等、発注者{ J ! l J のソフトウエヤーに大

きな問題があるということであった 。

以上の 4 点についての総演のあと、引き続い

て、スライドにより、欧米の学校建築の紹介が

なされた 。

イギリスでは、オープンスクールの発端とな

ったエヴェリンローエ小学校やワーキンガムス

クール、マーシャルスク - J V 、ルーズベルト団

I也内のマードリーコートなどが紹介され、アメ

リカでは 、S C S Dプロジェクトの実例等、また

カナダの S EF 、R A S 等のシステムが数多くの

実例により紹介された。これらのスライドの中

で、 とくに強く印象に残ったことは、システム

ズビルデイングによるオープンプランスクール

長倉講師より穏を聞く

のさe: IUJ が、わが国の現在の教育空/ UJ と比較して

いかに豊かで、自由でのびのびしているかとい

うことであ った。

教育環境を ;無I味乾燥な 一般社会と隔離された

聖械として考えるのではなく、ある窓口未におい

てショ y ピングセンターのような楽しい雰囲気

を待 った空間l にするべきである、といわれた長

倉先生の言葉が、 今 とくに恕い出される 。必後

にH寺/t: J の関係上短時間ではあ ったが、熱心なデ

スカ y ションが行われ、定刻の 1111寺を若干過ぎ

て、無事本企画を終えることができた 。

なお、末畿ながら、 今回の催しに際し、 i道路

わざわざご.来阪いただき有意義なご講演を賜り

ました長倉康彦先生および本党院搬にいろいろ

お世話になりましたことを誌上より厚くお礼申

しあげます 。 (赤木園文紀)

日 時 昭 和51年 8 月28日(土) ・29日( 日) 1泊 2 日

集合 28日 17: 00- 解散 29日 12 :  00 

宿 坊 高 野 山 本 覚 院

ゲスト 東京都立大学教綬工学博士長倉康彦氏

本 覚 院 住 職 稲 葉 義 猛 氏

参加者 30名

行 程

28日 17:  00 集合(本党院)・自由行動(入浴・休憩・散策)

18・30 夕食

19: 30 r置 伝 稲 葉 住 職

20: 30 自由行動 ( 入浴 21: 30まで)

22 :00  i肖*T

29日 5 :00 起床体煉早朝参諸( 奥の院まで)

7  :  00 朝食

8  :  00 講義とスライド長倉鶴師

「各地の新しい学綬と海外の教育環境J

11 :  30 現地解散



日本建築協会

月間の動き

昭和51年 11 月分

評議
ム
一
品貝

定時評議員会にかえて書面表決

11月17U付をもって下記事J Uについて文 ，!?に

より、お誇りした 。

昭和52年度評議員選出数決定の 1'1'

理 事
ム
一
品

17日 411寺- 5時 於 会 館 集 会 室

出席ｾ 井上 ｩ 晃理 Ｇｊ Ｚ￧ ｉｉ か Ｙｾ

Ｒ 品供ＨＱＩ建築椴 ｴｭ 法としての建築設計 Ｑ ＱｾｾＡｾｲｲ 業務

法( 苦言) 要綱のf ' I :

(2) 協会会計一本化のi ' I '

(3) 事務局峨. Q 本年下 j割j賞与支給のn.

(4)12月定例理事会{ 本会の ('1ニ

(5)人退会省承認の ('1'

(6 )報告事項

出 版 委 員
ム

一A

小委員会

1 日 正午 - 1時 半 於 会 館 3 階会泌釜

山l市.(J 小林委員長ほか 21，

J設'J :c 技術選書出版についてテーマ・執タl王将等

について打合わせ

事 業 委 員

A .  

-:z. 

「建築と音楽 」打合会

1 日 71時半 - 10時半 於会館 3 階会議室

出席者 中品特別委良、大久保之笠

議事 ゲストとのスケジュールについての F打

合せ

若い会員の集い小委員会

2 日 611キ- 911寺 於会館集会室

出席在 森下副委日長、向] 雄、瀬戸本、千集、

中村各斡JJI ほか 9 r， 

J晶'fi (1) 9) J 、10) Jの事業実胞報告

(2)第 9 回、第 10回の企 11町について

(3) 第 8 回「建築と音楽」について

「建築と音楽」ゲストとの打合せ

4 日 午前 10時 - 12時 下 於 点 以 ・吉阪邸

，']..¥席省 ゲスト吉阪隆正氏、高級! 皆、治氏、大

久保主査、事務局三木

級事( 1 ) 当日のスケ ジュ ール内容全般について

(2) 通訳について

(3) 音楽関係の準備打合せ

見学会小委員会

4 日 6 時 - 811キ 於会館集会室

出席者 塀田副委員長、木谷幹事ほか 7 名

議事( 1 ) 9 月、 10月の兄学会刃包報告

(2) 11月の企図についての報告

(3) 12月以降の企画について

(4) 芦屋浜( アステム) の企画について

南港見学の下調査と打合せ

6 日 午前 911寺半- 11時 半 於 南 港

出席者 足立主将 (大阪市港湾局) ほか l 名

; 轟事 (1 ) 当日のスケ ジュ ールに つ いて

(2)ポートタウン見学の乗物について

「建築と音楽」分科会

8 日 611寺半 - 1011寺 於会館集会室

出席者 中島特別委Ａｾ、大久保主査ほか Ｕ r， 

議会( 1 ) 当日のスケジュールについて

(2) 当日委員の役者IJ分組確認

広報小委員会

9 日 6 時 - 811寺 於 会 館 集 会 室

出席者 雨前j 委H 長、佐藤 ・市川両幹事ほか

5 名

議事( 1 ) 第33回展示写点「衝を緑に ・第 6 回J

についで

(2) アステム研修会企画について

(3) i 酉蔵比学について

(4)  r角型鋼竹」についての説明会申入れ

について

委員会

11 日 6 時 - 7 時半 於会館集会室

出席者 窪田委只長、大崎、小泉、花房、 三

品、柳、沼田、 I朝、森下各副委員長 、

千業幹事

議事( 1 ) 各小委日会の 'J:( 業報告及び事業企画に

ついて

(2) そのほか

若い会員の集い第 10回分科会

25日 6 時 - 9 時 於 会 館 集 会 室

出席者 ゲスト 浅井氏 ( レ y ド工房 )

田中主査ほか 3 名

議事( 1 ) 企画テーマの決定

(2) ゲストの紹介

(3) 企画内容について

(4) 委員の分組

若い会員の集い第 9 因分科会

26日 6 時 - 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出席者 瀬 戸本主食ほか 5 名

議事( 1 ) 企画テーマの選択

(2) 企画内容について

(3) 委員の分担

編 集 委 員

L 一一一一

三II
3 月号 「ニュータウンの管理」座談会

2 日 6 時 - 8 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 井上豆幸、島田博一 、北村伊三美、

{ 中本長岐朔、浜田弘、山田俊j前、近野

正男

編集委員会 ・広告企画小委員会合同委員会

11 日 4 時 - 7 時 於 会 館 3 階会議室

出席者 中村委員長ほか 6 名

議事( 1 ) 12月号 = 設備からみた建築の問題点特

集経過報告

(2) 正月号= デザインの動向一 部 分 と 全 体

特集経過報告

(3) 2 月号= 兵庫特集の件

(4) Ｓ 月号 ｾ ｲ ニュータウンの管理 ｊ .  r60問

年記念号」のf牛

(5) 4 月号以降の{ 牛

(6) 投稿欄小委員会アンケートの件

(7) 収支状況報告

(8) 広告企画 ( 1 月号、 2 円号、 3 月号) の件

(9) その他、表紙等について

1 月号 「デザインの動向一 部分と全体 」編 集 幹

事会

18 日 611寺- 811寺 於会館集会室

出席者 鈴木委員 、小角 ・紙野 ・河辺特別幹事

j昌司:( (1) アンケートのまとめについて

(2) 座談会について

住 宅 委 ー
」

員

委員会

9 日 5 時50分 - 7 1時30分 於 会 館 集 会 室

出席者 小西委. Q 長ほか 6 名

朝日新聞社 l 名

議事( 1 ) ピワコローズタウン住宅コンクール務

査協力に関する件

(2)  r住宅メンテナンスのチェ y クポイン

ト」出版に関する件

(3) 住宅展の今後について

建築データシート委 竺 」

企画分科会

12日 1 時 - 211寺 半 於 会 館 3 階会議室

出席者 酒井幹事ほか 3 名

議事( 1 ) 旧シートの改訂! i J 否実態調査

(2) 今後の作業の進め方について

委員会

日

例

名

ト

岡

9

一

計

室

か

シ

行

会

ほ

定

発

集

長

予

版

館

員

制

服

刷

会

委

掲

縮

於

副

の

ト

正

竹

一

半

塚

山

ザ

シ

時

真

2

タ

ヮ
，

.

-

~

上

得

デ

半

弁

ぶ

て

築

時

尚

い

建

5

者

川

間

席

日

出

事

7

'

泌

拙

について

(3) そのほか

B クループ打合会

26 日 正午 - 1時 於 会 館 集 会 室

出席者 羽入幹事ほか 3 名

議事 (1) No58 (52年 5 F1発行) の企画決定

(2) そのほか

法 規 委 員 三

委員会

15 日 3 時 - 51時 於 会 館 集 会 室

出席者 市川委只長ほか 14名

議事( 1 ) 法令コーナー ( 申諮業務のフローチャ

ート) の企画
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記念品をそれぞれ授与した後、茶話会を聞協

した。なお終了後「阪急グランドピル」の見

学を行った。 (3 1時半→ 5 時)

本会若い会員の ｾぃ主催

共催 大阪楽友協会研究所後援朝日新聞社

2昨日市 ヤニス ・クセナキス氏( 仏 作曲家 ・建築家)

吉 阪 隆正 氏( 建築家 ・早稲悶大学教妓)

ｲｾＺ［＠ Ｎ ｦｦｾ＠ Ａｾ治 氏 ( ピアニスト ・作曲家)

(2) 関連法規の問題点のとりあげ方

仁手
A. .  

-z;;-員委キオ

建 築 6 団 体 会 長 午 さ ん 会

|第22回工高生デザインコンク→ヤ 当
4 日 正午 - 2 時 於 大 阪 ガ ス ピ ル 食 堂

出 席 者 塚 本 会 長 ほ か 17名

当日は財団法人大阪住宅センターの寄 F付金、

建築 6 団体以外の建築団体の参加等について

意見交換が行われた。

ム
一
品

於大阪グランドホテル

食

9 日 81時半 - 9 時半

出席者 69名

当日は大聖将軍寺住職奥野俊雄氏より 「河内

飛鳥」についてお話を伺った 。

朝フフク築建

20日 211寺- 31昨 於 会 館 集 会 室

出席者 繍山審査委員長ほか 4 審査員、関西

主I ! 築家懇談会ーの会代表| 向精作太郎

氏、岡回、斉藤教育委員会正別委員

長ほか l 名

岡田教育委fl 長の挨拶、横山審査委員長の審

査結果の報告に絞いて入選者に対し賞状、1 t ・

牌を岡田教育委員長より、最優秀作品に対し

関西建築家懇談会ーの会岡織代表より賞状と

j高司E

仁
A. .  

-z;;-
品""
+  

見
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加 藤 紀 彦

長坂 新

水 島 英 樹

側 販問設計事務所
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誉

焼

損

杭

〔団体会民 3 社〕

(附浅汗i組東京支庖

曲目 リ y ケン

〔他人会日 10名〕

w山 志 印l 酒井

前水耕一郎 谷

野 崎 英 彦 liil 田

山本

〔准会員 l 名 (氏名省略)J  
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建築と音楽." " 形と音と空間と

ヤニス・ クセナキス 講演会+ 演奏会

15 日 6 時半 - 9 時20分 於 関 電 ホ ー ル

聴講者 660名

奏?寅演
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あらゆる点から安全性をチ工、ソク

超高層時代のパ一予ィションでま

26日 511寺半 - 811寺 於会館集会ｾ

出席者 山田委只長ほか 7 名

サンエス石'門ー(掬より 3 名

( Wセルフレベリング性石河系床下地材」

について

(2) r新建材紹介コーナー J 2 月以降掲載分

について

着々 とすすむ南港開発を見る

(ポー トタウ ンを 中心にして )

9 日 1 11寺半 - 511寺

参加者 34名

奈良・依水圏の茶室の見学

13 日 11時半 - 4 時半

参加者 41名

講師 帝塚山学院大学教授

工予 ｦ￮ｾ 土岡田孝男氏

プランナーウォ- ) レ

( 不燃間仕切り)

線r コ ク ヨ 株 式 会 社 大 開 成 問 皇 制 旧 日

1 1 2  
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設 計 事 務 所 有 志

株式会社 赤 崎 建 築 事 務 所

代表取締役 赤 山奇 尚

大阪市西区立売堀北通り 1 - 90 第三富士ビル T E  L  ( 06 )541 - 7625代 表

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代表取締役 赤 松 11多

大 阪 市 北 区 梅 ヶ 枝 問 1 2  3  ( 端 穂 ビノレ) 電話 06 ( 364 )  5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮 ・ 富 士 ノ 山

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東

ラFと

ヲ ｾ イ呆

大 阪 市 北 区天神 桔 筋 3 - 67 マ 手 ス ビル 電 話 06 ( 358 )  5598 ・3497

E ト1} 7オイル 「 ・l 一級建築士事務所 宝子 易ミ

アトリエrrerOl 1 室内建築設計季語所 佐 々 木

克 子

恵 子

大 阪 市 北 区 岩 井 田T [ 丁 目 79 の 2 玉 置 ヒ J レ 4 階 干 530 ( 06)  35[ - 8920 ・ 6307

式?で A7.R:I 建築事務所

代表取締役
亀 井 晃 J台

事 務 所 大 阪 市 南 区 谷 町7丁目 12番地のl 新谷町第 3 ピル 2 F  T  E  L  (06)768- 1771(代 }

ア ト リ エ 東 大 阪 市 上 石1; )J 田T 2 丁 目 1 4  - 3  5  T  E  L  (07437 )3  - 6137 

1 1 3  



114 

石 川 建 築 事 務 所

石 川 寛

石 川 宏

〒543 大 阪 市 天 正 寺 区 茶 臼 山 町 111 "lL ，訊 06 ( 779 ) 9491( 代 )

干 170 東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 - 11 - 9  屯 話 03 ( 946 ) 5431 ( 代 )

株式会社泉沢建築設計事務所

代 ぷ取 締 役 泉 沢 哲 史

大| 仮 di ｾ仁 氏 ｮ 砂田 ｔ 4  8  - 1  オ オ シ マ ビ ル 電 話 06(364) 9071 - 2  

株式会社伊東建築設計事務所

代 表 取 締 { 支 竹 原、 永一郎

干556 大阪市浪速区幸町通 2 - 6  ( i庁光ビ j レ) 屯 話 ( 562 ) 4343 - 5  

株式会社 伊藤建築設計事務所

取 締 役村 長
伊 藤 鎖

本 社 名 古屋市 中区錦 3丁月 3- 6( 日本経済新Ilfl ピル) i l!:，治 <052>951- 1110聞

東京事務所 東京高fl 千代! 日区神田 美土代町 7 ( 久 保 ビ ル ) .必Ji <03> 294- 606lf代)

大阪出' ，hfifr 芦屋市山手町 6 9  電話 <0797>22- 2 1  6  3  

株式会社 井上達明建築事務所

代 表 取 締 役 井 上 透 明

干 530 大 阪 市 北 区 鶴 野 町 5 1 番地 ( 安 田 ビル ) 電 話 06 ( 372 )  2821  ( 代 )

$ 2 2 井上久雄建築設計事務所

代 表 取 締 役 井 上 久 雄

千550 大阪市西区京町堀 1 丁目 38 千 島 ビ ル 電 話 大 阪 06 (443)  7386附



③ 

指宿真智雄
大 阪 市 東 区 南 本 町 4 - 47 イトウビル

〒 541 T E L  (06)  252ー 1011 - 4  

隊 式 会 社
建築デザイン

l級控藁士事務所

u 都港区麻布台1丁目l番20号麻布台ユニハウλ 107号

緑地デザイン

〒 106 T E L  (03)  586- 1311- 4  

株 式 会 社 性衛士ｉｪｩｾ所

設備デザイン

京都市中京区柳馬場通御池下る 京都朝日ビル

妹 式 会 社 設蝿士事務所

〒 604 T  E  L  (075 )  221- 1101 - 4  

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

r - L-

ニb

.illl.. 

日

'東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜川 町 2 8  (第 10森 ビ ル ) 電話 03 ( 501 )  0286肘)

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3 電話 06 ( 201) 5 3  0  5  

株式会社 浦 辺 建 築 事 務 所

代表取締役 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 松 村 慶

大 阪 市 北 区 柳 田 8 番 地 ・ 新 阪 急 ピ ノ レ 電 話o 6  (34 1)  1  7  2  7  

東 京 事 務 所 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町T 2 ー 7 - 1  梅 崎 ピ ノ レ

制ｼ品 Ｑ ・ ｊｾ 務所 有，i 問 市 中 央 区 大 名 1 - 9 - 2 7 西 宮11 ピノレ

株式会社久米建築事務所

取 締 役 社 長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電 話03 ( 403 )0251大 代 表

大阪事務所大阪市 北 区 堂 島 中 1 丁目 23 番 地 堂 島 中 町 ビ ル 電 話06 ( 344 ) 2096 代 表

え コータケ建築設計事務所

@  

計 画 ・設 計 ・監 理

所 長 τ同主「1  
武 王 計

大 阪 市 西 区 江 戸 刷 5 丁目 110番 地 の 2 末弘ビル T  E  L  06( 448 ) 0178 ・2408

株式会社 8B 示日
主日又尺3

計

代表取締役社長 岡 本 行 主仁コ主

代表取締役専務 中木 日住 夫

本 社 事 務 所 大 阪 市 西 区 西 長 堀北通1- 8 四ツ橋ビル T E L代表 532 - 3421

神戸事務 所 神戸市主主合区八幡通4丁目 2番17号久徳ビル T  E  L  078- 251 - 0651 

1 1 5  
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株 式 会 社 倉 リ 美

=J l . ， 

員又 言十

代 表 取 締 役 中 原 英 雄

大阪 ＱＱＱ 北氏本広 ｉｕｦ Ｑ Ｗ ト ｼ生 不並 ｪ ｊｬｽｉｾ J，i'i UI J ビル 9 階 T E L )c!i li ( 06)  312- 3587代 表

株 式 会 社 大 建

=J ' 1. o 

員又 言十

本 社

大 阪 本 社

東 京 本 社

名 古 屋 事 務 所

九 州 事 務 所

分 室

取締役社長 高 橋 慶 夫

大 阪 市 凶 区 江 戸 沼 1 丁 目 12 1i1' 8 号 安 田 生 命 大 阪 ピ J レ

大 阪 市 刈 区 江 戸 姻 1 r 目 12 1i1' 8  Ｎ ｾ［＠ 安圧l 生 命 大 阪 ピ ル

東 京 都 港区 新械 1 丁 目 10番 7 号 ( 大 和 銀 行 新僑 ビ ル )

名 古 屋 市 中 区 栄4丁 目 6番 15号 名 古 屋 日 産 生 命館 ピ ル

北 九 州 市 小 倉 北区 紺 屋町 9番1号 明 治 生 命 小 倉 ピ ル 6 階

大 分 ・ 室 f鮒

阪 ( 441 )9351(代 )

大 阪 ( 441 )935 1(代 )

束 ・京 ( 572 )4595 (代 )

名 古 屋 ( 261 )853 1(代 )

小 倉 ( 521)4285(代 )

株式会社

田中

小西
建 築 事 務 所

取 締 役 社長 小 西 岬

実阪 4ι 務 語 大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0 電話 (532) 4051代 表

東 京 事 務 所 東京都千代田区神田鍛冶町3- 3(大木ビル内) 電話 (256) 9301代 表

名古屋事務所 名古屋市 中区丸の 内l の8番39号( 三信ビル内) 電話 (211 ) 4  0  3  5  

大 津 事 務 所 大津市梅林1丁目 4番目号( 滋賀県教育会館内 ) 電話 (22) 5 3 7 3  - 4  

広 島 事 務 所 広 島市大手町 2 丁目 7 番 1 号( 三業ビル) 電話 (46) 0  1  4  4  

株式会社
東 海 設 計

代表取締役 小 坂 忠 勝

名古屋市中区栄3丁目 7番 1号 ( 伊勢 町ビル) 干460 T E L 0 5 2- 261 - 265 1  ( 代表)

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

本 社

阪 事 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

北 九 州 支 所

代表取締役社長
東 畑 謙

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電 話 大 阪 ( 06) 202- 0391 

東京都千代田区永田町 2 ( 永田町ビル) 電 話 東京 ( 03) 581- 1251 

名古屋市 中村 区堀 内町2(堀内ビj レ) 電話名古屋 (052) 571- 8471 

北九州市小 倉北区魚町 1 - 4  - 21 電 話 小 倉 (093)541- 6531

( 北九州清和ビル )

株 式会社 内 藤 建 築 事 務 所

代表取締役会長

代表 取締役 社長

内 藤 資 忠

片 山 光 生

本 社 干 606 京都 市左京区 中 大 堰町 1 8 9 番地 電 話075 (781) 6195代

事 務 所 ・出張 所 青 森 ・東京 ・松本 ・静 岡 ・名古屋 ・京都 ・奈良 ・大 阪

四国 ・福 岡



株 式 会 社 日
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取締役社長 塚 本 猛 次

大 阪 市 東 区 横 上 回 2 丁 目 3 8 番 地 電話 2 0 3 一 2 3  6  1  ( 大代表)

株式会社 根 津 建 築 事 務 所

代表取締役
根 津 耕 一 郎

本 社 大阪市北区協ヶ校町81 ( 大阪弁i I 護士ビル ) 屯話 (06)364 - 8301  ( 代表 )

由 株式会社宮後建築事務所

代表取締役
呂 後 健

本 社 大 阪 市天王寺 区上汐町 6 - 3  5  電 話 772- 0  1  6  5  (代 表 )

分 室 大 阪 椎 寺 町 ・ 大 阪 本 町

有限会社 村 野 森 建 築 事 務 所

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 ー 3 - 8  電 話 ( 624 ) 0  9  2  6 代表

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3  電 話 (253) 0  8  7  5 代表

東京事務 所 東 京 都 中 央区日 本橋茅場町 2 - 3 電 話 (669) 5  6  5  1  

う民

株式会社安井建築設計事務所

取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番 地 電 話 06( 943) 1371 (大代 )

支 社 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 福 岡

株 式 会 社 田 建 築 事 務 所

取締役社長 田 信 武

大阪市西区北堀江上通 3 - 22 ( 久竹ビ/ レ) 電 話 ( 538) 2991 代表

11 7  
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建 設 業 者 有 志
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面l i 【建

宏 悦

京

青 木

井

三重量

F 司

取 締 役 社 長

専 務 取 締 役

大 阪 支 庖 長

樟 式 会 社

1). 

T  E  L 06(458)5851 

T  E  L 03(407) 8511 

T  E  L 06(458)5851  

'

h

d

丹

、

u

F

h

d

日

日日

の

の

l

口

1

南

南

町

2

町

笠

淀

谷

淀

大

怖

い

大

区

区

区

淀

谷

淀

阪 市 大

京 都 渋

阪 市 大

大

東

大

本 社

東京本社

阪支庖

、...... 

3口

取 締 役 社 長 浅 沼 茂 夫

ヨド キ土

本 庖 ・大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 町 8 番 地 の 1 電 話 代 表 (768)

文 庖 ・東京 ・名 古 屋 ・札眺・ 仙 台 ・福 岡 ・ 広 島

営 業 所 ・旭 川 ・秋 田 ・盛 岡 ・福 砧 ・水 戸 ・ 北 関 東 ・千 業 ・立 川 ・横一浜 ・新 潟

北陸・浜松・; 秒間・岐阜・長野 ・三 重 ・滋賀・奈良 ・京 都・大和郡山

和 歌 山 ・ 神 戸 ・岡山 ・鳥 取 ・山口 ・高松・徳仏 ・松 山 ・熊 本 ・沖 縄

組浅

式

社

株

会

d誌

にJ

5 2 2  2  

所務工
7 7 ラ y

新
式

社

株

会

CD 
Bfj 

電 話 代 表 大 阪 ( 313) 13 3 1番

電 話 代 表 束京 ( 291 )374 1番

電 話 名 古 屋 ( 262) 1725 番

新

本 応 ・大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 中 1 丁 目 43

支 庖・非京都千代図区猿楽町 2 丁目 1 番 1 4 号

営業戸i J T . 名古屋市中区大須 4 丁目 l 番71号( 時計ピル )

取 締 役 社 長

屋
カ込

りめあ
株式会社。。

良日太慶野円リ
取 締 役 社 長

電 話 代 表 ( 444) 1501番干 530 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番地社本

安藤建設株式会社大阪支応
<$> 

野 口 清

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 ( 453) 2  1  9  0  

本 社 ・東 京 都 中 央 区 八 重 州 4 丁目 7 番地 電 話 大 代 表 ( 272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・仙 台 ・ 静 岡 ・九 州 ・ 広 島 ・横 浜 ・札 幌

営 業 所 ・千葉 ・横浜 ・水戸・盛岡・新潟・神戸・京都・沼津・札幌 ・宇都宮 ・北九州 ・熊本

常 務 取 締 役 大 阪 支 町 長
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組西
ノ入

7  

式

社

株

会
¢室、

ｾ［Ａｊ＠
定住

電話06 (779) 3  3 6 1  

電話03(354 ) 0  5  8  1  

良 ・ 埼 玉

ヨ=b' "

で52: ' "

百主ヂ

大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地ノ 1

東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地

京 都 ・ 神 戸 ・ 奈

西

メ弘、

7  
取締役社長

本 社

支 庖

営業所

組
L
瓜

ド

I

a

v

 

大

式

社

株

会

@  
良日

東京本社 ・東京都千代田区神田司町 2 丁目 3 番地 電 話 大 代 表 ( 292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁目 3 7 番 地 電 話 大 代 表 (943) 1131番

支 庖 ・札幌・仙台 ・横浜 ・金沢 ・名古屋 ・神戸 ・岡山 ・広島 ・高松・福岡

芳キ木大取締役社長

組制奥

@  

株 式 会 社

夫

大阪市阿倍野区松崎町 l の 2 の 3 電話大阪 (06)621- 1101(大代表)

東京都港区元赤坂 1 の 3 の 10 電話東京 (03)404- 8111 ( 大代表)

札幌・仙台・im和・東京 ・横浜・名古屋 ・大阪 ・神戸・広島・高松・北九州 ・福岡

イ変村奥長キ土

本 社

東京本社

支 庖

社会式株

主n .

闘え建島鹿

夫

郎

( 404)3311(大代)

( 245) 23日( 大代)

健

伝

美

田

取 締 役 社 長 渥

取締役大阪支庖長金

電話 03

電話 06

東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2  - 7  

大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6

本 社

大阪支庖

株式舎社柄苓ヱ務志

⑮ 
郎

尼 崎 市 玄 番 南 之 町 4 番 地 電 話 大 阪 06( 411 ) 1 4 5 1 ( 代)

大 阪 ・ 西 宮 ・ 神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊 田

太
土

日

ノー、

'ロー柄取締役社長

本 社

営 業 所

阪 支 応大組崎神

式

社

株

会

⑮ 

，_.__ 
ー伝歪ヨ-

F ミL

電 話 大 阪 (341 ) 737l ( 代表)

電話 姫路 ( 23) 202l ( 代表)

申

ｉ ｾ 、藤

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 新 地 1 丁 目 2 1  

本 社 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6 - 3  

江取締役支庖長

1 1 9  



① 
設建畿近

社会式株

大 阪06 (448)5601代

07755 ( 2  )  1361- 2  

敬

話

話

電

電

崎

大 阪 市 西区 江之 チ島 1丁目2 番 2 号

|

 

|

 

)

 

代 表取 締 役

ネ土本

滋 賀 県 栗 太 郡 栗 東 町 岡 1 9 3 の 1滋 賀 支 社

組谷熊
@  

牧 田 甚

星 野 晴 彦

東 京 都 新 宿 区 津 久 戸 町 1 7 番 1 号 電 話 (260) 21日 番 ( 大 代 表 )

大 阪 市 都島 区 片 町 2 丁目 1 0 番 5号 電 話 (352) 1151番 ( 大 代表)

札幌・仙台・北関東・東京土木・東京建築・横浜・名古屋・広島 ・四国・福岡 ・北陸 ・那覇

代 表 取 締 役 社 長

常 務 取 締 役 大 阪支 庖 長

社

鵡

庖

本

城

支

設 工 業 株 式 会 社

原 精

阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 番 2 8 号

東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町 1 ー 18( 共 同 ビル )

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

神 戸 市 立 合 区 八 幡 通 4 丁 目 2 番 8 号 ( 松 井 ビ ル )

堺 市 宿 屋 町 東 3 丁 1 番 1 9 号

福 岡 市 博 多 区博 多 駅 前 3 丁 目2 番 8 号( 住 友生 命 ピ ル)

甲 南 建

ゐ
電 話 ( 06 )308 - 1551大 代表

電 話 (03 )253 - 4455代 表

電 話 (06 )427 - 9631代 表

電 話 ( 078 )221 - 6293代 表

屯話 ( 0722 )29 - 0  0  8  8  

電 話 ( 092 )471 ー 7 2  7  1  

代 表取 締 役

組

山

由鴻社株 式 会ｾＸ＠
藤

大阪市東区北久宝寺町4- 27 電 話 ダイヤルイ ン(244)3500(受 付 台 )

東京 ・名古屋 ・広島・福岡 ・鹿児島・松江・仙 台・高松 ・横浜 ・札幌 ・神戸・京都 ・金沢

池許鳥
取 締 役 社長

庖

庖

本

支

組岡。金
社

_ b  

---;z:::，; 株 式

⑩ 

隆不リ岡リ
A  

豆
代 表取 締役

電 話 大 阪 (779)7731- 5  寺 区維寺 IlI T66番 地干543 大 阪市 ー社本

社

.-0、

コ玄式株業工藤佐

母
小町谷武司

本 社 ・東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 - 8  電 話 東 京 (662) 2331 ( 大 代 )

大 阪 支 庖 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221(代 表)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・ 札 幌 ・ 福 岡 ・ 仙 台 ・広 島 ・横 浜

佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支底長
取締役社長
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⑧ 
島藤建設工業雲喜大阪支唐

常取 締 務役 西 田 康

、t .

J口

支常務取底締長役

亀 田 晃

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 8 丁目 5 番34号 電 話 東 京 (403 ) 1  5  1  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1 番 地 の 2 電 話 大 阪 (372) 6  0  0  1代 表

清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 野 地 紀

本 社 東 京 都 中 央 区 宝 町 2 - 1  

支 庖 大 阪 ・名 古 屋 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・金 沢 ・ 仙 台 ・札 幌

+  位決建設株式令必

取締役大阪支庖長 楠 本
回

目

竺益二

11=1 

大阪支店 大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ピル 2号館)電話 06(  220)  8  7  1  2  

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電 話 03(353)代表5111番

。
株

会

式

社 銭

1=1 

1司 組

本 活

支 底

営業所

取締役社長 銭 高 輝 之

大阪市西区阿波座上通 3 丁目 2 番 地 電話 大阪 (531 ) 6431番( 大代表)

札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

青森 ・秋田 ・盛岡・福島・新潟 ・前橋 ・宇都宮 ・水戸 ・浦和 ・千葉 ・多摩・

横浜 ・甲府 ・静岡 ・津・金沢 ・京都 ・神戸 ・岡山 ・松江 ・山口 ・高松 ・松山

北九州・ 大分・熊本 ・長崎 ・宮崎 ・鹿児島 ・沖縄

@  
大 幸 建 設 株 式 会 社

取締役社長 大 沢 幸 平

本 社 大 阪 市 西 区 西 長 堀 北 通 一 丁 目 五 番 地 電 話 06(538)0881代

本 社 分 室 大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電 話 06(203)0373代

東 京 支 J吉 東 京都 渋 谷 区 渋 谷 二 丁 目 + 番 七 号 電 話 03(407)7426代

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 若 狭 町 一 ノ 二 五 電 話052(581)7376代

松 江 営 喋 所 松 江 市 和 多 見 回 丁 一 七 五 電 話0852(21) 3747代

出 張 所 日 山・ 岐 阜 ・滋賀 ・兵 庫 ・岡山・ 広島 ・高松・福 岡・ 静 岡 ・仙 台

• 大 成 建 設 株 式 会 社

本 社

大 阪支居

支 居

取 締 役

社 長

常務取締役

大 阪 支 庖 長

東京都中央区銀座 2 丁目 5 番11号 T E L 東京 (567) 1511大代表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番地 T E L 大 阪 (262)1131大代表

東 京 ・名 古 屋 ・梢 浜 ・福 岡 ・高松・新潟・ 仙 台 ・札 帆 ・広 島

菅

原

津

田

英夫

嬰も
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大 日 本 土 木 詰 大 阪 支 庖

取 締 役 支 庖 長 倉 田 通 夫

530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 9 電 話 06 ( 341 ) 代表 5 9  3  1  

東京本社 162 東京都新宿区市ヶ谷田町 2 丁 目 35 電 話 03( 268 ) 5  5  1  1  

本 庖 500 岐 阜 市 六 条 1 4 8 3 番 地 5 電 話 0582 ( 72 )  3  1  4  1  

支 庖 東 京 ・ 徽 浜 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・九州、|・ 広 島

営 業 所 神 戸 ・京 都 ・奈 良 ・大 津 ・和歌山・」ニ六 ・高 松 ・ 岡 山

パ?、

てV

株 式

会 社 竹 中工 務 応

取締役社長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252 ) 1201番( 大代表)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 九 州、|

営業所 千葉 ・横浜 ・沖縄 ・静岡・北陸 ・京都 ・神戸 ・岡山 ・四国 ・北九州

⑧ 

鉄建建設株式会社大阪支庖

要す震考JE毒 児 島 章

取 締 役 支 庖 長 金 子 越 郎

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ビ j レ) 電話 (358) 032l ( 代表)

本社 ・東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電話東京 (262) 3411(代表)

⑪ 

東 漆 興 業 株 式 含 祉 大 阪 支 庖

李嘉晶表 小松英二 主務E締室 田中巌夫

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内3-4- 2日 石 ビ ル 電 話 東 京 (212) 3  2  6  1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 豊 富 町 3 - 2 豊 崎 ビ ル 電 話 大 阪 (373) 1  1  8  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡

@

 

戸 田 建 設 さ ま 大 阪 支 応

常務取締役支庖長 加 納 秀 雄

大阪市西区靭本町 2 丁 目117番地( 新信濃橋ビノレ) 電話06- 531- 6561(大代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

支 庖 東 京 ・関 東 ・ 横 浜 ・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九州

e  
飛島建設株式奮託大阪支J苫

取締役支庖長 山 本 龍 男

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 池 電 話 大 阪 ( 942) 2  4  8  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号電話東京、 (263) 3151(大代表)
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@  

輸

③ 

@  

@  

明日をささえる

西 松 建 設

大 阪 建 築 支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁 目 4 1 番 地

取締役支庖長 板 井 正 彦

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番 地

日 東 建 設 株 式 会 社

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

常務取締役( 大阪駐在)

取 締 役 支 庖 長

長 久 保 俊 夫

石 津 六 郎

近 藤 義 雄

本 津 平 八 郎

本 社 102 東 京 都 千 代 田 区 平 河 町 1 丁目 4 番 地 9 包 括 東 京 03 ( 265)  ( 大 代 表 ) 4281番

支庖 530 大 阪 市 北 区 末 広 町 1 2 番地( 新末広ピノレ) 包 括 大 阪 06  (351 )  代 0 6 2 3 番

日 本 建 設 株 式 会 社

ネ土 長
生 田 重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261)  7  5  9  1  - 8 〒541

支 居 東 京 ・ 大 阪 ・名古屋 ・福岡 ・広島 ・仙 台 ・札幌 ・四国 ・沖縄

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 2 丁目 9 番 地 電 話(202)代表 4 7 9 1  

東京支庖 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 l 号 電 話(241 )代表 4 1  7  1  

株 式

会 社
間 組 大 阪 支 応

専務取締役

大阪支庖長

土 上 三 之 丞

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 (201)2751 (大代表)

本 庖 ・東 京 都 港 区 北 青山 2 丁目 5 番 8 号 (405)  1  1  1  1番 (大代表 )

支 庖 ・東京 ・大阪 ・名古屋 ・福 岡 ・仙台 ・北陸 ・札幌 ・広島 ・高松・ 海外工事局

株 式 会 社 藤 木 工 務 応

取締役社長 藤 木 織

支 社
阪本間 ・大 阪 市 東 区 両 替 町 1 丁 目 1 3 電 話 06 ( 942 )  146l ( 代 )

支 庖 ・ 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 の 4 電 話 03 ( 357) 1611 ( 代 )

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864 ( 22 ) 3330 ( 代 )

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 電 話 0878( 51 ) 7272( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 院 寿 町 1 3 電 話 075 ( 311 )  4131 ( 代 )

稲岡市博多区博多駅南4丁目 18の2(博多沢田ビル内 ) 位 話 092 ( 441 ) 6585( 代 )

出 張 所 ・ 多 摩 ・ 静 岡 ・名 古 屋 ・津 - 宇 治 ・問i J J . 徳 JL3 ・新 居 浜 ・熊 本

1 2 3  



② 

不

-・圃園田

建
九

又

J

--=回

U

株 式 会 社
-・・・・圃・・

取締役社長
口

豆三

仁コ 良R

本 社 大 阪 市 西 区 西 本 田T3 丁目 l 番9 号 干550 電 話 大 阪 541- 5534代表・9301代表

支 庖 東 京 都 新 宿 区 西新宿 4 丁目 5番2号 〒160 電 話 東 京 377- 5  1  7  1代 表

名古屋市 中区千代田 4 丁目 11番17号 干460 電話名古屋 321- 8  4  8  1代 表

出 張 所 仙 台 ・大 垣 ・京 都 ・野 洲・姫路・ 岡 山 ・広 島 ・博 多 ・大 分

告惨

未来をひらく フジ少工業

取締役大阪支庖長 志 賀 修

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電 話 (345) 代表 7 6 7 1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 15 

支 庖 ・東 京 ・ 札 幌 ・ 横 浜 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島

九州、|・ 仙 台 ・リ マ ・ カ ラ カ ス ・ サ ンノ f ウ ロ

③ 

前田建設工業稼式会社大蔵支庖

取締役支庖長 林 甚 四 郎

支 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 2 丁目 4 番 2 0 号 電 話 大 阪 ( 353)7 8 9 l( 代表)

本 社 東 京 都千代田区 富士見 2 丁目 10番地の 26号 電 話 東 京 ( 265) 5 5 5 l ( 代表)

+  
真柄建設株式会社大阪支庖

常務取締役支庖長
佐 々 木 孝 治

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京町堀 3 丁目 12番 地 電話 大阪( 06) 443- 0641(代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 麹 町5丁目 l 番地 電話 東京 (03) 263- 1211(代表)

支庖 ・営業所 東京 ・名古屋・金沢 ・富山・福井 ・京都 ・大津 ・神戸 ・新潟・広島 ・福岡

。 株 式 会 社
松 村 組

取締役社長
松 村 雄

本

支

社 ・大 阪 市 北 区 空 心 町一 丁 目 七O 番 地 電 話 大 代 表 大 阪 ( 353) 1131

庖 ・東 京・名 古 屋 ・札 幌 ・仙 台・広 島 ・福 岡

⑥ 

三 井 建 設 額 大 阪 支 庖

常 務 取 締 役 支 庖 長 滝 口 開

大 阪 支 庖 大 阪 市北区中之島 3 ー 7 (三井ビル 2 号館) T E L  06- 443- 1321 

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 ー 1 T E L  03- 863- 3111 
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@  
村 本 建 設 株 式 会 社

代表取締役社長 村 本

屋包

丘三. 局司

本 庖 奈良県北お城郡広陵町安部 5 4  7 電 話 大 和 高 田 ( 55)  1151(代表)

大阪本社 大阪市天王寺区上本町 9 丁目 4 9 電 話 大 阪 (779)1571 (代表)

東京支庖 電 話 東 京 (265) 5851附 名古屋支庖 電 話 名 古 屋 (241 )1511間

福岡支l吉 電 話 福 岡 (741 )0119 三 重 支 底 電 話 津 (26) 2949 

⑮ 
望 月 建 設 株 式 会 社

取締役社長
望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 1 丁目 18 電 話 大 阪 ( 344) 8  6  5  1  ( 代表)

。
株式会社

対喝Z

* 木
組

取締役社長

7f<: 

オ升t 幸r台

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 201- 2761(代)

( 支 庖) 東 京 ・名古屋 ・奈良 ・九州I ( 営業所) 仙台 ・滋賀 ・京都 ・神戸 ・広島

① 

株 式 会 社
i成I I L  工 務 庖

代表取締役
斗万且覧L  道 雄

本 社 大 阪 市 北 区 南 森 町 4 7  (成輿ビル) 電 話 ( 364) 158l ( 代表)

営 業 所 神 戸 赤 川 凶 ' 白 宝 塚 盟 中

綜合建設業・一級建築士事務所・宅地建物取引業

② 
続 薮 内 Z 務 Jき

4

1

好

川

日

d

A

d

!

日

「

t
z

業

一
万

本

営

展

大| 以 I{. f 只塚 d-j n  ;:j 3J l 83 - 1  電 話 (0724) 31- 4 0 2 5  ( 代 )

大 | 仮 ・ ey 西 宮 ・ 平n 泉

大| 以 I{.J 貝 塚 市 三 ツ 松 招 山 1 7  2  6 暑 地

。 株式舎社米田工務底

取締役会長 米 田 治 郎 兵 衛

米 国 良 男代表取締役

本 社 干 543 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 阪 上 ノ 町 7 T E  L 大 阪 ( 06)771-7771代 表

1 2 5.  



賀 正

1 9 7 7  

建材・設備工事業者有志

。〉 アイエム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 一 郎

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1  8  3  T  E  L  (06)  561 - 3  9  0  1代

東 京 出 張 所 東 京 都 豊 島 区 西 池 袋 5 - 13 一13 T E  L  (03)  988一o2  7  1  

束郡自動車ビル 1411号

泉 北 出 張 所 堺 市 泉 北 若 松 台 1 - 1  - 1310 号 T E L  (0722)  92 - 3 3 2 1  

@  

主

目

…盛 建 材 株 式 社

盛

盛

A

会

男

巌

取 締 役 会 長 青

取 締 役 社 長 青

繁

広 島 市 舟 入 辛 町 1 9  - 1  0  電 話 0822- 92- 3200

福 岡 ・ 岡 山 ・ 松 江 ・ 下 関 ・ 徳 山 ・ 鹿 児 島

。〉
タ イ ル . a 工 事

井 上 窯 業 株 式

A

A

玄
社

代表取締役 井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電話 771 ー 2 8  2  5  ( 代)

営業所 豊中・奈良・ 寝屋川 779- 5  3  2  3  - 4  

。
防 熱 並 に 防 水 工 事

株 式 会 社 井
上 ;令 熱

代表取締役会長
井 上 浄 夫

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  0  1 電話 (06)441 - 8531附

支 庖 東 京 都中央区八丁堀4- 2- 2 共同ビル八階 電話 (03) 551- 6756 

工 場 岡 山 市 中 原 3 7  5 電話 (0862)52 - 5371 

母島

株 式

ｾ＠
社 梅 彦

'J:l;' 

松 刀く 嘉 良日
代表取締役

本 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 電 話 06 (371)  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電話0726 (43)  6  1  4  9代

126 



鯵
文 阪 韓 飾 株 式

取締役社長 崎 川 智 造

。
宮

本 社 大 阪 市 西 区 点 sIJ 堀 2 丁 目 6 4 番 地 電 話 06 (444) 1410(代)

営 業 所 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 一 2 6  - 1  屯 訴 03 (437)  2577 (代)

ヰIj1戸市生田区下山 手通 2 - 15 (聯合ピル ) 電 話078 (321)  2009(代 )

防煙・防火は 臨叫 で 轟κノ

ｾ＠
ミシ

の

ｾ、

fLl NTKOTE 

、' -'

⑮ 

11¥俣シャ11' ，/ - 工業キ朱式会社大阪支庖

株 式

会 社 木 下 謹

取 締 役 社 長 木 下 光 雄

商 底

干 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 5 丁 目 5 番 地 電 話 06 (443)  0115 

株式会社シェル石油大阪発売所

フリントコート部門

本部長 栗 山 手口

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2  5  電 話 大 阪 ( 343 ) 0441大 代 表

営 業 所 東 京 ・福 岡

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテバヤシ商底

代表取締役
館 林 彦 四 郎

干601 京 都 市 南 区 西 九 条 大 田 町37 電話 (075) 681- 7 2  2 1 (代)

特許 Ｘ 象。 ｾｾ￸νＮＢＧｾＴＢ 尚Ｊ
東西アスフアルト事業協同組合

田 島 ル ー フ イ ン グ 株 式 会 社

大 阪 : 大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 7  4 電話 (06) 443- 0431 

東 京 : 東京都千代田区岩本町 3 - 11 - 13 電話 (03) 862- 8531 

名 古 屋 ・広 島 ・福 岡 ・札 幌 ・仙

12 7  



⑩ 

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

本 社 干581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂6丁目 4番27号 電話0729- 94- 5682

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

⑮ 

東 亜 ア ス 防 水 工 事 ノ ¥ イ ボ ン デ ル 工 法

合 繊 不 織 布 ・T N コ ー ト 使 用 の メ ン ブ レ ン 防 水

;:官i 東Eアスフガレト防水事業協同組合

干581 大 阪 府 八 尾 市 南 太 子 堂 6 丁目 4 番 2 7 号 電 話 0729-94- 5682 

東邦パーライ卜断熱軽量コンクリー卜 、東邦パーライト断熱軽量モルタル、建設省防火認定材料( ネオパールスキン)

東邦ハ。ーヲ子炉鋭葺' 会担

取締役社長 +面 泰 治

本 社 大阪市東区森之宮西の町 5 9 4 ';l(話 (941) 9  2  4  3  - 7  (代)

営 業 所 東 京 、 償 浜 、 広 島 、 福 岡、 高 松、 松 山 、 金 沢

室 内 装 飾 施 工 全 般

東 洋 建 装 株 式 会 社

代表取締役 二 四 阿 久 男

大阪市城東区古市 3 丁目 13番14号 T E L 大阪 (06) 932- 4321 代 表

⑧ 

T OT O特約庖株式会社

""'-'7 
代 表取 締 役

士

口田 広 助

営業所 干544 大阪市生野区巽西 2 丁目 7 番24号 電 話 757ー 1101附

本 社 干 543 大 阪 市 天 王 寺 区烏 ケ 辻 町 6 1  電話 771 - 9123肘)

お

株 式

会 社 西原衛生工業所大阪庖

取締役社長
半

十 良R

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1 番地 電話大阪 (458) 代 3 5 3 1 番
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。
日本アスフアルト防水工業協同組合員

日 新 工 材 株 式 会社

代 表 取 締 役 井 場 正 孝

干 550 大 阪 市 I)Lj 1，( 新 川 北 辿 1 - 17 心訊 06 (541)  3785 ( 代 )

@  
阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取締役社長 杉 村 正 良日

本 社 大阪市淀川区新北野1丁 目4番21号 電 話 代 表 06 (302) 0231 

営業所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 - 7  電 話 代 表 052 (692) 1141 

v而 瓦 玩

無機質浸透性塗布防水剤

ウレタン防水剤一一パンデコート・カラーパンデコート

防塵用カラー床剤ーパンデコート F- 500

ウレタンシーラント- 5- 340

エボキシ防蝕剤ーパンデコート P-201

<i 言越化学グループ〉

株式会社ノてンデックス・ジヤノてン

代 表 取 締 役 社 長 村 川 一 雄

関 西営 業 所 所長 大 友 理

本 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 場 2 - 2  7  - 1  0  03 - 552 - 6954 (代 表)

関 西営 業所 大 阪 市 北区 伊 勢 町19- 2 1沼紛 ビル 北 2 号 館 06 - 312- 5  7  6  5  

ビ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー 卜 防 水 責 任 施 工

防 熱 工 事 設 計 施 工 ー一一一

プラスオール 1 _ _  

コ ー キ ン グ } 販 売 施 工 . . . ，

ピ サ ロ ン J W 

三 星 産 業 株 式 会 社

ア550 大 阪 dj' 内 区 rl 戸 以 1 - 126( 大栄ピ J レ) T el. <443>9721( 代 )

干 Ｑ Ｐ Ｑ 東 京 都 ｈｾ ｬ ｬｉ区 神 ｬ 王 ｬ 小 ｊ ｉｉ 町 Ｓ Ｍ Ｒ Ｘ Ｈ 三 点 ビル Ｉ T el. <292>1961( 代 )

II H' J長内1・4し眺 <721>6031 ・6307 1111台<21>5366( 代)

ず1 1片足 <931>4574 ・3393 も司|而1<78>3361 ( 代)

凶

自主化成主業樟式含社代理庖

新日用車日: 互業械式喜枇代理恵

ι1，/ 三産業構武吉托

代 表 取 締 役 惇 馬 正 明

⑤ 550 大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 丁 目 4 7 番 地 電 話 ( 06) 大 代表 441 - 0  3  7  8 番

広 島 出 張 所 ・ 広 島 県 竹 原 市 竹 原 町 本 川 1514- 9  工 場 ・大 津、 竹 原

③ 
室 谷 商 事 株 式 社

AIt .  

Z 玄

取締役社長 室 谷 山 水

本 社 神戸市生田区北長狭通4丁目 1( 英和ビ ル) 電 話078- 331 - 0  8  8  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  (堂 ビノレ) 電話 06- 364- 2  0  3  1  
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<8> 

』。毛4
文化主11材 ・金属品l材・装備品

⑬ 

面玄

9彰

130 

営業品目 建築金物、装飾金物、其他諸金物別注設計製作

オリジナル金属製家具

株式会社山本金属製作所

〒542 本社・ 本 社 工 場 大 阪 市 南 区 西 賑 町 2 5  T  E  L  (761 )  0  1  2  7 代

〒570 守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 - 1  T E L (993) 7  1  9  2  

株 式

会記 tk 1 f . 建材筑

本 社 大 阪 市 西 区 四 ッ 橋 筋 ・四 ッ 橋 電 話 541 ー 1861 - 8  

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 番 1 号 電 話 723 - 2277- 8

山 建 ソ ビ 一 大阪市西区立花通 2 ( 展示屋敷 ) 電話 541 - 2152- 3

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

取締役社長
山 本 泰 通

本社 ・工 場 大 阪 府 摂 津 市 東 別 府ト3- 6 電話 ( 06) 340- 9  1  3  1  - 5  

営 業 所 東 京 ・名 古 屋 ・大 阪 ・広 島 ・福 岡 ・仙 台

凸 版 印 刷 株 式 ネ土

専務取締役支社長 田 中 貞 司

関 西 支 社 大 阪 市 福 島 区 海 老 江 3 の 22 の 61 電話 06 (458)  2251 

本 社 東 京 都 台 東 区 台 東 1 の 5 の 1 電話 03 (833)  2111 

大 阪 で 唯 一 の

顎 日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 中

代 表 取 締 役 中

山 豊 雄

山 敏 夫

大阪本社大阪市東区高麗橋 1 丁目 3 ( 東洋ビ j レ) 電話 202- 6861( 代表)

株式

会 社 日刊建設通信新社関西支社

代表取締役会長 田 中

高蓄委託室 林 田 不 二 夫

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  4  4  エハラビル電話 (444)  4  4  5  1代表

本 社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 ー 1 1  - 4  電話 ( 502) 8  5  8  1代 表



内 装 不 燃 材

室 谷 商 - 株 式 会 社

本 社

支 庖

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責 任 施

工 ま で の一 貫 し た 作 業 シ ス テ ム に よ り 、 漏 水

原 因 を 克 服 し た 理 想 的 な 総 合 防 水 層 を 完 成 さ

せました。

・奥 山 式 総 合 防 水層 の 特長

継 自 が な い / 温 度 変 化 に よ る 伸 び が な い / 腐

ら な い / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で 施 工 出 来 る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東京都 中央区銀座8- 4- 11 電 鱈03( 571 ) 2703

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型? 固定型

岩元式連塔換気装置 ( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅¥

新 型 換 気 塔 S Fスーパ ー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

神戸市' 1 : . 川区北長狭通 4 - 1  (失干[1 ビル)

Ｇ ｉ ｬｬＺ ｾｩ 月神戸 ＨＳＳＱＩ 0881- 3  

大阪市北区*ii 笠 IIIT50{ 堂 ビ ル 51; 皆 502号室)

ＧＱ ｬＡＺ Ｇｾｉｾ＠ 大阪 ( 364) 2031- 4  

制I}I ，打 Cj : イト区八 ltffii J.!I 1  - 5  ( 屯話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテクト吹付工法

- ぉ申込次第カタ ログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 団 字 宮 畑 2 5  9 電話0462(21 )6092

大阪出張所 大阪市都島区都島中通り 2-3- 1 電話06(921) 2497 

名古屋出張所 名古昼市南区若草町 3 - 3 電話052(811 )3660

九州出 張 所 佐 賀 県 諸 富 町 電 話0952(47)2945

( カタログ進呈)

最新型 採光排気塔( 風光) スーパ ーライ ン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種 シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 (981) 0  6  1  5- 0  6  1  8  

1 31  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

@ 郡 朝 日 三 業 社

本 千| 東京都港区芝松町 1 -25- 7  氾話 ( 434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1 -58-59 n;: 話 ( 302) 227 1(代)

支 I市 北 海 道 flll 台 名 古 屋 ・ 広 仏 . ti ，¥問

符 業 所 釧 路 ・函 館 ・雌 | 珂 横 浜 . m. 岡 ・京者1; ・神 戸

給 f J l 水 衛 生

11)1 i'I; }j j ・換 気 設 計 施 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 山 hi 町T - '，LL ，ii市大阪 372局7151( 代)

京百11 ，打点山区大和大路正面 卜Jレ 屯 ぷ 京 都561局4944 ( 代 )

村l戸市生F J l IR下 山 手 j凶 六 / - '，11: 訴 事1I 戸341局 5 8  9  2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 宇土 大阪r [ i附成 IK正戸地D - 60 干 550 .，正話 (441 )8231代表

支 l吉 大阪 ・ Ｊｊｬｾ Ｇ 7' ，古屋 ftll 台 ー金沢 ・広}::j ・福岡

営難所 札幌 ー新制 ・岡山 . ｴｾ 訟 ・ 熊本

出張所 蛾 l判・秋回 ・償浜 市予問 . .，江山 制労 ・ ｾｾＡｴ 回

京者 ＱＱ Ｎ 事 ｬＧ 戸 ・鹿 児 ｽ ｾ， ｉ ｪ . 郎新

空 気 調 和 設 備

各種送風機・風力輸送装置

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工 設計製作

空調機器類・ 公害防止装置

各種プラント設備

⑪ 械式会社，，: ' 4J P. シ

本 社 大阪市住吉区万代東 6 丁目 3 T  E  L  ( 672) 1281(大代 )

営業所 東京 ・名古屋 ・京都 ・広島 ・福岡 工 場 和 泉 ・名古屋

テレ ックス: 本 社 No. 562ー 7688 和泉工場 No 538- 5898 

- 給 排 水 衛 生 ・; 令暖房

・ 空気 調 和 設 備

. そ の 他管 工 事 一 切の 設 計 ・ 施工

⑮ ( 111 務 総 久 判 断)

斎 え 五 業 株 式 会 社 大 阪 支 j左

大阪支 l苫 大 阪 市 北 区 常 安 町 " 電 話 06 - 443 - 5041附

東京本社 東京都千代田区大手町2- 6- 2( 日本ビルデング)

電 話 0 3 - 2 7 0 - 7 4 1 1 附

13 2  

営 業 所 札 脱 . fllli 今 千 業 名 古 屋 ・金沢 ・高松 ・岡山 ー福岡

出 妓 所 柄 井 ・ 念 w!t . 広 島 ・ 苫 小 牧

空 気 捌 和 貫生 イjiIJ

車合f非7 K .f!i信坐三7Kill

電 気 設 備

J訂 房

三 機 工 業

ム

環 境 術 生 施 設

荷 役 運 搬 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 各 務 節

取締役支町長 藤 田 初 蔵

大 阪 r! l *区 北 浜 2 丁 目 2 2 '酢 J也 包 括 大 阪 ( 202) 代 表3071

本 的 東京 ・日比谷 . .='. 1i J ピル

文 J汚 名古屋、相問、札脱、広品. 仙台、北陸

出 似 所 償浜、町4昔、 i仲間、盟国、岡山、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

⑮ 三 建 設 備 工 業 株 ま 奮 社

大阪支底 大 阪 市 北 区 紅 悔 11汀 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11  3  1  ( 代 )

本 社 東京都 rj -'央区日本紙蝋波町 2 一22 i l!: 話 ( 667) 3431 (大 代)

支 社 名 古 屋 . {t ll 台 ・札 脱 ・広 島 情 問 ・金 沢 ・新 潟 ・償 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

。株式会社

-‘ 

・"‘
-・・ 晃 空 調

*frf 本lh 東京郎新宿区岡新宿 新宿住友ビル .;:;:ilfi 03- 344- 1911  

大 阪 本 町 大 阪 市 北 区 " 1J m 田T 16 llI' j也 屯 話 06- 363- 1371 

支 町 名 古 屋 市 中村 区下笹山町 11 - 2  .，:;:訴052- 581 - 8571

広 };，'j rll 紙 昼 間T 1 丁目 2 jff 22 号 屯 話0822- 47- 4535

ｍ 岡市中央区大名 Ｒ 丁目 Ｔ 託子 ＲＲ ｾ 号屯話 ＰＹＲ ー ＷＶ Ｑ Ｍ 3795 

，'.jj ; ; 長所償浜 loMl・ 京高11. 神戸 ・松江 ー沖縄

一 一;令 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機器 配 管 、 設計 施 工 一 一

⑮ 

株式

会社

本 社

干 5 3  1  

点 ｦｲｾ j [ J，lj 

T  1  0 4  

:B ｾｬ＼＠ I好

ご三主

J 同 71< 工 業

大阪ｲ｛ ｩ 大法 Ｑ ＾＼Ｚ ｉｈｩｾ 田 ｲ 3  H I 14番池

辺 ぷ 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表 )

*ボr. ! 1'1' 央1><: 八丁 Ihti 4 丁 il ll l許7 ｾｽ＠

Ｈ ｪｬｬＧｾｦ ピ ｉ レＩ

U A 点 点 ( 551) 8  0  4  1  ( 代表)

n  1以 lit ＮｾＡ｜ Ｎ＠ .j-: r.! 1  .::i .  11 i  It  

， ｉ［ ， Ｇｪ 似ｾＮＮ｜ 1河 松 J l I .  ，::， ｪｩｾ＠

所

遺 書 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 立 I;. ¥i 兵iI.!i 1  - 2  5  ( 新大ビ ル)

.，[eJ，fi  (06 )  344 - 6  0  3  1  (代)

本f J : . 点京支前 点京都中央区日本稲本石田J4- 2( 三井第二日IJfi i"¥)

.，[e，j;fi  (03)  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 己i hl . 九 州 ・広 1:.' ，• -l' L 帆 ・東 海 村 ・北 陸 ・大 分

空 気 調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1- 14 T  E  L  0 6- 4 4  I  - 5  I  7  I  

支 j苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 京 都 ・神戸 ・福 岡

営 業 所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑨ 結 審 膏 冷 機 輪 読 書 往

本 主i 大 阪 市 If. j区瓦屋町 3 番 丁68番 J也( オートセンアーピル2階)

重1;1便番号542 m: m大阪 (06) 768ー 5 0  3  1  需

東 京 営 業 所 東京都千代川区九段南 2 丁目 2番 5号 ( 九段ビル 81:告)

郵便格号 102 .  ｾＺ［Ｚ話東京 Ｈ ＰＳ Ｉ 262- 3  2  4  1  - 4 番



商昂| 守37です:Lと竺 笠ジ戸一ニ刀ア

W 大気扇士

ｾｾ ｾ 明， ｴｦｺｧ［ 脱出作 ＲＲ
本 社 東 京 支 庖 車 京 都 昭 宿区 西 明 宿2-6-1 宮 03- 3' H851 (大 札 ) 大 阪 支 広 告06-203- 3721 ( 大

代) 名古屋支庖 古052-21 1-1 535(ftl 九州主庖 世田2-'3ト21117 営身長所 札幌仙古惜，兵 ・広

島 押 戸 出張所 閉 品 金 沢 大 宮 帥 同 盟 国 ・軍 縮ー岡山 ・蛤山 院 本 1血鬼島 ・沖縄 ハノコク

i星 ・湿度調整装置、暖房

冷房、水道、徹送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 日 田 町 3 0  1屯 話 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1 ( 新 東 京 ピ J レ)

屯 話 ( 211 ) 8  5  1  1  .  8  5  6  1  ( 代)

仙 台 支 府 仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

-;n: 話 ( 21 ) 4  4  9  1  

名 古 島 正 支 応 名 占 L; i r打 京 区 東 門 前 田T 3  - 6  

Hi: 干丹 ( 971 )  3  6  2  1  

一 般 空 鯛 設 備 ・恒 iB. t:e i皐 設 備 ・; 令 諌 冷 蔵 設 備

冷 却 乾 燥 設 備 ・ 環 境 改 善 設 備 そ の 他上記 に 附

，問、 帯 す る 衛 生 、 電 気 等 一切 の 工 事 の 設 計 ・施 工

ｉｾ イタイ牢Ｇｊ Ｗ ラシト稿ヨ Ｘｕ
芯ちポ《 取 締 役 割 ポ 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀 ｾ ＧｉＢ ｦ ｬ 宮 本通 Ｑ 丁 ＱＱ 2  {件J也 ホ ー コ ク ピ ル

〒 531 '; [. t1fi 大阪 ( 06) 372- 5171( 代 表 )

支 I苫 東 京 町11 中 央 医 日 本 附 本 町 3 の 1 ，共 J，;J ビ ル

干 103 ，[ ;1，ro  !1< J; (( 03 )242- 5521(代 表 )

営揖所 ｾＧ，｜岡 Ｎ ; f ，古/，i 広 Jゐ 札 眺 1111 fi  

空気調和 ・衛生設備 大阪ガス指定 工事会社

設計・施工

ガス設備・ガス住宅設備 大阪ガス設備機器特約盾

。 大 晃 設 備 株 式 会 社

(旧三晃空調瓦斯工事部)

本 社 大 阪 市 北 区 木 崎 町 3 4 - 2 ';Il話 06- 313ー 1846

z  i2 J J 主撲 大阪市北区木中市町 3 4 - 2 屯話 06 - 313- 1846

W2 4 1 l t  fjj 枚方市 EI' 斐問点町 9 番 3 号 屯 話0720 - 49 - 2128

設 備 部 大 阪 市 北 区 木 中 市 町 3 4 ー 2 ｾ ｉｬ ￰ｦ￭＠ 06 - 313ー 1846

・E 剛容施 PI 枚方市 1[ 1 斐聞東町 9 番 3 号 屯 話0720- 49- 2128

回

11丘. ＨｾＱ＠ });: . 空会-( ｩｽ ｬｉｾ＠ j!u! _)交調七年装 世

設 計 地 工

高 6!!= 
蓋干1

品主4

-← 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 芝 聞 町 55番 地 ( 北 阪急 ピ ル 9 階)

' ; 1 l 話大阪 ( 372 ) 2  5  1  1  (代表 )

本 社 東 京 都 千 代 聞 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

c : : m哩胆コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施工

換 気 ・ 除 塵 設 備

東 洋 明‘ 工 業 格 式 会 抵 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目 T E L (433)  8 0 7 1  

本 社 東京 都中央区京情 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 稲 岡

空 調 ・衛 生 設 備の 頁

給 ・排水 ・衛 生 ・消 火 ・暖 冷房 設備

お 22西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 出 南 通 4 丁目 11 電 磁大 阪 (458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・ 柄 附

⑨ 日 本 管 工 業 株 式 会 社

耕民京都支庖 京 都 市 南 区 西 九 条 !位 田 町 2 0 佐 I也の 1

ｾＱｉ ［［ｦ［ Ｈ ＶＸ Ｑ Ｉ＠ 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37(天満僑北詰 )

-;n:訴 (352) 3  5  0  1  - 3  

四 日 市支庖 州日市市浜国酋末広町ｾ Ｎ ｬｬＺ話⑬ ＷＴ Ｓ Ｑ Ｍ 3  

滋 賀 営 難 所 大 は 市 打 出 i兵 13 - 15 ｾな話 ＰＷＷ Ｕ ⑫ Ｙ Ｗ 3  8  

津 営 換 所 津 市 栄 町 2 - 1 1 1 'l1I訴 0592 ⑧ 3 6 1  0  

(j，ef t  ｾ舎町産局害 Ｑ Ｓ］

ー・F電'ー..，.

③石造説場層部

@平山互業株式会社

大阪市西区江戸線通 2 の 2 T E L ( 441 )附 1994・( 443)附 0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不 ニ 熱 鉱 業 続 捨 紅

本 庖 大 阪 市 南 区 Il lfi ｾＧ立町 ｊ 2  - 5  0  ｾ｛ｾ，ｦ［＠ 261 - 2436附

東京支底 東京都大間区内問込 1 - 2  - 1  Ｇ，ＡＱｾ，ｦ［＠ 773ー 1231({り

営 業 所 銀 l明 ・ 浜 絵 ・ 京 行11 .  1<1

'  

1; 似J ，可

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設/ 設計 ・施工

⑫ 山 田 工 業 株 式 会 社

卒社且菅工if> 4 i 章部大阪市西区京町堀 1 - 62 世話06(443)8161(大代主)

環境装置 '1111部大阪市淀川区三i . l ! 屋南 1 - 1  - 35 世品 価(308)l 491(代表)

東 京 支 1[ ，東京都港区北青山3- 6- 18(共同ピル青山) 電話 03(409 )8905 ・8973

4 古 屋 支 広 名 古 屋 市 中 区 栄 2 - 16- 13(京極ピル) 世話 052(202)ω77(代表)

出 張 所 神 戸 編 岡 訟 山

13 3  



⑤ 
I7Eヨ E 望書邑 . e: :  ム瓜・ ---..b. 

| 窃亀支' ¥， 1 . 木武

ｦｕ ｾ ｾ 均官役 山本 ↑奪 三
キ士 大 阪 市 北 区 中 之 i;.¥ 3  - 3  <<11  1: 1 ビ ル

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

rfj 車 水 田f 3 - 3 4 - 6

T E L  人・貼<06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

，;( ｭｾ＠ ，fj .fi 京 区 凶 以 甑 4与 野 田f 2  1  

T  E  L  ，;( r.J 1  075 (  3  1  1 )  1  1  8  5  Ｈ イｾ Ｉ

市 中 央 区 採 院 1 -- 1  4  8  
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工施責 任由自彩色物尺長

種品

錆びない. ノ

われない. ノ

燃 え な い /

S 大 波 V 波 ボ y クス j皮 W ジ ャ ン ボ 波 V デ ッ キ

平板・波板・棟包 ・雨 押 類 ・谷樋・堅樋・軒樋

ホ ー ン タ イ ト ( 防 音 壁)

換気装置〔モニター ・ベンチレーター ・ムーパー ・エキゾスター (強制 ) J  

盛 市I J I !J 9J l J 9J 閥、量株式..L .，; ' y  ，..， 7- ' Y  J 島 炭 : l ! ! 府 民 訴

本 社 兵 庫 県 尼 崎市 昭 和 南 通 り 3 ー 26松 本 ピ ル 電 話 大 阪 ( 412 ) 5131代 表

営 業 本 部 兵 廊 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4 電 話 大 阪 ( 488) 1081代 表

東 京 本 社 及 工 渇 埼 玉 県 族 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 蕨 ( 42 )  3115代 表

大 阪 支 庖 及 工 渇 兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  電 話 大 阪 ( 488 ) 1081代 表

九 州 支 庖 及 工 場 福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 t頁 末 電 話 北 九 州、1(691) 2831 代

名 古 屋 支 唐 名 古 屋市 中 村区 泥 江田T 1 の 24第 2 中経 ピ ル 電 話 名 古 屋 ( 581 ) 2781 代

S ノj 、j皮ｩＤＨ 才反 主 見ｾ

途用

a  

ヤ

ｾｾマ

ヨるト

3災

" ，.  

/ ' 〆 y インテリヤ・・・カラーストーン・・・研出し仕上/

( 旭 化 成ミュ- ) レコートセット品 )

オリエンタルメタル (0. P . M)  

オリエンタルスーパーメタル ( 5. P. M)  

オリエンタルスチールライト ( 5 . T . L )

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. 5. P. M)

fs，ZPヨ・スト- P

ワンタッチ・・・洗出し仕上・. .  

.. 

(旭化成ミューj レコー卜・セット品 )

- カ タ ロ グ お送 りします

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 一

発

売

元

- 全 固 有 名 建 材 底 へ 御 閉 会 せ 下 さ い

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L大 阪 ( 538) 2951- 5・( 541)5757 - .  9  

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・ 明 石 . ￞ｉｾ 路 ・ 四国・中国
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完壁な雨仕舞をめざ以L

|  三星アルミコーピング140、新登場。 I

雨仕舞をより完全なものにするには、防水と一体でー ・・・ ・。田島はこう考え、雨仕舞にも

全力で取り組んています。防水と一体なので悶仕舞が抜群だ、美しい、堅牢だ、耐候性

がいい、工期が短かい、など。多くの設計者の方がたからおほめの言葉をいただいた、

三星アルミコーピングLそんな高い評価の中で、いま、三星アルミコーピング 140が新登

場。250・210 ・140 とト リオになりました。立上り部の厚さに応じて、それぞれ使いわけ

られます。防水を トータ川こ考える一一。 田島は 、それが完全な防水へ 、一 歩近づく

ことになる、と確信します。 ・スライド完成・技術資料をご詰求ください。

E  

1!:l02102刃

V控 訴 得 控
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1
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日
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行
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昭

和

例

年

3

月

刊

日

第

3

樋

郵

便

物

飽

可

価格は工事費も含めて、従来の

セントラルヒーティングの約半分

です。( 新築、 1階暖房の場合)

. 給湯はシャワーと洗面所、お台lりに。給湯能力は8号相当

( ご家庭a の小型カ、ス湯が1:日誌の約2ft?' -の能)J ) です。

. '暖房Lt 6室までbボ.イラーと放奏附誌を直接結びつけ る配管方

式ですから、あとからでも暖房する部屋をふやしていけます。

・暖房配管には細 〈曲げ、の自由なアンク〉レチューブを使用。取

りつけ工事がし、ちだんと簡単になりました。

. ボイラーは屋外、 屋 内設置の2タイフい 、すーれもコンバク卜で

耐久性を重視した設計です。

. IT' エックス』はフ。ランやご予算にあわせて選べ、るバック販売を

居市

L 、たします。

※パy ク価格に含まれない力ス工事や電気工事な

の別途工事もありますので、 くわしい内容について

は係員に ζ 相談くださ¥. '0
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